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は じ め に

本報告書 は、我 が国 にお ける情報化人材育成 の高度化 とそれ に伴 うIT技 術者の育成

に向 けて 、財団法人 日本情報 処理 開発 協会 中央情報教育研究所 が、平成13年 度事

業 と して実施 した 「情報化人材 育成 のための基盤調査」の成果 を取 りま とめたもので

ある。

当研 究所 は、国 内外 におけ るスキル標 準お よび育晟カ リキュラム等 の人材育成基盤

に つ い て 文 献 ・資料 調 査 や ア ンケ ー ト ・ヒア リング調 査 等 を実施 し、 そ の調 査結 果 に

沿 っ て ス キル 標 準お よび 育 成 カ リキ ュ ラ ム等 を作成 し、 そ の普 及 を 図 る こ とに よ り、

特 に 、企 業 を 中 心 と した 情 報 化 人材 育 成 活動 を支援 して い ます 。

本 年 度 は、昨 年 度 当研 究所 が作 成 しま した 「情報 処 理技 術 者 ス キル 標 準 」「IT技 術 者

育成 カ リキ ュ ラ ム」 の継 続 的 な維 持 ・管 理 等 を支 援す るた め の調 査 と して、 ホ ー ムペ

ー ジ上 の求 人 情 報 や 就 職 情 報誌 等 か らIT関 連 の職 種 情 報(職 種 タイ トル
、役割 、必 要

な技 術 等)を 収 集 し、 それ らを分類 ・整 理 す る と共 に、各IT技 術 者 の リア ル な仕 事 お

よび そ の仕 事 内容 の 実態(実 像)に つ い て 、 特 に、情 報 シ ステ ム 開発 ・・運 用 に携 わ っ

て い る人 材(ソ フ トウ ェア 開発 技 術 者 、 デ ー タベ ー ス 系技 術 者 、ネ ッ トワー ク系技 術

者)を 中 心 に検 討 しま した。 ま た 、 この 範疇 の人材 に 関す る海 外 参 考 資 料 と して英 国

のス キル 標 準 と言 われ る産 業構 造 モデ ル(ISM:IndustryStructureModel)を 取 り上

げ検 討 しま した 。

した が っ て 、 本 成 果 等 が 我 が 国 の 情 報 化 人 材 育成 基 盤 の 向 上 に 少 しで も寄与 で きれ

ば幸 い で あ ります 。

最 後 に 、本 事 業 を実 施 して い く上 で 、 多 大 な ご尽 力 、 ご協 力 を賜 りま した経 済 産 業

省 をは じめ とす る 関係 諸 機 関 お よび外 部 有 識 者 の方 々 に深 く感 謝 申 し上 げ ます。

平成14年3月

財団法人 日本情報処理 開発協会

中央情 報 教 育研 究所
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第1部

lT技 術者 の実像





1.調 査 概 要

1.1調 査 の 目的

ITが 革新を続 けるなか、>IT産 業あるいはITの ユーザ系企業 における求人情報か ら

IT職 種 の広が りが感 じられ る。 しか し、IT技 術者 におけるホッ トな求人対象であるソ

フ トウェア開発系、デー タベース系、ネ ッ トワー ク系 の技術者 は、企業の経 営方針や置か

れた環境か ら技術領域が複合す るスキル も求め られてお り、人材像 の適切な整理が望まれ

るところでもある。

このよ うな現状 において、IT技 術者 の教育体系の整備 について考 えると、現場で実際

にどのよ うなIT技 術者 が必要 とされているか を実務 シーンに照 らして把握 する意義は大

きい。

本調査は、IT技 術者 を、実務面か ら分類 して視覚的に明示するとともに、各分類 に求

められ る職務 とその達成 に必要なスキル要件 な どを整理 し、それ らが今後 のIT技 術者 の

育成方針の策定な どに資す ることを目的 としてい る。

1.2調 査 の範 囲

企業におけるITの 関係者は、以下のように大別す ることが可能 である。

・ 経営層の求め るビジネスに適合す るIT戦 略を立て、実現効果の維持 ・改善に努 める

者

・ 求 めるITを 示 し、それを業務の遂行に利用する者

・ 戦略 と要求 を理解 した上で、ITを 駆使 して情報 システムを構築す る者

・ ビジネスを円滑に進め られるよう情報システムを運用す る者

本調査では、上記 の関係者の うち、情報システムの構築に携わるIT技 術者の実像 を明1

らかにす ることを主要な業務範囲 とする。 したがって、情報システムのアー キテクチ ャか

ら考 える と、IT技 術者の調査対象は ソフ トウェア開発系、ネ ッ トワー ク系 、デー タベー

ス系に絞 られ る。 そ して、 これ らの技術者が実 際、 どの ような職務 に携わ り、そのた めに

どの ような知識 ・スキルを必要 とするかを明 らかにす ることが調査のポイ ン トとな る。

ただ し、IT職 種関連の求人情報等か らも分 かるよ うに、情報システムのライ フサイ ク

ル においては種々のITビ ジネスが存在 してお り、それ らの主体者 としての営業エンジニ

ア、各種コンサル タン ト、運用エ ンジニア、サ ポー トエ ンジニア、マネージャ等の技術者
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について も若干触れ ることとした。

1.3調 査 の 方 法

本調査では、まずIT職 種関連の求人情報 を参照 し、 ソフ トウェア開発系、ネ ッ トワー

ク系、デー タベー ス系を とりあげ若干 の分析 を行 った。 しか し、求人情報には希望者 が企

業の魅力に惹かれ る効果 を狙った表現 も多 く、職種分類の適切性 、掲げ られてい る職務 内

容の現実性等 に関 して疑 問な点が散見 され る。 したがって、本調査のための主要 な情報源

を ヒア リング調査 によ り得ることとした。

本調査 の特徴 は、数多 くのIT技 術者情報 を収集 し、その蓄積 したデー タか ら技術者像

を識別す る とい う方法 ではなく、IT技 術者のモデル を作 りヒア リングを通 し、そのモデ

ルが現実的であるか ど うかを確認す る方法 を とった点にある。 ここでい うモデル とは、I

T産 業が提供す る ビジネスを分類 し、各IT技 術者が どのビジネスプ ロセスを担当 してい

るかを構造的に捉 えた ものである。

本調査は以下の手順 で進めた。

(1)1'T技 術 者 のモデ ル化

↓

(2)ヒ ア リング対象者へのモデルの提示

↓

(2・1)訪 問企業のIT技 術者の実像把握

↓

(2・2)モ デルに関す る意見の収集

↓

(3)IT技 術者モデルの評価

↓

(4)IT技 術者の実像の整理

(1)IT技 術者 のモデル化

IT技 術者モデル とは、IT産 業市場 には どのよ うな ビジネスが存在 してお り、その市
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場 で どの ような技術者 がいかなるプ レーを しているかを図式化 した ものであ る。そのた め

に、以下の2段 階のモデル化を行 った。

(a)IT産 業市場のモデル化

この市場には、ユーザか ら要求 される情報 システムのライフサイ クル に対 して、2

種類の代表的な ビジネスが存在す る。

① 企業の経営サイ クル に適 合 させ て情報 システムのライフサイ クル全体 をインテ グ

レーシ ョンす るビジネス

② 情報 システムのライフサイクルでのビジネスプロセス(工 程 に相 当)に 適合す る

システム ・製品 ・サー ビス ・技術 ・情報を提供す るビジネス

(注)こ の他 に、情報システムの運用サー ビスを提供するビジネス も存在す る。

(b)IT技 術者 のモデル化

上記2種 類 のビジネスに関 して、それ を推進す る主体 として各種 の技術者 が形成 さ

れる。

①(a)の ビジネスを実現す るIT技 術者 が存在す る。

②IT技 術者の仕事の専門領域は、情報システム基盤、ネ ッ トワー クシステム、デ

ー タベー スシステム、 ミ ドル ウェア、アプ リケーションシステム等 で構成 され る情

報 システ ムのアー キテ クチャで捉える必要がある。

(2)ヒ ア リング対象者へのモデルの提示

上記(1)で 想定 したモデル を実際の情報処理現場で働 く方々(図 表1-1))に 提示 し、

訪 問企業のIT技 術者像お よび提示モデル に対す る意見を求め るべ くヒア リングを行 った。
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図表1-1実 際の情報処理現場で働 く方 々

ヒア リング区分
ヒア リン グ 目的

技術者区分 ヒア リング対象者

ソフ トウェ

ア開発 系

マ ネ ー ジ ャ 1990年 以 降のソフ トウェア開発技術者 の仕事 の変

化 、近年 のIT技 術者の区分方法、知識 ・スキル 実

態の把握

ア プ リケ ー シ ョン

エ ン ジニ ア

ア プ リケー シ ョンエ ン ジニア の区分 、各 専門領 域 、

知識 ・ス キル 、デ ー タベ ー ス設計 へ の関 わ りの把握

デ ー タベー

ス系

スペ シ ャ リス ト データベーススペ シャリス トの最重点領域、アプ リ

ケーシ ョンエ ンジニア との役割分担 の把握

イ ンス トラクタ デー タベー ススペ シャ リス トの教育上 の重点事項

の把握

ネ ッ トワ ー 、

ク 系

ベ ンダマネージャ ネ ッ トワー ク分野 で展開 し得 るビジネ ス と推進す

る技術者、仕事の範囲、内容、進 め方の把握

スペ シ ャ リス ト 仕 事の範囲(ユ ー ザ系、ベ ンダ系)、 ネ ッ トワー ク

企画業務 の内容 の把握

機器開発議者 製品開発 の進 め方、ネ ッ トワー ク関連技術者の区分

の把握

情報処理一

般

汎用 系 メーカの基

本 ソフ ト系技術者

汎用系システム環境で開発に従事する技術者の実

態の把握

SI企 業の技術者

の教育計画者

SI企 業にお けるIT技 術者の類型化 の現状や 問

題点の把握

(2-1)訪 問企業のIT技 術者 の実像把握

① ソフ トウェア開発系技術者、データベース系技術者、ネ ッ トワー ク系技術者 につ

いて、下記 の点か ら実像 をヒア リングした。

・ 訪問企業での技術者類型 と分類 の基準(境 界基準)

・ 技術者の担 当領域、主要成果物 、必要 な知識 ・スキル、仕事の進め方

・ 技術者への教育

②IT技 術者 の類型の運用に伴 う問題点につ いて ヒア リングした。

IT実 務 において技術者は求人情報 に示 され るような技術を用いて仕事 に従事 し

てい るか

・ 隣接す る技術者分類間のイ ンター アクシ ョンは うまく行われているか

・ ベ ンダ製 品に依存 したスキルは技術者教育に役立たない とい う見方は正しいか

・ ベンダ企業に属する技術者 の将来方向を どう見ているか

③ 汎用系技術者(① 、②は主 としてオープ ンシステ ムの技術者)に 関す る、仕事の

変化 、近年 の開発需要、必要な知識 ・スキルについて ヒア リング した。

(2-2)モ デル に関する意見の収集

予め想定 したIT技 術者モデルについて、下記の点をヒア リングした。
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・ 訪問企業 あるいは競合企業での技術者 の類型定義の現実性

・ システム構 築上、ソフ トウェア開発系技術者、デー タベース系技術者、ネ ッ ト

ワーク系技術者 と連携性が高いその他の技術者 の実像

(3)IT技 術者モデル の評価

ヒア リング結果を総合 して、当初想 定 したIT技 術者 の位置付けの適切性を評価 した。

・IT産 業市場のモデルの適切性(IT市 場への参入企業の特徴)

・IT技 術者のモデルの適切性(ビ ジネスプロセスの区分 と専門領域の区分の特徴)

(4)IT技 術者モデル の実像の整理

最 終形 としてのIT技 術者モデル をもとに、IT技 術者 の全体像 を図で表現 し、さ らに

各技術者 に関す る個別の人材像 を整理 した。

1.4調 査 の結 果

本調査では、想定 した[IT産 業市場モデルgIT技 術者モデル]に 対 して、現実 と異

な る点を明 らかにしなが ら修正を加 え、 さらに今後のITやIT産 業 の方向を見据 えなが

らIT技 術者の知識 ・スキル要件を明 らかにすることとした。

本 報告では、まずITア ーキテクチ ャか ら考 えてその中心 となる技術者(ソ フ トウェア

開発技術者 、デー タベー ス系技術者、ネ ッ トワー ク系技術者)の 仕事 の範囲 と特徴を捉 え

てそ の全体像を示 し、次いで、各類型 を詳細に分析 して、技術者の仕 事上の役割お よび知

識 ・スキル要件を記述 した。なお、IT技 術者 の実像 を類型別 に詳細化す る際に、類型 に

ついて考 えるべき事項についても整理を行った。

本調査 における主要な成果は以下の通 りである。

(1)IT技 術者 の全体像

IT技 術者を類型化 し、情報システムのライ フサイクルにお けるカバー範囲お よび担当

業務 の概要が分かるように整理 を行 った(「2.IT技 術者 の全体像」参照)。
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(2)IT技 術者 に関す る考察

IT技 術者の実像 を(1)の 全体像だ けでは表 しきれないこ とか ら、技術者 を捉 えるに

あたって他に考 えてお くべ き下記の事項について整理 を行った(「3.IT技 術者 に関する

考察」参照)。

① 汎用 コンピュー タ系技術者 の現状

②IT技 術者に関する種々の分類法

③IT技 術者間の相互関係

④ キャ リアの形成 プロセス

⑤ 技術者 の分類情の問題点

(3)代 表的なIT技 術者 の実像

ソフ トウ ェア 開発 技術 者 、デー タベー ス系 技 術者 、ネ ッ トワー ク系技術 者 を個別 に 、仕

事 の 内容 、必 要 な ス キル要 件 な どについ て整理 を行 った(「4.5.6.類 型 別IT技 術者

の実像 」参 照)。
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2.IT技 術者 の 全 体像

ここでは、[IT産 業市場モデル、IT技 術者モデル]を もとに、情報処理現場 の実態を

反 映 して作成 したIT技 術者の全体像 を示 し、 さらに各技術者 の中心的な仕事 とは何 かを

示す。

2.11T技 術 者 の類 型

情報システムのアー キテクチャか ら、 どの ような要素が提供 され るか、それ を誰 が提供

す るか、また、情報システムのライ フサイクル か ら各 工程に対 して どのよ うな ビジネスが

存在す るか、それ をどのIT技 術者が関わ りを持つか、これ らを把握 してIT技 術者 を類

型化 し全体像 を示す。

(1)情 報 シス テ ムの アー キテ クチ ャ

図表2-1は 、ハー ドウェアおよびソフ トウェアで捉 えた情報システムのアーキテ クチ

ャを示 してお り、各構成要素は以下のような意味を持つ。

①1

② 睡 灘 ㌢

③

刈 ・情報 シス テム基盤(各 種 サー バマ シ ン、ク ライ ア ン トマ シ ン、

外 部記憶 装置 、 システ ム ソフ トウェア な ど)

:ネ ッ トワー クシス テ ム(通 信 ネ ッ トワー ク、ネ ッ トワー ク機

器 、ネ ッ トワー ク管理 ソフ トウェア な ど)

:デ ー タベ ース システ ム(DBMS、 デー タベ ー ス な ど)

④ :各 種 ア プ リケー シ ョン(開 発 ア プ リケ ー シ ョン、 パ ッケー ジ

ソフ トウェア 、ミ ドル ウェア 、ソフ トウェア コンポー ネ ン トな

ど)
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図表2-1情 報 システ ム のアー キテ クチ ャ

(2)情 報システムアーキテクチ ャの提供者

情報 システムのアーキテ クチ ャは、ユーザ の情報 システム要求に合 うように構成要 素を

開発す る者 、既成の構成要素を適用す る者 によって提供 され る。 これ によ り、IT産 業市

場 を大まかに分類す ることができる。

'(3)情 報システムライ フサイクルへの関わ り

情報 システムの ライ フサイ クル はシステムの生涯を工程で捉 えた もので あり、一般 に、

システムの開発 に関わる者 と運用に関わる者 とに分かれ る。

(4)IT技 術者の全体像に関す る説明

ITを 捉 えると、情報システムアーキテクチ ャの どの要素 に関わるか、情報システムラ

イ7サ イクルの どの工程 に対す る作業を行 うか により専門性が異な り、その区分 によ りI

T技 術者を類型化す ることができる。図表2-2は そのことを示 してお り、各IT技 術者

はIT産 業市場で どのよ うに位置付 けられ 、また どの工程 に関わ りを持 つか を全体的に見

渡す ものである。

以下で、図表2-2に ついて説明す る。

(a)縦 方向

① 情報 システムのライフサイクル(工 程の区切 り)

② 技術者別 に見た仕事の担 当可能範 囲(矢 印)
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(b)横 方向

① システムに関わる組織の分類

・IT産 業市場分類1(企 業のシステ ム開発部門、SI企 業や ソフ トウェア企業

の開発部門等

・IT産 業市場分類2(シ ステム製品、 ソフ トウェア製品、サー ビス等の提供者)

(注)こ の他にシステムの運用 ・管理 を行 う組 織が存在 しうるが、それは市場分類

1に 設置 されている場合 と、別分類 として独立 している場合 が考えられる。

② 情報 システムに関わるIT技 術者の分類

・ ソフ トウェア開発技術者(各 種 アプ リケーシ ョンの開発)

・ デー タベース系技術者(デ ー タベースシステムの開発)

・ 基盤整備技術者(情 報 システム基盤の整備)

・ ネ ッ トワー ク系技術者(ネ ッ トワー クシステム要件 の定義
、ネ ッ トワー クシス

テムの開発)

・ 運用技術者(情 報 システム基盤の運用 ・管理)

③ システムに関わ る仕事の種類

・ アプ リケー ション開発(各 種業務 アプ リケー ション、データベースアプ リケー

ション、ネ ッ トワークアプ リケーシ ョン等)

・ デー タベース システム開発

・ 情報 システ ム基盤の整備

・ ネ ッ トワー クシステム開発

・ 独 立製品の提供お よび利用サポー ト .
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図表2-21T技 術者 の全体像

」

'、

IT技術者の全体像

(組織の分類)

(rr技術者の分類)

(仕事の種 類)

'「

市場分類2

(ベンダ企業など)
、

「

市場分類1

(企業の情報システム部門、SI企業 、ソフトウェア企業など)
、

'、

蹴㌶
r、

データベース系

技術者、'

r、

基盤整備
技術者

ノ

〆 、

ネットワーク系

技術者、'

'
ソフトウェア開発 技 術者'

テ三夕ペース系 技術 者

・ ネットワーク系 技術 者 、＼' 、
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開発 シス刊
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1運用・管理 〔 市場分類1も しくは他分類の"運 用技術ぎ'が実施

▽

、' 璽評価 鼠 鼠 {}

2.21T技 術者の中心的な仕 事

図表2-3に 、図表2-2で 示 した4種 類 の代表的なIT技 術者 が担当す る仕事の種類

を示す'。さらに、図表2-4に 、図表2-2と 図表2-3を 統合す る形で、IT技 術者 と

関係す る工程お よび仕事の種類 を2次 元の表にま とめた。

(a)IT技 術者 の仕事の種類

① ソフ トウェア開発技術者

市場分類1に おけるソフ トウェア開発 技術者の中心 となる仕事は、各種アプ リケ

ー ションの開発 である。 この場合、アプ リケー ションが実行 され る情報 システム基

盤 に対す る要求の分析 と要件定義 さらに設計を伴 うことが多い。

市場分類2に おけるソフ トウェア開発技術者 は ソフ トウェアパ ッケージ等を開発

し、市場分類1お よび情報 システム部門へ提供 しサポー トす る立場 にある。

② デー タベース系技術者

市場分類1に おけるデー タベース系技術者の 中心 となる仕事 はデー タベースシス
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テムの開発で あ り、データベースアプ リケーシ ョンの開発が並行 して行われ る場合

にはその支援 を伴 う。

市場分類2に お けるデータベース系技術者はDBMSや 各種ユーティ リテ ィな ど

を開発 し、市場分類1へ 提供 しサポー トす る立場 にある。

③ ネ ッ トワー ク系技術者

市場分類1に おけるネ ッ トワー ク系技術者の中心 となる仕事はネ ッ トワーククシ

ステムの企画 ・分析であ り、稀に、ネ ッ トワー クアプ リケーシ ョンの開発にお ける

ネッ トワークシステム利用支援を伴 う場合 もある。

市場分類2に おけるネ ッ トワーク系技術者 はネ ッ トワーク製品やネ ッ トワーク管

理ユーテ ィリテ ィな どを開発 し、市場分類1お よび情報 システム部門へ提供 しサポ

ー トする立場 にある。

図表2-31T技 術者の仕事の種類

ソフトウェア開発技術者の仕事の種類 ふ ネットワーク系技術者の仕事の種類

市場分類1における

技術者の仕事の種類

各 種

アプリケーション

開 発

(要求)

情報システム基盤

(設計)

(要 求 ・設 計)
一 へ'一スシスーム

市場分類2の

技術者の仕事の種類

'直ユ一夕基盤 ,

製 品(システム

論 ホニネント等)

開発 ・提 供

サ ポ ー ト

・市場分類1に おける

技術者の仕事の種類

市場分類2の

技術者の仕事の種類

,,ネ ットワー ク

アプリケーション

開 発支 援

(企 画 ・分析)

'
ネ外 ワークシステム

(設計 ・構 築プ

ネットワーク製 品

開 発 ・提 供

サ ポー ト ↓

データベース系技術者の仕事 の種類 基盤整備技術者の仕事の種類

市場分類1に おける

技術者の仕事の種類

(企 画 ・分 析)

デー タベース

アプリケーション 』丁一夕へースシステム

開発 支援

(設計 ・構 築)

市場分類2の

技術者の仕事の種類

F

データへ㌔ ス製 品

開 発 ・提 供 『

サ ポ ー ト ・,,

市場分類1に おける

技術者の仕事の種類

(企画・分析)

各種

アプリケーション 情報 シス私 基盤

開発支援

(設計`構築)

市場分類2の

技術者の仕事の種類

「

製 品(システム

コンホニネントなど)

開 発・提供

サ ポー ト

し
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(b)IT技 術者の実務 の実態

図表2-3に おいてIT技 術者 の担 当可 能な仕事の種類 を示 したが、 ここでは、現

場での職務の遂行 に関 してやや詳 しく説明す る。

① ソフ トウェア開発技術者

・ 各種業務アプ リケー シ ョン開発(業 種別 に担当者が異なる)

・ デー タベー スアプ リケー シ ョン開発(小 規模デー タベースではデー タベースの

要求分析 ・設計 を伴 う。実務面でデー タベース系技術者 の支援を受 ける)

・ ネッ トワー クアプ リケーシ ョン開発(開 発過程でネ ッ トワー ク系技術者の支援

を受 ける)

・ 情報 システ ム基盤 に対す る要求分析 ・設計を伴 う。 この要求は情報 システム基

盤 系技術者に提示 され る。 大規模 なシステ ムでは、 ソフ トウェア開発技術者が情

報システム基盤 の整備の中心 となることはないよ うである

・ この技術者は、業種では区別 され るが、その他の要素(技 術 的特殊性 など)で

区別 され るこ とは少な く、上級技術者 であるか、下位 技術者であ るかな どグレー

ド分けがなされ、仕事の担 当範囲が決ま るようである

② データベース系技術者

・ 比較的大規模なデータベースシステ ムの構築全般 を受 け持つ立場で ある。小規

模 なデー タベース開発では、この種 の技術者 が専門的 にアサイ ンされ ることはな

いよ うである。

・ 大規模 なデー タベース開発がない期間は、デー タベー スアプ リケーシ ョン開発

に従事す るケースが多い。

・ 他の技術者が行ったデー タベースの分析 ・設計を受 け、デー タベ ースシステム

の構築以降を専門 とす る技術者が存在す る。

・ デー タベースアプ リケー シ ョン開発技術者へのアクセス効率に関わる支援業務

は、重要な任務 とされてい る

③ ネ ッ トワーク系技術者

・ 情報 システム部門に属すネ ッ トワー ク系技術者 は、 ソフ トウェア開発技術者か

らネ ッ トワー クアプ リケー シ ョン要求 を受け、ネ ッ トワー クシステムの分析を行

い、ネ ッ トワー クシステムの運用状況 を評価する立場にある。

・ ベ ンダ系企業に属すネ ッ トワー ク系技術者 は、ネ ッ トワークシステム要件を受

け、設計 ・構築を担当す る立場にある。

・ 現在 では、ネ ッ トワー クの企画 ・分析 か ら設計 ・構築 まで全て を受け持つ技術

者は少ないよ うである。

・ ネ ッ トワークアプ リケーシ ョンの開発やネ ッ トワー クシステムの運用 において、

トラブルが発生 した場合 に、ネ ッ トワーク系技術者 はTCP/IP階 層でのネ ッ

トワークインタフェース層(デ ー タ リンク、物理)の 障害対応 を行 う。
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④rそ の他

比較的規模 の大 きなシステムでは、アプ リケー ション、デー タベ ースシステム、

ネ ッ トワー クシステムが動作す る環境 としての情報システム基盤 、データベース シ

ステム基盤、ネ ッ トワークシステム基盤 を企画 ・分析 ・設計 ・構築す るシステム基

盤系の専門技術者 が存在する。

なお、情報 システム基盤の運用技術者は、別 の市場分類に属す者 が担当す る場合

が多いよ うであ る。

図表2-41T技 術者の中心的な仕事

ビジネス

IT技 術者

アブ.リケーション

開 発

開発/整 備
運 用 ・管 理

製 品 開発 ・

提供 ・

サ ポー ト企画 ・分析 設計 ・構築

ソフ トウェア開発 業務－AP
情報システム基

盤(要 求)

情報システム基

盤(設 計)

ぷ ッケ溺 瀞勲

ボ瀦ン萎
⑱B-A2

NWi－ 躍P

デー タベ ー ス系 DB-AP 壬)8奴 抽' DBシ ステム

ホσ舗 瀞正)B淑 テム

ネ ッ トワー ク系 N蹴 鷲 願 解 ステム

ホ'蹄 ントN磁 シス粘

情報システム基盤系 情報活 躍i

盤
情報シス秘基

盤 ホσ慾 潜

情報灘 曝i盤
情報システム基盤運用 ＼ 情報 システム基 盤

情報シスラ五基

盤 赫 ㌧ トサービ ス

(注)AP:ア プ リ ケ 一一・・シ ョ ン 、DB:デ ー タ ベ ー ス 、NW:ネ ッ トワ ー ク

・ この表 の各要素は、IT技 術者の一般的な レベル での仕事の成果物であることを表

している。

・ 網掛 けの部分は、各IT技 術者の中心的な仕事の成果物 としての候補であることを示

している。

・ 網掛 けをしていない部分は、メインの作業者への支援 を行 うとい う仕事であることを

示 してい る。

・ データベース系、ネ ッ トワー ク系、情報システム基盤系の技術者 には、上流(企 画 ・

分析)も しくは下流(設 計 ・構築)の いずれかを担 当す る者、全工程を担 当する者 に分

かれ る場合が多い。
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3.IT技 術 者 に関 す る考 察

前章では、IT産 業市場 では誰が どのよ うな ビジネスを行 ってお り、その枠組みの中で

IT技 術者 がその ビジネスの推進過程 に どのよ うに関わ りを持つか とい う視点で全体像 を

把握 して きた。 しか し、IT技 術者の 日常業務 を観 る と、それ らの要素だけでは括 りきれ

ない異質 な業務、複雑な情報 システム開発 にお けるIT技 術者 間の相 互関係 が存在 してお

り、それ らを詳細 に分析 しない と、現実的な技術者 としての実像を把握 した ことにはな ら

ない。

本章では、業務 を遂行す る環境 、問題意識 、使用す る技術、企業にお ける情報システム

に対す る位置付 け、キャ リアの違い等、IT技 術者 の特徴を捉 える上で欠かせ ない要因 に

ついて言及す る。

3.1汎 用 コン ピュー タ系技術者 の現 状

情報処理環境の違いがIT技 術者 に大きな影 響を与 える端的な例が、コンピュータお よ

びオペ レーテ ィングシステ ム としての異機種性 であ る。 「汎用 コン ピュータに搭載 されて

い る固有のシステム」 と 「ワー クステーシ ョン系のマシンに搭載 されているオープンシス

テム」がその代表である。

この両システ ムの技術 は相互互換性が低 く、企業が採 用す るシステ ム形態 としてのマ ジ

ョリティが大 きく変わってきた現在、両システ ムの技術者間に どのよ うな違いが生 じてい

るかを明確 にしてお く必要がある。

ここでは、両システムのアー キテ クチ ャの違いがIT技 術者 にどの よ うな影 響を与えた

か を念頭に技術者像を見てみ る。

(1)汎 用 コン ピュー タ系 アー キ テ クチ ャの変遷

汎用 コンピュータとい う用語は、限 られた特定分野(シ ステム制御、スモールオフィス

な ど)で のコンピュータ利用 と区別 するために1960年 代か ら使われて きた。汎用コンピュ

ー タシステムには、大規模な情報 システムを構築 し大量の ソフ トウェアを開発す るための

枠 組みが次第に洗練 され 、同時に、 コンピュー タメー カ固有の システ ムとして構築 されて

い った経緯がある。

以下で、図表3-1か ら図表3-3を 通 して、現在の汎用 コンピュー タ系IT技 術者の

立場や役割 を決定付けることとな る汎用 コンピュー タアーキテ クチ ャの変遷 にっいて考 え

る。
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図表3-1は 、1990年 代 の初期 まで主流 で あ った汎用 コン ピュー タの システ ムの様 子 を

示 してい る。 ネ ッ トワー クプ ロ トコル 、OS、 デー タベ ー スシ ステ ム を は じめ 、アプ リケ

ー シ ョン全体 が 固有 な も の と して開発 され て きた アー キテ クチ ャであ る
。

図表3-2お よび 図表3-3は 、1990年 代 半 ば 以降 の汎用 コン ピュー タの アー キテ クチ

ャで あ る。 前 者 は 固有性 を保 ちつ つ 、GUIフ ロン トエ ン ドサー バ に よ りオ ー プ ンク ライ

ア ン トか ら、従 来 の シス テ ムが利 用 で き るア ー キテ クチ ャで あ る。 後者 は、 汎用OSの 上

にオ ー プンシ ステ ムが 実現 され た アー キテ クチ ャで ある こ とを示 して い る。

図 表3-11990年 代 初期 ま での汎 用 コン ピュー タアー キテ クチ ャ

汎用 系 固有の アプ リケーシ ョン

オ ー プ ン

デ ー タ ベ ー ス

固有 の

デー タベー ス

汎用系固有のOS

汎用 系 固有 のネ ッ トワー クプ ロ トコル

1 1

図表3-21990年 代 半ば 以降 の汎用 コン ピュー タアー キテ クチ ャ(固 有 系)

汎 用系 固 有のア プ リケー シ ョン

GUIフ ロ ン ト

エ ン ドサ ー バ司 ●

オープ ン

デ ータベ ース

固有 の

デー タ
ベー ス

汎用系固有のOS
オ ープ ン系OS

汎 用系 固有 のネ ッ トワー クプ ロ トコル⇔
オ ー プ ン(TCP/IP)ネ ッ トワ ー ク プ ロ トコ ル
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図表3-31990年 代 半ば 以降 の 汎用 コン ピュー タアー キテ クチ ャ(オ ー プ ン系)

オ ー プ ン系 アプ リケー シ ョン

オー プ ン

デ ー タベー ス

オ ープ ン系OS

汎用系固有のOS

オ ープ ン(TCP/IP)ネ ッ トワー ク プ ロ トコル

(2)汎 用 コ ン ビ.ユー タ とIT技 術者

1990年 代初期頃まで コンピュー タメーカ固有のシステム開発が隆盛 を極めた結果、 この

ビジネスに関わるIT技 術者 も固有 システムに依存 した キャ リアを持つ こととなった。 こ

れ によ り、汎用 コンピュータ系技術者 は、1990年 代半ば以降に主流に転 じたオープンシス

テム系技術者が、IT産 業市場で互換性 の高い枠組み を利用 し新 しい進展の速 い環境で開

発に取 り組む状況 と極めて対照的な様相 を呈 していることが分かる。

以下に、図表3-1～ 図表3-3と 対応 して、汎用コンピュータ系IT技 術者 が どの よ

うに変化 しているかを整理す る。

①1990年 代初期までの汎用 コン ピュー タとIT技 術者

図表3-1か ら、当時の汎用 コンピュー タに関連す るIT技 術者 を以下の ように分

類す ることができる。

分 類 仕 事

1-1 汎用系アプ リケーシ ョン開発技術

者

当時の基幹系 あるいは情報系アプ リ

ケーシ ョンの開発

1-2 汎用系 コン ピュー タ上 のオープ ン

デー タベースシステム開発技術者

当時の基幹系あるいは情報系のオー

プ ンデー タベー スシステムの開発

1-3 汎用系コンピュータ上の固有デー

タベースシステ ム開発技術者

当時の基幹系の固有デー タベースシ

ステムの開発

1-4 汎用系 コンピュー タ上 の固有OS

開発技術者

固有OSの 開発 ・保守

1-5 汎用系コンピュー タ上の固有ネ ッ

トワー クシステ ム開発技術者

当時の基幹系 あるいは情報系のネ ッ

トワークシステ ムの開発
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②1990年 代半ば以降の汎用 コンピュー タとIT技 術者(固 有系)

現在稼動 中の汎用 コンピュータのアーキテ クチャは、図表3-2の タイプが主流で

あ り、 これに関連す るIT技 術者 を以下のよ うに分類す ることができる。

分 類 仕 事

2-1 汎 用 系 ア プ リケー シ ョン開発 技 術

者(基 本 的に、1-1と 同等)

基 本 的 に、1-1と 同等 で あ るが、

開発 量 は激減

2-2 汎 用 系 コ ン ピュー タ上 のオ ープ ン

デ ー タベ ー ス シス テ ム 開発 技術 者

(基本 的 に、1-2と 同等)

基 本 的 に、1-2と 同等

2-3 汎 用 系 コ ン ピュー タ上 の 固有デ ー

タベ ー ス システ ム 開発 技 術者(基

本 的 に 、1-3と 同等)

基本的に、1-1と 同等であるが、

僅 かに稼動 している従来か らの シス

テムの維持に限定

2-4 汎用系 コンピュー タ上の固有OS

開発技術者(基 本的 に、1-4と

同等)

基本的に、1-3と 同等であるが、

仕事量は激減

2-5 汎 用 系 コ ン ピュー タ上 の 固有 ネ ッ

トワー ク システ ム 開発 技術 者(基

本 的 に、1-5と 同等)

基本的に、1-4と 同等であるが、

僅かに稼動 している従来か らのシス

テムの維持 に限定

2-6 汎用 系 コンピュータ上のオープ ン

ネ ッ トワークシステム開発技術者

基幹系あるいは情報系のネ ッ トワー

クシステムの開発

2-7 GUIフ ロ ン トエ ン ドサ ーバ 開発

技術 者

オープン系クライアン トか らの従来

の汎用系固有アプ リケーシ ョン利用

に対するGUIを 提供

③1990年 代半ば以降の汎用コン ピュータとIT技 術者(オ ープン系)

近年LINUXな どが汎用OS上 で動 くようにな り、図表3-3の タイプのアー キ

テクチャが多 くな りつつある。 このアーキテクチャでのIT技 術者 は、基本的にオー

プンシステム系の技術者 と変わ らない仕事に従事 している。

(3)汎 用 コン ピュー タ(固 有 システ ム)系IT技 術者 の現状

1990年 代 の初期か ら、企業の基幹業務アプ リケーシ ョンのオープン系へのダウンサイ ジ

ングが続 いた。 それ とともに、それまでの汎用系固有 のアプ リケーシ ョンの新規開発ニー

ズは激減 し、従来か らの基幹業務系アプ リケーシ ョンは汎用 コンピュー タをサーバ とし、

オープ ン系マシンをクライアン.トとする環境で使命 を維持 している。現在 の、汎用 コン ピ

ュー タ系技術者 とオープンシステム系技術者は図表3-4に 示す環境に存在す る。
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図表3-4汎 用系システムお よびオープン系システムの技術者 の仕事

汎用 系システムとオープン系システム

固 有OS

固有 ネットワーク

オープンOS

オープンネットワーク

入 出 力 装 置

ユーサφインタフェース

汎 用 系システム

オエ コ コ コ コ コ ロ コ ロ

1

;

1

…
1

業 務::

アプリケーション
.・TSS端 末

=… … 二… 一'一ー一ご三;二 ㌻"一=三 一ー7…'T'・T,1,i"三"'…i

i謙 耀 £囲
`

オープン系On
汎用系システムー

業 務

アズリケーション.

"

㌘ 、

懸

i繊雲

嚢蹴

　
オープン系 システム

オープン系 システム

蘂刻 技術者の仕事範囲一
一 難 籔灘 難i藷

・ 感興 鐙髄 〕

現在 、特殊な存在 となった汎用 コンピュー タ(固 有システム)の アプ リケー シ ョンに対

す るニー ズは、メンテナ ンス とクライアン トが求めるサーバへの新機能の追加 であ り、新

機能 の追加要求の機会は多 くはない。そのことか ら、汎用系コンピュータを環境 とす るI

T技 術者 は図表3-5の ような状況 となっている。
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図表3-5汎 用 コン ピュー タ(固 有 システ ム)系IT技 術 者 の現状

技術者分類 役割 仕事の機会 今後の予想
システム開 ・固有 システ ム上 で動作す ・ 大 規模 新規 開発 の 従来か らの大型基

発技術者 る業 務 ア プ リケー シ ョン 機会はない 幹 業務 アプ リケー
の保守 ・機能修正 ・追加な ・ ク ラ イ ア ン ト系 の シ ョン の コ ア部 分

ど ニー ズ の発 生 に応 の維持 、機能 改善
・業 務 ア プ リケ ー シ ョン の じた機会 の機 会 は しば らく

ダ ウンサイジン グへ の支 続 くと思われ る

援
・固有DBMSア プ リケー

シ ョン開発 の機会 は極 め

て少ない

デ ー タベ ー ・固 有 シス テ ム の メー カ 固 ・ 大規 模新規 開発 の 固有DBMSア ブ

ス系技術者 有DBMSの 維持 ・保守 機会はない リケー シ ョンの使
・固 有DBMSア プ リケ ー ・ ク ライ ア ン ト系 の

命 はほぼ終わ りっ
シ ョンの ダウンサイ ジン ニ ー ズの発 生 に応 っあ る

グへ の支援 じた機会

ネ ッ トワー ・固有 システムで採 用 され ・・ プ ロ トコ ル 通 信 の HDLCプ ロ トコ

ク系技術者 て きたHDLC系 のネ ッ 機会 がな くな りか ル利用の機会はな

トワー ク基盤構築の機 会 けてお り、仕 事 の くな りつつ あ る
一

は極 めて少ない 機会は少ない
・TCP/IPプ ロ ト コ ル

への移行時の支援
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3.21T技 術者 の分 類の方 法 と特徴

これまで、IT技 術者 を情報システムの ライフサイクルの工程 、システ ムの分類でみ て

きたが、IT技 術者の仕事を識別す る方法は他 に も考 えられる。以下に、分類 の方法 とそ

れ による技術者に関する特徴を整理す る。(図 表3-6参 照)

図表3-61T技 術者の分類の方法 と特徴

分類方法1仕 事の特徴

① ビジネスプ ロセス(工 程)に よる分類

営業 システム開発 の引合に対す る受注、納品、サポー ト、交渉

サ ポ ー ト ユー ザ、IT技 術 者 への種 々の支援

マ ネ ジメ ン ト IT技 術者ス タッフの組織化 と、技術者管理

プ ロジェク ト管理、環境管理

②アプ リケー シ ョンによる分類

業種 業 種知識 を強 み とす る ソフ トウェア開発(例:金 融 、製 造 、

卸売 、小売 、 サー ビス、建 設 、行政 等)

業務 業務の種別に特化 した ソフ トウェア開発(例:財 務会計、

顧 客管理、営業支援、調達、物流、在庫管理等)

③特定製品による分類
ERP ERPの 販売 、提 案 、導入 、サ ポー ト

キ ラ ー ア プ リケ ー

シ ョン注

シ ステ ム要 求 に とって強 力 な推進 役 とな る ソフ トウェア に'

よる ソ リュー シ ョン提供

④特定技術による分類

オブジェク ト指向 構 造化設計に対す る異なるアプ ローチ

セキュ リティ技術 セ キュ リテ ィ設計 、製 品選 択 ・導入 、サ ポー ト

コンサル テ ィ ング テ クニカルな難 しい部分に対す るコンサルテーシ ョン

監視 エ ン ジニア リ

ング

24時 間完全運転 な どのシステ ム監視技術 と改善案策定な

どを強み とす るシステム監視

⑤求人情報(代 表的な例)に よる分類

開発系 アプ リケー シ ョン開発

コンサル テ ィング

系

システ ム開発 、技 術 導入 、 テ ク ニカル 問題 、特 定 ソフ トウ

ェアパ ッケー ジ、 ネ ッ トワー ク整 備 な どへ の対応

ネ ッ トワー ク系 イ ンター ネ ッ ト(Web)系 ア プ リケー シ ョン、通信 ネ ッ

トワー ク、サ ーバ 構築

サ ポ ー ト ・運 用 ・

保 守 系

システム監視 管理 、障害復 旧対応、性能チ ューニ ング、 キ

ャパ シティ計画

(注)キ ラー アプ リケー シ ョン とは 、あ る技術 の普及 あるい は ある分 野 の推 進 のキー とな

るア プ リケー シ ョン(ソ フ トウェア)意 味 す る。

例1)ブ ラ ウザ:イ ン ター ネ ッ トの キラー アプ リケー シ ョン

例2)SOAP(SimpleObjectAccessProtocol):XMLの キ ラー ア プ リケー シ ョン

例3)携 帯電話 に よるバ ンキ ン グ:WAP(WirelessApplicationProtoco1)の キ ラー

アプ リケー シ ョン
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3.3情 報 システムの関係者 と技術者

これまで、IT技 術者 をシステ ムや製 品の開発者、提供者、運用技術者な どに分類 して

みてきた。 しか し、企業等においては、情報システムを開発 と運用 とい うプ ロセスで見 る

だけでな く、情報 システムを戦略的に構築 し経営効果を計 りなが らその価値 を維持 した り、

ビジネスの推進の面か ら情報システムへの利用要件を示す立場で関係する者 も存在する。

したがって、IT技 術者の役割や責任 の範囲を明確にす るために、情報システムへの関

係者の相互関係 について言及 してお く必要がある。

(1)情 報システムへの関係者

以下では、情報 システムに関係する情報 システムのオーナ(企 業の経営者等)、 情報 シス

テムのユーザおよび情報システム部門やベ ンダ等の各立場お よび相互関係 を明確 にして、

各IT技 術者の位置付 け、役割あるいは職務の範囲を示す。(な お、図表3-7で の関係者

の区分 は、情報処理技術者試験の対象者の定義 と同義ではない。)

図表3-7情 報 システムへの関係者

情報およびアプリケーション戦略

データの戦略

システム間相互運用戦略

セキュリティ戦略

ハイ レベルのシステ ム要求

(機能,性 能,運 用)

纂
③=

1

闘
⑥

情報システムの水準管理 ⑤

システム評価

要求分析

アーキテクチャ選択

開発期間,責 任範囲な

設計

実装 司

テス ト ④
ユーザ受入

リリース

＼

づ
ダ
企
業

情報システム運用部門
・保

製品開発

製品提供

サポー ト

・保 守 ・運 用 管 理
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以下で、図表3-7の ①か ら⑥に対応 して、関係者 の役割 と関係者 間の関係 にっいて説

明す る。

① 情報システ ムのオーナ は経営戦略 を明らか に した後、企業内の システムアナ リス ト

に命 じて、情報 システムを構成す る基本要素で ある情報、アプ リケーシ ョン、電子デ

ータに関す る戦 略、 自社内のシステム間、社外 のシステム間 との情報システムの相互

運用戦略、セキ ュ リテ ィ戦略な どを立案 させ る。 なお、これ らの戦略には、社内の情

報システムユーザか ら了解 されるプ ロセ スが必要 である。

② 情報 システ ムのユーザは業務上での利用効果 を考 え、ハイ レベルなシステ ム要件 を

社内の情報システム部門に提示す る。なお、社 内に情報システム開発 の請負可能 な部

門がなけれ ば、外部のSI企 業等に委託す る。

③ 情報 システ ム部門(あ るいはSI企 業等)は 、情報システムの開発を企画 し、 さら

に詳細な要求分析、設計、実装、テス トを行 った後、ユーザに リリースする。

④ 情報システム部門は、情報システムの開発 において、市販 されているシステ ムの コ

ンポーネン ト、 ソフ トウェアパ ッケージ等 が必要 な場合、ベ ンダ企業か らの提案等 を

参考に、調達の是非 を決定す る。

⑤ 情報 システ ムのオーナは、社内の情報 システム運用部門に対 して情報システムの保

守 ・運用 ・管理 を委任す る。 なお、社 内にその部門がなければ外部の企業等 に委託す

る。

⑥ システムアナ リス トは、運用中の情報システムに関 して業務上の利用効果の維持 を

図るとともに、将来の利用状況な どを考慮 した システム評価を行 う。

(2)IT技 術者間の相互関係

図表3-8は 、図表3-7で 示 したシステ ムアナ リス ト(ユ]ザ 代表者を含む)とI

T技 術者、IT技 術者 間に共通す るテーマ を示 している(網 掛 けの部分)。

① システムアナ リス トー ソフ トウェア開発技術者

ソフ トウェア開発技術者 は、システムアナ リス トが立案 した情報戦略お よび情報基

盤 のセキュリテ ィ戦略を理解 してアプ リケー シ ョンを開発す る。

② システムアナ リス トーデー タベース系技術者

デー タベース系技術者 は、システムアナ リス トが立案 したデー タ戦略、デー タセキ

ュリティ戦略を理解 してデータベースシステムを開発す る。

③ システムアナ リス トーネ ッ トワー ク系技術者

ネッ トワーク系技術者 は、システムアナ リス トが立案 したシステム間相互運用戦略、

ネ ッ トワークセ キュ リティ戦略を理解 してネ ッ トワー クシステムを開発す る。

④ ソフ トウェア開発技術者一データベース系技術者

ソフ トウェア開発技術者は、デー タベースアプ リケー シ ョン開発 における性能やス
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ペース効率の向上に関 してデー タベース系技術者のア ドバイスを受け る。

⑤ ソフ トウェア開発技術者 一ネ ッ トワーク系技術者

ソフ トウェア開発技術者は、ネ ッ トワー クアプ リケーシ ョン開発 における送受信 の

トラブルや効率向上に関 してネ ッ トワー ク系技術者のア ドバイスを受 ける。

図表3-81T技 術者間の関係

シ ステ ムア ナ リス ト

情報
正業 源計画
アプ

キュリテォ戦略

システ 相互運用…略

ネ ティ

1

/情=＼ ＼・一"タ 戦 略

・デ ー タセ キ ュ リテ ィ戦略 ＼
/ノ ＼

ソフ トウェア開発技 術者 ネ ッ トワー ク系技術者

ア プ リケー シ ョ

ン要求 分 析 ・設

計 ・実 装 ・テ ス

ト

ネ ッ トワー ク企 画 ・要 求

分 析
デ 一 夕 ァ

ン グ,デ ー タ

ベ ー 設 計

一 ー タ ベ ー ス 企 画 ・

析 ・設 。 ・実装 ・テス ト

ー運用 デ ー タベ ース

ーデ ー タ ウェア ハ ウス ネ ッ トワー ク設 計 ・構 築

ノ

メ1ア プリケーシ・ント沸 嘆

＼ デー・ベース系一

・/

＼ ノ

3.4キ ャ リア の 形 成

ここでは、ユー・一ザ企業の情報システム部門、SI企 業 、ソフ トウェア企業お よびベ ンダ

企業等 に属す る技術者 が、システムの計画能力 、見積能力、仕様の迅速な理解力、技術力

等 のどのよ うな点で評価 を受けるかがキャ リア形成のポイ ン トと考え、その評価尺度 を分

析す る。 これ らの能力は、複雑で高度な技術 を必要 とする情報 システムを開発す る力 と大

いに関係するか らである。

現場では、技術者 を体系的化 された詳細なキャ リアパスのいずれかにきっち りと当ては

めて仕事をアサインす るよりは、種々のシステ ム化の問題に柔軟 に対応 できることが重視

されている。'

以下で、情報 システム部門の管理者 が暗黙的に採用 している評価尺度を示す。
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(1)IT技 術者の全類型に共通す る尺度

これ には、プロジェク ト計画の能力 、見積能力、迅速 な要件理解力 ・ラフ設計能力 、製

品適用能力などが挙げ られ る。

以下のグラフは、縦軸および横軸方向にシステムに対す る種 々の能力の相関関係を表 し

ている。矢印は、能力の向上を示 している。

計画能力

推進能力 k

見積能力

▲

上級技術者

/
下位技ヴ/

'

レ

推進能力

迅速性(要 件理
解 、ラフ設計)

推進能力

製品適用能力

▲

上級技術者

〆

⇒1 上級技術者
レ

問題分析力

(2)ソ フ トウェア開発技術者に対す る尺度

以下のグラフは、特定の ソフ トウェア開発技法での強みお よび コンポーネン ト間を統合

する能 力での強みで、技術者 として個人差がでることを示す例である。

一24一



実装技法面でのスペ シャリテ ィ

▲

上級技術者

下位技 者 上級技術者
レ

」

イ ンテ グレー ション能力

3.5問 題 の提 起

本調査の ヒア リングにおいて、情報処理技術者試験お よび情報処理技術者ス キル標準で

想定 してい る対象者 と、現場で仕事に従事す るIT技 術者 との対応関係 について質問 を行

った。

ソフ トウェア開発技術者 に関 しては、技術者に求め られ るべ き知識 ・スキルの範 囲や水'

準 にっいておおむね対応が よかったが、デー タベース系技術者 に関 してはやや問題 あ り、

ネッ トワーク系技術者 に関 しては問題 あ りとの回答が多かった。

以下で、技術者 に対す る教育の考え方に影響のあ りそ うな点にっいて整理す る。

(1)ソ フ トウェア 開発技術 者

・ コンピュー タサイエ ンスに関す る知識の不要論を強調す る意見は少なか った
。

・ コンピュー タの基礎 を重視 してはいるものの、 中小クラスのソフ トウェア企業では

その辺の教育 を施す余裕 はなさそ うである。

・ オブジェク ト指 向技術だけが優れている とい う考 え方はおか しい
。従来か らのプ ロ

グラミング基礎能力の習得は欠かせない。

(2)デ ー タベ ー ス系技 術者

・ データのモデ リングから実装まで全て を担当する技術者は多 くはない
。

・ デー タベー ス要件定義か ら概念 もしくは論理設 計までを担当す る技術者 と物理設計

設 計を中心 とした技術者に二分 され る。

・DBMS製 品に関す る知識 ・スキルがなければデータベ ーススペ シャ リス トとは呼

べない。

・ デー タベースの設計者 と実装技術者 の間のコミュニケー ションギャップが大きい
。
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・ デー タベーススペ シャ リス トとい う体系であれば、設計能力 も実装能力 もプ ログラ

ミング能力もきちん と学んでいるべきである。

デー タベース設計に偏 らず に、実装、運用技術を重要視 した教育の

考え方 とす る。

(3)ネ ッ トワー ク系技 術者

・ 現実的にはネ ッ トワー クの設計 ・構築 ・導入を担 っているのは、ネ ッ トワー クベ ン

ダの技術者である。

・ 現在 の情報システム部門(ユ ーザ企業、SI企 業)に は、技術力 をもったネ ッ トワ

ー クスペ シャ リス トは非常に少ない。

・ ネ ッ トワー ク製品ベ ンダでは、これまでの完成 品を適用す るだけで なく、ネ ッ トワ

ー クユーザの新 しいアプ リケー ション要求に合 うソフ トウェア開発 をビジネス化 しよ

うとしている。

・ ネ ッ トワー クスペ シャ リス トとい う体系 を構築す るのであれば、ネ ッ トワー ク製 品

ベンダの技術者が行ってい る仕事 も含 めて考えなければ意味がない。

ネ ッ トワークユーザ系の技術者 とベ ンダ系の技術者 の仕事 の範囲を

刷 り合わせた上で体系を考 えた教育を考える。
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4.ソ フ トウ ェア 開 発 技 術 者 の 実像

ソフ トウェア開発 が対象 とす るソフ トウェアは、広範 囲にわたる。 コンピュー タの基本

ソフ トウェアで あるOSや ユーテ ィリティ、ウィン ドウシステム、OA用 基本 ツール(ワ

ープロ、表計算、プ レゼ ンテーシ ョンソフ トウェア等)を は じめ、システム運用 ソフ トウ

ェア、セキュ リテ ィソフ トウェア、各種の業務 アプ リケー ション、特定分野向けアプ リケ

ーシ ョンが含 まれ る
。 ソフ トウェア開発技術者 とは、 これ らの ソフ トウェア開発 を推進す

る者 を指 している。

本調査では、あ らゆるタイプの ソフ トウェアに対す る技術者 を扱 うのではな く、企業の

ビジネス推進 に合 わせて開発す る情報システムを対象 として、そのライフサイ クルの全工

程 あるいは部分 的な工程で仕事をす る者を中心 としてその実像を追った。 この種 の技術者

は、図表2-2で は"市 場分類1"あ るいは"市 場分類2"に 属す ことを想定 してい る。

以下で、 ソフ トウェア開発技術者の業務 を分類 し、 さらに、 中核業務 となるソフ トウェ

ア開発に必要な知識 ・スキル要件 を整理す る。

4.1ソ フ トウ ェア 開発 技術者の業務

ソフ トウェア開発業務 をめぐっては、従来か ら中核業務 としての ソフ トウェア開発 の他

に、営業、プ ロジェク ト管理、環境整備 ・維持 、コンサルテ ィング等が存在 していた。 し

か し、近年 のeビ ジネスの本格化 により、ERP、CRMな どを中心 とした大型 ソフ トウ

ェア資源の導入計画 ・推進 ・評価を専門業務 として行 う技術者 も登場 している。

以下で、 ソフ トウェア開発技術者の業務 の分類 と、この職種 に関連す る求人の状況 を整

理す る。

(1)ソ フ トウェア開発技術者 の業務

ソフ トウェア開発お よび 開発過程に関係する技術者の業務は、図表4-1の ように分類

で きる。

プ ロジェク ト管理業務 を除いて、それぞれは職種 としての専門性が高い。
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図表4-1ソ フ トウェア開発技術者の業務

㌦ ㌔ 、、、 、 舷♂,♂5

s、 ノ ミ

、 、

'

・

、.'簗 ぶ ぶ ミ5'

営業 ソフ トウ ェア開発 受託(提 案 、見積 り、FS、 リス ク予

測 、 交渉 、概 要 計画)

ソフ トウェア販 売(技 術 提案 、再構 築提 案 、新 製 品販 売 、

既 存 システ ム との イ ンテ グ レー シ ョン)

プ ロジェク ト管理 概 要 要件 理 解 、 見積 り(規 模 、 品質 、費用 、納期)、F

S、 概 要計 画 、 リスク概要 対策 、チ ー ム編成

開発 ビジネ ス アプ リケー シ ョン、

イ ン ター ネ ッ トア プ リケー シ ョン、

デ ー タベ ー ス アプ リケー シ ョン、

特 定ア プ リケー シ ョン(制 御 系 、エ ン ジニ ア リン グ系)

環境整備 ・維持 環境 構築 ・運用 ・管理 ・保 守

対 象環 境(Web環 境 、イ ンターネ ッ トバ ン キン グ環境 、

デ ー タベ ー スサ ーバ環 境)

eビ ジネ ス ERP、CRM、SCM、CTI

コンサル テ ィ ング システムコンサルティング

サ ポー ト ユーザ支援、キャパシテ ィ計画、改善提案

(2)ソ フ トウェア開発技術者職種への求人状況

求人情報 としての定義か らはこの技術者 の実像 を把握 しにくい。技術職 としての陽当 り

の良 さを強調 した"職 種名"を 用いた り、あま り職種 を技術的 に専門化 し過 ぎないよ う間

口を広めておいた りする傾 向があるか らである。 また、職種要件 として も、IT技 術者 と

しての体系的なスキルを明示するよ りも、実務で用い るソフ トウェア製 品の利用スキル で

示す傾 向があ り、求人技術者の本来 の能力 を識別 しにくさがある。

図表4-2に 、求人情報 として掲載 されてい る職種を掲 げるが、実際 に企業 に入る と必

ず しも採用通 りの組織に配属 され、業務がアサイ ンされる とは限 らないのが現実である。

ここでは、求人情報 として使用 されている職種名 を列挙す るとい うこ とではなく、特徴

を有す る者 をくくって挙 げている。
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図表4-2ソ フ トウェア開発技術者への求人情報 としての職種

'
,㌔:る㌔:・㌔.・'

ii羅……翻

渓:;x'学 難i蕪 ……:ゑ日難i　

『:wミ:

プ ロ グラマ ・SE ・ 汎用 系(パ ソコ ン含 む)プ ログラマ ・SE

・ 中型 ビジネス処 理専 用マ シ ン(例:AS400)系 プ

ロ グラマ ・SE

・ オープ ン系/Web系 プ ロ グラマ ・SE

・ 金 融系 プ ログラマ ・SE

・ 制御 系プ ログラマ ・SE

プ ロジェ ク トマ ネ ー ジ ャ ・ プ ロジェ ク トリー ダ

・ プ ロジェ ク トマネ ー ジ ャ

・Webプ ロジ ェク トマ ネー ジャ

Web(コ ンテ ン ツ、イ ン タ
ー ネ ッ ト系 を含 む)

・eビ ジネ ス ス タ ッフ(ホ ー ムペ ー ジ企 画 ・作 成 、

マー ケテ ィン グ)

・Webプ ログ ラマ ・SE

・Webプ ランニ ン グデ ィ レク タ

・Webシ ステ ムデ ザ イ ナ(UNIXサ ー バ 、Wi

ndowsNTサ ーバ 主 体 のシステ ム構築)

・Webエ デ ィタ

・Webマ ス タ

・ チー フデ ザイナ(製 品企 画 、デザ イ ン企 画)
・ ク リエ イ テ ィブ デ ィ レク タ(ポ ー タル サイ ト、 コ

ンテ ンツサイ トの デザ イ ン)

・CGデ ザ イナ

コンサル タ ン ト ・ITコ ンサル タ ン ト(情 報戦 略、 設計 、 開発 、 導

入)
・ テ クニカルエ ンジニ ア

企 画 ・プ ロデ ューサ ・ ビジネ スイ ンテ リジ ェ ンス コ ンサ ル タン ト(ビ ジ

ネ スイ ンテ リジ ェ ンス 戦 略構 築 、デ ー タ ウエ アハ

ウス設 計 、情報 シ ステ ム構 築 計 画 立案 、デ ー タベ
ー スアプ リケー シ ョン提案)

・ 情報 シス テ ム管理 コンサ ル タ ン ト(IT企 画 、仕

組 みの計 画 ・設 計)
・eビ ジネ ス ス トラテ ジー コ ンサ ル タ ン ト(イ ン タ

ー ネ ッ ト等 に よる ビジネ ス改革
、BPR、SCM、

B2B/B2Cの 適 用)
・eビ ジネ ステ ク ノ ロジー コ ンサ ル タン ト(情 報 テ

クノ ロジー戦 略 、 システ ム化計 画策 定)
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図表4-3は 、情報 システムの ライ フサイ クル に沿って、ソフ トウェア開発 に関係す る

技術者 の位置付けを示 した ものである。

図表4-3情 報システムライフサイクル とソフ トウェア開発関連技術者

要求 営業

/

・顧客の要求提示者
s

、 、

'

'

×

・営業系マネージャ ブ

商談
、

● 営業系技術者

r

s

、

・プ・ジ… マネージ強
r

・営業系技術者
評価

情報システムライフサ

設計
/'、 、

・開 発 技 術 者(市 場 分 類1)

L

1

遍)イ クル

r

・パ ケ ー ジ技 術 者(市 場 分 類2)

L

、、

r

・情報システム運用技術者

」

、

r

・テ ・ ニ カ ル ・ ン サ ル ・ ン 太

、

〔 ・

運用、 構築

システム環境構築技術者

工程

ソフ トウェア開発関連技術者

4.2ソ フ トウ ェア 開 発 技 術 者 の 要 件

ソフ トウェア開発技術者 に関 しては、表面的な製品利用スキルだけでな く、基本 となる

コンピュータサイエ ンスを身につけていることが望まれているようである。

図表4-4で 、主要な知識 ・スキル とその事例 を整理する。
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図表4-4ソ フ トウェア開発技術者の知識 ・スキル要件

藤織 灘 鱗 灘x、 、、

業種知識

、s

製 造、流通 、 サー ビス 、金融 、建 設 、行政

業務知識 業務プロセス、電子商取引、

業務アプ リケー シ ョン(財 務会計、販売管理、顧客管理、

営業支援、人事管理、物流、在庫管理)

アプ リケー シ ョン知識 市販 ソフ トウェ アパ ッケー ジ、i-modeア プ リケ ー シ

ョン、デ ジタル コンテ ンツ、 フ リー ウェア 、ERP

コン ピ ュー タサ イ エ ンス IT共 通知識体系H以 上

システムアーキテ クチャ

知識

OS(UN【X、Linux、 ・WindowsNT、Windows)

シ ス テ ム 構 成(集 中 型 、 分 散 型 、C/S、Web、 イ ン タ

ー ネ ッ ト
、 イ ン トラ ネ ッ ト)、 ネ ッ トワ ー キ ン グ 、 ミ ドル ウ

ェ ア 、ERP、COTS、DBMS

デ ー タベ ース 設 計 ・ア ク

セ ス知識

ERD、DFD、DBMS、SQL、XML、Access、E

Rwil1

システム開発 ユーザ要求の分析 ・定義

アーキテ クチャ設計

ソフ トウェア設 計

ソフ トウェアテ ス ト(イ ンスペ ク シ ョン、 テ ス ト体 系 、テ

ス ト計 画方法 、単体 ・結合 ・シス テム ・ユー ザ受 入 テ ス ト)

ソフ トウェア ツール プ ロ グ ラ ム 言 語(C、C++、VB、VC++、Perl、H

TML、CGI、Java、JavaScript、EJB)、CORBA、

DB設 計(ERwin)、DBア ク セ ス(SQL、Access、

PowerBuilder、Delphi)

ソフ トウェア開発管理 ソフ トウェア開発計画 と管理

ソフ トウェア構成管理

ソフ トウェア品質保証

プ ロジェク ト管理 プロジェク ト計画 と管理

コンテ ィンジ ェ ンシプ ラ ンニ ング

オブジェク ト指向 ソフ ト

ウェア開発法

オブジェク ト指 向基本概念

コンポー ネ ン トベ ース ド開発 方 法

UMLに よるビジネスモデ リング

オブジェク ト指 向分析 ・設計

オブジェク ト指 向デザイ ンパターン

文書化 テクニカルライティング

Web開 発知識 Webコ ンテ ンツ 、HTML、XML

セキュ リテ ィ関連知識 セ キュ リテ ィホ ール 、認 証 、フ ァイ ア ウォール
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5.デ ー タベ ー ス 系 技 術 者 の 実像

デー タベース系技術者 とは、デー タベースベ ンダ企業においてDBMS、 デー タベース

構築 ツールあるいはデー タベース設計支援 ツールな どを開発す る者 、ユーザ企業 などにお

いてデー タベース要求分析 、デー タベース設計、チューニング、評価 、デー タベースアプ

リケー シ ョン開発への支援 を主体 とす る技術者 を総称する呼び名で ある。

本調査では、データベースに関連す るあ らゆる業務 に関する技術者 を扱 うのではなく、

企業の ビジネス推進 に合 わせて開発す るデー タベースシステムを対象 としてそのライフサ

イクルの全 工程あるいは部分的な工程で仕事 をす る者 を中心 としてそ の実像 を追 った。 こ

の種の技術者 は、図表2。2で は、"市 場分類1"あ るいは"市 場分類2"に 属す ることを

想定 している。

以下で、デー タベース系技術者 の業務 を分類 し、 さらに、中核業務 となるデー タベース

システ ム開発に必要な知識 ・スキル を整理す る。

5.1デ ー タベー ス系技術者 の業務

デ ー タベ ー ス系 技術 者 として の職 種 は、 デ ー タベ ー ス システ ム 、デ ー タベ ー スア プ リケ

ー シ ョン開発 、 デー タ ウエアハ ウス(デ ー タ ウ エアハ ウス構 築 、OLAP、 デ ー タマイ ニ

ングサ ポー ト)と して 求 め られ て い る。 以 下で 、 デー タベ ース 系 技術 者 の求 人 情報 を中心

とした 業務 分類 とその 内容 、デ ー タベ ー ス システ ム基盤 開発 技術 者 の 実状 にっ いて述 べ る。

(1)デ ータベース系技術者の業務

デー タベース系職種の求人情報 を分析す ると、この技術者の業務 は図表5-1の よ うに

分類で きる。

それ ぞれは職種 としての専門性が高い。
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図表5-1デ ータベース系技術者 の業務

Zx

、㌔zz'、'

∨ ∨

,、 フ

,Y◇、

デ ー タベ ー ス シス テ ム 開 発

(デー タベ ー ス基盤)

基幹 系 、情 報系 デー タベ ー ス システ ムの設 計 、実装 、チ

ューニ ン グ、評 価 、支援 、 コ ンサル テ ィン グ

デ ー タベー ス シス テ ム運 用 アプ リケー シ ョンデー タベ ー ス の移 行 、運 用 、移植

デ ー タベ ー ス管理 デ ー タベ ー スア クセ ス管理 、デー タの維 持 ・保 守 、デ ー

タ加 工 ・分析

特 定分野 デー タベ ース シス

テム開発

・ 製造分野デー タベース開発

・ 金型製作工程デー タベースシステム開発

デー タベ ー ス システ ム応 用 ・ デー タの解析
、管 理

・ デー タ ウエ アハ ウス応 用(OLAP
、 デー タマ イ

ニ ング)

デ ー タベ ー ス ア プ リケ ー シ

ョン開発

・ デー タベース特化 人材 ではないが、求人職種 とし

てシステム開発技術者 と並列 されて掲載 され る

(2)デ ー タベースシステム系技術者の実状

図表5-1か ら分かるよ うに、デー タベース系の技術者 は3種 類 に分類できる。

① デー タベースアプ リケーションなどを通 してデー タベースを利用する者

② データベースアプ リケーションを開発す る者

③ データベース システムを開発 ・管理する者

本調査では、③の技術者 に絞って実像を探ってきた経緯 もあ り、③ に関す る実状につい

て触れる。

① デー タベ ーススペ シャリス トとデータベースアプ リケーシ ョン開発者(ソ フ トウェ

ア開発技術者)の 区別

データベースを開発す る業務 とい う点で、両者 は役割が重複す る範囲がある。しか し、

前者は、データの整合性を考える能力が高い反面、アプ リケーシ ョン知識は深 くはない。

後者はその逆である。その ことから、一般にはデー タベースの要求分析や設計は、後者

が担 当す るケースが多い。 これにより、両者は区別 され る。

デー タベ ーススペシャ リス トには、大規模なデー タベースに対 して論理設計の適切

性 を見極 める能力、DBMSの 利用能力が高い ことを期待 されてい る。 こ とに、DB

MSベ ンダの認 定資格 を持…つ者がスペ シャ リス トを兼ね るとい う現実があることは興
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味深い。

② デー タベーススペ シャリス トの重点領域

デー タベ ースの実装、チューニング、アプ リケーシ ョン性能向上へ の支援 に大 きな

期待がかけ られる。そのためには、デー タベース論理設計の能力は不可欠で ある。

③ デー タベーススペ シャ リス トは定着職種 にはな りに くい

ソフ トウェア企業な どでは、その企業規模 にもよるが、一般 にはデータベースシス

テム専任技術者が常時その職種であ り続 けることは少 ない。大規模デー タベース開発

時に リー ダとして専任者 となるが、プ ロジェク トが完 了す る と大方 は ソフ トウェア開

発技術者にもどる。

④ デー タベーススペ シャ リス トへの教育

デー タベーススペ シャ リス トは、 ソフ トウェア開発技術者の行 ったデー タ要求分析、

データベ ース論理設計 を受 けて、データベースシステ ムとして実装 を任 され るケース

が多い。

この分業 においては以下のよ うな問題が生 じている。

・ 上流の要件 定義、デー タモデ リング、設計 と構築の切れ 目で要 求の伝 達が不十

分 であ り、そ のためデー タベースアプ リケーシ ョンの実装段階で トラブルが多発

す る。

・ このため、開発費用が積み増 されたつ ぎはぎだ らけのシステムにな りがちであ

る。

したがって、デー タベース系技術者への教育では、上流か ら下流への要求が適切 に

伝 わることに配慮 した設計技術 の習得に留意すべ きである。

図表5-2は 、デー タベース系技術者が役割別 に細分化 された従事状況を示 している。

実際には、一人の技術者がいくつかの役割を兼任す るケースが多い。

図表5-3は 、デー タベースシステムのライフサイクル に沿って、データベース開発に

関係す る技術者の位置付 けを示 した ものである。 なお、図表5-3に お ける、デー タ要件

定義者 、デー タモデ リング技術者 、データベース設計技術者 に関 して は、 ソフ トウェア開

発技術者が兼ね る場合が多い。

両図表においては、デー タ要件 定義者 、デー タモデ リング技術者、デー タベース設計 ・

構築技術者 、デー タベース運用技術者 、デー タベースシステム管理者の兼務が可能であ り、

それ らを総称 した技術者 がデータベース系技術者 とす る。
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図表5-2デ ータベース系技術者の役割

z

÷s"

、 、
'
、 ミ ・'・,♂ ・ ・.s

データ要件定義者 デー タベー スシまテ ムへの要求事項 を整理 して提 示

す る者 。

データモデ リング技術者 デー タベース化要件 に基づいてデータを分析 し、概念

デー タモデ リングを行 う者。

データベース設計 ・構築技術者 デー タベ ース 、デ ー タ ウエアハ ウスの設 計 ・構 築 を 自

ら行 うか、支 援 を行 う者。

データベース運用技術者 期 間 デー タベ ー ス 、 デー タウ エアハ ウス の運 用 管 理

(定常運 用 、障 害対応 、チ ュー ニ ン グ)

デー タベースシステム管理者 DBMSの 選定、導入、維持管理

図表5-3デ ー タベースシステムライフサイクル とデータベース関連技術者

要求

・データ要求の提示者

・デー タベー ス系技術者

評価

・デー タベース運 用技術者

要件定義

デー タベース システ ム

ライフサイ クル

・デー タベ ース システ ム管理者

(市場 分類1)

工程

データベース関連技術者

・データ要件定義技術者

(市場分類1)

・データモデ リング技術者

・データベース設 計技術者

(いずれ キ)市場分類1).

・データ構築技術者(市 場分類1)

・パケージ技術者(市 場分類2)
実装
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5.2デ ー タベー ス系技術者 の要件

4.2「 ソフ トウェア開発 技術者 の要件 」で述 べた よ うに 、デー タベ ー ス 系技術 者 に も 「業

種 知識 」 「業務 知識 」 「アプ リケー シ ョン知識 」 「シス テ ムアー キテ ク チ ャ知識 」 「セ キ ュ リ

テ ィ関連 知識 」 「文書化 ス キル 」 が必 要で あ る。

図表5-4で 、デ ー タベー ス系 技術 者 に必 要 な知識 ・ス キル とそ の事 例 を整 理 す る。

図 表5-4デ ー タ ベv・・一ーース 系 技 術 者 の 知 識 ・ス キ ル 要 件

デー タ管理知識

、中 鞘

s

メ タデ ー タ管理(概 念 リポ ジ トリ、 シス テ ムカ タ ログ)

概念デー タモデル 、物理データ(DBMS)

デ ー タベ ー ス システ ム開

発

デー タ要求 の分析 ・定義(ソ フ トウェア開発技術者への支

援)

概念データモデ リング

論理データモデ リング

物理デー タベース設計

関係 テーブルの生成 と管理

トリガ作成

デー タ生成

セキュ リテ ィ設定

データイ ンテ グリティの維持

サ ー バの プ ログ ラ ミング SQL文 作成

カー ソル管理

チ ュー ニ ング クエ リ性 能 改善 、

デー タベースアプ リケーシ ョンアクセス効率改善

デー タベースシステム運

用管理

DBMSの 選 定、 デー タベ ース構 築 、外部 記 憶 装 置構 成 設

計 、利 用者 管理 、 テ ーブ ル 分割 、 イ ンデ ッ クス分 割 、バ ッ

クア ップ ・リカバ リ、 チ ューニ ン グ

デー タウエアハ ウス開発 概 念 デー タモデ リン グ、 ス キー マ設 計 、次 元モ デ リン グ

デー タ ウエアハ ウスデ ー タ生成(デ ー タ変 換 、デ ー タ洗浄 、

集約 、デ ー タイ ンテ グ リテ ィの維 持)'

OLAP(多 次 元デ ー タベ ース構 築 、デ ー タ生成)

デー タマイニング支援

オブジェク ト指向データ
ベース開発法

オブジェク ト指 向DBMSの 基本概念

オブジェク ト指 向デー タモデ リング

オブジェク ト指向プ ログラミング言語
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6.ネ ッ トワー ク系技術者の実像

す一 プ ン系 シス テム の情報 システ ム を構築す るネ ッ トワー ク系技術 者 につい て 、仕事 内

容 、必 要 なスキル を明 らか にす るた めに、 その実務 内容 を調査 した。 ネ ッ トワー ク技術者

の仕事 は、ネ ッ トワー ク システム を提供 す る側(ベ ンダ;市 場分類2)と 受 け る側(ユ ー

ザ;市 場分類1)と で異 な る と思われ るた め、ユ ーザ とベ ンダの双 方の調査 を行 った。

また、ベ ンダの求人 情報 として挙 げ られ る職 種 には、ネ ッ トワー クア プ リケー シ ョン関

係 の ものが あった。 そ こで 、ネ ソ トワー クシステ ム 関係 の技術者 とネ ッ トワー クアプ リケ

ー シ ョン関係 の技術者 にお け るスキル の相違 を調 査 した
。

一方
、 オープ ン系 シ ステ ムが主流 の 中、汎 用 系 システ ムのネ ッ トワー ク系技 術者 が、 ど

の技術 フィール ドで活動 してい るのか を調査 した。

6.1ユ ーザ とベ ンダ との 仕 事 内容 ・ス キ ル

図 表6-1は 、 ネ ッ トワー ク シ ス テ ム の ライ フサ イ ク ル に沿 って 、 ネ ッ トワー ク シ ス テ

ム 開発 に 関係 す る 技 術 者 の位 置 付 け を示 した も の で あ る。

図 表6-1ネ ッ トワー ク シ ス テ ム ライ フ サ イ ク ル と

ネ ソ トワー ク シ ス テ ム 開 発 関連 技 術 者

企画 営業 、
'、

・ネ ッ トワー ク系 技 術者

(市場 分類1)

'

.

、

営業系マネージ・ 榛

・営業系技術者
、,

'、
・ネ ッ トワー ク 系 技 術者

(市 場 分 類1)
s

商談

設計

ライフサイクル

'、 .
・ネ ッ トワー ク系技 術 者

(市場 分 類2)
s～ 評

'

・ネ ッ トワー ク 系 技 術者

(〒行場 分 類2)
、 」

メ

構築)

ネ ッ トワー ク シ ステ ム ・テ クニ カル コ ンサ ル タ ン ト

▲'

・ネ ッ トワー ク運 用 技 術 者
'、

・ネ ッ トワー ク系 技 術 者

(市場 分 類2)

運用 テ ス ト

c)工 程

〔 旙 ネ・ト・一クシ・テム開発髄 技縮

t
・製品開発技術者(市 場 分類2)

∠
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図 表6-1に 示 した ネ ッ トワー ク 系 技 術 者 につ い て 、 ユ ー ザ とベ ン ダ に 分 け 、 そ れ ぞれ

の 技 術 者 の 仕 事 内 容 ・ス キ ル の概 要 を 図 表6-2に 示 す 。 こ こ で は 、 仕 事 内 容 に っ い て 、

次 の3つ に ま とめ た 。

[ユ ー ザ]

① 企 画:企 画 、評 価

② 設 計 ・構 築:設 計 、 構 築 、 テ ス ト

③ 運 用 ・保 守:運 用 、保 守

[ベ ン ダ コ

① 営 業:営 業 、評 価

② 設 計 ・構 築:設 計 、 構 築 、 テ ス ト

③ 運 用 ・保 守:運 用 、保 守

図表6-2 ユーザ/ベ ン ダにお け るネ ッ トワー ク系技術者 の

仕 事 内容 ・スキル(概 要)

ユ ー ザ ベ ンダ

仕事内容 「計 画 ・企 画 」 が重 要 どれも均等に重要

能力 情報収集能力

情報伝達能力

折衝能力

分析能力

情報収集能力

理解能力

説明能力

分析能力

ス キル ベ ンダ提案 の評価

技術 リスク評価

オープ ン系ネ ッ トワー ク技術 全般

製品技術 評価

一38一



(1)ユ ー ザ の 仕 事 内 容 ・ス キ ル

ユ ー ザ にお け る ネ ッ トワー ク系 技 術 者 の仕 事 内容 を 図 表6-3に 示 す
。

図表6-3ユ ー ザにお け る仕事 の 流れ

一ザにおけるネットワーク技術者

計画 ・企画 の仕事内容
・予算計画

・技術の情 報収集

・新技術の採用リスク評価

・工程 管理

運用 ・保守の仕事 内容
・運用要件をまとめ 皐

委託企 業に伝達

ユー ザ にお け る仕 事 の特 徴 は、 「設 計 ・開発 ・構築 」 の仕 事 をベ ン ダが行 うところに

あ る。 この た め、 「企 画 」が ユー ザ にお け るネ ッ トワー ク技術 者 の 主な業務 とな る。 ま

た、 「運用 ・保 守 」 の仕事 をユー ザ のネ ッ トワー ク技術 者 が 実施 す る のでは な く、ユー

ザ の関連会社 が実施す る こ とが多い。

仕 事 の流れ は、 「企 画 」 におい て、 ネ ッ トワー クシステ ムの 開発 ・運用 の 実施 計画お

よび予算 が立 て られ 、 「設 計 ・開発 ・構築 」 「運 用 ・保 守」 の 各仕 事 が実施 され る。 さら

に、 「設 計 ・開発 ・構 築」 で は、 「運 用 ・保守 」 のネ ッ トワー ク技術 者 がベ ンダ に対 し、

運用 要件 を伝 え る。

ユ ーザ にお け るネ ッ トワー ク技 術者 の仕 事 内容 で、特 徴 的 な もの は次 の通 りで あ る。

① 計画 ・企 画

・予算計 画

・技術 の情 報収集

・新技術 の採 用 リス ク評 価

(リ ス ク評 価 の方法 と して、 同一 のネ ッ トワー ク システ ム化 要件 に対 し、競合 す る技

術 にっい て提案 書 を求 め る)

・工程管理

② 設計 ・開発 ・構 築
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ベ ン ダが実施す るた め、省 略

③ 運用 ・保 守

・運用 要件 を ま とめ委託 企業 に伝 達

上記① 、③ の仕事 の遂行 にお いて 、必要 な能力 とス キル は次 の通 りで ある。

○情 報収集 能力

自社 のネ ッ トワー クシステ ム の新規 構 築 また は追加 改 造 を企 画す るた め に、新 技術

や新 サー ビス の情報 を収集す る。

○分 析能 力

自社 のネ ッ トワー ク システ ム に新 技術 や 新サ ー ビス の利 用 可能性 を判 断す るた めに 、

収集 した情報 を分析 す る。

○技術 の リス ク評価

自社 の ネ ッ トワー クシステ ム に新 技術 や 新 サー ビスの採 用す る際 の影 響 を把握す る

た めに、 リス クを評価す る。

○ベ ン ダ提案 の評価

ユー ザ が主 導的 にネ ッ トワー ク システ ム の開発 を行 うた めに、ベ ンダか らの開発 提

案 書 を評価 す る。

○情報 伝 達能力

ベ ンダか ら適切 な提案 を受 け るた め に、 ネ ッ トワー クシステ ム の システ ム化 要件 や

運用保 守要件 をベ ン ダに伝 える。

○プ ロジ ェク ト管理 能力

適切 な 開発 や運 用 を行 うた め に、ベ ンダ に よるネ ッ トワー クシステ ム 開発 のプ ロ ジ

ェク トや 、ユーザ 関連会 社 に よるネ ッ トワー ク運用 のプ ロジェ ク トを管理す る。

○折衝 能力

ネ ッ トワー クシステ ムの 開発 や 運用 で 起 こる問題 を解 決す るた め に、ベ ンダや ユー

ザ関連会 社 と折衝 す る。
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(2)ベ ン ダ の仕 事 内 容 ・ス キル

ベ ン ダ に お け る ネ ッ トワー・一白ク系 技 術 者 の仕 事 の 内容 を 図表6-4に 示 す 。

図 表6-4ベ ン ダ に お け る仕 事 の 流 れ

ベンダにおけるネットワーク技術者像 ふ

営 業の仕事内容
・運用 状況の把握

・提案 書作成

運用 ・保守の仕事内容
・停止させないネットワーク

運用
・運用状況に応 じた

カスタマイズ

設 計・開発・構 築の

仕 事内容
・製 品の選 択

・新技 術の評価テスト

ベ ン ダで は、 「営 業」 ⇒ 「設計 ・開発 ・構築 」⇒ 「運 用 ・保守 」 ⇒ 「営 業」 のサ イ ク

ル とな って い る。

ベ ンダ にお けるネ ッ トワー ク技 術者 の仕 事 内容 で 、特徴 的 な ものは 次 の通 りで あ る。

① 営 業

○運用 状況 の把握

(顧 客 の運 用状 況 を把握 し、次のネ ッ トワー クシステム提 案 へ繋 げ る)

○提案 書 作成

(顧 客 のニー ズ を吸い 上げ 、設計 ・開発 ・構 築担 当者 の支援 を受 けて 、 自力 で提案 書

を作成す る)

② 設 計 ・開発 ・構築

○新 技術 の評価 テ ス ト

(新 技術 の製 品 が利 用 で きるか ど うか 、実際 にネ ッ トワー ク システ ム を構築 、 テ ス ト

し、評価 す る)

○製 品の選択

(ネ ッ トワー クシステ ム の要件 を満足す るネ ッ トワー ク製 品 を取捨 選択す る)

③ 運用 ・保 守

○無停 止 のネ ッ トワー クシステムの維持

(障 害、 メ ンテ ナ ンス等 でネ ッ トワー クシステ ムを停 止 させ ない)
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○ネ ッ トワー クシステ ム運 用状況 に応 じた カス タマイ ズ

(レ ス ポンス等 の運 用 状況 に応 じ、改善 に向け てネ ッ トワー クシステ ム のカ ス タマ イ

ズを行 う)

上記 ①～③ の仕事 の遂 行 にお いて、必 要な能 力 とス キル は次 の通 りで ある。

○情 報収集能 力

自社 のネ ッ トワー ク システ ム構 築技 術 の適 用お よび 、新技術 を顧 客 に対 して紹介 す

るた めに、ネ ッ トワー ク新技術 の情報 を収集 す る。

○分 析能力

自社 のネ ッ トワー ク システ ム構築 技術 に新 技術 の適 用 可能性 を判 断 す る ため に、収

集 した情報 を分析す る。

○情報伝 達能力

顧客 に適 切 な理解 を得 られ るた めに、提案 内容 や ネ ッ トワー ク新技 術 を説 明す る。

○製 品技術 の 評価

自社 のネ ッ トワー クシス テム構 築技術 に新技 術 の適用 可能性 を確 認 す るた め に、ネ

ッ トワー ク新 技術 を評 価す る。

○説 明能力

顧 客 の問題 を解 決 す る改 善策 が提案 内容 で あ る こ との信頼 を顧 客 か ら得 られ るた め

に、顧 客 を説 得 す る。

○オープ ン系ネ ッ トワー ク技術 全般

上記 の能力 とス キル を発 揮す るた めに、基 礎 とな る。

6.2ベ ン ダに お ける職 種

ネ ッ トワー ク 系 技 術 者 と して 、 ベ ン ダ よ り出 され る求 人 情 報 の職 種 は 、 図 表6-5の

通 りで あ る。

職 種 の 中 に は 、CGIやWebア プ リケ ・・一一ーシ ョ ン等 の ネ ッ トワー ク ア プ リケ ー シ ョン

の 開発 を担 当 す る もの が あ っ た 。そ こで 、職 種 が 要 求 す る技 術 指 向 を 明 確 に す る た め に 、

OSI参 照 モ デ ル に照 ら し合 わせ て整 理 した 。 分 類 は 、 次 の 通 りで あ る 。

① ネ ッ トワー クアプ リケー シ ョン系

仕事 内容 の技術指 向は 、OSI参 照 モデ ル にお ける上位 層側 が強 い。 例 えば 、We

bア プ リケー シ ョン開発 な どが該 当す る。

② ネ ッ トワー クイ ン フラ ・通信 キャ リア 系

仕 事 内容 の技 術指 向 は、OSI参 照モ デル にお け る下位 層側 が強 い。例 えば、 ネ ッ

トワー ク設置 、テ ス トな どが該 当す る。

③ コ ンサル タ ン ト系

① 、② の分 類 は、 システ ム を設計 ・構 築 す るの に対 し、 この分類 は 、 システ ム の設
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計 ・構 築 に対 して助 言 を行 う。 仕事 内容 の技術 指 向は、oSI参 照 モデル の全 般 に渡

る 。

イ

図表6-5技 術指 向別 ネ ッ トワー ク技術 者像

技術 指向別ネットワーク技術者像 ふ

OSI参 照モデル 技術指 向
'

アプリケーション層 浅 i…iiiiiiiii{ii・i:i"〃;㌧:,

ii;:'iiiiiii

プレゼンテーション層 響…慧 …i…i…ii…ii…il灘灘 、……　………i………

セッション層 ・・ピ・………………iliiiiliiiiiiiiiiiiiiiliiiii霧・iiiiii…iiiz
…蓑矩

トランスポート層

遇1苔…:燃

ネットワーク層 ::::iii;il…・蘇i

:::ご計i;:ミ=iゴ=iゴ=

データリンク層 …i…i::…:…:る

騰

i、"…iii…i・

β・.1』>i=

物理層 深 、、:……;…、……・……;≒………、…、…、iiiiiii…i…i…i・…・ ………………………難 ……

ネットワー ク

プ`一 ご'
コンサ ルタント系 ネットワ ー クインフラ ・

、
_e

職種

NWア プリ設計

Webア プリ開発

サーバ設計 ・構築(Web)

サーバ運用(Web)

ネットワーク設計 ・構築

(LAN上 位層・LAN下 位層)
・ネットワーク監視(LAN)

・ネットワークコンサルタント

・セールスエンジニア

・セキュリティコンサ ルタント

・ECコンサル タント

通信 キャリア企画

ネットワー ク設計 ・構築(キャリア)

設置 ・テストエンジニア(キャリア)

ネットワー ク監視(キ ャリア)

サポー トエンジニア(キャリア)

製品開発 ・評価(キ ャリア)

ネットワー ク設 計・構築

(LAN上 位層 ・LAN下 位層)
・ネットワー ク監視(LAN)

新 規 のネ ッ トワー ク シ ス テ ム や ネ ッ トワ ー ク ア プ リケー シ ョン 開発 に お い て 、 ネ ッ ト

ワー ク アプ リケ ー シ ョ ン系 技 術 者 とネ ッ トワー クイ ン フ ラ ・通 信 キ ャ リア 系 技 術 者 の ス

キ ル 範 囲 を 図 表6-6に 示 す 。
e

、

不 ッ トワ ー ク ア プ リケ ー シ ョン 系 技 術 者 は 、 ネ ッ トワー ク アプ リケ ー シ ョ ン の 開 発 に

お い て 、 「ア プ リケ ー シ ョン層 」 か ら 「セ ッシ ョ ン層 」 ま で を 自身 に 必 要 な ス キ ル 範 囲

と捉 え て い る。 た だ し、 仕 事 の遂 行 にお い て 、 ネ ッ トワー ク シ ス テ ム の 設 定 あ る い は 確

認 を行 う場 合 が あ るた め に、 あ る 程 度 の トラ ン ス ポー ト層 ・ネ ッ トワ ー ク 層 の知 識 を 有

して い る。

ネ ッ トワ ー ク イ ン フ ラ ・通 信 キ ャ リア 系 技 術 者 は 、 「物 理 層 」 か ら 「トラ ン ス ポ ー ト

層 」 ま で を 自身 の ス キ ル 範 囲 と捉 え て い る。
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図表6-6ス キル 範 囲

OSI参 照モデル

ネ

ζ

?'多

子

了き

系

アプリケーション層

プレゼンテーション層

セッシ∋ン層

トランスポート層

ネットワーク層

データリンク層

物理層

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

イ

ン
フ
ラ

・通

信

キ

ャ
リ

ア
系

WWWシ ス テ ムや メー ル シ ス テ ム の 普 及 に よ り、 これ らの ネ ッ トワー ク ア プ リケ ー・一・シ

ョ ン は 、 ネ ッ トワー ク シ ス テ ム構 築 と同 時 に稼 動 す る基 盤 シ ステ ム とな っ て い る。 この

た め、 ネ ッ トワー クイ ン フ ラ ・通 信 キ ャ リア の 設 計 ・構 築 を行 う企 業 の 中 に は 、 ネ ッ ト

ワー ク ア プ リケ ー シ ョ ン系 技 術 者 の 採 用 ・育 成 を始 め 、 この よ うな ネ ッ トワー ク ア プ リ

ケ ー シ ョン の 設 計 ・構 築 が 行 え る よ うな 対 応 を 始 め て い る。

6.3汎 用 系 シス テ ム とオー プ ン 系 シス テ ム

ネ ッ トワー ク 系技 術 者 は 、 主 と して オ ー プ ン 系 シ ス テ ム(ク ラ イ ア ン ト/サ ー バ 、W

eb系)で 活 躍 す る。 汎 用 系 シ ス テ ム も 、 徐 々 に オ ー プ ン 系 シ ス テ ム に 移 行 し しつ つ あ

る。 しか し、3.で 示 した よ うな 汎 用 系 シ ス テ ム も現 存 す る の で 、 汎 用 系 シ ス テ ム とオ

ー プ ン 系 シ ス テ ム の イ ン タ フ ェ ー ス を決 定 し
、 双 方 で 通 信 を行 うシ ス テ ム を開 発 ・運 用

しな けれ ば な らな い 。

汎 用 系 シ ス テ ム の ネ ッ トワー ク 技 術 者 の 多 くは 、 オ ー プ ン 系 ネ ッ トワー ク シ ス テ ム ヘ

シ フ トしつ つ あ る。 した が っ て 、 汎 用 系 シ ス テ ム で 稼 動 した ア プ リケ ー シ ョ ン を オ ー プ

ン系 ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム(IPネ ッ トワ ー ク)上 で 稼 動 させ る た め に 、SNA(FN

A、HNA)等 の 汎 用 系 シス テ ム の ネ ッ トワー ク知 識 に加 え 、 オ ー プ ン 系 ネ ッ トワ ー ク

シ ス テ ム の ネ ッ トワー ク知 識 を利 用 し、 シ ス テ ム の構 築 ・運 用 に 携 わ っ て い る。
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図表6-7シ ス テ ム別 ネ ッ トワー ク技術 者

システム 別ネットワーク技術者像

一プ ン系(CfS系 、Web,、

シ ステム 技 術 者

」ユ

ア プリケー ション

○○OO

汎用 系システム

技術者

9
アプリケ ーション

SNA FNA HNA

○○OO

一
≡≡ ≡IPネ ットワー ク ≡ ≡一

一
一

○ ○ ○ ○

オープン系システム技術者は、

アプリケーションをオープンネット

ワーク(IPネットワーク)上で

利用可能 とさせるために活躍す

汎用系システム技術者 は、

汎用系プロトコルで構築された

アプリケーションをオープンネット

ワーク(IPネットワーク)上で

利用可能とさせるために活躍す
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7.ピ ア リ・ン グ 内 容

平成13年12月 か ら平成14年2月 にか けて 、

を 目的 として行 った ヒア リング内容 を以下 に示 す 。

IT技 術者 の実像 を明 らか にす る こと

対象IT技 術 実施 日時 企業名 ヒ ア リン グ 目的

者種別

7.1 H13.12.19 A社 ソフ トウ ェ ア 開 発 技 術 者 の 区

ソ フ トウ ェ ア 13:00～14:30 分 、技術 者要件

開発技術者
H13.12.27 B社 ソフ トウェア 開発 技術 者 とデー

14:00～15:00 タベー ス系技 術者 の違 い

H14.1.23 C社 ソ フ トウ ェア 開発 技 術 者 の 区

13:30～14:30 分、汎 用系 ソフ トウェア 開発 技

術者の現状

7.2 H13.12.19 D社 デー タベー ス系技術 者 の 区分 、

デ ー タ ベ ー ス 14:30～15:30 技術 者要件 、 ソフ トウェア開発

系技術者 技術者 との違い

H13.12.20 E社 デー タベ ース 系技術者 の 区分 、

14:00～15:30 技術者要件

H14.1.23 F社 デー タベー ス系技術 者 の 区分 、

14:30～15:30 技術者要件

7.3 H13.12.26 G社 主に運用 ・保 守に携 わ るネ ッ ト

ネ ッ トワ ー ク 13:00～14:30 ワー ク系技術者 の 区分 、技術者

系技術者 要件

H13.12.25 H社 ユ ー ザ に お け るネ ッ トワー ク系

13:30～14:30 技術者の区分、技術者 要件

H14.1.16 1社 ネ ッ トワー ク製 品 開発 にお け る

16:00～17:00 技術者要件

H14.1.30 J社 ベ ンダにお け るネ ッ トワー ク系

10:00～12:0 技術者の区分、技術者要件

7.4 H14.2.18 K社 ソフ トウェア 開発 技 術者 と情 報

情 報 シ ス テ ム 14:00～15:30 システム基盤系技術者 の違い

基盤系技術者

7.5 H14.2.8 L社 汎 用 系 ソ フ トウ ェ ア 開発 技 術

IT技 術者 18:00～19:00 者 、 デ ー タベ ー ス 系 技 術 者 、 ネ

全般 ッ トワー ク系技術 者 の現 状
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7.1ソ フ トウ ェ ア 開 発 技 術 者

ソフ トウェ ア開発技 術者 の職 種 定義の ポイ ン トは何 か 、 どの よ うな実務 に従事 して いる

か 、主要 なス キル は何 か、デー タベー ス系 技術 者 との違 いは何 か、 ソフ トウェア 開発技術

者 に よ り詳 細 な人材 区分 が あるかな どを中心 と した実像 につい て、マ ネー ジャ、技術者 を

対象 に取材 を行 った。

7.1.1A社

(1)会 社概要

Java、Linuxを ベ ー ス と した モ バ イ ル 端 末 系 の組 み 込 み か ら、 大 規 模 エ ン ター

プ ライ ズ シ ス テ ム ま で の 最 適 な ソ リュ ー シ ョ ン の 提 供 を核 と して お り、 そ の他 、 ネ ッ トワ

ー ク 、 セ キ ュ リテ ィ 、 デ ー タベ ー ス 、 ア プ リケ ー シ ョ ン関 連 の イ ン フ ラ製 品 の 開 発 ・販 売

も行 っ て い る 。

(2)ヒ ア リン グ 内容

Javaを 利 用 した 業務 系アプ リケー シ ョン開発 を行 うソフ トウェア 開発 技術 者 が どの

よ うな業 務 に従事 して い るか、 どの よ うな ス キル が重要視 され てい るか を 中心 に要 約 を記

述 す る。

内容 的 には、Webア プ リケー シ ョン開発 の 中心技術 と考 えて い るデ ー タベー ス設 計 に

優 れ た ソフ トウェア開発 技術者 の役 割 に絞 って展 開す る。 また 、デー タベー ススペ シャ リ

ス トや ネ ッ トワー クスペ シ ャ リス トとの境 界領 域 につい て も若 干 触れ る。

① 業 務 アプ リケー シ ョン開発 の特徴 は何 か?

・ 弊 社 開発 の フ レー ム ワー ク製 品をベー ス にメイ ン フレー ム連携 やEJB活 用 な ど、

顧 客に最適 なWebソ リュー シ ョンを提供 す る こ とが使命 で ある

・J2EE 、CORBA、 アプ リケー シ ョンサーバ な どの最 新技 術 を活 用 し、エ ン

ター プライズ システムへ の導入 を迅 速 に実施 してい る

② どの よ うな技術 で事業 を推進 してい るか?

・Webソ リュー シ ョンの提 供 には広範 囲 な知 識 ・スキル が必要 で ある。 中で もデ

ー タベ ー ス技 術 が最重 要で ある。表 面的 な技術 と してはWebやJavaが キー ワ

ー ドとな るが
、顧 客の業務 要件 をシステ ム化す るための 中心 とな る技術 はデー タベ

ー ス設計 で あ る

③ ソフ トウェア 開発 技術者 に必要 な能 力 を どう見て い るか?

・ 業務 系 の ソフ トウェデ開発で は、上 流 フェー ズほ ど高 い デー タベ ース スキルが必

要 で ある

・ も う一つ の柱 は、Webに 関連す る技術 で ある
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・ 社 内で は、それ らをWeb技 術者 として位置 付 けてい る

・ 弊社 で は、何 らか のテ ーマ に特化 した技術者 を育 成す るつ も りは ない。 経 験 か ら

くる上位 、下位 の 区別 はあ るが 、基本 的 にWeb技 術者 には皆 同 じアプ リケー シ ョ

ン構 築能力 を持 って ほ しい と思 って い る。募集 のた めの特 定技術 に特色 を持 たせ た

対外 呼称 は あ るが 、現 実 とは一 致 しない

・ ア プ リケー シ ョンの レイ ヤーで い うと、上位 レイヤー で はCGIやJavaサ ー

ブ レッ トに よるアプ リケー シ ョン開発 、下位 レイヤー ではネ ッ トワー クのや や 深 い

知識 が必要 とされ る

・ これ らの技術者 は経験者 の採用 に よ って確 保 してお り、 自社 で新 人か ら育 成す る

余裕 は現在 は ない

④ 業務 ア プ リケー シ ョンの 中心 とな るデー タベー ス設 計 に関 して どの程度 の能 力 が必

要か?

・ 弊社 の採 用情報 で は、 デー タベー ス スペ シ ャ リス トに近 い表現 を用 い てい るが 、

実際 には いいデー タベー ス を書 ける高 い レベル のエ ンジニ ア とい うとこ ろ。現 実 に

は常 時デー タベー ス スペ シャ リス トをアサ イ ン してお くこ とはで きな い

・ デ ー タベ ー スに強 いアプ リケー シ ョンプ ログラマ とは、デー タへ の問い合 わせ 方

法 だ けでな く、論理設 計 の理論 を理解 してお り、そ の上 で効 率的 に作 るこ とが きる

者 を期待 してい る

・ 実 際 には誰 もが優 れ たデー タベー ス を作れ 、Webア プ リケー シ ョンが作 れ るわ

け では ない。Webが 強い人 、デー タベ ー スが強 い人 に分 かれ 、 それ らが現 場 では

補完 しあ って い る。 しか し、縦割 りの職 務 を作 ってい ない

・ デー タベー スの正 規化 を要求分析 お よび設 計の段階 で しっか りや り、 実装段 階 で

緩 め る能力 は必要 であ る。 普通 の業務 系 のデー タベ ースな ら正規化 は必須 のス キル

で あ る。 デー タベ ース の処理性能 も昔 よ り上 が ってお り、性 能 を落 と さず に正 規化 『

がで きる

⑤ 委託 企業 のデ ー タベ ース を作 るこ とあ るか?

・ 顧 客 企業 の環境 でデー タベ ー スを作 り、運用 後 、性能 チ ューニ ン グ、拡 張 を行 う

こ とがあ る

・ 顧 客 は、立 ち上げ に携 わ った人が運用 後 も受 け持 つ こ とを期待 してい るた めで あ る

⑥ デー タベ ー スアプ リケー シ ョン開発者 は、ネ ッ トワー クの知識 を どの程度 必 要 か?

・APの 性格 にも依 るが 、ネ ッ トワー クを引 く とこ ろはスペ シャ リテ ィが必 要 とさ

れ る。 デー タベー スア プ リケー シ ョン開発 はネ ッ トワー クイ ン フラ に載 るシス テ ム

開発 を主担 当 としてお り、イ ンフ ラ系の知識 は あま り必 要 ない

・ イ ンフ ラ として もビジネ スLinuxが 主で あ り、Windowsの ネ ッ トワー クアプ

リケー シ ョンは組 めない

⑦ ア プ リケー シ ョン障害 に対 して、ソフ トウェア開発 技術 者 、デー タベ ー ス系 技術 者 、

ネ ッ トワー ク系技術者 がそれ ぞれ境 界 に位 置 す る知識 ・ス キル が必 要 だ とい う意 見

が あ るが?

・ 例 えば 、アプ リケー シ ョンの性能 が 出 ない とき、 あるいは ボ トル ネ ック を見つ け
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る ときな ど、 誰 が対応すべ きか の議 論 はあ る。 しか し、 ほ とん どの場 合 、アプ リケ

ーシ ョン側 に原 因す る ことが多 い。つ ま り、デ ー タベ ース系 技術者 、ネ ッ トワー ク

系技術 者 が アプ リケー シ ョン知識 を持 ってい る必要 はない

・ ネ ッ トワー ク系技術者 は アプ リケー シ ョンには あま り関 わ らない。ネ ッ トワー ク

側 に要 求 され るの はセ キ ュ リテ ィな ど基盤 の ところに対応 能 力 があれ ば良い

・ ネ ッ トワー クで は、 同一セ グメン ト内の どこか でネ ック とな るこ とはない。 イ ン

ターネ ッ ト、WAN専 用線 の中で の負荷 だ け考 えれ ば よい

・ デー タベ ー ス が載 って い る周辺 で性 能 が出 ない こ ともない。性 能 チ ュー ニ ングの

解決 は、 ほぼAP側 の処置 で終 わる

・ ソフ トウェア 開発技術者 は 、デ ー タベ ース の ミ ドル ウェア、SQLネ ッ トまでの

知識 が あれ ば 良 く、それ よ り下 を知 る必 要 はない

⑧ デー タベ ー ス設 計 を ど う進 めてい るか?

・ER図 で、全 社 の業務 プ ロセス とデー タ とをモ デ リン グす る ところか ら入 る

・ モデ リン グ書 式 にはER図 、 オブジ ェク ト指 向の クラス図 な ど、 ケー スバ イケー

スで利 用す る

・ デー タベ ー ス の種類 としては00DBは 少 な く、圧倒 的 にRDBを 用 いて い る。

伝票 を多用 す る業 務系 であ るた め、00DBに 適 す る案件 が少 ない

・ 上流 をオ ブ ジェ ク ト指 向で進 めて も最 終的 にRDBに 落 とす な ら、 クラス図 よ り

もER図 が用 い られ るケース が多い。 ク ラス 図か らRDBに 変換す る ツール もあ る

が、高価 なた め採 用 しに くい

・ER図 とクラス 図 を比較す る と、 ク ラス 図を使 うケー スが増 えてい る

⑨ デー タベ ー ス設 計 時に設計 の適 否 につ き顧 客 と話 し合い をす るか?

・ エ ン ドユ ーザ に近い客 に ヒア リング して ラフな設 計 を して い る

・ ラフな設 計 の正 しさにつ いて客 と話 し合 ってい るつ も りで は あるが、客 にER図

を示 して もあま り理解 され ない。帳票 の方 が気 楽で ある

・ ユー ザ か らの ボ トムア ップ情 報(画 面、帳票 か ら)と トップ ダ ウンに論理 設計(全

体 の概 念 を抽 出)を 並列 に行 ってい る

⑩XMLを 使 い始 めてい るか?

・ 当初 、いわ ゆ るEDI、B2Bの プ ロ トコル をXMLに す る といわれ た。しか し、'

現実 には顧 客 は未 だに昔 のフォーマ ッ ト(業 界独 自の)で ソフ トウェアがで きて し

ま ってい るの で 、そ こか ら脱却 で きない

・ アプ リケー シ ョン開発 の 中で 、XMLを 使 ってプ ログラ ムの定義情 報 を規 定 しよ

う、出力 フォー マ ッ トをXMLで や ろ うとい う動 きはでは じめて い る

・XMLの 利 用領 域 が一 気 に進 む とは思 えない

・XMLで はデ ー タ定義量 が絶対 的 に増 える(2～4倍) 。 日本 のデー タ通信事情 を

考 える と、B2Bな どで先 に進 むか ど うか分 か らない

・ 日本 の顧 客 は未 だ にVANを 使 って い る。 例 えば、い ま販 売 管理 システ ム を手 が

けて い るが、 システム はや っ と昔 のホス トか らXMLに 切 り替 わ る時 期 にあ りなが

ら、EDIの 部分 は相変 わ らず 昔 のまま手 付か ず の状態 であ る
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⑪Web開 発 過程 で新 しい システ ム開発 の方 法論 を適用 しっ っ あ るか?

・ 優 れ た開発 の進 め方 が、受 託 開発 とい うビジネス の成 立過 程 で なか なか適 用 しに

くい

・ 単純 にア プ リケー シ ョン開発 だ け を議論 す るな ら、スパ イ ラル方 式 、RAD、X

Pな ど実験 的 に適用 す る ことは あ りうる。 しか し、 シメテム 開発 とい う受託 開発 案

件 として商 談が成 立す る過 程 で は、 ど うして も ウォー タフォール で ない と契約 で き

な い。 その辺 を国の情報 処理技 術機 関で考 えて ほ しい。 ビジネ ス は予 算 あ りきで話

が進 め られ る。短 期 開発 で はスパ イ ラル が向 くが、 いっ まで繰 り返 し開発 が継 続す

るか見 とお しが立た ない方法 論 で はユー ザに も予算総額 を見積 れず 、受 託側 も リス

クが大 きい

・ 新 しい方法論 に対 す る興 味 と予算 ベー スの話 とは噛み合 わな い

⑫ 開発期 間 は平均 して どの くらい か?

・ いま は開発期 間が短縮 され3箇 月程 度 の案 件 が多 く、6箇 月 の 開発 は長 い 方 であ

る。 た だ し、 要件 定義 は短 くで き ない。 半分 くらい の期 間を それ に費や して い る

⑬ ソフ トウェア開発技術者 に必 要 な知識 ・ス キル は何 か?

・ オー プ ンシステ ム開発 時代 にな って も、ウォー タ フォール 時代 と大 きな違 い はな い

・ 国の試 験 にお いて も、 オブ ジ ェ ク ト指 向やJavaに 特段 の力 を入れ て も ら う必

要 はない。.いろい ろな知識 を網 羅 的 に出題 して ほ しい。 オブ ジ ェ ク ト指 向の 開発 方

法論 が 、従 来 の ウォー タフォール を完全 に置 きか えるこ とは ない

・ 基幹 系の仕 事で は、販 売管 理 、人 事 管理 、受発 注 な どサー バ 系 のアプ リケー シ ョ

ン開発 知識 が必要 で ある

・ 情 報系 の仕 事 では、イ ン ター ネ ッ ト、情報 共有 に関す る知識 が重 要視 され る

⑭ 情報 処理技 術者試 験 は役 に立つ か?

・ ソフ トウェア開発 技術 者 とい う立場 では 、FEやSW資 格 の所 有 は望 ま しい

・ い きな りオブ ジェ ク ト指 向 に飛 んで しま わず に、基本 的 な システ ム開発 技術 につ

い て身 につ けてい る こ とが求 め られ る。 構造 化 プ ログラ ミン グ技術 は重 要で あ る。

例 えば、オブ ジェ ク ト指 向プ ロ グラ ミングで は メ ソッ ドを定義 す るが 、 メ ソッ ド内
1

の コー ドは、 きちん と構 造化 され た プ ログ ラムで あ ることが 求 め られ る

・ 情報 処理技術 者試 験は実務 性 に欠 け る とい う批 判 もあ ろ うが 、試 験 に出題 され る

大方 の問題 は実務 で脈 々 と使 われ て い る

⑮ 社 内 での技術者 の 区分 は あ るか?

・ 理想 をい えば、企 画、工程 、スペ シャ リテ ィで 区分す べ きで あ ろ うが 、 ほ とん ど

そ うしてい ない

・ 明確 な色分 けが あ る とすれ ば、 「マ ネー ジ ャ」と 「それ以外 」とい う分 かれ方 で あ

る。 「マネ ー ジャは」、一人 で複数 のプ ロ ジェク トを見なが ら全体 の工程管 理 がで き

る。 それ以外 の技術者 は、 能力 的 に見れ ば設 計で き る者 、 プ ログ ラ ミン グを含 む 構

築 とい う分 け方 もしてい る

・ プ ロジェ ク トマネー ジ ャは原則 、開発 業務 に タ ッチ しない 。 プ ロジェク トマ ネ ー

ジ ャにはSE経 験 が必 要で あ る
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・ その他 に営 業 関係 の者 が い る。 自ら技術提案 書 を書 ける こ とが望ま しい とい う考

え方 を持 って い る。営 業マ ンに は、 自 ら企 画 し全体 を コーデ ィネー トで き るこ とを

期 待 して い る。営 業 関係者 には 、浅いが広 い知識 で営業 セ ンスの ある者 と、技術屋

上が りの両 タイ プが入 る
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7.1.2B社

(1)会 社概要

大手 商社 が、事務 システ ムや 事務機 器 の販売 会社 、 システ ム開発会 社 、Eコ マー ス会社

を統合 し、大 手 コンピュー タメー カ を技術パ ー トナ としたIT企 業 。顧 客 の義務 のあ り方 、

経営課 題 に基づ いて最 適 なシステ ムイ ンテ グレー シ ョンを提供 す る。ERPの 導入 コンサ

ルテ ー シ ョン、アプ リケー シ ョン ソフ トウェア 開発 、Eビ ジネス ソ リュー シ ョンの提供が

事業 の柱。

(2)ヒ ア リン グ内 容

B社 で請負 うデー タベー スアプ リケー シ ョン開発 にお け る開発技 術者 とデー タベ ースス

ペ シ ャ リス トとの役 割分担 な どを 中心 に取材 した。 また、最近 のEビ ジネス の動 向 と技術

者 の対応 知識 ・ス キル にっいて 、現 状 を聞いた。

① デー タベー スアプ リケー シ ョン開発 にお け る開発技術 者 とデ ー タベ ーススペ シ ャ リ

ス トとの関係 は?

・ アプ リケー シ ョン開発 技術 者 は 開発 の 中心 とな る。デ ー タベ ー ススペ シャ リス ト

は、必要 な段 階か らプ ロジ ェク トに参加す る立場 で ある。 デ ー タベ ー スの規模 に よ

るが 、通 常ア プ リケー シ ョン開発 技術者 がデー タベー ス の要 求分析 と概 念デー タモ

デル(ER図)を 作成 した後 、デー タベー ス スペ シャ リス トが入 る。 大規模 な場 合

にはデー タベ ース スペ シャ リス トも最初 か ら入 る

・ デー タベー ス スペ シャ リス トは、 関係テ ー ブルがで き、 レス ポン スが重 要視 され

る段 階で大 きな役 割 を果 たす こ とにな る。 チ ューニ ン グ、 パ ラメー タ設 定 を任 され

る

・ 機 能 を決 め、デー タベー ス設 計(テ ーブル 設計や 正規化)す るのは アプ リケー シ

ョン開発技術者 の役割 、SQLコ ー デ ィン グはプ ログラマ が担 う。SQLを 見て チ

ュー ニン グす るのはデー タベ ース スペ シャ リス トで あ る

・ 結 局、アプ リケー シ ョン開発技術 者 とデー タベー ススペ シ ャ リス トとは、前者 が

デ ー タベース の要求分 析 とデー タベー ス設 計、後者 が レス ポ ンス のシ ビアな要求 、

大 量 アクセ ス、マル チベ ンダで複雑 なデー タベ ース 、分 散 の決 定 、デ ー タベー スの

配 置等 の問題 に対 処す る こ とで役割 を棲み 分 けて い る

・ 大 雑把 に言 えば、 デー タベ ー ス を作 るまで をアプ リケー シ ョン開発 技術者 が、 レ

スポ ンスや コン ピュー タ上で の効 率 をデー タベ ーススペ シャ リス トが担 ってい る

② デー タベ ーススペ シャ リス トには どのよ うな人が なるか?

・ オラ クル の資格 を持 つ もの がな るケー ス が多い。 あ る意 味で これ は特化 した技術

で あ る。デー タベー ス に関 す る知識 はア プ リケー シ ョン開発 技術 者 に も必 要で あ る

が、オ ラクル 依存技術 は一 般 のア プ リケー シ ョン開発技 術者 に は備 わ ってい ない
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'

・ 人数 は少 ない た め
、デー タベ ーススペ シャ リス トは取 り合い にな る

・ デ ー タベー ス スペ シ ャ リス トには
、デ ー タベー ス認 定資格 を持 った アプ リケー シ

ョン開発 技術 者 が な る

③XMLの 普及 はRDB利 用 に影 響 を与 え る と考 え られ るか?

・XML利 用 の ア プ リケー シ ョンは増 えてきてい る

・B2Bが は じま る と
、企業 間取 引の 中でXMLが 使 われ る よ うにな るとの 期待 は

ある。 例 えば、 標 準 フォーマ ッ トを使 うWebサ ー ビスが あ る

・SOAP
、UDDIに よ り、イ ンターネ ッ トを介 して企 業間 の ソ リュー シ ョン を

利用 し合 うこ とは 可能 で ある。 しか し、認 証機 関 に よる規格 の統一 が必 要で あ る

・XMLはRDBに 取 って代 わ るか とい う質 問が あ る として も
、今す ぐとい うこ と

ではなか ろ う

・XMLは デー タ交換標 準 の設定 と、記述 の冗長 性 か らくるス ピー ドの問題 が ある

・XMLデ ー タが デー タベー ス になる とは考 えに くい
。方言 も少 な くない

・ 今 、Eビ ジネ スの 世界 では、IBM社 の標 準採 用動 向が、XMLな どを含 めた技

術 普及 の鍵 を握 って い る。IBMの 動 きが グ ローバ ル標準 となる可能性 を うか が っ

てい るが、IBMの 方 針変 更は素早 い。そ の変化 を注意深 く見 定め る以外 に方 法 は

ない
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7.1.3C社

(1)会 社概 要

シ ステム開発 の受 託や パ ッケー ジ ソ リュー シ ョンを核事 業 とし、他 に 自社 製品(ソ フ ト

ウェアパ ッケー ジ、マル チ メデ ィア コンテ ンツ)の 開発 と販売 、教 育事 業(WBT、 情報

処 理 専門学校 経営、教材 出版)を 行 ってい る。

以 下 は、 システ ム開発 事 業部 門 のマネー ジャ に対 して取材 を行 った 際 の内容 の要約 で あ

る。

(2)ヒ ア リ ン グ内 容

従 来 の汎用 系技術者 を含 め、 ソフ トウェア 開発技術者 とは どの よ うな者 で あ るか 、 どの

よ うなシステ ム開発 を行 って い るか を中心 に要約 を記述す る。

① ソフ トウェア開発 技術 者 とは どの よ うな区分 を意 味す るか?

以 下の よ うに2分 され る。'

イ.業 務 系 アプ リケー シ ョン開発 技術者

・7年 くらい前 まで は、汎 用機 、オ フ コ ンの アプ リケー シ ョンをCOBOL、RPG

を使 って作成 してきた

・ これ がオ ープ ン系 に移 行 した。 ただ し、汎用機 系のア プ リケー シ ョンについ て

は細 々 と継 続 してお り、特 に維持 管 理 、多少 の改修 に関 わ ってい る。顧 客 がシス

テ ムを残 して い る限 り、今後 も付 き合 って い く必要 があ る

・ た だ し、希 少価値 だ か らとい って、 高い金 が取れ るわ けで は な い。 全体 で請負

って、そ の中で い く らか か るか とい う取 引で あ る

・ ダ ウンサ イ ジ ング したア プ リケー シ ョンは、2通 りにな って い る

－VB(VisualBasic) 、VC(VisualC++)で 開発 す る もの

－Web 、Javaで 開発 す る もの

・ 顧 客 との コ ミュニ ケー シ ョンでは 、汎用 機 の時代 か らオー プ ン時代 に入 って も

変 わってい ない。顧 客 の業務 を知 って い る ことは強 み とな って い る

ロ.プ ラ ッ トフォー ム系 システ ム開発技 術 者

・UNIX+Cの 制御 システ ムで、通 信 系の研 究所 、重化 学 系 の研 究所 が 主な顧

客で あ る

・UNIX系 、Web系 、ネ ッ トワー ク系の仕事 を 中心 としてい る

② ソフ トウェア技術 者 と業種や アプ リケー シ ョンの関係 は?

スキル よ りも経 験 が よ り問われ 、区分 間の垣 根が高 い要 素 と して 以 下が挙 げ られ る。

イ.金 融 系

ロ.会 計系

ハ.流 通系
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二.そ の他

③ 情 報 システ ムの ライ フサイ クル で人材 を どの よ うに分 けてい るか?

・4種 類 く らい の工程 で人材 を区分 してい る。上流 工程 で あって も、 プ ログ ラ ミン

グを経験 してい るこ とが重視 され る。 そ の経験 がない と、設計 も、見積 もで き ない

か らで あ る。

イ.企 画/提 案 フェーズ

パ ッケー ジ開発 時のマー ケテ ィン グ、顧 客への システ ム提案 を担 当す る

ロ.要 求分析 ・設計+シ ステ ムテ ス ト

ハ.プ ログ ラム設計 と製造

二.運 用(対 価 の受 け方 はケー スバイ ケー スであ る)

必 要 に応 じた運 用支援 が中心 とな ってい る

運 用 契約 サー ビス契約 にはな ってい ないが、顧 客 常駐 の状況 もあ る

④ 受託 プ ロジ ェ ク トの 開発体制 を どの よ うに組 むか?

・ 業務 系 と制御 系 を組み合 わせ て開発 チー ム を作 ってい る
。

イ.業 務 系

顧 客 の 立場 に立 ったス タンスで 業務 アプ リケー シ ョン開発 に取 り組 む

ロ.制 御 系は

制御 系 は 、研究 所の情報 系アプ リケー シ ョンを対象 とす る開発 であ り、取 り組

み姿勢 として 高度 な技術 、新 しい技術 の適用能 力 が重 要視 され る。技術 的 に細 か

.い ところに こだ わった特化型 のチー ムを組 ん でい る。利 用者 の業務 をか っち り押

さえる必 要 は な く、顧 客の要求 を細 か く知 る必要 もない。顧客 の業務 に依存 せ ず

シス テ ム を作 れ る とい う特徴 があ る

⑤ デー タベ ー ス設 計 は誰の仕 事 か?

・ デー タベ ー ススペ シャ リス トか アプ リケー シ ョン開発 技術 者 のいず れか が行 うが
、

大体の場 合 、業務 アプ リケー シ ョン開発 系の ソフ トウェア開発技 術者 が担 当 してい

る。た だ し、デ ー タベ ース の論理設 計 までが担 当範 囲 であ り、物 理設 計はベ ンダ に

任 せて い る

・ 論理設 計 も、検索 系 のアクセスで あるか 、更新系で あ るかに よってデー タベ ー ス

に関す るスペ シ ャ リテ ィが異 な る。後者 はデ ー タベー スに 関す るスペ シャ リテ ィが

高 い

⑥ ソフ トウ ェア品質 を どの よ うに構築 して い るか?

・ 試験 チー ム制 を導入 している
。

・ ある程度 以 上 のプ ロジェ ク トになる と、設 計や実装 に加 わ って いな い第三者 の技

術者 を5～6人 入 れて 、ホ ワイ トボ ックステス トを行 わせ る。情報 処理技 術 の素 人

ではな く、バ グを見つ け る能力 を持 つ業務 系の技術者 が担 当す る

・ 品質 にっ い て は昔 よ り重視 してい る
。 よ り時 間 をか け る よ うにな った。顧 客 の た

め の試験 は ど うあ るべ きか を考 えて実 施 してい る。 試験 に要す る費用 は、そ れ な り

の必要性 を説 明す るこ とに よ り、見積 りに載せ られ る
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⑦ 運用 フェーズに は どの よ うに関 わ ってい るか?'

・SES契 約 を結 び、 客先へ 要 員 を常駐 させ る場 合 が ある(派 遣 に近 い)

・ これ は、顧客 システ ム を経 験 す る機 会 にな る。請負 の た め、 この フェー ズへ の関

わ りは必須 と考 えて い る

⑧Web開 発お よびC/S開 発 の トレン ドは?

・ 従 来 のアプ リケー シ ョンがWebア プ リケー シ ョンに収敏 してい くとい うこ とが

いわれて い る。しか し、C/S開 発 に も利 点が あ り、棲 み分 け され る と考 えてい る。

イ.汎 用 系アプ リケー シ ョン に対す るオー プ ン系ア プ リケー シ ョンの優 位性

・ 現在 では、オー プ ン系 の シ ステム構築 にお け る低 コス トとい う優位 性 は ない。

・VBで の開発 、ACCESSで の開発 は残 って い る。 両者 の どち らが 効率が

よいかは、 開発 技術 へ の慣 れ で決 ま る

・ 設計 コス トは、汎 用機 よ りC/Sが 安 い とい うことはな い

・ オー プ ン系 のアー キテ クチ ャ設 計 では、 チ ェ ックす る事項 も増 えて い る

・ サーバ とクライ ア ン トのOSが 違 った り、ネ ッ トワー クの こ とを考 慮 した り

で 、や るこ とも多 い

・C/Sで は運用 費用 は安 くな ろ う。 グ レー ドア ップ を考 え る と、汎用機 で は

全 取替 えにな る こ とが多 く、C/Sで は部 分的 グ レー ドア ップで済 む

ロ.C/Sの 一部 の問題

・ システ ム改 修 にお いて 、修 正版 の ソフ トの配 布 にはNWが 必要 で、運 用管理

が大変で あ る

・Webで は 、システ ム リプ レー スが サーバ のみ 行 えば よ く、維 持管理 費 が安

くなる

ハ.WebとC/Sの 比較

・C/SのVBとWebと を比 べ る と、画面操 作性 と レス ポ ンスの面 でC/S

に軍配 があが る。た とえ ば、コー ルセ ン タでは 、操作 が楽 で早 い レス ポ ンスが

な くてはな らず、C/Sが よい

・Web開 発 で は、WANを 通 してや るシス テ ムが多 く、セ キ ュ リテ ィ確 保要

求 は高い。個 人情 報 を扱 うよ うな ものは特 にそ うで ある
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7.2デ ー タ ベ ー ス 系 技 術 者

デー タベ ー ス系技 術者 に最 も期 待 され る知識 ・ス キル は何 か、 ソフ トウェア開発技術 者

に どの よ うな支援 を行 うか 、情 報処理技術者 ス キル標 準に示 され る よ うな能力 は どの よ う
ノ

に使 われ てい るか な どを中心 と した実像 につい て、デ ー タベ ース専 門技術者 、デー タベー

ス研 修イ ンス トラク タか ら取材 を行 った。

7.2.1D社(実 際 に は 、A社 の 他 部 門)

(1)会 社概 要

7.1.1で 掲 載 したA社 を参 照 。

(2)ヒ ア リン グ 内 容

デー タベ ー スに強 い 技術者 が、情報処理 技術 者 ス キル標 準 でイ メー ジ してい るよ うな人

材像(役 割 、仕 事 の進 め方 な ど)と 乖離 がない か どうか を中心 に取材 し、そ の実像 を追 っ

た。 この ヒア リングで は 、デー タベー ススペ シ ャ リス トとしての ア ドバ ンテー ジは、デー

タベー ス設計 フ ェー ズ で は予測が 困難 な性 能 にっい て、改善能 力 を持 ってい る こ とで ある

ことが強 調 され た。

① デー タベ ー ス スペ シ ャ リス トの仕事 は 、ス キル 標準 と大 きな相違 は ないか?

・ 仕事 の手 順 、 中味 ともほぼスキル標準 にあ るよ うにや ってい る

・ た だ し、 ハー ドウェアやDBMSの 選 定 は論理デー タベ ース設 計 の後 では な く、

デー タベー ス シ ステム 開発 の初 期 に決 めて い る。 は じめに全 体 予算 を決 め る必 要が

あるか らで あ る

・ 完 全提案 型 の 開発 な らともか く、通 常 の開発 では、少 な く とも最初 か らハ ー ドウ

ェア、ORACLE、 オプ シ ョン、 コンポ ーネ ン トをある程 度想 定す る必要 があ る

・DBMS選 定 の考 え方 と して はスキル標 準 の通 りで 良いが
、実際 に は ほ とん ど既

存 製品 を使 うか 、ベ ンダが既 に決定 され て い るケース が多 い

・ デー タベ ー ス を分 散すべ きか ど うか、 デー タベース トランザ クシ ョンが参 照主体

か更新 が多 い か等 、その決定 を設 計が完 了 してか らでは遅 く、最初 にイ メー ジを持

って いない といい提案 は できない。結 果 的 に分 散 にな らな く とも、分 散化 の可能性

は最初 か ら検 討 してお く。例 えば、 どの程 度 の容量 のデ ィス ク装 置 をい くつ配置 す

るか、分散 しや す い よ うに多 く考 えてお く。 具体 的なRAIDを どうす るか等 は、

設計 が終 わ った後 で構 わない

・ 稀 に、予 算 だ け確 保 しておいて、製 品の リリー ス時期 を見 なが ら選 定 をぎ りぎ り

ま で遅 らせ るケー ス もあ る

・ 性 能設 計 はミ設 計 に時間 をか けるのか、 何度 も修正 しなが ら進 め るのか ケース に
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よる。例 えば 、大 量 のデー タが使 われ た り、大 量の クライ ア ン トか らア クセス が あ

る よ うな場 合 、アプ リケー シ ョンが で きあが らない と性 能 は確認 で きない

・ 性 能 改善 は、運 用 テス トの段 階で行 った り、カ ッ トオー バ後 に改善 した りす る。

例 えば、1000人 規 模 のユー ザが あ る と して、先ず100人 規模 で の テス トでカ ッ ト

オー バ し、 そ こで ボ トル ネ ック を確認 して 、チ ュー ニン グ しなが ら1000人 に耐 え

られ るよ う顧 客 と調 整 を図 る

・ 性 能 につ いて は、最初 か ら顧 客 に、確 保 の為 にステ ップ が必要 な こ とを説 明 して

お かな い と トラブルが発 生す る。 もっ とも難 しい交渉で ある

② 性能 の問題 は、 システム開 発 ビジネ ス に どう影響 す るか?

・SQLの 組 み方が 原因で性 能 が得 られ ない場 合が多い。1日 だ ってや っ と返 って

来 る よ うな場 合、SQLを 組み なお して1分 で済む ケー スが しば しば ある

・ER図 をち ゃん と書 き、 物理設 計 も しっか りや って い るが 、弊 社 の よ うな会社 が

デー タベー ス設計能 力 で評価 され るこ とはない

・ 想 定 され る トラ ンザ クシ ョンか ら、使用 しうるSQLを 全 て設 計書 に記 入 し予 め

評価 を してお かない と、他 の トランザ クシ ョン と混在 した とき にそ の影響で ど うな

るか判 断がっ かない

・ デ ー タベ ース開発 者 は、異 な るオペ レー シ ョンがバ ッテ ィン グ した場合 に、性 能

が ど う影響す るか予 め考 えて お く必要 が あ る。 それ をで きる のはデ ー タベ ース スペ

シ ャ リス トで ある

③ デ ー タベ ース スペ シ ャ リス トの優 れ た点 は どこに あるか?

・ 性 能 の確 保 に関す るス キル は、デ ー タベー スアプ リケー シ ョン開発 者 には あま り

な い。性 能技 術 の必 要性 は理解 してい て も、 どの よ うにSQLを 書 けば良いか は身

にっいてい ない

・ デー タベ ー ススペ シ ャ リス トは、SQLプ ログラマか ら使用 す るSQLを 報 告 さ

せ 、 その是 非 につい てア ドバ イ ス をす るス キル が必要で あ る。 デ ー タベー ススペ シ

ャ リス トは常 に、 どのSQLが 使 われ てい るか をお さえてお か な けれ ばな らな い

・SQLの ノウハ ウを持 って い ない者 は 、デL-・一・タベ ーススペ シ ャ リス トとはい えな

い

・DBMSに 依存 す るこ とは あ るが、 この よ うなSQLを 書 く とこ うい う結 果 にな

る とい うこ とを、論 拠 を もってSQLプ ログラマ に説 明で きな けれ ば な らない

④ 性能確 保 ・改善 のた めのデ ー タベ ー ススペ シャ リス トの役割 は?

・ 最近 は、SQLの 使 い方 が悪 い こ とに よる性 能低下は減 ってい る。 以前 のオ ラ ク

ル で あれ ば、駆動 表 とコー ドの順番 に よって 、性能 は全 然違 ってい た。最 近 は、D

BMSが 並べ 替 えをや って くれ るので気 をつけ る必要は な くな った

■tSQLに つい ては 、 こ うコー デ ィン グす る しかないで あ ろ うと予想 した が、性能

が 得 られ ない場合 に性能 チ ュー ニ ン グが 必要 とな る。それ は デー タベ ー ススペ シ ャ

リス トの役 目で ある

・ 通 常は 、設 計規模 が小 さけれ ば、直 接SQLコ ー ドを見 て トラ ンザ クシ ョンにつ

い てア ドバ イ ス し、大 きい場 合 に は、 トランザ クシ ョンのケ ー ス に よ り推奨SQL
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表 を提供 し、必 要 に応 じてSQL分 を評 価 して あげ る。 例 えば、イ ンデ ックス がは

られて いなが らそれ を使用 してい ないな どのア ドバイ スが でき る

⑤ デー タベ ー スシ ステ ムの ライ フサイ クル とデー タベー ス アプ リケー シ ョン開発 サイ

クル との摺 り合 わせ が 必要か?

・ ス キル標 準 で は、仕事 の区切 りがあ いまいで あ る。 論理 的な仕事 の流れ と実 際の

仕 事 の流れ との対応 関係 が絵 にで きれ ば良いが

実務 上で は、テ ス トにおいて はプ ロ トタイ ピング も必要 で ある

⑥ 特定 のDBMSで の仕事 が多 いか?

最近 、い くつ か競合製 品が使 われ 始 めたが 、特 定 製 品が大半 であ る。顧 客 か らも

それ を前提 とされ る

製 品情報 が少 ないベ ンダの製 品は、使 うの に リス クが 多い

規模 の大 きなデー タベース で問題 が発 生 しない か ど うかが ポイ ン トとな る

⑦00DBの 利 用 動 向は?

2年 ほ ど前 に引合 いは あった。CGIし か なか った 時代 に、RDBはWeb系 に

向かない とい う理 由で00DBを 検討 した。そ の頃 はC++に はで きず 、Javaか

らしかデー タベ ー スを キ ックできな いた め、技 術者 に とって敷 居が高 か った

最 近 はJava技 術者 も増 え、サー ブ レッ ト開発 が主流 とな った。 毎 回アプ リケ

ー シ ョンか らデ ー タベー スへ のア クセ ス があっ て も
、デー タベ ー スでア ロケー シ ョ

ン を蓄積 してお く ことができ る。以前 は00DBに しかで きなか った メモ リキャ ッ

シ ュの よ うな仕組 み が でき、SQLで もアクセ スが で きる

00DBは 製 品 と しては優 れて い るが 、売 り方 に問題 が あるの では なか ろ うか

性 能 でナ ンバ ー ワンでないが 、オ ラクル は売 り方 が うま い

⑧ ネ ッ トワー ク上 でのデー タベース アプ リケー シ ョンの トラブル に関 し、デー タベ ー

ススペ シ ャ リス トとネ ッ トワー クスペ シャ リス トの役 割分担 は?

デー タベー ス 開発 でサーバ とク ライア ン トが繋 が らない ことはない。

デー タベ ース アプ リケー シ ョン開発 者や デー タベ ース スペ シ ャ リス トは、 アプ リ

ケー シ ョンサ ーバ の ロ グやデー タベ ース サーバ の ログを見れ ば 、 どこで切れ たか が

分 かる。 これ らの人 に もTCP/IPの 簡単 な知識 は必要 で ある。例 えば、 ポー ト

の何番 を使 って い るかな ど

例 えば 、 ファイ ア ウォール が 中間 に入 る とマル チセ ッ トの動 きは禁 止 され デー タ

ベ ースの接続 が切 れ る。使用 中の ポー トに対す る ファイア ウォール の処置 が必要 と

な る こ とを認 識 してお く必要 があ る

デー タベ ー ススペ シャ リス トがネ ッ トワー ク製 品 の知識 を常 に追 う必要 は ない

⑨ デ ー タベ ース設 計 の主体者 は、デー タベー ススペ シャ リス トか、 デー タベ ー スアプ

リケー シ ョン開発者 か?

デー タベー ス設 計 の論理 とはこ うい うものだ 、正規 化 とは こ うや る ものだ とデー

タベー ススペ シ ャ リス トが説法 して も、業務 を知 らず にい い設 計 がで き るはず が な

い

このテー ブル に対 して、 どんな トランザ クシ ョン(業 務)を 使 うかを分か って い
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ない と設計 にな らない。 業務 を知 らず に設 計 した結果 、ス ター クエ リになった りす

る。 トランザ クシ ョンが大 きい とどん なハ ー ドウェアを入れ て も動 か ない

・ 一 方 、デ ー タベ ー スの規模 は設 計能 力 に影 響す る。大 きなス トレー ジで組 んでパ

ラ レル で動 かす よ うな規模 の論 理設 計で あれ ば、 業務が わか って いて もアプ リケー

シ ョン開発 者 にはむず か しい。 こ うい う場合 デー タベー ススペ シ ャ リス トが対 応す

る 一

・ 例 え ば、 このテー ブル のパ ーテ ィシ ョンを使 って組 む とい う前提 で論 理 設計 を し

た り、 この設 計 は、ハ ー ドウェア の この特性 を最 大限 に使 い、 かっ この ミ ドル ウ

ェア の このオプ シ ョン を最 大 限 に利 用す る ことを分か った 上で 行 うよ うな ときが

あ る。

・ 大 きいデ ー タベ ー ス を考 え るので あれ ば、デー タベ ー ススペ シ ャ リス トの出番 で

あ る
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7.2.2E社

(1)会 社概 要

コン ピュー タチ ップか ら、スー パ コン ピュー タまで を開発 販 売す る大手 の電気 メー カ。

社 内に、大型 システ ム開発 、 システ ム製 品、 ソフ トウェア製 品 を開発 す る部 門、顧 客 をサ

ポー トす る部 門、ユー ザ に教育研修 を提供す る部 門な どを擁iしてい る。

(2)ヒ ア リン グ 内容

顧客 のデー タベー ス システ ム を開発す るコン ピュー タメー カ のデー タベ ー スア プ リケー

シ ョン開発 者 、デ ー タベ ー ススペ シ ャ リス トか ら考 えたデー タベー ス系技術者 像 を追 った。

デ ー タベー ス システ ム開発 の受託 の形態 として、顧客 が既 にデー タベ ース の要件 定 義や

デv-・タベース の概念 設 計 を終 わ った段 階か ら始 ま る場合 と、顧 客 のデ ー タベ ース 要件 をE

社 のSEが 聞 き、 それ 以降 を請 負 う場 合が ある。 デー タベー ス 開発側 と して 見た 場合 に 、

顧 客のデー タベ ー ス要件 や ラ フ設計 がデー タベ ース 開発 者 に十分 に伝 わ らず に 開発 が始 ま

り、結 果的 に優 れ たデ ー タベ ース システム にな らず、運 用後 の調整 が多発 す るこ とを痛感

してい る との こ と。そ の改善 のた めに ど うすれ ば 良いかが 、顧 客企業 とデー タベ ー ス シス

テ ム開発請負側 との 間で改善 すべ き課 題 として残 され てい る こ とがは っき り した。

なお、この ヒア リン グでは 、デー タベ ース技術者 の教 育論 に不足す るものが な い よ うに、

情報 処理技術者 スキル標 準 を提示 して、実務 か ら見 たデー タベー ス系技術者 の知 識 ・ス キ

ル に関す る コメン トを得 た。 ス キル標 準 の改善 の参考 にもな ろ う。

① 情報処 理技 術者 の ス キル標 準な どでは、デー タベー ス システム開発 の あ り方 のモ デ

ル を示 して い るが 、現場感 覚 として ど う思 うか?

・ デー タベ ー ス システ ム開発 の現 実 と して 、デー タベー ス設 計 と実装 との繋 が りが

良 くない こ とが大 きな 問題 で ある と感 じて い る

・ 弊社で は 、デー タベー スの要求分析 や要件 定義 が終 わった段階 か ら、それ を受 け

てデー タベ ー ス システ ム開発 に入 る。 しか し、上 流の情報 は十分 とは い えず 、 良 く

理解で きな いま ま開発 がは じまる。 本 当は、業務 を よ く理解 し、 自分 でER図 を書

くか、最 低 限読 まな くては な らない

・ メー カのSEは 上流 工程(分 析)に 参加 で きず 、 しか も上流 か らの繋 が りの とこ

ろで情報 は不 足 しコ ミュニ ケー シ ョンもままな らない

・ 顧客 は要 求 を十分説 明で きず 、正規化 の文書 も持 ってい ない。 そ の状態 で 実装 に

入 る こ とにな る

② デー タベー ス化 の 要件 定義 を どの程度詳 細 に行 うべ きか?

・ 裏 では詳 細 にお さえた上 で
、要件設 計は ラ フでか まわ ない。 む しろそ の方 が説 明

しやす い し、受 け手 も理解 しや すい場合 もある

・ 要件 設 計者 は、正 規化 の理 論 よ りもデー タにつ いて良 く理 解 してお り、そ れ に 関
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す る議 論 を顧 客 と開発側 で十分行 うこ とが望 まれ る

・ 顧 客 がER図 な どを くれ ない ときは 、弊社 のアプ リケー シ ョン開発 者が顧 客 と話

を しなが らそ れ を作成 しない といけ ない と思 ってはい る。 しか し、それ を作 る暇 が

ない ほ ど開発 を急 が され る こ とが あ り、運 用後 の補修 の多 いデ ー タベー ス とな る

・ 要 件定義 の フェーズ では、 デ ィス クの見積 な ども重要 で あ る。運 用面 で のバ ック

グラウン ドが ない と顧 客 に提案 が で きない

③ 下流 のデー タベー ス実装 関連 の技術 者 には どの よ うな教育 が必 要 か?

・ これ まで 実装技術 者 に対 す るデー タベ ース 教育 は軽 ん じられ て きた。 上流技術者

の要件 定義 不足 を補 った り、要件 を良 く理解す るた め にモデ リン グ能力 も必 要で あ

る。ER図 をか けれ ば十分 で あるが。概 念デー タモ デル を 自分 で書 けては じめて顧

客の要求 が は っき りす る

・ 場合 に よっては 、ER図 をか けない顧 客 もあ るが、 そ の場 合 には顧客 の要求 を良

く理 解 してい るSEを 間 に立 てて 、モデ ル の適切性 につ いてER図 を用い て確 認す

べ きで あ る。ER図 を見 て理 解す る能 力 は 、ユーザ 、設 計者 、 実装 技術者 の共通言

語 と見なすべ きであ る

・ ただ 、ER図 だ けでユー ザ要求 を確 認す るだ けで な く、む しろデー タの意 味 を知

って いる人が入 っていれ ば さらに望 ま しい

④ い まで も、ER図 か ら関係テ ーブル を作成 す る作業 を技 術者 が や って い るケー スは

あるか?

・ER図 か ら関係 デー タベー スへ の変換 は、今 は ツール がや ってい る。つ ま りER

図 か らい きな り物理 設計 に入 る。 この間 の トラ ンス レー シ ョン につい て技術者 が勉

強す る必要 もな くな ってい る

⑤ 正 規化 は、 関係 テー ブル の段階で な くER図 の段階で 行 ってい るか?

・ 大体 はER図 の段階で や ってい る。 た だ し、概念 モデル と論 理 モデル の 区別 が あ

ま りな され てい ない こ とは 問題 で あ る。 本 当は 、両モデ ルの 摺 り合せ が必要 で あ る

・ デー タベ ース 技術者 は力が あれば 、 どち らの段 階で正 規化 を して もい い

⑥ デー タベー ス選 定の時期 はいっ が適 当か?

・ 最 近は 、 どのベ ンダのDBMSも 機 能 や性 能 は似 通 って きた。 選 定の主 眼 は、そ

うで はな く、価 格や市 場で の売行 きで あ る。 ほ とん どそれ で決 ま る。 また、顧 客 と』

メー カ との 関係 で、選 定せ ず に決 まって い る場 合 もあ る

.DBMSの 選 定評 価 を しな くて 済む とい うこ とでは ない が 、比 較 資料 程度 が あれ

ば 良い

・ 予算取 りか ら考 え る と、DBMSの 選 定時期 は計画 フェー ズ とい うこ とにな ろ う。

しか し、その段 階で は どの よ うなサ ーバ を入れ 、 どのネ ッ トワー クを使 い、 どのDB

MSを 使 うか大 体 の線 を決 めてお き、設 計 が終 わ った段 階 で最 終検 討す る とい うこ と

で いい と思 う

⑦ ス キル標 準 にお け る物理デ ー タベ ー ス に関す る知識 ・ス キル は 十分 であ るか?

・ 正規化 の最 終決 定、稼動 状況 の分析 、チ ューニ ン グが 重点 ス キル であ ろ う

・ 正規化 に 関す る技術 は重 要 な もので あるが 、学べ る機 会 は少 ない。本 当 は、 ど う
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や って正 規化 したか 、非正規化 した か を ドキュメン トに残 してお くこ とが重要 で あ

る。 しか しそれ はほ とん どな され ていな い。そ の よ うな ドキ ュメン トは ノウハ ウの

伝 達 に役 立 つ はず であ る

⑧ チ ュー ニ ン グに関す る知識 ・ス キル を どの よ うにつ け るべ きか?

・ デー タベ ー スアプ リケー シ ョン単位 に、ベ ンチマー クプ ログラム を用 意す る必要

が ある。 例 え ば、ア クセスパ ス の選 定 にはベ ンチマー クが入 ってい る必 要が あ る。

性 能 目標 決 め て、それ に向けた評価 をす る方法 がい い。 テ ス トも同様 に行 うと良 い

・ チューニ ングに関す るテ ス トは、3段 階 で行 うこ とに な る。最 初 は、デー タベー

ス実装 直後 の デー タベー ス系技術者 に よるテ ス ト、 次 に、ア プ リケー シ ョンに よる

テ ス ト、最 後 に運用後 のテ ス トとな る

・ アプ リケー シ ョンに よるテス トま でだ けでは
、完 全な性 能テ ス トはで きない。 デ

ー タの増加 の 予測 を間違 えれば
、ア プ リケー シ ョンテス トで は分 か らず、本番 で動

か な くなる

・ 再編成 の タイ ミン グも重要 で ある。10万 件 まで もっ と思 っていた容 量 が、2万 件

でだ めにな る こ ともあ る。 トランザ クシ ョンで はデー タを書 いた り消 した りす るた

め、再編成 を忘れ る と思わぬ時 点でパ ンクす る

・ 運 用 中の稼 動分析 が重要 とな る。 デー タベー スのパ ン クを回避す るために は欠か

せ ない。知 らず にデー タベース が動 かな くな った場 合 の責任 は、 システ ムを納 めた

側 に帰す る。 それ を避 けるた めに も稼 動分析 を行 ってお く必 要があ る

・ テス トにつ いてデ ー タベー ス系技術 者 が留意す べ き ことは
、単 にデー タを ア クセ

スす るテス トには大きな意味 はな い こ とで ある。 大規模 なデー タベ ー スの場合 、デ

ィス クの配置 を決 め るた めに、過負 荷試験 を単体 で行 う必 要が あ る。 これ はア プ リ

ケー シ ョンテ ス トではで きない。 そのた め のテ ス トプ ログ ラムを作 る必要が あ る

⑨ デー タベー ス システ ムの運 用は誰 が行 うか?

・ 単 な るシスデ ムの運用 は情 報処理 技術者 のテ クニ カルエ ア(シ ス テム管理)が や

るこ とにな ろ うが、デー タベ ース の 中味の保 守は 、デー タベー ス系技 術者 が 自 ら行

うべ きで あ る。壊 わ され た ら終 わ りであ る。 システ ム管理 者 にそれ を任せ るの な ら

デー タベー ス の知識 を付 与す る必 要 があ る

⑩ デー タベ ース系 技術者 に どの程度 のSQLコ ーデ ィング知識 が必 要か?

・ どこまで の知 識 ・スキル を持 つべ きか は
、難 しい質 問で あ る。 ただ 、使 う機 能 の

範 囲は 限 られ るで あろ う。基本 的な リフ ァ レンス とイ ンデ ックスを含 めたチ ュー ニ

ン グノ ウハ ウが あれ ば用は な され る

・ 情報処理 技術 者試験 で はい ろい ろな こ とを知 って いた方 がい い とい うこ とで 出題

してい る よ うで あるが、基本機 能 に限定 し、深 い複雑 な コーデ ィングは入 り口 と し

ては要 らな い。動 的SQLの 知識 は必要 で あろ う

・ 生成 、操 作 、ア クセ ス、 ビュー が で きれ ば いい。ユ ー ザ には ちゃ ん と した ビ ュー

の使 い方 を教 えてあげ る必 要が あ る

⑪ デー タベー ス系技 術者 に必 要な知識 ・ス キルの範 囲は?

・ デー タベ ース 関連実務 では
、上 流の 担 当者 と下 流の担 当者 に分 かれ てい る こ とが
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多 い。前者 は 、DA(デ ー タア ドミニス トレー タ:デ ー タを分 析 して デー タベ ース

化す る者)、 後者 は、DBA(デ ー タベー ス ア ドミニス トレー タ:DBMSを 管理す

る者)で ある

・ デ ー タベ ー ス系技術者 として は、両方 知 って も ら うこ とを期待 してい る

・ 上 流 を知 らず 、デ ー タの意 味 も理解 で きな けれ ばい いチ ューニ ン グ もで きない

・ デ ー タベ ー スの知識 が あっ て も どち らか を軽 ん じる と、能 力 はス トップす る。現

実 に は、 どち らも中途 半端な者 が多 い

・ い い加減 にデー タベ ース設 計 を して後 は下 流技術者 に任 せ 、下流 の人 は言 われ る

ま まに実装 し後 か ら困 るこ とが 多い。 しか し、 なかな か上か ら下 まで全 部担 当で き

る人 は少 ない

・ 上流 の技術 者 は アプ リケー シ ョン開発 が 終 わる と、他 のプ ロジェ ク トへ移 って し

ま う。 そ うい う意 味 でデー タベー ス系技 術者 は幅 広い知識 が必 要 で あ る
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7.2.3F社

(1)会 社概 要

経 済産業省 認 定SI企 業 として、 システ ム業務 の要求 分析 、開発 サー ビスの提 供 を行 う

とともに、ネ ッ トワー ク構 築 、デー タベー ス設計 、デー タベ ース チ ュー ニ ング、 システ ム

運用 関連 コンサル テー シ ョン も実施 してい る。

以下 は、 システ ム 開発 業務企 画部 門のシステ ム分析や デ ー タベー ス コンサル テ ィ ング業

務 の技術 者 に対 して取材 を行 った 際の内容 要約 で ある。

(2)ヒ ア リン グ 内容

デー タベ ー ススペ シ ャ リス トの業務 内容 を中心 に要約 を記 述す る。

① デ ー タベ ー ス スペ シ ャ リス トとデー タベ ー スア プ リケー シ ョンを開発 す る ソ フ ト

ウェア開発技 術者 との実務面 での違い は何 か?

・ デー タベ ース アプ リケー シ ョン技術者 は論理設 計 に強 く、ま た、 この技術者 とデ

ー タベ ー ススペ シ ャ リス トは ともに物理設 計が 可能 で ある

・ デ ー タベ ー ススペ シャ リス トは、SQLコ ーーーデ ィ ング、テー ブルお よびイ ンデ ッ

クスの作成 、 ス トア ドプ ロシー ジ ャの コーデ ィ ングが強 い

② デ ー タベ ー ススペ シャ リス トには どの よ うな能力 が必要 か?

・ デー タオ リエ ンテ ッ ドにシステ ムを考 える こ とがで き る

・ER図 か ら意 味 を読 み取れ る(ほ しい情 報 を作れ る)

・ 個別 の帳票 か らモ デ リング、 正規 化が で きる

・ トップ ダ ウンでデ ー タを洗 いだ し、 ボ トムア ップ でデー タベー ス を構築 で き る

・ ユ ーザ に情報 資源 管理 の提案や コンサ ルが で きる

③ デー タベ ース アプ リケー シ ョン開発 を どの よ うな体 制で行 うか?

・ デー タベー ス設 計チー ム とアプ リケー シ ョン設 計チー ムを別 々に立て る

④ デ ー タベ ー ススペ シャ リス トの重点 エ リアは どこか?

・ デー タベー ス システ ム開発の上流 では、デ ー タベー ス設 計で ある

・ デー タベ ー スシス テム 開発 の下流で は、稼 動 した後 の運 用 レベル に強 い こ とが重

要 であ る

一 障 害回復(障 害の 分析 がで きる)

一 パ フォーマ ンスの調整がで きる

一 デー タベ ース の再 構成がで き る

⑤ 現 在 どの よ うな種 類 のデー タベー スが利 用 され てい るか?

・ 汎用機 で は、今 で もIBMの システ ムで あれ ば、DL/1に よ りツ リー型 のデ ー

タベー ス を利 用 して い る
/

・ オ ー プ ン 系 のRDBで は 、 オ ラ ク ル が ほ とん どで あ る

一65一



・IBMのDB2か らオ ラ クル へ の移 行 は、製 品依存 のイ ンス トー ル な どは別 とし

て全 般的 には スムー ズ にな され る

⑥ 分 散デー タベー ス の問題解 決 は誰 が行 うか?

・ 以 下の点 につい て は、デー タベ ース スペ シ ャ リス トが担 当す る。

・ レプ リケー シ ョン

・ 対 障害 対応 、運 用管理 の方 針設 定

⑦XMLの 利 用動 向 は ど うか?

・ 使 われ 始 めてい る
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7.3ネ ッ トワ ー ク 系 技 術 者

ネ ッ トワー ク系技術 者 の職 種 定義 のポイ ン トは何 か、どの よ うな実務 に従 事 してい るか、

主要 なスキル は何 か、ユ ーザ とベ ン ダ との違 い は何 か な どにっ いて実像 を把握 す るた めに、

マネー ジャ、技 術者 を対 象 に取 材 を行 った。

7.3.1G社

(1)会 社概 要

デー タベ ー スセ ン タにお けるネ ッ トワー クシス テムの保 守 ・運用 を核事 業 とし、保 守 ・

運 用 で蓄積 され た技術 を展 開 し、ネ ッ トワー クシステム の設 計 ・構築 の コンサル テ ィング

事業 を展開 して い る。

以 下は、G社 のマネー ジャに対 して取材 を行 った要約 で ある。

(2)ヒ ア リン グ 内容

① 事業 の特 色 は?

以下の2つ の事 業 を行 ってい る。

イ.ネ ッ トワー ク ビジネ スセ ンタ

・ デー タセ ン タ事 業で あ る

・ ネ ッ トワー クシステ ム を無停止 で、 メ ンテ ナ ンスを行 うこ とが出来 る

ロ.ネ ッ トワー ク ラボ ラ トリ

・ ネ ッ トワー ク ビジネスセ ンタの ネ ッ トワー ク環 境 を陳腐化 させ ない よ うに、維

持 を行 ってい る

・ ネ ッ トワー クに特化 した部隊 とデー タベー ス に特化 した部 隊 がお り、客 先 のシ

ステ ムの リソー ス を分析 、解析 し、顧 客 に追加 改造 の提案 を行 って い る

② ネ ッ トワー クシ ステ ム開発 プ ロセ ス に相 違 は あるか?

・ ネ ッ トワー クシス テムは 、設 計通 りに構築 し、設 計要件 が変更 な い よ うに運 用 ・

保守す るもので は ない

・ 運用 ・保 守で は 、ネ ッ トワー クの トラ フィ ック状況 をみて 、チ ュー ニ ング(小 規

模改造)を 施 して い る

・ チ ュー ニ ングで済 まな くな る とき、再度 再設 計 を行 う

③ ネ ッ トワー ク技 術 者 の育成方法 は?

・ ネ ッ トワー クのス キル を磨 くには、経験 が必 要 で ある

・ 経験 を積 んだ熟 練技術 者 が新 人技術者 に伝 授す るこ とで 、新 人が経 験す る必 要 の

ある度合 いが少 な くな る

・IP系 ネ ッ トワー クは、進化 す るネ ッ トワー クで ある。IP系 ネ ッ トワー クの構

築技 法 は、通信 キャ リア系の堅牢 なネ ッ トワー ク構築技 法 とは異 な る
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7.3.2H社

(1)会 社概 要

全世 界 に損害 保 険事業 を展開 して い る。

以 下 は、H社 のIT企 画 を立案 してい る担 当課員 に対 して取材 を行 った要約 で あ る。

(2)ヒ ア リン グ 内 容

① ネ ッ トワー クシス テム開発 プ ロセ ス に相違 はあ るか?

・ ネ ッ トワー ク システ ム の設 計 ・開発 は 、委 託会 社 が実 施す る

・ ネ ッ トワー ク システム の運 用 ・保 守 は、子会社 が行 う

② 企 画 の業務 の概要 は?

・ 企画 業務 の開始 は、年 間の 予算 を立 て る時 で ある

・ 技術 情報 は、雑誌 か ら収集す る

・ 新 技術 ・新サ ー ビスの導入 判 断が重 要で あ る

・ 競 合す るベ ン ダに同一要件 を提 示 して 、 システ ム提案 を行 わせ る

・ 新技術 、新 開発 を導入 した ほ うが安 い とい う要求 か ら、 ネ ッ トワー ク再構 築 につ

なが る こ とが ある

・ ネ ッ トワー ク機 器 の メー カ保守 期 限切れ を チェ ック し、保 守期 限切れ のネ ッ トワ

ー ク機 器 を交換 す る

・ 通 信 回線 の料金 見積 りは、 自身 で行 うこ とは少 ない。 キ ャ リア に対 して見積 りを

お願 いす る。公 にな っていな い料 金 もあ る

③ ネ ッ トワー クシステ ムの開発 ・構 築 に対 して 、ネ ッ トワー クシ ステ ム要件 は誰 が伝

えるのか?

・ 企 画お よび運 用 よ り、 ネ ッ トワー クシステ ムの要件 を伝 える

④ ネ ッ トワー ク技術 の進歩 は早 いが企 画 業務 の変化 は?

・ 基本 的 に変化 は少 ない。考 え方 は 、昔 も今 も一 緒で あ る。 サー ビス レベル を決 め

る前 提 の考 え方 は変 わ らな い

・ 求 め るのは、 安 くて、安全 なネ ッ トワー クであ る

・ 機械 が壊 れ る、 サー ビスが停止 す る。 そ の前提 で運 用す る

・ トラブル 時の 回避 手段 を用意 してお く

1一
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7.3.31社

(1)会 社概 要

コ ン ピュ ー タ ・通 信 機 器 の ハ ご ドウ ェア ・ソ フ トウ ェ ア の 総 合 メ ー カ と して 、機 器 の販

売 、 アプ リケ ー シ ョ ン シ ス テ ム 開 発 を 行 っ て い る。

以 下 は 、1社 の 通 信 機 器 開 発 の 担 当課 員 に対 して 取 材 を行 った 要 約 で あ る 。

(2)ヒ ア リン グ 内 容

① ネ ッ トワー クシステ ム開発 プ ロセス に相違 はあ るか?

・ 製 品評 価 は
、運 用 前に行 う

② ネ ッ トワー ク機 器 開発 プ ロセ ス に特色 は?

・ 開発 の タイ ミングは、新技術 開発 、価 格低 下 、他 社製 品の登場 で ある

・ 企画 、設 計 に加 えて、プ ロジ ェク ト管理や 品質 管理 を行 う

・ 機 器 の設 計で は、製 品 品質 に加 えて、設 計品質 を保つ のが重 要 で ある

③ ネ ッ トワー クシステ ム開発体 制 は?

・ ネ ッ トワー ク シス テム 開発 案件 を持つ営 業部 隊を営業推 進本 部 が統括 し
、営業推

進 本部 が案件 に対 してネ ッ トワー クSEや ソフ トウェアSEを 割 り当て る

・ ネ ッ トワー クSEか ら
、機器 につ いて のア ドバ イス を求 め られ る こ とが あ る
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7.3.4J社

(1)会 社 概 要

ネ ッ トワー ク機 器 のベ ンダと して、企 業 向け 、通信 プ ロバ イ ダ向 け、公 共 向け に対 して

ネ ッ トワー クシステ ム の設 計、構 築 、運 用 の事 業 を行 ってい る。

以下 は、J社 の事 業部 のマネ ー ジャ と技術 お よび 営業 の担 当課員 に対 して取材 を行 った

要約で ある。

(2)ヒ ア リン グ 内容

'① ネ ッ トワー ク技術 者 のタイプ は?

・ 技 術者 の タイ プ は、情 報処理 よ りか は情報 技術 で ある

・ ネ ッ トワー クイ ン フラの構 築(1～3層)が メイ ンであ る

・1層 か ら3層 の技術が重 要(ル ーテ ィ ングプ ロ トコルな ど)で あ る

② 事 業 内容 は?

・ 大規模 会 社 をマー ケ ッ トとしてい る

・ システ ム構 築 にお いて、 ネ ッ トワー クア プ リケー シ ョンベ ンダ と組 む こ とは少 な

い

・ 基本 的に は、 アプ リケー シ ョン とイ ン フラは別 々 に構築す る

・ ネ ッ トワー クシステ ムの設 計 では 、製 品 の最 適選択 が重要 とな る

・ メール 、Webサ ーバ の技術 は 、 これ か ら必 要 であ る と感 じる

・ 保 守 、運 用情 報 を重視 し、そ こか ら次 のネ ッ トワー クシス テ ムへ の提 案 へつ なげ

る

・ 営業 は 、 コンサル テ ィン グを行 う。 技術 トレン ドを ウォ ッチす る

・ 要 素技 術 を検 証す る部署 が あ る。 この検 証 を元 に、新 しいネ ッ トワー ク構築 技術

を確 立 してい る
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7.4情 報 シ ス テ ム基 盤 系 技 術者

7.4.1K社

(1)会 社概 要

大 手 商 社 系 のIT技 術 専 門 企 業 。 先 端 コ ン ピ ュー タ 、 ネ ッ トワー ク 、 ア プ リケ ー シ ョ ン

に よる コ ン サ ル テ ー シ ョ ンか らシ ス テ ム 開 発 、 運 用 ・管 理 、 保 守 、 教 育 、 ア ウ トソー シ ン

グ に 至 る トー タ ル ソ リュ ー シ ョン を 提 供 して い る。

(2)ヒ ア リン グ 内 容

ソフ トウェア 開発 技術 者 、デー タベ ー ス系技術者 、ネ ッ トワー ク系 技術者 とい う範疇 で

はな く、 イ ン フラの構 築 ノウハ ウを付加 価値 とす る職 種 につ いて、3類 型 とは違 った役割

につい て取材 した。

① 技 術 者 区 分 の概 要 は?

・ 企 画 、、営 業 、 マ ー ケ テ ィ ン グ 、 シ ス テ ム 開発 技 術 者 、 デ ー タベ ー ス や ネ ッ トワー

ク の ス ペ シ ャ リス トの 他 に 、 セ キ ュ リテ ィエ ン ジ ニ ア(ネ ッ トワー ク エ ン ジ ニ ア

で もセ キ ュ リテ ィ ア ドミニ ス トレー タで もな い)と イ ン フ ラ構 築 エ ン ジ ニ ア が い

る

・600人 程 度 の 技 術 者 の うち 、400人 は テ レコ ム 関係 に 従 事 し て い る

・SI事 業 で は 、 イ ン フ ラ構 築 技 術 者 の仕 事 は テ ー マ と して は 大 きい

② イ ンフ ラ構 築 は アプ リケー シ ョンエ ンジニアの役 目で はない のか?

・ 理論 として
、 アプ リケー シ ョンエ ンジニ アがイ ンフ ラにっ いて の要 求 をま とめ要

件 設 定 す る とい う理 屈 はわか る。 しか し、大規 模 システ ムのイ ンフ ラ設 計 をす る

能力 を アプ リケー シ ョンエ ンジニ アは持 た ない

・ イ ンフ ラの構築 は、 システム 開発 案件 の フィー ジ ビ リテ ィ検討 、 見積 りの適 否判

断 に重 要 なテ ー マで ある。営業段 階で の この種 の技術者 の役 割 と責任 は大 きい

③ イ ン フ ラ構築 技 術者 は ど うの よ うに育成 され るか?

・ 最 初 は、サ ーバ のイ ンス トールや 設 定か ら入 る

・2～3年 でイ ンフラの詳細設 計(イ ンフラ構 成 図 の作成)が で きる よ うにな る

・4年 を過 ぎ る と、システ ム設 計、基 本設計 能力 が備 わ る

・10年 経 っ とシステ ム提案が 可能 にな る

④ イ ン フ ラ構 築 技 術 者 の キ ャ リア形 成 は ど う して い る か?

・ イ ン フ ラ技 術 者(フ ロ ン トの 一 つ の カ テ ゴ リ) 、 フ ロ ン ト技 術 者(セ ー ル ス サ ポ ー
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トを行 うセ ー ル ス エ ン ジニ ア)、 バ ッ ク技 術 者(バ ックサ ポ ー ト)を ロー テ ー シ ョ

ンす る方 法 も あ る

⑤ 各技 術 者 の 職 務 は?

・ プ ロ ダ ク トエ ン ジニ ア(製 品 の 開発 ・サ ポ ー ト)

・ 開 発 エ ン ジ ニ ア(プ ロ ジ ェ ク トマ ネ ー ジ ャ も含 む)

・ 保 守 エ ン ジ ニ ア(バ ッ クサ ポ ー トと な る場 合 が 多 い)

・ 営 業 推 進(コ ンサ ル テ ー シ ョン 、 提 案 、 デ モ な ど)

・ 技 術 サ ポ ー ト(ト ラブ ル 対 応 な ど)
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7.51T技 術 者 全 般

(1)会 社概 要

国 内 に お け る代 表 的 な 外 資 系 コ ン ピ ュー タ メ ー カ。 コ ン ピ ュー タ の 開発 ・販 売 、 ソ フ ト

ウェ ア 開発 ・販 売 、 ビ ジネ ス ソ リュー シ ョン な ど、提 供 す る も の は 多 彩 で あ る。

(2)ヒ ア リン グ 内容

以前 、隆盛 を極 めた汎用 コン ピュー タの動 向 、それ に関連 す る技術 者 の動 向を 中心 に取

材 を行 った。汎用 コン ピ ュー タ系 の技術者 の現状 が分 か った 意義 は大 きい。

① オープ ン システ ム時代 とな りなが らメイ ンフ レー マ と してなぜ好 調で あ るか?

・ オープ ン化 、ダ ウンサイ ジン グが本格化 した90年 代 初期 に大 きな苦 しみ を味 わっ

たが 、 メイ ンフ レーム 開発競 争では な く、企 業 の ビジネス ソ リュー シ ョンを提供

す る企 業へ の脱皮 に注 力 したこ とが功 を奏 した

・C/S環 境 、Webコ ン ピューテ ィン グ環境 とな り、ISの アー キテ クチ ャ が変

貌 し、超 高速 コン ピュー タの開発 に精 力 を注 ぐよ りも、 ビジネ ス ソ リュー シ ョン

の提供 が重 要で あ る との認識 が正 しか った

② メイ ン フ レー ム の 近 年 の 役 割 は?

・ 基 幹 業 務 ア プ リケ ー シ ョ ン、 大 規 模 デ ー タベ ー ス の 基 盤 シ ス テ ム と して の 役 割 は

継 続 して い る

・ た だ し 、 金 融 や 流 通 な どの 分 野 を 除 い て 、 固有 のOSや 固 有 の ア プ リケ ー シ ョン

を 昔 のTSSの よ うな 形 態 で使 う利 用 者 は な く な っ て い る

・ 各 種 の サ ー バ と して の 役 割 を果 た して お り、 サ ー バ と して 非 常 に 安 定 して い る 点

が 評価 され て い る

・osも ネ イ テ ィ ブOsの 上 にUNIxやLinuxを 搭 載 して お り
、 そ れ が 使 わ

れ て い る

・ パ ソ コ ン の サ ー バ よ り も信 頼 性 が 高 く
、 性 能 も 高 い 。 分 散 シ ス テ ム の 管 理 技 術 も

優 れ て い る

・ 最 近 は 、Linuxマ シ ン と して 同 じに 複 数 の ユ ー ザ を サ ポ ー トで き る た め 、 メ

イ ン フ レー ム の 売 上 が 増 え て い る

・ サ ー バ ア プ リケ ー・一・シ ョ ンや ク ライ ア ン トア プ リ ケ一一シ ョ ン の 開 発 はJavaが 中

心 言 語 とな っ て お り、 ソ フ トウ ェ ア の保 守 改 良 、 配 布 の 面 で も低 価 格 に で き る メ

リ ッ トも あ る

③ 従来 の汎 用 システ ム系 の技術 者はいま どの よ うな仕 事 を して い るか?
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・OS関 係 者 は 、 保 守 や ダ ウ ン サ イ ジ ン グサ ポ ー トが 中 心 で あ る

・ 業 務 系 な どの ア プ リケ ー シ ョ ン 開発 者 は 、GUIフ ロ ン トエ ン ド部 分 を 除 い て 、

C/Sコ ン ピュ ー テ ィ ン グ の サ ー バ ア プ リケ ー・一ーシ ョ ン と して 、 そ の 機 能 改 良 な ど

に従 事 して い る

・RDB以 外 の 階 層 型 デ ー タ ベ ー ス 技 術 者 は 非 常 に少 な い が 、 金 融 系 な どで 利 用 さ

れ て い る こ と も あ り、 メ ン テ ナ ン ス を 中 心 と した仕 事 を行 っ て い る

・ ネ ッ トワー ク関 連 で は 、 い まやOSIプ ロ トコル の 通 信 は ご く稀 で あ り、 多 くの

技 術 者 はTCP/IP技 術 者 へ 移 行 した 。 た だ し、 以 前 か らのOSIネ ッ トワー

ク ア プ リケ ー シ ョン サ ポ ー トや 、 ダ ウ ンサ イ ジ ン グ に お け る プ ロ トコル コ ン バ ー

ジ ョ ン を は じめ 各 種 コ ン サ ル テ ィ ン グ を行 っ て い る

一74一



第1部

産業構造モデル



i

L



1.産 業 構 造 モ デ ル(1SM3)

1.11SMの 概 念

IndustryStructureMode1(ISM)は 、 情 報 シ ス テ ム(IS)従 業 者 の 訓練 お よび 育 成 用

と して一 連 の独 自の業 績 標 準 を 提 供 して い ま す 。 これ は 、 当 初1986年 に紙 媒 体 で 作 ら

れ 、1991年 に完 全 に 改 訂 され ま した 。 ま た 、1996年2月 に 発 表 され たRelease3

(ISM3)は 、PCWindowsソ フ トウ ェ ア と して 作 られ た 第 一 版 で す 。 そ して、1999

年 に発 表 され たISM3.2は 、業 界 専 門 家 との数 ヶ月 に わ た る 相 談 を 経 て 開発 、更 新 され ま

した。

ISMに は 、情 報 シ ス テ ム 従 業者 が行 うこ と、彼 らの 経 歴 、十 分 な能 力 を得 るた め に必 要

な経 験 、 訓 練 、 育 成 が 定 義 され て い ます 。

ISMは 、ベ ス トプ ラ ク テ ィ ス に基 づ い て お り、情 報 シ ス テ ム の全 分 野 で就 労す る 専 門 家

に よ っ て 作 られ て い ま す 。 な お 、ISM3の 初 版 の 作 成 に は 、18ヶ 月 間 に わ た り、100

人 を超 え る情 報 シス テ ム 従 業 者 が 関 与 し ま した 。

PCソ フ トウェ ア の使 用 に よ っ て 、 ベ ス トプ ラ クテ ィ ス の発 展 と発 達 に と もな い 定 期 的

にISMを 更 新 で き る よ うに な りま した 。

ISMは 海 外 で 広 く利 用 さ れ て お り 、 ヨ ー ロ ッパ 全 域 で 利 用 さ れ て い るEuropean

InformaticsSkillsStructureの 基 盤 と し て採 用 され ま した。

ISMは 、情 報 シ ス テ ム 従 業 者 の職 業 団 体 で あ るBritishComputerSociety(BCS)に よ

り管 理 され て い ま す 。BCSは1957年 に 設 立 され 、 会 員 の 数 は37,000人 を 超 えて

い ま す 。BCSは1984年 に特 許 状 を 与 え られ 、1990年 に は技 術 評 議 会 の指 名 団 体 に

な りま した。.

ISMは 、多 くの 大 企 業 を含 む 多 数 の組 織 に よ っ て利 用 され て い る、情 報 シ ス テ ム 従 業 者

の 実 務 経 験 お よ び 訓 練 の 品 質 管 理 を 行 う機 構 で あ るBCSProfessionalDevelopment

Schemeに 欠 かせ な い 部 分 で す 。

ISM3デ ー タベ ー ス は 、 業 界 標 準 で あ る た め完 全 に保 護 され て お りユ ー ザ が 更 新 す る こ

とは で き ませ ん 。 ま た 、 職 務 記 述 書 は 、ISM3ソ フ トウェ ア が 許 可 す る範 囲で しか カ ス タ

マ イ ズ で き ま せ ん 。 た だ し、ISM3はWindowsの ク リップ ボ ー ド機 能 を完 全 にサ ポ ー ト

して い る た め 、役 割 お よ び 職 務 記 述 書 は い ず れ も 、他 のWiIIdowsア プ リケー シ ョン に 取

り込 む こ とが で き ま す 。
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1.21SM3デ 一 夕 ベ ス の 構 造

ISM3は テキス トデー タベ ー スです 。

仕 事 を基準 としたISMの 以前 の バー ジ ョン とは異 な り、ISM3は 、250を 超 える役 割

(Roles)を 基準 に しています。 これ らは機 能(Function。 職 能)、 お よび 自律性 ・責任 ・

説 明責任 の レベル(Level)の 両方 で 区分 され てい ます 。仕事(Job)は 急速 に変化す る可

能性 が あ ります が、仕事 の範 囲内 で遂行 され る役 割 は よ り安 定 して い ます。機 能 お よび役

割 は 、名 前また は キー ワー ドのいず れ かで選択 で きます。

ISM3ソ フ トウェア が提供 す る機 能 に よって、 ユー ザ はカス タマ イ ズ した職 務 記述 書 に

役 割 を組み合 わせ る こ とがで き、 これ を画 面上 で見た り、役 割 と同 じ よ うに印刷 した りで

き ます。職務 記述書 は 、一つ また は複 数 の職 務記 述書デ ー タベ ース に載 せ られ ます 。

ISM3デ ー タベ ー ス の 構 造 を以 下 に 示 す 。

図 表1-11SM3デ ー タベ ー ス の構 造

◎

黍

‖
s

蕪

苓
蕊
ぶ

デー タの要素:[===コ

ユーザーが作成:〇
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ISM3デ ー タベ ー スの基 本 要素 は機 能、 レベル お よび役 割 の3っ で ある。 そ して 、本 デ

ー タベ ー スに包含 され る他 のす べ ての情報は、 これ ら3つ の要素 に関連付 け られ る。

本 デー タベー スか ら情 報 を引 き出す ための3つ の主 要なサー チ ・キー は、機 能 グルー プ、

機能 お よび キー ワー ドで ある。従 って,こ れ らのキーの どれ か を用 いて システ ムに入 るな ら

ば、他 の全 ての情報 にア クセ スす るこ とが可能 で ある。

ジ ョブにつ いて の部 分 を除 くデー タベースのす べて の部 分がISM3の 標 準構成 要素 と し

て提供 され るが 、 これ らを変 更す るこ とはで きない。 デー タベ ース に包含 され る標準情 報

お よび(必 要 な場 合)特 定 の ジ ョブ に特有 のタス クに関 してユ ーザー が供給す る別 の情 報

との組 み合わせ か らジ ョブ を作成 す るこ とがで きる。

1.31SM3の デ ー タ 要 素

(1)ジ ョブお よび役 割

現在 、多 くの従 業員 が、異な る事業 プ ロセ スに参 加す るの に伴 い、い くっか の異 なる 「役

割 」 を果た さな けれ ばな らない ジ ョブに雇 用 され る こ とが 一般 的 にな ってい る。IT要 員

(practitioner)が パー トタイム で小規模プ ロジェ ク トのプ ロジ ェク ト・マネ ジ ャー を務 め、

他 のプ ロジ ェク トチー ムで デー タ ・アナ リス トの役 を務 め、 自分 に特別 の専 門能 力 があ る

分野 にっいて 臨時に技術 支援 を提 供す るとい うこ とが あ り得 る。 これ らの役割 それ ぞれ に

属す る タス クを同一 の 日に行 な う場合 もある。すべ ての役割 の総和 が 当該要員 の 「ジ ョブ」

となる。 すな わち、役 割 は ジ ョブ の構成要素 で ある。

BCS産 業構造 モデル(ISM3)の 第3バ ー ジ ョンの要件 の初期分析 によ り、ISM2の 「セ

ル」にジ ョブ を 「位 置付 け る(mapping)」 こ とが段 々 困難 にな ってい る ことが判 明 した。 こ

の 問題 を解決す るた め には、ISM3を 役割のセ ッ トとして定義す る必要 があ った。 役割 は 、

ジ ョブ よ りも安 定的 で あ る。役 割 は、モデル 内のいずれか の ジ ョブ を定義す るた め に、 さ

ま ざま な弾力 的 なや り方 で組 み合 わせ ることが でき る。

(2)レ ベ ル

レベル の概 念 は、ISMの 以前 のバー ジ ョンの場合 と同様 に、ISM3の 機能 にか か る役割 の

定義 に内在 す る 自立性 、 責任 お よび説 明責任 の度合 いの一貫 した尺度 として用 い られ る。

レベル の記述 は、必要 とされ そ うなまたは 実施 され そ うな監 督 の程度 、人 間関係 にかか る

技量 の成熟度 な らび に適 切 に計画 し実施す る こ とが可能な タス クお よびプ ロジ ェク トの規

模 を示 す。

BCSは10の レベ ル を認 め るが、ISM3に お いて は、上位2つ の レベルが合 体 され 、最 低

の レベ ル0か ら最高 の レベル8/9ま で全部 で9の レベル があ る。

各 レベル にっい て基 本 的特性 が定 義 され 、 この特性 は、モ デル全 体 を通 じるすべ て の機 能

お よび役割 に適用 され る。記 述 された特性 は、特 定 の レベル で有意義 な雇 用期 間(3ヶ 月
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を下 回 らない もの)を 経た 後 に示 され なけれ ばな らない特性 で ある。

各 レベ ル は、以前のバー ジ ョンで は次 ぎの名称 を与 え られ て いた。 これ らの名 称 は 、バ

ー ジ ョン3 .2か ら用い られ な くな った。

・ レ ベ ル0

・ レ ベ ル1

・ レ ベ ル2

・ レ ベ ル3

・ レ ベ ル4

・ レ ベ ル5

・ レ ベ ル6

・ レ ベ ル7

未熟 練参入

標 準参入

初 期訓練 済 み要員

訓練済 み要 員

完全熟 練要 員

熟達 要員 ・監 督者

専 門要員 ・マ ネ ジャー(限 定範 囲)

上級 専 門家 ・マ ネジ ャー(広 範 囲)

・レベ ル8/9上 級 マ ネ ジ ャー ・デ ィ レ ク ター ・コ ンサ ル タ ン ト

次 ぎのマ トリックスは、異 な る レベ ル の特性 の段 階別 の相 違 を示す。

① 自立性 、 責任 お よび権 限(レ ベ ル0～4)

レベ ル0 レベ ル1 レベ ル2 レベ ル3 レベ ル4

階 層 的 で厳 密 階 層 的 で 経 常 監 督 され た 状 明 確 に 定 め ら 大 ま か な指 揮

に 監督 され た 的 に監 督 され 況 で作 業 しか れ た 説 明 責 任 監 督 の 下 で 作

状 況 で作 業。 た状況で作業 っ 頻 繁 に点 検 枠 組 み 内 で 一 業。実施 され た

され る 般 的 指 揮 監 督 作 業 お よび 行

の下 で作業。 な われ た 決 定

に つ い て 技 術

上 の 責任 を負

う 。

② 自立性 、責任お よび 権 限(レ ベル5～8/9)

レベ ル5 レベ ル6 レベ ル7 レベ ル8/9

合意 目標 に基づ い マ ネ ジ ャー 、Is専 機 能 マ ネ ジ ャ ー 、IS 通 常 、ISデ イ レ ク

て 作 業。マ ネ ジ ャー 門 家 ま た は コ ンサ 専 門家 ま たは上級 ター 、上 級 マ ネ ジ ャ

また は技 術専 門家 ル タ ン トと し て 、定 コ ン サ ル タ ン ト と 一 ま た は 主 コ ン サ

と して、実施 した作 め られ た活 動 分野 し て プ ロ フ ェ ッ シ ル タ ン トと して 、IS

業 の 質 に っ い て 全 に つ い て 全 面 的 に ヨナ ル の 責 任 を全 作 業 の重 要 な分野

面的 に責任 を負 う。 責任 を負 う。 面 的 に負 い、行 なわ に つ い て 権 限 お よ

れた決 定す べ て に び責 任 を有 す る。自

つ い て 全 面 的 に責 己の決 定 お よび行

＼
任 を負 う。 動 な らび に部 下 の

決 定お よび行 動 に

っ い て 全 面 的 に 責

任 を負 う。
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③ 影 響 力(レ ベ ル0～4)

レベ ル0 レベ ル1 レベ ル2 レベ ル3 レベ ル4

自 己 の 行 動 に 自 己 の 活 動 に 経 験 が 浅 い 同 技 術 的 な事 項
つ い て 責 任 を つ い て か な り 僚 に助言 ・指導 に つ い て 助

負 う 。 の 自 立 性 を 有 を与 え、監督的 言 ・指 導を与 え

す る。監督責任 な役 割 を果 た る。他者 の作業

ま た は技 術 プ す こ と が で き を 監 督 す る こ

ロ ジ ェ ク ト責 る 。 とが で き る。

任 を 負 う こ と

は 稀 。

④ 影 響 力(レ ベ ル5～8/9)

レベ ル5 レベ ル6 レベ ル7 レベ ル8/9

管理者 的 ま たは助 雇用 組織 のIS作 業 雇用組織 の収 益性 雇 用 組 織 の成 功度

言者 的な資格 で、経 の 分 野 に 対 して 中 または営業効 率 に に決 定 的 な影響 を

験 を活用 して 、広汎 期 的 ない し長 期的 対 して大 きな影響 及 ぼす。政 策形 成 の

な分野 にお け るす な影 響 を及ぼす。自 を及 ぼす。政策形成 責任 を負 う。レベル
べ て の技 術 的 ア ブ 己 の 専 門 分 野 に か に大 きな影 響 を及 9で は 、 公 共 ま た は

ロー チ の 選 択 お よ か る政策形 成 に影 ぼす 。 民間 の大組 織 の理

び 実 施 に っ い て 十 響 を及 ぼす。 事会(取 締役会)ま

分 な情報 に基づ い た は これ と同 等 の

た決定 を行 う。 レベ ル に 影 響 を 及

ぼ す 。

⑤ 作業の複雑 性(レ ベ ル0～4)

レベ ル0 レベ ル1 レベ ル2 レベ ル3 レベ ル4

お お む ね 日 常 頻 繁 に他 者 に 多 様 な 状 況 の 多 様 な状 況 の さ ま ざ ま な 状

的 で予 測 可 能 照 会 す る こ と 下 で 、幅 広 い さ 下 で、幅広 い複 況 の下 で、広 汎

な 一 定 の タ ス な く 、さ ま ざま ま ざま な 作業 雑 な技 術 的 ま に わ た る基 本

ク を 行 う一 方 、 な 状 況 の 下 で を行 う。そ の 一 た は専 門 的 な 原 貝1」の 適 用 を

予 期 し な い 状 一 定 の タ ス ク 部 は複 雑 かっ 作 業を行 な う。 必 要 とす る 作

況 が発 生 した を 行 う。 非 日常 的 で あ 業 を行 う。

場 合 は 上 司 の る 。

指導 をあお ぐ。

⑥ 作 業の複雑 性(レ ベル5～8/9)

レベ ル5 レベ ル6 レベ ル7 レベ ル8/9

多様 で しば しば 予 広 汎 に わたる技術 主 と して 非 日常 的 お お む ね非 日常 的

測 不可能 な状 況 の 上お よび/ま た は経 で 、か っ 、 しば しば で 、通 常 、戦 略 お よ

下 で、広汎 にわた る 営上 の原則 の独創 戦 略的 な意 思決 定 び 方針 の策 定 、広汎

基 本原則 の 適用 を 的 な適用 を必要 と お よび/ま たは資 源 なIS資 源 の効果 的

必 要 とす る 作 業 を す る幅 広 い 骨 の 折 の大規模 な導入 を な導入 、1以 上 の組

行 う 。 れ る作業(一 部 は予 伴 う作業 を行 う。 織 内で のISの 利 用

測 不可能 で非 日常 な らび に/ま たはIS

的 な も の)を 行 な 知識 の開発 にか か

う 。 わ る作業 を行 う。
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⑦ 基 本的能 力(レ ベ ル0～4)

レベ ル0 レ ベ ノレ1 レベ ル2 レベ ル3 レ ベ ノレ4

成 果 を 上 げ る 着 手 した 作 業 着 手 し た す べ 問題 解 決 に 対 自 己 の 作 業 に

能 力 を も っ て に 対 して 合 理 て の 作 業 に 対 し て 系 統 的 で 対 して 階 層 的

着 手 した 作 業 的 か っ 組 織 的 し て 系 統 的 で 分 別 ある 分 析 で 効 果 的 な ア

に 対 して組 織 な ア プ ロ ー チ 分 別 あ る分 析 的 ア プ ロ ー チ ブ ロ ー チ を と

的 な ア プ ロ ー を有す る。方 向 的 ア プ ロ ー チ を有す る。設定 り 、 リ ー ダ ー シ

チ を 有 す る。口 性 を も っ て 自 を有 す る。適切 され た す べ て ッ プ の 潜 在 龍

頭 ま た は 書 面 己 の 作 業 を計 な 方 法 、 手順 、 の 目標 を 達 成 カ を 示 す 。 時

に よ る 基 本 的 画 し、 予 定 し、 ツ ー ル 、設 備 お す るた めに、適 間 、コ ス トお よ

な 意 思 疎 通 能 モ ニ タ ー す る よび 基 準 を効 切 な 方 法 、 手 び 品 質 の 目標

力 が あ る。 こ とが で き る 。 果 的 に用い て、 順 、 ツ ー ル 、 設 に つ い て 作 業

同僚 お よび 上 他 の要 素 は た 備 お よび 基 準 を分 析 し、診 断

司 と の 効 果 的 ま に 参 照 す る を効 果 的 に 選 し、設 計 し、計

な 対 話 の た め だ け に と ど め 、 択 ・活 用 して 自 画 し、 実 施 し、

の 口頭 お よ び 限 られ た期 間 己の 作 業 を 計 評 価 す る こ と

書 面 に よ る意 内 で 自 己 の 作 画 し、調 整す る が で き 、自 己 の

思 疎通 能 力 を 業 を計画 し、予 こ とが で き る 。 特 化 分 野 に 関

十分 に有す る。 定 し 、 モ ニ タ ー 公 式 の状 況 お 連 す る利 用 可

す る こ と が で よび 非公 式 の 能 な 方 法 、 手

き る。す べ て の 状 況 の双 方 に 順 、 ツ ー ル 、 設

日常 的 な活 動 お い て 口頭 お 備 お よび 基 準

お よび接 触 を よ び 書 面 に よ を 完 全 に熟 知

カ バ ー す る 口 る効 果 的 な意 し て い る こ と

頭 お よび 書 面 思 疎 通 能 力 を を示 し、選 択肢

に よ る 効 果 的 示 す 。 の 中 か ら正 し

な意 思 疎 通 能 い選択 を行 う。

力 を示す 。 口 頭 お よ び 書

面 の 双 方 に よ

り、ク ラ イ ア ン

ト、顧 客 、同 僚

お よび 部 下 と

効 果 的 に意 思

疎 通 で き る。
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⑧ 基 本 的 能 力(レ ベ ル5～8/9)

レベ ル5 レベ ル6 レベ ル7 レベ ル8/9

常 時 リー ダ ー シ ッ きわ めて多様 な技 経営 の重 要 な分野 最 高 レベ ル で 、 か

プ能力 を示す。公 式 術 分 野お よび状況 にお け る能 力 お よ っ、多様 な状況 の下

お よび非公 式のす に お い て リー ダ ー び リー ダ ー シ ッ プ で、戦 略的な経 営お
べ て の レベ ル で 、口 シ ップを発 揮す る。 の技 量 を示す。これ よ び リー ダ ー シ ッ

頭 お よび書 面の双 口頭 お よ び 書 面 の に は 、意 思 疎 通 、ス プ の技量 を示す。複

方 に よ る部 下 、 同 双 方 に よ り、 部 下 、 タ ッ フ の 指 揮 監 雑 な技術 的 アイデ

僚 、ク ラ イ ア ン トお 同 僚 、ク ライ ア ン ト 督 ・動機付 け、財務 アを理解 し、最 高 レ

よび 顧 客 との 効 果 お よ び 顧 客 との効 計 画 ・管 理 、品 質 管 ベ ル に 至 るす べ て

的 な意思疎 通 を示 果 的な意 思疎通 を 理 、リス ク分 析 お よ の レベ ル にお い て 、

す 。 示 す 。 これ に は 、重 び 目標 の達成 が含 技術 的お よび 非技

要 な報告 書 を提 出 ま れ る。 術 的双 方 の対 象層

す る こ と、適切 な ツ に 対 して 説 得 力 を
一 ル お よび 手 法 を もって説 明 ・提示す

用 い た プ レゼ ンテ る こ とが で き る。事
一 シ ョン を 作 成 ・準 業上 また は組 織 上

備 ・実施す る ことな の 問題 に対 してIS

らび に会合 ・討 議 に ソ リ ュ ー シ ョ ン を

お い て主導 的役 割 用 い る こ とま た は

を 果 た す こ とが 含 用 い な い こ とに伴

ま れ る。 う リス クを 分 析 し

説 明 す る こ とが で

き る 。

⑨ コン テ ク ス トに お け るIS(レ ベ ル0～4)

レベ ル0 レ ベ ル ・1 レベ ル2 レベ ル3 レベ ル4

多 く の 場 合 訓 定 め ら れ た タ 自 己 の 特 化 分 自 己 の 特 化 分 自 己 の 特 化 分

練 お よび 経 験 ス ク に 適 用 さ 野 以外 の 幅 広 野 以 外 の 幅 広 野 ま たは 責 任

習 得 の計 画 プ れ る適 切 な方 いIS分 野 を基 いIS分 野 を よ 分 野 と雇 用 組
ロ グ ラ ム を 通 法 、 手 順 、 ツ ー 本的 に把握 し、 く把 握 し、自 己 織 と の 間 の 相

じて、基本的 な ル 、設備 お よび 自 己 の 役 割 が の役割 がISの 関 関係 を理 解

IS機 能 お よび 基 準 を効 果 的 ISの 他 の役 割 他 の役 割 お よ し、提案 を行 な

プ ロセ ス に 慣 に 用 い る た め お よび 雇 用 組 び 雇 用 主 ま た いお よび/ま た

れ る 。 の 初 期 訓練 を 織 全 般 に どの は ク ラ イ ア ン は 作 業 を 実施

受 け る 。 よ うに 関 連 し トの 事 業 活 動 す る際 に顧 客

て い る か を 理 に ど の よ うに の 要 求事 項 を

解 す る。 関 連 して い る 十 分 に考 慮 に

か を理解 す る。 入 れ る。
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⑩ コ ン テ ク ス トに お け るIS(レ ベ ル5～8/9)

レベ ル5 レベル6 レベ ル7 レベ ル8/9

自 己 の 特 化 分 野 ま 自己 の 特 化 分 野 お ISな らび に 自 己 お ISお よ びISを 利 用

た は責任 分野 と雇 よび/ま た はプ ロジ よび他 の組織 にお す る 企 業 そ の 他 の

用 組 織全 般 との 間 エ ク ト責 任 と雇 用 け るISの 活 用 に つ 組 織 の 活 動 につ い

の 相 関 関 係 に つ い 組 織全 般 との 間の い て広汎 な知識 を て 広 汎 か っ 深 い知

て の十 分 な理解 を 相 関 関 係 に つ い て 示 す 。 識 を 示 す 。IS製 品

示 し、提案 を行 ない 円熟 した理解 を示 お よび サ ー ビス を

お よび/ま た は 作業 す。自己の専門 能力 用 い る(ま たは用い

を実施 す る際 に顧 の範 囲 内で、営 業製 る可能性 がある)粗

密 の要 求事項 を十 品 に か か わ りが あ 織 お よび個 人 に対

分 に考慮 に入れ る。 る す べ て の 者 の 二 す る新 技術 の潜在
一 ズ を十 分 に 考 慮 的 な影 響 を理解 し

に 入 れ た 技 術 ソ リ 伝 達 す る こ とが で

ユ ー シ ョ ン を 提 案 き る 。

す る こ とが で き る。

⑪ 学習お よび発展(レ ベ ル0～4)

レベ ル0 レ ベ ノレ1 レベ ル2 レ ベ ノレ3 レ ベ ノレ4

必 要 に 応 じ新 技 術 情 報 が系 必 要 に応 じ新 必 要 に応 じ新 ス キ ル を ア ッ

し い プ ロ セ ス 統 的 に 説 明 さ しい技 術 情 報 しい情 報 技術 プ ツ ー デ ー ト

を学 習 し、新 た れ た 場 合 に ご を す みや か に をす みや か に に し、IS産 業 に

に習 得 した 知 れ をす み や か 吸収 し、応 用す 吸収 し、効 果的 お け る 発 展 に

識 を応 用 す る に吸収 し、効 果 る こ とが で き に 応 用 す る こ つ い て の 認 識

こ とが で き る。 的 に応 用 す る る 。 とが で き る。 を維 持 す るた

こ とが で き る。 め の イ ニ シ ア

チ ブ を と る。

⑫ 学 習お よび発 展(レ ベル5～8/9)

レベ ル5 レ ベ ノレ6 レベ ル7 レベ ル8/9

技術 能力 お よび特 一 般 的技術 能 力 お 自己 お よび 部 下 の 自己 お よ び 部 下 の

化 ス キ ル が 産 業 の よび 特 化 ス キル が ス キ ル を ア ップ ツ ス キ ル を ア ップ ツ

発 展 に 沿 っ て ア ッ 産 業 の 発 展 に 沿 っ
一 デ ー ト に し 、IS

一 デ ー ト に し 、IS

プ ツ ー デ ー トに な て ア ッ プ ツ ー デ ー 産 業 にお け る発 展 産業 にお け る発展

っ て い る よ うにす トに な っ て い る よ に つ い て の 認 識 を に つ い て の 認 識 を

る た め の イ ニ シ ア うにす る た め の イ 維 持 す るた め の イ 維 持 す る と と も に

チ ブ を と る。 ニ シ ア チ ブ を 示 す ニ シ アチ ブ を とる 。 自 己 の 専 門 分 野 に

と と も に こ の た め お い て こ の 発 展 に

に時間 を当 て る。 最 高 レベ ル で の 貢

献 を行 な うた め の

イ ニ シ ア チ ブ を と

る 。
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(3)プ ロ フ ェ ッシ ョナ ル の 育 成 お よび 訓 練

BCSの 「プ ロフェ ッシ ョナ リズム」の定義 には、「確 立 された独 自の受 け入れ られ た能力

基 準 を守 る こ と」が含 まれ てい る。産 業構 造モ デル はこのため に設 計 され た もので 、また 、

ISM3は 引 き続 きこの機 能 を発 展 させ維 持 してい る。

すべて の要員 は、 自分 たちの ジ ョブ を行 な うた めに、一定 の訓練 を必 要 とす る。 場合 に

よって は、 この訓練 は きわめて基本 的 な もので ある。 また あ る場合 は、高 い水 準の スキル

が要求 され るが、 これ は高度 の訓練 を経 な けれ ば習得 で きない。通常 、訓練 の語 は、タス

クを適切 に行 な うため に不可欠 な ス キル の習得 について用い られ る。 これ は、職 場 か ら離

れ た ところでい ろい ろな方 法に よ り習得 す る こともで きる し、また 、監督 を受 けた 「実地

の」学 習 に よ り習得 す る こともで き る。

プ ロフェ ッシ ョナル の育成 に は幅広 い知識 分 野が かかわ るが、 この よ うな知識分 野 は、

ISやISの 事業応 用の コンテ クス トにおい て、特定の タスク を行 う機 械 的なプ ロセ スに不

可欠 な もので はない。 プ ロフェ ッシ ョナル の育成は、個人 が特化分 野 にっいて の包 括的か

つ最 新の見 方 を身 に付 け、プ ロフ ェ ッシ ョナル として 円熟 し、 自分 の タス クの 日常的な側

面 を全体 との 関連 で見 るこ とが で きる よ うにす るた めに必 要で ある。 プ ロフェ ッシ ョナル

育成 活動 は、知識 の 向上、プ ロフ ェ ッシ ョナルのス キル 、活 動 の拡 大お よび プ ロフェ ッシ

ョナルの活 動 とい う4つ の一般 的分 野 を対 象 とす る。

したが って 、訓練 は、特定 の機 能お よび役 割 と関連 してい る。 あ る要 員が ある機 能 にお

いて最低 レベル では ない役割 に移 動 した場 合 は、よ り低 い レベル の役 割 にかかる訓練活動

を点検 しな けれ ば な らない(shouldbechecked)。 プ ロフェ ッシ ョナル 育成 は、プ ロフェ ッ

シ ョナル の レベルだ け にかかわ る。 した が って、プ ロフェ ッシ ョナル 育成 の各活動 は、あ

る レベル のす べて の役 割 について 「一般 的」 であ る。

各ISMレ ベ ル に関連す る一般 的 プ ロフェ ッシ ョナル 育成活動 は、必 要 とされ る レベル を

ク リックす る こ とに よ りア クセスす るこ とができ る。

・プ ロ フ ェ ッシ ョナ ル 育 成 活 動 一レベ ル0

・プ ロ フ ェ ッ シ ョナル 育 成 活 動 一レベ ル1

・プ ロ フ ェ ッ シ ョナル 育 成 活 動 一 レベ ル2

・プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル 育 成 活 動 一 レベ ル3

・プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル 育 成 活 動 一 レベ ル4

・プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル 育成 活 動 一 レベ ル5

・プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル 育成 活 動 一レベ ル6

・プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル 育成 活 動 一レベ ル7

・プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル 育 成 活 動 一レベ ル8/9

(4)資 格

資格 とは、ITS/NVQ以 外の、認 め られ た学 問上、専門上ま たは職 業上 の資格 を記 述す る
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の に用 い られ る用語 で あ る。

ISM3に お いて、資 格 は、2っ の コ ンテ クス トにお いて表 われ る。

教 育のバ ック グラ ウン ドは 、以前 の経験 お よび に事前 の知識 ・ス キル と ともに、バ ック

グ ラウン ドの1要 素 で ある。

また 、資格 は、 あ る役割 に関連す る資格 で 当該役 割 の全部 また は一部 にお け る能 力 の証

拠 となる要 素 に(一 般 的な意 味で または 当該役 割 が特 定 の コンテ クス トで も しくは特 定の

方法 を用 いて履行 され る場合 に)言 及す る こ とに よ り、 当該 役割 を記 述す るのに も用 い ら

れ る。何 らかの形 の査 定 を必 要 とす る重要な専 門上 お よび職業 上の資 格 のみ が参照 され る。

この よ うな資格 と しては 、ISお よび関連す る非ISに かか る資格(た とえ ば、訓練お よび

プ ロジェク ト管理)な らび にベ ンダー 、方 法 また は製 品 に特有 の資格 な どがあ る。 最近数

年 間にベ ンダー にかか る資格 が急速 に増加 した ので 、 これ らすべ て をISM3に 含 め る こ と

は最早不 可能で あ る。 以下 に、 ウェブサイ トに資 格 一覧 を提供 してい る主 要 な検 査組 織 を

3つ 挙 げる。

・Sy1vanPrometric:htt://www.rometric.com

・LearningTreeInternationa1-UK:htt://www.learnintree.com/uk

・Tekmetrics:htt://www .tekmetrics.com

資 格 の 例 と し て 次 ぎ の よ う な も の が あ る 。GCEAレ ベ ル 、SCE上 級 、 大 学 の 学 位 、British

ComputerSocietyの メ ン バ ー 、ITInfrastructureManagementの 証 書 、MicrosoftCertified

SystemsEngineer、InstituteofManagementの メ ン バ ー 、 訓 練 お よ び 育 成 で のS/NVQの

レ ベ ル3。

(5)バ ッ ク グ ラ ウ ン ド(背 景)

バ ックグラウン ドとい う用語 は、要員が あ る役 割 を 開始す る前 に身 に付 けてい る必要 が

あ る教育、経験 お よび知識 ・スキルの組み 合 わせ を記述 す るの に用 い られ る。 この よ うな

バ ックグラ ウン ドの分類(教 育 のバ ックグ ラ ウン ド、以前 の経験 、事 前 の知識 ・ス キル)

は、バ ックグラ ウン ドタイ プ と呼 ばれ る。

一部 のバ ック グラ ウン ド情報 は、1つ の機 能 の 中のす べて の役割 に共 通 であ る(機 能 の

バ ックグラ ウン ド)。他 の情 報 は、ある役割 に特 定 的な もので ある(役 割 のバ ッ クグ ラ ウン

ド)。 ただ し、ISM3が バ ックグ ラ ウン ド情 報 を示 しまた はプ リン トす る場 合 は、機 能 のバ

ックグラ ウン ドと役 割 のバ ックグ ラウン ドとを合体 し、合体 した情報 が バ ックグ ラ ウン ド

タイプの3つ の見 出 し(教 育 のバ ックグラ ウン ド、以 前 の経 験 、事 前 の知識 ・ス キル)の

下で示 され る。

教育 のバ ックグ ラ ウン ドは、特定 の役割 を果た す の に最 も適 す る教 育 上、 専門上 そ の他

の資格 を示す。

以前 の経 験 は、通 例 、ISM3の 特 定 の役 割 にお け る熟 達 度 また は特 定 の労働 環 境 にお け

る勤務期 間の長 さで表 わ され る。
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事 前の知識 ・ス キル は、要員が役割 を開始す る前 に身 に付 けてい るべ き知識 お よびス キ

ル を示す。

(6)機 能お よび機 能 グルー プ

情報 システム(IS)に はい くつ か の機 能が存在 し、ISMの 中で記述 され てい る。機能 は

情 報 システム にお いて 明確 に区別 され る活動分 野 と定義 され る(た とえば、プ ロ ジェク ト

管理、システム設計 、ネ ッ トワー ク管理)。 また 、機 能 はい くっか の専 門 レベ ル で果 たす こ

とが でき、それ ぞれ の 専 門分野 は役割 と定義 され る。

機 能へ のア クセ ス を容 易 にす るた めに、い くつ かの機能 グル ー プに分類 され る。 た とえ

ば、管理 、 システム 開発 ・保 守、サー ビス提供 な どで あ る。 これ らの機能 グルー プ は、機

能名称 オプ シ ョンに基 づ き選 定機 能 が選択 された ときに表示 され る。 また、機 能 グルー プ

は、幅広 い産業分類 を表 わす もので、ISに 関係 す る大部 分 の人 に とって馴 染み深 い はず で

ある。

機能 グルー プを選定 した場合はそ の機能 グルー プ 内のすべ て の機 能 が表 示 され 、 ある機

能 は1以 上の機 能 グル ー プに含 まれ る ことが あ り得 る。た とえば、サ ー ビス提供 管理 は、

管理 グルー プお よび サー ビス提供 グループの双方 に含 まれ る。

(7)キ ー ワ ー ド

キ ー ワー ドとは 、 特 定 のISM3機 能 と関 連 す る語 ま た は句 で あ る 。 キ ー ワ ー ドは 、ISM

3デ ー タベ ー ス か ら情 報 を 引 き 出 す の に用 い る こ とが で き る3タ イ プ の サ ー チ ・キ ー の1

つ で あ る。

キー ワー ドは 、 機 能 を 記 述 す るテ ク ス トに表 わ れ る場 合 も あ れ ば表 わ れ な い 場 合 も あ る 。

あ る機 能 と関 連 す るISM2の 下 位 区分 分類 を定 義 す る コー ドも キー ワー ドと して扱 われ る。

た とえ ば 、コ ー ド化 、 ソ フ トウェ ア ・エ ン ジ ニ ア リン グ 、検 査 、DLPな どの キ ー ワー ドは 、

す べ て 、 プ ロ グ ラ ミン グ/ソ フ トウェ ア 作 成 と関 連 して い る。

(8)知 識お よびス キル

知識 ・スキル は、 特定 の役割 を果 たすの に必要 な知識 ま たは スキル の分野 を記述す るの

に用 い られ る。

・ISM3に お ける利 用方法

知識 ・スキル は 、ISM3で2つ のコンテ クス トにお いて表 われ る。

第1に 、バ ック グラ ウン ドー機 能 のバ ックグ ラ ウン ドまたは役 割のバ ックグ ラウン

ドー の構成要 素 の1つ であ る。 ここでは、要員 が特 定の役割 または機 能 を果 た し始 め

る前 に身 に付 けて い るこ とが必要 な知識 お よび スキル を定義す るのに用い られ る。

第2に 、 あ る役 割 において能力 を習得す るため に要員が必 要 とす る12な い し15の
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最 も重要 な知識お よび ス キル を定 義す る こ とに よ り当該 役割 を記 述す るため に知識 ・

ス キル を用い る。 定義 上 、 これ は、 当該役 割 を構成す るす べて の タス クにかか る能力

のた めに必要 とされ る最 も重 要 な知識 お よび ス キル の総和 で あ る。 要員 が ある機 能 の

中の最 低 レベル で ない役 割 に移 る場合 は 、低 い レベ ル の役 割 にお け る知識 お よび スキ

ル が達 成 され てい る こ とを確 か め るた めに点検 す る必 要が あ る。

(9)知 識 ・ス キル の レベ ル

知 識 ・ス キル が 第2の コ ン テ ク ス トで 一ー一役 割 にお け る能 力 の た め に必 要 な こ と を 記 述 す

るた め に 用 い られ る場 合 は 、 次 ぎ の3つ の タ イ プ の1つ に分 類 され る。

① 行 動 ス キル

た と え ば 、 分 析 的 思 考 、 権 限 移 譲 、 口頭 表 現 、 固 執 、計 画 お よび 組 織 。

② 技 術(IS)知 識 ・ス キ ル

た とえ ば 、 ア プ リケ ー シ ョン 開 発 ツ ー ル 、 コ ン フ ィ ギ ュ レー シ ョ ン管 理 、国 内/国 際

基 準 、 電 気 通 信 プ ロ トコル 。

③ そ の他 の(非IS)知 識 ・ス キ ル

た とえ ば 、 情 報 引 き 出 し、 ジ ョブ 面 接 、 プ レゼ ンテ ー シ ョ ン 、 進 展 状 況 報 告 、 時 間

管 理 。

(10)知 識 ・ス キル の 深 さ

技術 ス キル ・知識 お よび その他 の知 識 ・ス キル(行 動 ス キル は該 当 しな い。)は 、 さらに

深 さに よ り分類 され る。 これ は 、特 定の役割 を果 たす のに要員 が必 要 とす る知識 ・ス キル

の度 合 い を示す。

深 さ に は4つ の カ テ ゴ リー が あ り、これ らは ア ウ トライ ンに 色 で コー ド付 け され て お り、

次 ぎの よ うに定義 され て い る。

① 認識

最低 レベ ル。 た とえば 、下級 プ ログラマー がプ ロジ ェク ト管理 のPINCE手 法 につ い

て知 ってい ると して も、プ ロジ ェ ク ト ・イニ シエー シ ョン文 書ま たは 品質計 画 を作 る

ほ どの力 はない。 、

② 精通 、

知識 ・ス キル 要素 を用 い る能 力。た とえば、C++プ ログラマー は、マ ニ ュア ルや専 門

的助言 を最小 限度 で参 照 して 、 か な り複 雑 なC++プ ログ ラムを書 くこ とがで き る。

③ 熟 達

自信 を もって知識 ・技術 要素 を用い 、他者 に助言 ・指導 す る能力。 た とえば、パ ソ

コン支援 ア ドバイ ザー は、特殊 なパ ソコン ・ア プ リケー シ ョンの使 用 方法お よび機 能

について詳 細 な助 言 を与 える こ とがで き る。

④ 専 門

知識 ・ス キル要 素 のすべ て の側 面 につ いて の完 全 な知 識。 恐 ら く、最 も信 頼 の置 け
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る指導者 かっ最 も複雑 な 問題 の解 決者 と して認 め られ よ う。

(11)タ ス ク

タス クの語 は、要員 が役割 を果 たす ために行 な う活動 の1つ を定義 す るの に用 い られ る。

ISM3に お いて、各役 割 はい くつ かの タス クを包含す る。

① 任意 的 タス ク

タス クに は義 務 的 な もの と任 意 的 な もの があ る。 ジ ョブ を コンパ イル す る際 、ISM

3は 、 ジ ョブのた め に選 んだす べ ての役割 に含 まれ たすべ ての タス ク を包 含す る。任

意 的 タス クは、 ジ ョブに適切 で ない と思 われ る場合 、一部 また は全部 を 自由に除去す

るこ とが でき る。義務 的 タス クを除去す る ことはで きない。

② 跳 えの タス ク

コンパ イル 中の ジ ョブ の一部 で ある訪 えの タス クは、い か よ うに も作 成 し、追加す

る こ とが でき る。

③ タス クの範 囲

要員 は、役割 を果 たす た めには 、必 ず しも、 あ る時点 ですべ ての 定 め られ た タス ク

を実施す る必 要は ない こ とに留意 され た い。 ただ し、要員 は、役 割 に お いて熟達 の水

準 を達成す るため には、すべ ての義務 的 タス クを適切 に実施 で きなけれ ば な らない。

(12)ス コ ッ トラ ン ド/全 国 職 業 資 格 との 関係

全 国職 業 資 格 お よび ス コ ッ トラ ン ド職 業 資 格(S/NVQ)は 、政 府 が 設 け た 全 国 的 に認 め ら

れ た 資 格 で 、 職 場 で の 能 力 査 定 に基 づ い て 授 与 され る。 こ の 資 格 は 、 雇 用 主 お よ び従 業 員

の 代 表 か ら構 成 され る 主 導 団 体 が 策 定 した 基 準 に基 づ き 、 授 与 団 体 に よ り授 与 され る。

S/NVQに は5つ の レベ ル が あ り、 日常 的 タ ス ク か ら管 理 ・プ ロフ ェ ッ シ ョナ ル 活 動 に至 る

す べ て の 事 項 をカ バ ー す る。 各S/NVQは 個 別 に 査 定 で き る い くつ か の ユ ニ ッ トか ら構 成 さ

れ て い る。 ユ ニ ッ トは 、ISM3で 定 義 され た タ ス ク とか な りの 程 度 一 致 す る。

自 己 の キ ャ リア の発 展 状 況 をISMに 照 ら し て計 画 ・モ ニ ター して い るIS要 員 は 、能 力 の

向 上 の 基 準 と してS/NVQを 用 い る こ とが で き る。

ス コ ッ トラ ン ドお よ び 全 国 職 業 資 格 に つ い て の 詳 細 情 報 は 、Qualificationsand

CurriculumAuthority(資 格 お よび カ リキ ュ ラ ム機 関)(http://www.qca.org.uk)か ら入

手 で き る。

ITNationalTrainingOrganization(IT全 国 訓練 機 関)(ITNTO)が 策 定 したITS/NVQ

が い くっ か あ り、い くっ か の授 与 団 体 に よ り授 与 され る。ISM3は 、タス ク と 同等 のITS/NVQ

ユ ニ ッ トとの 間 の相 互 参 照 情 報 を提 供 す る 。他 の 非ITS/NVQは 、関 連 す る役 割 に 対 して 資

格 セ ク シ ョン に包 含 され て い る。S/NVQお よびITS/NVQユ ニ ッ トは 、 主 と してISM3の 低

い レベ ル の役 割 に入 っ て い る。

ISM3に お い て 示 され たS/NVQユ ニ ッ トは 、19991TS/NVQ基 準 修 正 か ら の も の で あ る 。

情 報 に つ い て は 、す べ て のS/NVQ資 格 お よ び 要 員 の各 資 格 に含 ま れ る ユ ニ ッ トの リス トを
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表 わすマ トリックス を以 下 に示 す。

レベ ル5 IT戦 略 の方

向付け

レベ ル4 ITシ ス テ ム ITシ ス テ ム

の方 向付 け の管理

レベ ル3 ITシ ス テ ム ITシ ス テ ム ITシ ス テ ム テ レ ワ ー カ ITの 利 用

の開発 の イ ン ス ト の操作 一 の た め の

一 ル お よび IT管 理

支援

レベ ル2 ITプ ロ グ ラ ITシ ス テ ム ITシ ス テ ム テ レ ワ ー カ ITの 利 用

ムの開発 の イ ン ス ト の操作 一 の た め の

一 ル お よ び IT管 理

支援

レベ ル1 ITの 利 用

レベ ル2の 資 格:ユ ニ ッ トお よび 記 述 2/開 発 2/イ ン ス トー ル 2/操 作

任意 的ユニ ッ トの最小 限数 3/1 3/5 1/3

206H&S(訳 注:「 ハ ー ドウ ェ ア お よび ソ フ トウ ェ

ア 」 の 意 か)に 対 す る リス クの 減 少

義務的 義務的 義務的

208H&Sリ ス ク減 少 行 動 の 確 保 義務的 義務的 義務的

2091Tシ ステ ム操 作に対す る寄 与 義務的

210フ ァイ ル ・サ ー ビス 提 供 に 対 す る寄 与 任意的

2111Tシ ス テ ム 維 持 に対 す る 寄 与 任意的 義務的

212デ ー タ ベ ー ス の維 持 お よび 利 用 任意的

213ハ ー ドウェ ア の イ ン ス トー ル に 対 す る寄 任意的 任意的

214ソ フ トウェ ア の イ ンス トー ル に 対 す る寄 与 任意的 任意的 任意的

2151T支 援 の提 供 に対す る寄 与 任意的

216ソ フ トウェア作成 に対す る寄与 義務的

217ソ フ トウェアシステ ム検査 に対 す る寄与 義務的 任意的

218顧 客の要求 事項 の識別 に対 す る寄与 任意的

2191Tの 利 用改 善に対す る寄与 義務的
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レベ ル3の 資 格:ユ ニ ッ トお よび 記 述 3/開 発 3/イ ンス トー ル 3/操 作

任意的 ユ ニ ッ トの最小 限数 6/8 5/8 5/7

206H&Sに 対 す る リス ク の 減 少 義務的 義務的 義務的

307所 与 の仕様 か らの プ ログラム設計 の作成 任意的

308自 己 の 有 効 性/プ ロ フ ェ ッシ ョナ リズ ム の 開

発

義務的 義務的 義務的

309プ ロ グ ラム 設 計 か ら の ソ フ トウェ ア 作 成 任意的

310顧 客 のIT要 求事項 の識別 任意的

313ソ フ トウ ェア の特 定 に 対 す る 寄 与 任意的

314ハ ー ドウ ェ ア の イ ン ス トー ル 任意的 任意的

315ソ フ トウ ェ ア の イ ン ス トー ル 任意的 任意的 任意的

316シ ス テ ム検査 の実施 任意的 任意的

317顧 客 に対す るIT支 援 の提供 任意的

3181Tシ ス テ ム操 作 義務的

3191Tユ ー ザ ー に 対 す る フ ァイ ル ・サ ー ビス 提 供 義務的

3201Tシ ス テ ム操 作 の 管 理 任意的

321デ ー タ分析 お よび デー タ構 造 の設 計 任意的

322デ ー タ の伝 達 お よび ネ ッ トワー クの 管理 任意的
323製 品お よびサー ビス評価 に対す る寄 与 任意的
3241T製 品の取得 に対す る支援 任意的

325ユ ーザ ー文書 の作成 お よび検討 任意的 任意的
328ソ フ トウ ェ ア シ ス テ ム検 査 の 実 施 任意的

330チ ー ム/個 人の育成 に対す る寄 与 任意的 任意的

331チ ー ムお よび個 人 の先導 任意的

3321Tの 有 効 性 の 向 上 義務的

レベ ル4の 資 格:ユ ニ ッ トお よび 記 述 4/指 揮 監督 4/管 理

任 意的 ユニ ッ トの最 小 限数 5/7 3/5

206H&Sに 対 す る リス ク の減 少 義務的 義務的

401自 己 の 有 効 性/プ ロ フ ェ ッ シ ョナ リズ ム の 開発/

管 理

義務的 義務的

402ソ フ トウ ェ ア 作 成 の 管 理 任意的

403ソ フ トウェ ア の 検 査 お よび イ ン ス トー ル の 管 理 任意的

404ソ フ トウェア仕 様 作成 の管 理 任意的

405顧 客要求事項 調査 の管理 任意的

406顧 客情報分析 の管 理 任意的

407シ ス テ ム の イ ン ス トー ル お よび 検 査 の 管理 任意的

4081T支 援 提 供 の 管 理 任意的

4091T製 品お よび サ ー ビ ス の評 価 義務的 義務的

4101T製 品 お よび サ ー ビ ス 取 得 の 管 理

411ソ フ トウ ェアQMSの 開発 お よび 保 守 任意的

4121Tシ ス テ ム 操 作 の 管 理 任意的

4131Tシ ス テ ム 利 用 の 管 理 任意的

4141S戦 略 に対 す る 寄 与 義務的 義務的

4151T操 作 要 件 の 定 義 義務的

4161T製 品/サ ー ビス の パ フ ォー マ ンス の 検討/改 善 義務的

417H&S管 理 手順 の モ ニ ター 任意的
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2.機 能 、 レベ ル お よ び 役 割 の マ トリク ス

全 て の機 能 、 レベ ル お よび 役 割 を示 す マ トリ ッ ク ス は 以 下 に示 され る。 バ ー ジ ョン3.2

に付 加 され た 新 規 あ る い は 更 新 機 能 は"#"に よ り、 ま た 、 新 規 の レベ ル ー 役 割 は"+"

に よ り示 され て い る。

な お 、 備 考欄 に"○"を 付 け た 機 能 につ い て は 、2.1節 以 降 に 詳 述 した 。

図 表2-1機 能 、 レベ ル お よ び 役 割 の マ トリ クス

機 能

グルー プ

機能 コ ー ド レベル ー役 割 備

考0 1 2 3 4 5 6 7 819

管理 教育 と研修管理 ETMG 6 7 8

情報源管理 IRMG 6 7 8

IS調 整 ISCO 6 7 8/9

IS管 理 ISMG+ 5 6 7 8/9

プ ログ ラム管理 PGMG 6 7 8

プ ロジ ェク ト管理 PRMG 4 5 6 7 8

サービ スデ リハ"リー管 理 SDMG 6 7 8

システ ム開発 管理 DLMG 6 7 8

通信管理 TLMG# 5 6 7 8

方針 、計

画 と調 査

Business

Continuity

Planning

COPL 3 4 5

Emerging

Technology

Monitoring

EMRG+ 5 6 7

IS戦 略 と計画 STPL 5 6 7 ○

ネ ッ トワー ク 計 画 NTPL 5 6 7 ○

調査 RSCH 2 3 4 5 6 7

システ ム

開発 とメ

ンテナ ン

アブ.リ ケーションサボ㌧ ト ASUP+ 1 2 3 4

ビジネス分析 ANAL 2 3 4 5 6 7 ○

デー タ分析 DTAN 1 2 3 4 5 ○

デ ー タベ ース設 計 DBDS 1 2 3 4 5 6 ○

Documentation1Tech

nicalAuthoring

DOCM 1 2 3 4 5 6

Porting/Software

Integration

PORT 2 3 4 5 6

フ.ログ ラミング1ソ フト作 成 PROG 1 2 3 4 ○

ソ フ トウ ェ ア 工 学 SENG# 1 2 3 4 5 6 ○

システムアーキテクチャ ARCH# 5 6 7 ○

シ ステ ム設 計 DESN 2 3 4 5 6 ○

システ ム統合 SINT 1 2 3

ソフ トウ ェ ア テ ス ト TEST# 1 2 3 4 5 6 7 ○

Web専 門 WBSP# 1 2 3 4 5
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機能

グルー プ

機能 コ ー ド レベ ル ー役 割 備

考0 1 2 3 4 5 6 7 8/9

サ ー ビ

ス ・デ リ バ

リ ー

キャパ シテ ィ管理 CPMG 3 4 5 6

コ ン ピュー タ 操 作 COPS+ 0 1 2 3 4

デ ー タベ ー ス 管 理 DBAD+ 1 2 3 4 5

ハード ・ソフトの インストール HSIN 1 2 3

ヘ ル プ ・デ ス ク HELP 0 1 2 3 4

ネットワーク管 理 と サボ.一ト NTAS 2 3

ネ ッ トワー ク制 御 NTCO ' 4 5 6

問題管理 PBMG 4 5

サービ ス・デ リハ"リー計 画

等

SDPC 3 4 5 6

サービスルベ ル監 視 SLMO 2 3 4 5

システム・フ.・9ラ ミング SYSP# 3 4

ユ ー ザ ・サ ポ ー ト USUP 1 2 3 4 5

技術 的助

言 とコ ン

サル タ ン

ト

BPR BPRE 5 6 7

コ ンサ ル タ ン ト CNSL 5 6 7 8

安全性評価 SFAS 5 6 7

セ キ ュ リテ ィ専 門 へ SCTY 3 4 5 6 7

ソフトウェア・フ.ロセス改 善 SPIM# 5 6 7 8

SystemErgonomics

Evaluation

HCEV 2 3 4 5 6

技術専門 TECH# 4 5 6

品質 IS監 査 AUDT 3 4 5 6 7 8

品質保証 QUAS 4 5 6

品質監査 QUAU 6 7 8

品質管理 QUMG 4 5 6 7

品質標準 QUST 1 2 3 4

消費者 関

連

アカ ウン ト管理 ACMG 4 5 6 7

マ ー ケ テ ィ ン グ MKTG 2 3 4 5 6 7

セ ー ル ス ・サ ポ ー ト SSUP 1 2 3 4 5

販売 SALE 3 4 5 6

教育 と研

修

開発 と研修 DVTR 4 5 6 7

教育 と研修の実施 ETDL 2 3 4 5

教材の作成 TMCR 4 5 6 7

サ ポー ト

と管理

見積 りと評価 APAS 4 5 6

変更管理 CHMG 2 3 4 5 6

状態管理 CFMG 2 3 4 5 6

契約管理 COMG 5 6 7

契約監視 COMO+ 3 4 5 6 7

デ ー タ保 護 DPRO# 4 5 6

IS資 産管理 ASMG 4 5 6

メ ソ ッ ドとツ ー ル METL 3 4 5 6

PDSSupervision SUPV 4

調達 PROC 5 6 , 7

ProjectOffice PROF 2 3 4 5
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機 能

グルー プ

機能 コ ー ド レベ ル ー役 割 備

考O 1 2 3 4 5 6 7 8/9

サ ポー ト

と管理

Recruitmentと

Resourcing

RERE 4 5 6 7

セキ ュ リテ ィ管理 SCAD 2 3 4

TechnicalAuthority TAUT 5 6 7
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2ユIS戦 略 と計画

ー

⑩
ω
ー

(1)レ ベ ル5(STPL5)

職務の概要 組織 のビジネスゴール をサポー トす るIS戦略 を立案 し、その戦略を実施す る計画を立案する。

レベル の定義
レベ ル5

(自主性 、責任お よび権限)

合意 された目標に向かって努力
する。管理者と して、または技
術専門家として、実施 した作業

の質に全面的な責任を負 う。

(影響力)
管理者またはア ドバイザ とし
て、一つの広い分野にわたっ

て、あらゆる技術的アプ ローチ
の選択 と実行に関 し、経験を活

用 して十分な情報に基づ く意思
決定を行 う。

(業務の複雑 さ)

予測不可能 なことの多いさまざ
まな文脈において、かなり広 い

範囲にわたる基本原則 の適用の

要求 される業務を実施す る。

(必須 ス キル)

経 常的 な ベー ス で リー ダ シ ップ
スキル を証明 す る。

レベル を問 わず 、公 式 、非 公 式

を問わ ず 、部 下 、 同僚 、 ク ライ

ア ン ト、顧 客 との間 の 、 口頭 ま

た は文 書 に よ る効果 的 な コ ミュ

ニ ケー シ ョン を証 明す る。

(文脈のなかでのIS)

自分 の専門能力または責任領域
と雇用主組織全体との関係 を明

確に理解 していることを証明
し、提案を行 うときお よび/も
しくは作業を実施す るときに顧

客の要求を考慮に入れ る。

(学習と能力育成)
自ら率先 して、技術スキル と専

門能力を常に最新に維持 し、業
界の動向に遅れないようにす

る。

バ ックグラウン ド要件 学歴その他 過去の経験 事前の知識 とスキル

教育バ ックグラウン ド

おそらくは学位 レベルの教育 を

受けている。あるいは専門資格
を取得 している。

次のいずれか
方針と計画の立案、も しくはシ
ステム開発 と保守の職務の レベ

健全で広範 なビジネス知識があ

り、ISが他のビジネ ス機能に及

ぼす影響を理解 している。 ビジ

ル4で熟練に到達 している。 ま ネス とデータ分析 について実務

たは を理解 して い る。 メ

他のISM職 務に経験があ り(通 プ ロジェク ト管理 について基本 '

常 は レベ ル5で6年 間)、IS情 報 的に理解 している。

お よび戦略立案 に訓練 を積んで
い る 。

タ ス ク 必須 タスク 任意タスク

1.既 存 のISπTプ ロ ビジ ョン、方 2.戦 略 的ISIITシ ステ ム の要 件 に 3.戦 略的 ア プ リケ ー シ ョン の実

針 、標準/基 準を列記す るバ ッ 影響を与 える可能性のある組織 施計画の作成に支援する。

クグラウン ド文書を作成す る。 のビジネ ス(経 営)環 境 と方向

を採用す ることに伴 う各種 ファ .

ク ター を識 別す る。

知識とスキル
行動スキル

(情報収集)

問題または状況を理解す るのに

必要な情報 と入手可能な情報の
ギャップを識別 し、そのギャッ

プを埋めるための手段を工夫す

(細心の注意)
実施 したすべてのタスクに品質

基準を適用 し、なに も見過 ごし
ていないことを確認する。

(組織についての意識)

自社、顧客およびサプライヤの

組織の階層 と文化を理解 し、意

思決定者お よび影響力をもつ人

間がだれか識別することがで き

(職務横断的、専門領域横断的

な意識)

他の専門領域や職務に従事する

人間のニーズ、 目標、制約を理
解す る。

(書面での表現)

書面で効果的に意思を伝達す
る。

(対人折衝)
さまざまなバ ックグラウン ドの

人間と関係 を築き、接触 を維持
する。

る。 る 。

技術知識 とスキル

(社内 、業 界、 専 門家 基準 に 熟

達)

IS実 務 者 の現 在 の役割 に 関連 す

る標 準/基 準

例:部 門 のプ ログラ ミング標

準 、ヘ ル プデ ス ク手続 き、社 内

品 質管 理 シ ステ ム、ITイ ン フラ

ライ ブ ラ リ、TickIT

(アプ リケー ションシステムに
精通)

特定 ビジネス機能またはプロセ
スのサポー トに 自動 システムを

適用

例:ERP(基 幹業務パ ッケー
ジ)、 販売予測、航 空券予約 、

油層モデ リング

(ビジネス分析手法に精通)
ビジネス とその運用をモデ リン

グし理解す るのに役立つ各種手

法

例:機 能 ビジネスモデル、統計

的工程管理 、リレー ショナル
データモデ リング:ユ ー スケー
ス

(情報モデリングツール に精

通)
組織 内の構造、関係、情報の活

用についての理解内容を文書化

するのに使用できる手法 とツー
ル(手 動または 自動)

例:情 報使用モデル 、エンテ ィ
テ ィモデル、クラスダイアグラ
ム、 リレーシ ョナルデー タモデ

(メトリクスに精通)
IS活動 の見積 もりに際 して、過

去の測定値お よび生成測定値の

収集 、分析 、適用

例:機 能ポイン ト分析、コー ド
行

(国 内/国 際規 格 に精 通)

Is実 務 に関連 す る規格

例;PRINCE、SSADM、

ISO9000

ル 、 デー タフ ロー モデ ル

その他 の知識 とスキル

(情報収集技術に熟達)

必要な情報お よび利用可能な情
報 ソースに適 した情報収集方

(ビ ジネ ス 特性 に熟 達)

ビ ジネ スそ の他 の組織 の機 能構

造:ミ ッシ ョン 、 目標 、戦 略 、

(法律に精通)

関連する国内、国際法

例:デ ー タ保護法、EU調 達指

法 、 ツール 、技 法 の選択 と適用 成功決定要因 令

例:文 脈 に即 した調 査 、 フォー

カ ス グル ー プ、 体系 的 なイ ンタ

ビ ュー 、 ア ン ケ ー ト、 観 察 、 統

計分析



ー

⑩
〈
ー

訓練要件 プ ロ ジェ ク ト管 理 システム開発環境 情報 システムの戦略立案 フ ァシ リテー シ ョン 品質管理 ビジネスモデ リングと分析手法

ISプ ロジ ェク ト管理 のた め の計

画 立案 、 リス ク管理 、 プ ロ ジ ェ

ク ト変更 管 理 、構 成 管 理 、財 務

管理 、 ス タ ッフ選 定 な どの スキ

ノレ

次の内容を含む システ ム開発入

門;開 発のライ フサイ クル と方
法論、組織 のイ ンタフェース、
プロジェク トとプ ログラム管

理 、 リスク管理、変更管理

明確 に定義 されたオプシ ョンと
アクションプランを生成す る体

系的な方法で組織 の長期的 ビジ
ネス情報要件 を定義するプロセ
スの心理学 と実用性

一 連 の計 画 され た 活動 を通 じ

て、 ミー テ ィン グま た は グルー

プセ ッシ ョン を運 営(ま た は

フ ァ シ リテ ー ト)し 、合 意 に 基

づ く成 果 物(た と えば 、 ビジネ

ス問題 、要 求 事項 、 技術 オ ブ

品質 システム、マニュアル、手

続 きおよび計画の原則と適正実

務慣行。品質保証と審査。外部
品質基準。総合品質管理

(TQM)と 欧州品質管理卓越

性モデルファウンデーシ ョン

ビジネス領域での機能構造 と情

報 フローの分析、分類、文書化
の手法

シ ョンめ リス ト)の 作成 を導 く (TotalQualityManagementand

方法お よび技法 EuropeanFoundationfbrQuality

ManagementExcellenceModel)

ビジネスプ ロセ ス改善の

先進手法
ビジネスプロセスの分析、モデ

リング、簡素化に関連す る、高

度に複雑なツール と手法

専門能力育成活動
一
広範なIS問題 についての 管理能力の育成 職場外活動 職務 ローテーシ ョン と特別任務 職場外学習 コ ミュニ テ ィ活 動

知識 の習得

自習、セ ミナー出席、特別学

習、一時的任務などを通 じて、
広範なIS問題にっいて知識 の鮮

度を高め、維持する。

ビジネスと財務 管理、変更管

理、戦略 立案を含 めて、組織の

全部または一部を管理するため

に要求 され るスキル と手法にっ
いて訓練 を受 け、実践 し、理解

を深 める。 これには、職場内お

作業環境外部で、専門スキル を

育成するのに、あるいは自分の

業務上の役割を新 しい視点であ
るいは深 く理解す るのに役立つ

活動 を実施する。

IS内外で、一時的に他 の役割
一 とくに、自己の職務につい

て新 しい視点を提供す る役割 、

あるいは環境や文化の異なる役

割 一 を引き受ける。

た とえば 、外 国 語 コー ス な ど、

間 接 的で は あ るが 、直 接 には 自

己の役 割 に 関係 しな いテー マ

で 、 自習 し、 あ るい は夜 間 ク ラ

スや バ ケー シ ョンス クール に参

加 す る。

地域社会や市民行事に参加す

る。

よび外訓練が要求 され、場合 に

よって は 、MBAな ど該 当す る

能力育成プログラムへ の参加 が

含 まれ る。

代行 プロジェク ト任務 相談役 国際経験 専門家団体の活動への参加 パ ブ リケー シ ョン

監督者または管理者が休暇その

他の理由で不在時に一時的に代
行する。

特定の問題に対処す るために設

置 され たプ ロジェク トチーム、
作業グループ、タスクフォース
に参加す る。特 に、グループが

仕事やキャリアの問題につ い
て、直接の監督下にない人間の

相談を受 け、相談、指導役 を務

める。

雇用主組織のために海外で専門

職務 を実施する。

支部、専門家グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動 に

積極的に参加する。

専門誌、技術誌へ寄稿す る。

学際的であれば評価が高い。 グ
ループが領域横断的であればな

お さら有益である。

教育指導 規格/標 準 と法律 雇用主組織について

戦略的知識の習得

自己の専 門領 域 で 、公 式 、非公

式 に、教 師 、講 師 、チ ュー

ター 、 コー チ と して教 育指 導 に

務 める。

関連規格/標 準または法律 の策

定、維持または監視 に責任 を負
う作業 グループ、委員会などに

参加す る。

雇用主組織 の経営 をとりま くビ
ジネス(経 営)環 境、外部世界

との相対的な組織 の地位 、方

針、方向について総合的に理解

を深 める。

・

資格 MBCS－ 英 国 コ ン ピュー タ

学会会員
英 国 コン ピ ュー タ学会

(http:〃www.bcs.org.uk60㎞bcs.ht

m)

情 報 シ ステ ムエ ン ジニア リン グ

公 認機 関(lnlbmationSystem8

E・g桓・e血gCh頭 ・・cdB・dy)の

専門資格



(2)レ ベ ル6(STPL6)一
職務の概要 組織の ビジネス ゴールをサポー トするIS戦略を立案 し、その戦略 を実施す る計画を立案す る。

レベル の定義
レベル6

(自主性、責任および権 限)

管理者、IS専門家または コンサ
ル タン トとして、定義 された活

動領域 に全面的な責任を負 う。

(影響力)

雇用主組織のIS業務の領域 に中

長期にわた り相 当の影響力 をも
つ。 自己の専門領域に関す る方

針の策定に影響を与 える。

(業務の複雑 さ)

予測不可能な業務、ルーチン外
の業務を含めて、幅広い技術お

よび/も しくは管理原則の創造
的適用を要求される、や りがい
のある広範多様な業務 を実施す

(必須スキル)

多様な技術領域 と状況で リーダ
シップを発揮す る。

主要 レポー トの作成、適切な
ツール と手法を使ったプレゼン

テー ションの準備、組織、実

(文 脈 の なか で のls)

自分 の 専門 能 力お よび/も しく

はプ ロジ ェ ク トで の責任 と雇 用

主 組 織全 体 との関 係 を深 く理 解

して い る こ とを証 明 す る。

運 用 製 品(operationalproduct)

(学習 と能力育成)
自ら率先 し、時間を作って、一

般技術能力 と専門能力を常に最

新に維持 し、業界の動向に遅れ
ないようにする。

る 。 施 、 ミーテ ィン グや デ ィ スカ ッ に触れることになるすべての人
ションでの指導的役割 など、公 間 の ニ ー ズ を考慮 して 、 自分 の
式、 非公 式 を問 わず 、部 下 、 同 専門領域 の範囲内で技術 ソ
僚、 取 引先 、顧 客 との 間で 、 口 リュー シ ョンを提 案 す る こ とが

頭 または文書による効果的な コ で き る。
ミュニ ケー シ ョン を証 明す る。

バ ックグラウン ド要件 学歴その他 過去の経験 事前の知識とスキル

教育バックグラウン ド

おそらくは学位 レベルの教育を

受けている。あるいは専門資格

次のいずれか

IS戦略 と計画 の役割 一レベル

健全で広範な ビジネス知識があ

り、ISが他 のビジネス機能に及

を取得 して い る。 5、 も し くは他 の 関連ISM職 務 ぼす影響 を理解 している。 ビジ

のレベル5で熟練 に到達 してい ネスとデー タ分析について実務

ー
⑩

る。 ま た は

他 のISM職 務 に経 験 が あ り(通

常 は レベル6で7年 間)、IS情 報

を理 解 してい る。

プ ロジェ ク ト管理 に つい て 基本

的 に理 解 して い る。

切 および戦略 立案に訓練 を積 んで
1 い る 。

一

タ ス ク、
必須 タスク

1.製品の機能、お よび製品の運

用をとりまく技術的枠組みにつ
いて十分な知識 を維持する。

'

2.戦 略 立案 の時 間枠 に沿 っ て、

重要 な ビジネ ス ドライ バ を識 別

し、一現 行 お よび 計 画す るIS/ITに

よ り十 分 に サ ポー トされ な い ビ

ジネ スニ ー ズ領 域 を識 別 す る。

3.各種IT製 品と機 能、および雇

用主組織の目標、文化、タスク

を認識 した うえで、要求 される

計画立案の時間枠 に沿って ビジ
ネスニーズを充足する適切なア
プ リケー ションと製品を識別す

4.予 算 、 技術 、 人事 上 の制 約 を

識別 し、 コ ス トと予 想利 益 を明

確 に列 挙 した うえで 、 承認 され

た新 しい ア プ リケー シ ョン とイ

ンフ ラサ ポー トの 実施 の た めの

計 画 を作 成す る。
-

る 。
'

任意タスク

5.ビ ジネ スニ ー ズに照 ら して既 6,提 案 す るIS戦 略 をサ ポー トす 7.ISサ ー ビス を効果 的 、効 率 的

`

存のIS戦略を監視 し、新 しい技

術の活用を通 じたビジネ スプロ
セスの改善機会 と、予測 される
ビジネ ス利益の実現を阻害する

予測外の リスクを識別す る。

るために要求 され るアー キテク

チャを定義す る。

に提供す るための主要オプショ
ンについて調査に積極的に参加

し、ア ウトソー シング、新規採

用 と定着の新 しいアプ ローチ、

グローバルサプライ契約などの
ソリュー ションを提案する。
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知識 とスキル(続き)
技術知識 とスキル

(イ ンフ ラアー キ テ クチ ャ に熟

達)

ハ ー ドウェア/ソ フ トウェア 構

成 お よび/も しくはネ ッ トワー

クの基 礎 とな る枠組 み と原 則

例:Wind。wsNr、UNIx、

Oracle'

(国内/国 際 規 格 に熟 達)

Is実 務 に 関 連す る規格

例:PRINCE、SSADM、

ISO9000

(メ トリクスに精通)

IS活動の見積もりに際 して、過

去の測定値お よび生成測定値の

収集 、分析、適用

例:機 能ポイ ン ト分析、コー ド
行

その他 の知識 とスキル

(カスタマバ リューチェーンの
コンセプ トに熟達)

注文または要求の受領か ら、製

品またはサー ビスの納入まで、
プロセスを構成す る活動 のシー

ケンス全体

(ビジネス特性 に熟達)
ビジネスその他 の組織 の機能構

造;ミ ッション、目標 、戦略、

成功決 定要因

(法律に熟達)

関連する国内、国際法

例:デ ー タ保護法、EU調 達指

令

(プレゼンテーシ ョン手法に精

通)
効果的なプレゼンテー ションを

実施す るための方 法と技法

(ビジネス提案に精通)
口頭お よび書面の両方で、 ビジ

ネスケースを作成 し提示す るた

めの方法 と技法

訓練要件 将来の使用のための
ハー ドウエアおよび

ソフ トウェア製品

システ ム開発環境 情報 システ ムの戦略立案 財務計画と予算編成 ビジネ スプ ロセス改善の

先進手法

プ ログラム管理

組織 に とっ て使 用す る可能 性 の

あ る ソフ トウェア 、ハ ー ドウェ

ア製 品 また は ソ リュー シ ョン

次の内容を含むシステム開発入
門:開 発のライフサイ クル と方

法論、組織のインタフェース、
プロジェク トとプログラム管

理、 リスク管理、変更管理

明確 に定義 されたオプシ ョンと

アクションプランを生成する体

系的な方法で組織 の長期的 ビジ

ネス情報要件を定義するプ ロセ
スの心理学と実用性

経常活動 とプロジェク ト活動の

両方にっいて、財務管理の哲
学、規則、手続 き、ツール

ビジネスプ ロセスの分析、モデ

リング、簡素化に関連する、高

度に複雑なツール と手法

プ ロジェク トのプログラムの選

択、計画、管理に際 して順守す
べき原則 と実務慣行、およびプ

ログラム管理に関連す る役割 と

責任

専門能力育成活動 広範なIS問題についての

知識の習得

規格/標 準 と法律についての
知識の習得

管理能力の育成 職場外活動 職務 ローテー ションと特別任務 職場外学習

自習、セ ミナー出席、特別学

習、一時的任務 などを通 じて、
広範なIS問題につ いて知識の鮮

度を高め、維持す る。

関連す る国内、国際規格/標 準
お よび法律について知識 を習得

し、維持する。

ビジネスと財務管理、変更管

理、戦略立案 を含 めて、組織の

全部または一部 を管理す るため

に要求 され るスキル と手法につ
いて訓練 を受け、実践 し、理解

を深める。 これには、職場 内お

よび外訓練が要求 され、場合に
よっては、MBAな ど該当す る

能力育成 プログラムへの参加が

含 まれる。

作業環境外部で、専門スキル を

育成す るのに、あるいは自分の

業務上の役割を新 しい視点であ
るいは深 く理解す るのに役立っ

活動 を実施する。

IS内外で、一時的に他の役割 一

とくに、自己の職務について新

しい視点を提供す る役割、ある
いは環境や文化の異なる役割 一

を引き受ける。

た とえ ば、外 国語 コー スな ど、

合 目的的 で はあ るが 、直 接 には

自己の役 割 に関係 しな いテ ーマ

で 、 自習 し、あ る いは夜 間 クラ

スや バ ケー シ ョン ス クー ル に参

加す る。

コ ミュニテ ィ活 動 プ ロジェク ト任務 相談役 国際経験 専門家団体の活動への参加 パ ブ リケー シ ョン

地域社会や市民行事に参加す

る。

特定の問題 に対処す るために設

置されたプロジェク トチー ム、
作業 グループ、タスクフォー ス

に参加する。 グループが領域横

断的で あれ ばなお さら有益であ

る。

仕事やキャリアの問題 にっい
て、直接の監督 下にない人間の

相談を受け、相談、指導役を務

める。

雇用主組織 のために海外で専門

職務 を実施す る。

支部 、専門家 グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極 的に参加す る。

専門誌、技術誌へ寄稿す る。

` 1



専門能力育成活動(続 き) 教育指導 規格/標 準と法律 雇用主組織 について
戦略的知識 の習得

自己の専 門領 域 で 、公式 、 非公

式 に、教 師 、講師 、チ ュー

ター 、 コー チ と して 教育 指 導 に

務 める。

関連規格/標 準または法律の策

定、維持または監視に責任 を負

う作業グループ、委員会な どに
参加す る。

雇用主組織の経営をとりまくビ
ジネス(経 営)環 境 、外部世界

との相対的な組織の地位 、方

針、方向について総合的に理解
を深 め る。 求

資格 MBCS－ 英国 コン ピ ュー タ

学会会員

英 国 コン ピュー タ学 会

(http://www.bcs.org.uk40inbcs・ht

m)

情報システムエンジニア リング

公 認機 関(hdbmationSystems

EnginccdngCharteredBody)の
、

専門資格.

ー

Φ
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(3)レ ベ ル7(STPL7)

職霧の概要

、

組織のビジネスゴールをサポー トするIS戦略 を立案 し、その戦略を実施す る計画 を立案する。レベル7

レベルの定義

(自主性、責任お よび権限)
職務管理者、IS専門家または上

級 コンサルタン トとして、全面
的な専門責任 を負 う。すべての

意思決定に全面的な説明責任を

(影響力)
雇用主組織の収益性または運用

効率に相 当の影響力 をもっ。方
針の策定に相当の影響を与 え

る。

(業務の複雑 さ)

戦略的意思決定お よび/も しく
は資源の大規模展開を含めて、

主にルーチ ン外の業務 を実施す
る。

(必須 ス キル)
コ ミュニ ケー シ ョン、 部 下 の指

導 と動機 づ け、財 務 計 画 と統

制 、品 質 管理 、 リス ク分析 、

ター ゲ ッ トの達 成 な ど、 管理 お

よび リー ダ シ ソプ の重 要 領域 で

(文脈 のなかでのls)

ISおよび自分の組織 と他組織の

両方 でのIS活用について幅広い

知識 を証明す る。

(学習 と能力育成)

自ら率先 し、自身 と部下のスキ
ル を常に最新に維持 し、IS業界

の動向に遅れない ようにす る。

負 う。 能力を発揮す る。

バ ックグラウン ド要件 学歴その他

教育バ ックグラウン ド

過去の経験 事前の知識 とスキル

おそらくは学位 レベルの教育 を

受けている。あるいは専門資格
を取得 している。

IS戦略 と計画の役割一レベル6

で熟練に到達 している。

健全で広範 なビジネ ス知識があ

り、ISが他の ビジネス機能 に及

ぼす影響を理解 している。 ビジ

ネス とデータ分析 について実務一

'

、

を理解 して い る。

プ ロジェク ト管理について基本

的に理解 している。
,

タ ス ク
必須 タスク

任意 タスク

1.組織内の上級管理者 と協力 し

て、ビジネス目標 に向けてISが

果たし得 る貢献を明確にす る一

戦略を定義 し、要求事項 を特定
し、実現性調査を実施 し、組織
の情報ニーズの戦略モデル を作

2.ビ ジネスへの影響、 ビジネス
ニーズの充足 され る確率、予想

され るビジネス利益、不成功の

リス クと影響を識別 した うえ

で、提案す る新 しい システムの
ビジネスケースを作成する。

3,計 画す るIS実施 のプログラム

を監督 し、問題 を識別お よび解
消す るために必要な措置 を講 じ

る。

4.戦略 を実施する うえで構築 さ

れた情報システムにっいて構築

後 レビューを実施 し、期待 した
ビジネ ス利益が どこまで実現 さ

れたか評価す る。

5,ISサ ー ビス を効果 的 、効 率 的

に提 供 す るた めの主 要 オ プ シ ョ

ンにつ い て調 査 を指 揮 し、ア ウ

トソー シ ング 、新規 採 用 と定 着

の新 しい ア プ ロー チ、 グ ロー バ

ル サ プ ライ 契約 な どの ソ リュー

シ ョン を提案 す る。

成す る。

知識 とスキル
行動 スキル

(概念的思考)

複雑な問題や状況において、基

本的な事柄 を、もっと単純にあ
るいは分か りやす く説明 され る

概念、モデルあるいは過去の経

(戦略的視点)

全体的な 目標 と戦略 に常に留意
し、細事に とらわれす ぎない。

(意思決定)

状況のニーズ、優先事項、制

約、必要な情報の利用可能性を
考慮に入れた うえで、適切なタ

イ ミングで決定 を下す。

(営業指向)
行動を起 こす とき、または決 定

を下す ときに、常に、営業の側
面に留意する。

(顧 客指 向)

内 部 、外 部顧 客の ニー ズ を理 解

し、 行動 を起 こす とき、 また は

決 定 を 下す とき に、 その ニー ズ

に配 慮す る。

(影響力 と説得力)

直接の命令 、指揮系統のないと
きに、他者に影響力を及ぼ し説

得 して、具体的な行動をとらせ
る。

験に適正に関連づ けることによ
り、理 解す る。

技術知識 とスキル

(ビジネス分析手法に熟達)
ビジネスとその運用をモデ リン

グし理解するのに役立つ各種手

法

(イ ンブ ラア ー キテ クチ ャ に熟

達)
ハー ドウェア/ソ フ トウェ ア構

成お よび/も しくはネ ッ トワー

(メ トリクスに熟達)
IS活動の見積 もりに際 して、過

去の測定値お よび生成測定値 の

収集、分析 、適用

チ

例:機 能 ビジネ スモデル、統計 クの基礎 となる枠組み と原則 例:機 能 ポイ ン ト分 析 、 コー ド

的 工程 管理 、 リレー シ ョナル 例:WindowsNT、UNIX、 行

デ ー タモデ リン グ、ユ ー ス ケー Oracle

ス
.
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知識とスキル(続 き) その他の知識 とスキル

(カスタマバリューチェー ンの
コンセプ トに熟達)

注文または要求の受領から、製
品またはサービスの納入 まで、

プロセスを構成する活動 のシー

ケンス全体

(ビジネス特性 に熟達)
口頭お よび書面で、 ビジネス

ケースを作成 し提示するための

方法 と技法

(プ ロジ ェ ク ト管 理 に精 通)

プ ロジ ェ ク トの立 ち上 げ か ら実

施 ま で 、効 果的 管理 のた め の原

則 、 方法 、 技法 、 ツー ル

例:PRINCE

(プレゼンテー ション手法に精

通)
プロジェク トの計画 と進捗監視

に関連す る手法

例:製 品/作 業分類構造、ク リ
ティカルパス分析、達成価値

、

訓練要件 将来の使用のための 財務計画 と予算編成
ハー ドウエア お よび

ソフ トウェア製 品

組織にとって使用す る可能性の 経常活動 とプ ロジェク ト活動の

あ る ソフ トウェア 、八 一 ドゥェ 両方にっいて、財務管理の哲

ア製 品 また は ソ リュー シ ョン 学 、 規則 、 手続 き、 ツー ル

専門能力育成活動 広範なIS問題についての

知識の習得

規格/標 準 と法律 についての
知識の習得

管理全般 職場外活動 職場外学習 コ ミュニテ ィ活 動

自習、セ ミナー出席、特別学

習、一時的任務な どを通 じて、
広範なIS問題にっいて知識 の鮮

度を高め、維持する。

関連する国内、国際規格/標 準
お よび法律について知識 を習得

し、維持す る。

部門 の また はIS全 体 の職 務 に責

任 を引 き受 け る こ とがで き る よ

うに、効 果 的 な コ ミュニ ケー

シ ョン 、 リー ダ シ ップの ス タイ

ル とス キル 、 チー ム編 成 とチー

ム の役割 、動機 づ け と権 限委

作業環境外部で、専門スキル を

育成するのに、あるいは自分の

業務上の役割を新 しい視点であ
るいは深 く理解す るのに役立つ

活動 を実施する。

た と えば 、外 国語 コー スな ど、

合 目的 的で は あ るが 、直 接 に は

自 己の役 割 に 関係 しな いテ ーマ

で、 自習 し、 あ るい は夜 間 ク ラ

スや バ ケー シ ョン ス クー ル に参

加 す る。

地域社会や市民行事に参加す
る。

任、計画立案 と資源スケジュー
リング、影響力の行使、説得お

よび交渉など、管理スキル全般
にっいて継続的な訓練 を実施す

る 。

プ ロジ ェク ト任 務 相談役 国際経験 専門家団体 の活動への参加 パ ブ リケー シ ョン 教育指導

特定の問題に対処す るために設
置 されたプロジェク トチー ム、

作業グループ、タスクフォース
に参加する。グループが領域横

仕事やキャ リアの問題につい

て、直接の監督下にない人間の

相談 を受け、相談、指導役 を務
める。

雇用主組織のために海外で専門

職務 を実施する。

支部、専門家グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極的に参加す る。

専門誌、技術誌へ寄稿す る。 自己の 専門 領域 で 、公 式 、非公

式 に、 教師 、講 師 、チ ュー

ター、 コー チ と して教 育指 導 に

務 め る。

断的であればなお さら有益であ

る。

規格/標 準と法律 雇用主組織 について

戦略的知識の習得

関連規格/標 準または法律 の策 雇用主組織 の経営をとりまくビ

定、維持または監視に責任 を負 ジネ ス(経 営)環 境 、外部世界

う作業 グループ、委員会などに との相対的な組織の地位、方

参加す る。 針、方向にっいて総合的に理解

を深 め る。

資格 MBCS－ 英 国 コン ピュー タ

学会会員
英 国 コ ン ピュー タ学会

(http:〃www.bcs.org.uk40inbcs・ht

m)

情 報 シス テ ムエ ン ジニア リン グ

公 認 機 関(lnlbrmationSystems

Engineer{ngCharteredBody)の

専門資格
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2.2ネ ットワー ク計 画

(1)'レ ベ ル5(NTPL5)

職霧の概要 ㌣難 ‡二場醗 ‡儲 享;灘慧灘:篤 ζ二三議 妻よ㌶;講 籠 雰;㌫=麟 篭 罐 ξ㌫
る。

レベルの定義
レベル5

(自主性、責任および権限)

合意 された目標に向か って努力
す る。管理者 として、または技

術専門家 として、実施 した作業
の質に全面的な責任を負 う。

(影響力)

管理者またはア ドバイザ とし
て、1つの広い分野にわたっ

て、あ らゆる技術的アプローチ
の選択 と実行に関 し、経験 を活

用 して十分な情報 に基づ く意思
決定を行 う。

(業務 の複雑 さ)

予測不可能なことの多い さまざ
まな文脈において、かなり広い

範囲にわた る基本原則 の適用の

要求 される業務 を実施する。

(必須 ス キル)

経 常的 なベ ー ス で リー ダ シ ップ

ス キル を証 明 す る。

レベル を 問 わず 、公 式 、 非公 式

を問わ ず 、部 下 、 同僚 、 ク ライ

ア ン ト、顧 客 との 間の 、 口頭 ま

た は文 書 に よ る効果 的 な コ ミュ

ニ ケー シ ョン を証 明す る。

(文脈のなかでのls)

自分 の専門能力または責任領域
と雇用主組織全体 との関係 を明

確に理解 している ことを証明
し、提案を行 うときお よび/も

しくは作業を実施す るときに顧

客の要求を考慮に入れ る。

(学習 と能力育成)

自ら率先 して、技術スキル と専

門能力を常に最新に維持 し、業

界の動向に遅れないようにす
る。

バ ックグラ ウン ド要件 学歴その他

教育バ ックグラ ウン ド

過去の経験 事前の知識 とスキル

おそ らくは学位 レベルの教育を

受けている。 あるいは専門資格
を取得 している。

次 のいずれか

方針 と計画の立案 のレベル4で

熟練に到達 している。または
いずれかのサー ビスデ リバ リ職

務に経験がある(通 常は レベル
5で6年 間)。

ISと 統 計 手法 につ いて 十分 な総

合 的知 識 が あ る。

通信 ソフ トウ ェア 、ハ ー ドウェ

ア 、 メデ ィア、 サー ビス、機 能

に っ いて詳 細 な知 識 を備 えて い

る。

タ スク
必須 タスク

任意 タスク

1,公 衆 料 率 と新 しい 動 向に 照 ら

して 、ネ ソ トワー ク コス トを レ

ビュー し、該 当す る場合 、 ネ ッ

トワー ク設計 の 変更 提案 を提 起

す る。 機 器 、 ソフ トウェア 、伝

送サ ー ビス その他 通 信ネ ッ ト

ワー ク用 サ ー ビス のサ プ ライ ヤ

か ら提案 を取 りつ け、評 価 す

る。

2.ネ ッ トワー ク統 計 を レビ ュー

し、 トラ フ ィ ックフ ロー とサ ー

ビス レベ ル の トレン ドを識 別す

る。必 要 に応 じて、 キ ャパ シ

テ ィ変更 と緊急 時 対 策 を提 案 す

る。

3,通 信要件(と くにネ ッ トワー

ク応答時間、量的情報、セキュ

リテ ィ要件)が 全体の仕様 に確

実に反映 されるように、情報 シ
ステムの計画段階で経営管理者

に助言 とガイダンスを提供す

る。

4.重 要プ ロジェク トまたは主要

アプリケーション領域の通信戦

略と標準について技術的責任を
引き受ける。

5,ネ ッ トワー ク トポ ロジ構成 の

デー タベ ー ス、 レコー ドお よび

表 現 を レ ビュー し、有 効性 を評

価 し、最適 構 成 につ い て助 言す

る。

6.調 査 、分析 、仕 様 、設 計 、構

築 、試験 、 維持 、 ア ップ グ レー

ド、移行 を含 めて 、複雑 な 通信

システ ム の ソフ トウェア/ハ ー

ドウェア開 発 の ライ フサイ クル

の 全段 階 にわた っ て全 面的 に 責

任 を引 き受 け る。

知識 とスキル
行動 スキル

(概念的思考)

複雑な問題や状況において、基
本的な事柄 を、もっと単純にあ

るいは分かりやす く説明 され る

概念、モデルあるいは過去の経
験に適正に関連づ けることによ

り、理解す る。

(数量的思考)

問題や状況に関連す るメ トリク
ス、その意味 と関連性について

理解 し、 ソリューシ ョンを識別

するため必要 に応 じて メ トリク
スを取 り扱 うことができる。

(顧客指向)

内部、外部顧客のニーズを理解

し、行動を起 こす とき、または

決定を下す ときに、そのニーズ
に配慮す る。

技術知識とスキル

(ネ ッ トワー キ ン グ と通 信 に熟

達)

2台 以上 の コ ン ピュー タ(そ の

他 の 「イ ンテ リジ ェン ト」 デバ

イ ス)の 間 のイ ン タ ラク シ ョン

の計 画 と管理 の 概念 と論 理

例=NctWare、WindowsNT

(通信 プ ロ トコル に 熟 達)

通 信 ネ ッ トワー クの コンポ ー ネ

ン ト間 のイ ンタ ラ ク シ ョンに 関

す るル ール

例:TCP/IP、Ne田EUI、ISDN

(オ ペ レー テ ィン グイ ンフ ラに

熟達)

自組 織 内 で使 用 され るISイ ン フ

ラ(ハ ー ドウェ ア、 デー タベ ー

ス 、オ ペ レー テ ィ ング シス テ

ム 、LANな ど)に つ いて の知 識

(構成 管理 に精 通)
ハー ドウェア デバ イ ス 、 コ ン

ピュー タプ ロ グラ ム、 ドキ ュメ

ンテ ー シ ョン、 通信 サ ー ビ ス、
コン ピ ュー タセ ン タ機 能 を含 め

て 、 「構 成 ア イ テ ム」 の変 更 管

理 をIT管 理者 に許 容す る こ とに

よ り、ITア セ ッ トの厳 密 な 管理

を提 供 す るデ ィシ プ リン

(情報モデ リングツールに精

通)
組織内の構造、関係、情報の活

用についての理解内容を文書化
す るのに使用できる手法 とツー

ル(手 動 または自動)

例1情 報使用モデル、エ ンティ

ティモデル 、クラスダイア グラ
ム、 リレーショナルデータモデ
ル 、デー タフローモデル

(メ トリクスに精 通)

IS活 動 の見 積 も りに際 して、過

去 の測 定値 お よび生 成 測定 値 の

収集 、 分析 、適 用

例:機 能 ポ イ ン ト分 析 、 コー ド

行
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知識とスキル(続 き) 技術知識とスキル その他 の知識 とスキル

(社内、業界、専門家基準 に精

通)

IS実務者 の現在の役割に関連す

る標準/基 準

例:部 門のプログラミング標

準、ヘルプデスク手続き、社内

(ビジネス継続性計画に精通)

IS/ITサービスの深刻な中断に関

係す るリスク管理 、ビジネス影

響分析、対策、緊急時措置の方

法と技法

(ビジネ ス提案に熟達)
口頭および書面の両方で、 ビジ

ネスケースを作成 し提示するた

めの方法と技法

L

(プロジェク ト計画および管理

手法に熟達)
プロジェク トの計画 と進捗監視

に関連す る手法

例:製 品/作 業分類構造、ク リ

ティカルパス分析、達成価値

品質 シ ステ ム、ITイ ン フ ラライ

ブ ラ リ 、T三cklT

訓練要件 プ ロジ ェ ク トリー ダ シ ソプ 将来の使用のための
ハー ドウエアお よび

顧客関係 プロジェク ト計画 と管理 監督 先進通信技術

ソフ トウ ェア製 品

要求の厳 しいプ ロジェク ト管理

任務の準備 として、プ ロジェク
ト管理の方法とリー ダシ ップス

キル

組 織 に とって 使 用す る可能 性 の

あ る ソフ トウェ ア、 ハ ー ドウェ

ア製 品 ま たは ソ リュー シ ョン

顧客満足の達成 と維持のため、
上級管理者 レベルのクライア ン

ト/ユ ーザ との関係 に指導的役

割 を果たす準備 として、交渉、

プロジェク ト計画 と管理の方法

と技法

効果的な第一線監督管理者に
とっての原則 と実務慣行

通信 の 実務 、プ ロセ ス、方 法 に

つ いて の深 い知 識

一

プ レゼ ンテ ー シ ョン 、 ミーア イ

ングスキル

専門能力育成活動 広範なIS問題についての 管理能力の育成 職場外活動 職務 ローテーションと特別任務 職場外学習 コ ミュニ テ ィ活動

知識の習得

自習 、セ ミナー 出 席 、特別 学

習 、一 時 的任務 な どを通 じて、

広 範 なIS問 題 につ い て知 識 の鮮

度 を高 め 、維持 す る。

ビジネス と財務管理、変更管

理、戦略立案 を含めて、組織の
全部または一部 を管理するた め

に要求 されるスキル と手法につ
いて訓練を受 け、実践 し、理解

を深 める。 これには、職場内お

作業環境外部で、専門スキル を

育成す るのに、あるいは自分の

業務上の役割を新 しい視点であ
るいは深 く理解す るのに役立っ
活動を実施する。

IS内外で、一時的に他の役割 一

とくに、 自己の職務にっいて新

しい視点を提供す る役割、ある
いは環境や文化の異な る役割 一

を引き受ける。

た とえば 、外 国語 コー ス な ど、

合 目的 的 で は ある が、 直接 に は

自己 の役割 に関係 しないテ ー マ

で 、 自習 し、 あ るい は夜間 クラ
ス やバ ケ ー シ ョン ス クール に 参

加す る。

地域社会や市民行事に参加す
る。

よぴ外訓練が要求 され 、場合 に

よって は 、MBAな ど該 当す る

能力育成プログラムへ の参加が
含 まれ る。

代行 プ ロ ジェ ク ト任務 相談役 国際経験 専門家団体の活動への参加 パ ブ リケー シ ョン

監督者または管理者が休暇その

他の理由で不在時に一時的に代

行する。

特定の問題 に対処す るために設

置 されたプロジェク トチーム、

作業 グループ、タスクフォース

仕事やキ ャリアの問題につい
て、直接の監督下にない人間の

相談を受け、相談、指導役を務

雇用主組織 のために海外で専門
職務を実施す る。

支部、専門家グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極的に参加す る。

専門誌、技術誌へ寄稿す る。

に参加する。 グループが領域横 め る 。

断的で あればなお さら有益であ
る。

教育指導 規格/標 準と法律 雇用主組織について

戦略的知識の習得

自己の専 門領域 で、公 式 、 非公

式 に、教 師 、講 師 、 チ ュー

ター 、 コー チ と して 教育 指 導 に

務 める。

関連規格/標 準または法律の策
定、維持または監視に責任を負

う作業 グループ、委員会な どに
参加す る。

雇用主組織の経営をとりま くビ
ジネス(経 営)環 境 、外部世界

との相対的な組織の地位 、方

針、方向にっいて総合的に理解
を深 め る。

資格 MBCS－ 英 国 コン ピ ュー タ

学会 会 員

ネ ソ トワー ク サー ビス

管理 の 証 明

英国 コン ピュー タ学 会 情報システ ム検査委員会

(hUp:〃v….bcs.org・uk石oinbc8・ht (1㎡brmati・nSystems

m) Ex;minati。nB。ard)

情報システムエンジニア リング (http:〃www.bcs.or㊤uk/iseb/portf

公 認 機 関(lnfbmationSystems o.h㎞)

EngmeedngCharteredBody)の CCTAITI加{}astructureLibmryに

専門資格 基づ く証明 一

(http:/八….ccta.gov,uk/iti1/)
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(2)レ ベ ル6(NTPL6)

職務の概要 組 織 の ビジネ ス(経 営)戦 略 をサ ポ ー トとす るISお よびIT戦 略 の 基礎 と して、 デー タ、音 声 、

(サー ビス レベ ル ア グ リー メ ン ト)

る。

を作成す る繰 ・LAに対応す るネ ・ ト・一クサー ビスの提供を確保す るために必要なイ ンフラのあ らゆる側面 を調 課 する㈱ こ参加することも含醐

テキス ト、イメージを網羅す る全体的なネ ッ トワーク計画を作成 し維持する。 この職務には、SLA

レベルの定義
レ ベ ノレ6

(自主性、責任お よび権限)

管理者、IS専門家またはコンサ

ル タン トとして、定義された活

動領域に全面的な責任を負 う。

(影響力)
雇用主組織のIS業務の領域に中

長期にわた り相 当の影響力を も
つ。 自己の専門領域に関す る方

針の策定に影響 を与える。

(業務の複雑 さ)

予測不可能な業務、ルーチン外
の業務を含めて、幅広い技術お

よび/も しくは管理原則の創造

的適用を要求され る、や りがい

のある広範多様 な業務 を実施す

(必須スキル)

多様な技術領域 と状況で リーダ
シップを発揮する。

主要 レポー トの作成、適切な

ツール と手法 を使 ったプ レゼ ン

テー ションの準備、組織 、実

(文 脈 の なか で のls)

自分 の専 門能 力 お よび/も しく

は プ ロ ジェ ク トで の責任 と雇 用

主組 織 全 体 との 関係 を深 く理解

して い る こ とを証 明す る。

運 用製 品(opcrationalproduct)

(学習 と能力育成)
自ら率先 し、時間を作って、一

般技術能力 と専門能力を常に最
新に維持 し、業界の動向に遅れ

ないようにする。

る 。 施 、 ミー テ ィ ングや デ ィスカ ッ に触れ ることになるすべての人
ションでの指導的役割な ど、公 間 の ニー ズ を考 慮 して 、 自分 の
式 、非 公 式 を問 わず 、 部 下 、同 専門領域の範囲内で技術 ソ
僚 、 ク ライア ン ト、顧 客 との間 リュ ー シ ョン を提案 す る こ とが
で、口頭または文書に よる効果 で き る。

的 な コ ミュ ニ ケー シ ョンを証 明

す る。

バ ンクグラ ウン ド要件 学歴その他教育 過去の経験 事前の知識 とスキル

バ ックグ ラ ウン ド

おそらくは学位 レベルの教育を 次のいずれか ISと統計手法について十分 な総

受けている。あるいは専門資格 ネ ッ トワー ク計 画 の役 割 一レベ 合的知識がある。

を取得 してい る。 ル5で熟練に到達 してい る。ま 広 範 な通信 ソフ トウェア 、バー

たは ドウェア 、 メデ ィア、 サー ビ

ネ ッ トワー ク計 画 一 レベル6に

経験 が ある(通 常 は1年 間)。

ス、機能の理論 と実務両面に幅

広い知識を備 えている。

必須タスク
任意 タスク

タ ス ク

1.公 衆 料率 と新 しい動 向 に 照 ら

して 、ネ ッ トワー クコ ス トを レ

ビュー し、該 当す る場 合 、 ネ ッ

トワー ク設 計 の変 更提 案 を提 起

す る。 機器 、 ソフ トウェア 、伝

送 サー ビスそ の他 通信 ネ ッ ト

ワー ク用 サー ビス のサ プ ライ ヤ

2.ネ ッ トワー ク統 計 を レ ビュー

し、 トラフ ィ ックフ ロー とサー

ビス レベル の トレン ドを識別 す

る。 必 要 に応 じて 、 キ ャパ シ

テ ィ変更 と緊急 時 対策 を提案 す

る。

3.中小規模のプ ロジェク トの全

体または大規模プ ロジェク トの
一部を見積も り、計画す る。 自

身の作業 を効果的に組織 し、技

術面の リーダシップは他の人間
に委ねる。

4.関連す る国内、国際規格/標

準、規則、規約 、料率に基づい

て、権威ある助言 とガイダンス
を提供す る。

5.自 恕織内で通信の効果的な活

用 のための方針 を提案 し、複雑

な、標準外の状況で画期的通信
ソリュー ションを設計する。

6.調 査 、 分析 、仕 様 、設 計 、構

築、試 験 、維 持 、ア ップ グ レー

ド、移 行 を含 め て、複 雑 な通 信

シ ステ ムの ソ フ トウェア/ハ ー

ドウェ ア開発 の ライ フサ イ クル

の全段 階 にわ た って 全面 的 に責

任 を引 き受 け る。

か ら提 案 を取 りつ け、評 価 す

る。

知識 とスキル
行動 スキル

(概念的思考)

複雑な問題や状況において、基

本的な事柄 を、もっと単純にあ

るいは分か りやす く説明 される

(顧客指向)
内部、外部顧客のニーズを理解

し、行動 を起 こす とき、または

決定を下す ときに、そのニーズ

(影響力と説得力)

直接の命令、指揮系統のないと

きに、他者に影響力を及ぼ し説

得 して、具体的な行動 をとらせ

概念、モデルあるいは過去の経 に配慮す る。 る 。

験に適正に関連づ けることによ

り、理 解 す る。 、
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知識とスキル(続き) 技術知識 とスキル

(構成 管理 に 熟 達)
ハ ー ドウェア デバ イ ス 、 コン

ピ ュー タプ ログ ラム 、 ドキ ュ メ

ンテー シ ョン、通 信 サー ビス、

(情報モデ リングツールに熟

達)

組織 内の構造、関係 、情報の活
用についての理解内容 を文書化

(メ トリクスに熟達)
IS活動 の見積 も りに際 して、過

去の測定値お よび生成 測定値 の

収集 、分析、適用

(ネ ッ トワー キン グ と通信 に熟

達)

2台 以 上 の コ ン ピュー タ(そ の

他 の 「イ ンテ リジ ェ ン ト」 デ バ

(社内、業界 、専門家基準に熟

達)

IS実務者の現在 の役割 に関連す

る標準/基 準

(通信 プ ロ トコル に熟 達)

通 信 ネ ッ トワー クの コ ンポー ネ
ン ト間の イ ンタ ラク シ ョン に関

す るル ール
- コン ピ ュー タセ ン タ機 能 を含 め するのに使 用で きる手法 とツー 例:機 能 ポイ ン ト分析 、 二・一 ド イ ス)の 間 のイ ン タ ラク シ ョン 例:部 門のプログラ ミング標 例=TCP/IP、NetBEUI、ISDN

て 、 「構成 ア イテ ム」 の変更 管 ル(手 動または 自動) 行 の計画 と管理の概念 と論理 準 、ヘ ル プデ スク手 続 き 、社 内

理をIT管理者に許容することに 例:情 報使 用モ デル 、エ ンテ ィ 例:NetWare、WindowsNT 品 質 シス テ ム、ITイ ン フ ラライ

よ り、ITア セ ッ トの厳 密 な管理

を提 供 す るデ ィシプ リン

テ ィモ デル 、 クラ ス ダイ ア グ ラ

ム 、 リレー シ ョナル デー タモデ

ル 、デ ー タフ ロー モ デル

ブ ラ リ、TicklT

技術知識 とスキル その他の知識 とスキル

(オペ レー テ ィングイ ンフ ラに

熟 達)

自組 織 内 で使 用 され るISイ ン フ

ラ(ハ ー ドウェア 、デ ー タベ ー

ス、オ ペ レー テ ィン グ システ

ム、LANな ど)に つ いて の知 識

(ビジネス継続性計画に熟達)・
IS/ITサー ビスの深刻 な中断に関

係す るリスク管理 、ビジネス影

響分析、対策、緊急時措置の方
法 と技法

(国 内/国 際 規格 に精 通)

IS実 務 に 関連 す る規 格

例:PRINCE、SSADM、

ISO9000

(ビジネス提案に熟達)
口頭お よび書面の両方で、ビジ

ネスケースを作成 し提示す るた

めの方法 と技法

(ビジネスプロセス改善手法に

精通)
すでにモデ リングされ理解 され

ているビジネスプロセスの簡素

化 のための手法

例:エ ラープルーフ、付加価値
評価、プ ロセ スサイ クル タイム

(プ ロ ジェ ク ト管理 に精 通)

プ ロジ ェク トの立 ち上 げ か ら実

施 まで 、効 果 的管理 のた めの原

則 、方 法 、技 法、 ツー ル

例:PRINCE

節減

訓練要件 将来の使用のための 顧客関係 プ ロジ ェ ク ト管 理 システム開発環境 情報 システムの戦略立案

ハ ー ドウエ アお よび

ソフ トウェア 製 品

組織 に とって使 用す る可能 性 の

あ る ソフ トウェア 、ハ ー ドウェ

ア製 品 また は ソリュー シ ョン

顧客満足の達成 と維持のため、
上級管理者 レベル のクライアン
ト/ユ ーザとの関係 に指導的役

割 を果たす準備 として、交渉、

ISプ ロ ジェ ク ト管理 の た めの計

画 立案 、 リス ク管 理 、 プ ロジ ェ

ク ト変 更 管理 、構 成 管理 、財 務

管理 、 ス タ ッフ選 定 な どの ス キ

次 の 内容 を含 む シ ステ ム開 発 入

門:開 発 の ライ フサ イ クル と方

法論 、 組織 の イ ン タ フェー ス 、・

プ ロ ジェ ク トとプ ロ グラ ム管

明確に定義されたオプシ ョンと

アクションプ ランを生成する体

系的な方法で組織 の長期的 ビジ
ネス情報要件 を定義するプ ロセ

プ レゼ ンテ ー シ ョン 、 ミーテ ィ ル 理 、 リス ク管 理 、変 更 管理 スの心理学と実用性

ングスキル

専門能力育成活動 広範なIS問題 についての知識の 規格/標 準 と法律につ いての 管理能力の育成 職場外活動 職 務 ロー テ ー シ ョン と特別 任務 職場外学習

習得 知識 の習得

自習 、 セ ミナー 出席 、 特別 学

習 、一 時的任 務 な ど を通 じて 、

広範 なIS問 題 につ いて 知識 の 鮮

度 を高 め、維 持 す る。

関連する国内、国際規格/標 準
お よび法律について知識 を習得

し、維持す る。

ビジネスと財務管理、変更管

理、戦略立案を含めて、組織の
全部または一部 を管理するため

に要求 されるスキルと手法につ
いて訓練 を受け、実践 し、理解

作業環境外部で、専門スキルを
育成するのに、あるいは自分の

業務上の役割を新 しい視点であ
るいは深 く理解す るのに役立つ

活動 を実施する。

IS内外で、一時的に他の役割一

とくに、 自己の職務について新

しい視点を提供す る役割、ある
いは環境や文化の異なる役割 一

を引き受ける。

た と えば、外 国 語 コー ス な ど、

合 目的 的で は あ るが 、 直接 に は

自己の 役割 に関 係 しな いテ ー マ

で 、 自習 し、 あ るいは 夜間 クラ

スや バ ケー シ ョンス クール に参

を深 め る。 これ には 、職場 内 お 加す る。

よび外訓練が要求 され、場合に

よって は 、MBAな ど該 当す る

能力育成 プログラムへの参加が
含 ま れ る。

コ ミュニテ ィ活 動 プ ロジ ェ ク ト任 務 相談役 国際経験 専門家団体の活動への参加 パ ブ リケー シ ョン

地域社会や市民行事に参加す

る。

特定の問題に対処す るために設

置 されたプ ロジェク トチー ム、

仕事やキャリアの問題にっい
て、直接 の監督下にない人間の

雇用‡組織のために海外で専門

職務を実施す る。

支部、専門家グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

専門誌、技術誌へ寄稿す る。

作 業 グル ー プ 、 タ ス クフ ォー ス 相談 を受 け、相談、指導役 を務 積極的に参加す る。

に参加す る。 グループが領域横 め る。

断的であればなお さら有益であ
る 。

教育指導 規格/標 準と法律 雇用‡組織 について
ノ

戦略的知識の習得

自己の専門領域で、公式、非公 関連規格/標 準または法律の策 雇用主組織の経営をとりまくビ

式 に 、教 師 、講 師、 チ ュー

ター 、 コーチ と して 教育 指 導 に

務 め る。

定、維持または監視に責任 を負

う作業グループ、委員会な どに

参加す る。

ジネス(経 営)環 境、外部世界

との相対的な組織の地位 、方

針、方 向にっいて総合的に理解
を深 め る。

一
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資格 MBCS－ 英 国 コ ン ピュー タ

学 会会員

ネ ッ トワ ー クサ ー ビス

管理 の証 明

英 国 コン ピュー タ学 会 情報 システ ム検査委員会

(http=〃www.bcs.org.uk40inbcs.ht (】hfb㎝ationSystems

m) ExaminationBoard)

情報 システムエ ンジニア リング (http:〃www.bcs.org・uk/iscb/po㎡

公認機 関(bfbmationSyst㎝s o.htm)

E・gm・ ・d・gCh㎡ ・・edB・dy)の CCTAITInfras㎞ctureLibraryに
一

専門資格 基づ く証明一

(http=//…y.ccta。gov、uk/itil/)
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(3)レ ベ ル7(NTPL7)一
職務の概要 組織のビジネ ス(経 営)戦 略をサポー トとす るISお よびIT戦略の基礎 として、データ、音声、テキス ト、イメー ジを網羅する全体的なネ ッ トワーク計画 を作成 し維持す る。 この職務には、SLA

(サービス レベルア グリー メン ト)を 作成す る作業、SLAに 対応す るネ ッ トワークサー ビスの提供 を確保するために必要なインフラのあらゆる側面を計画立案す る作業に参加す ることも含まれ

る

レベルの定義
ーレベ ル7

(自主性、責任および権限)
職務管理者、IS専門家または上

級 コンサル タン トとして、全面

的な専門責任を負 う。すべての

意思決定に全面的な説明責任 を

負 う。

(影響力)
雇用主組織の収益性または運用

効率に相 当の影響力をもっ。方
針の策定に相 当の影響 を与え

る。

(業務 の複雑 さ)
戦略的意思決定および/も しく

は資源の大規模展開 を含 めて、

主にルーチン外の業務を実施す
る。

(必須 スキル)
コ ミュニ ケ ー シ ョン 、部 下 の指

導 と動 機 づ け 、財 務 計 画 と統

制 、 品質 管理 、 リス ク分析 、

ター ゲ ッ トの達 成 な ど、 管理 お

よび リー ダ シ ップ の重 要領 域 で

能 力 を発揮 す る。

(文脈 のなかでのls)

ISについて、お よび 自分の組織

と他組織の両方でのIS活用につ

いて幅広い知識 を証明する。

(学習と能力育成)
自ら率先 し、自身 と部下のスキ
ル を常に最新に維持 し、IS業界

の動向に遅れないようにする。

バ ックグラウン ド要件 学歴その他教育 過去の経験 事前の知識 とスキル

バ ック グラ ウン ド

おそらくは学位 レベル の教育 を ネ ッ トワー ク計 画 の役 割 一 レベ ISと統計手法について十分な総

受けている。あるいは専門資格 ル6で熟練に到達 してい る。 合的知識があ る。

を取得 してい る。 LANお よびWAN経 由による音

声 、テ キ ス ト、イ メー ジ伝送 用
の相互接続、相互運用の理論 と

実務両面の専門知識、お よび広
範 な通 信 ソフ トウェア 、ハ ー ド

ウ ェ ア 、 メ デ ィ ア 、 サ ー ビ ス 、

機能 についての幅広い知識を備
えて い る。 、

タ ス ク 必須 タスク 任意タスク

1.自 組 織 内の 戦略 ニー ズを予 測 2.通 信 規格/標 準 、 アー キ テ ク 3.ネ ッ トワー クパ フォー マ ン ス 4,品 質 、セ キ ュ リテ ィ、可 用 5.ISの全領域に関係す る方針を

し、戦略的、効果的な通信利用
のための方針を策定す る。

チャ、製品、サー ビスの準備 と

使用 のための研究開発お よび長

期計画を後援 レ、監視する。

をレビューす る。組織 におい
て、サー ビスレベルを継続的に

充足す るために要求 され る変更
を提起する。

性、整合性 、安全 に配慮 し、適

宜、専門技術、ツール、方法、

標準を適用 して、通信領域 の重
要な意思決定に最終的な責任 を

策定 し調達決定を下すに当たっ
て、上級管理者その他の上級専

門家と協力す る。

引 き受 け る。

知識 とスキル 行動スキル

(戦略的視点) (柔軟性) (影響力 と説得力)

全体的な 目標 と戦略 に常に留意 新 しい情報や事情の変化を考慮 直接 の命令、指揮系統のないと

し、細 事 に と らわ れす ぎない。 し、そ れ に従 って 、問 題 や状 況 きに、他者に影響力を及ぼ し説

の理解を改 める。 得 して、具体的な行動 をとらせ
る。

技術知識 とスキル

(情報モデ リングツールのエキ
スパー ト)

組織内の構造、関係 、情報の活

用についての理解内容 を文書化

するのに使用できる手法とツー
ル(手 動または自動)

例:情 報使用モデル、エンテ ィ

(ネ ッ トワー キ ング と通信 のエ

キ スパ ー ト)

2台 以 上 の コ ン ピュー タ(そ の

他 の 「イ ンテ リ ジェ ン ト」 デバ

イ ス)の 間 のイ ンタ ラ ク シ ョン

の計 画 と管理 の 概 念 と論理

例:NctWare、WindowsNr

(通信 プ ロ トコル の エ キ スパー

ト)

通信 ネ ッ トワー クの コンポ ーネ
ン ト間 の イ ン タラ クシ ョンに関

す るル ール

例=TCP/IP、NctBEUI、ISDN

(構成 管理 に熟 達)
ハ ー ドウェ アデ バイ ス、 コ ン

ピュー タ プ ロ グラ ム、 ドキ ュ メ

ンテー シ ョン、通 信 サ ー ビス、

コン ピ ュー タセ ン タ機 能 を含 め

て 、 「構成 ア イテ ム」 の変 更 管

理 をIT管 理者 に許容 す る こ とに

(国内/国 際 規格 に熟 達)

IS実 務 に関連 す る規格

例;PRINCE、SSADM、

ISO9000

(ビジネス継続性計画に熟達)
IS/ITサー ビスの深刻 な中断に関

係す るリスク管理、 ビジネス影

響分析、対策、緊急時措置の方
法 と技法

テ ィモ デル 、 ク ラス ダイ ア グ ラ よ り、ITア セ ッ トの厳 密 な 管理

ム 、 リレー シ ョナル デ 一 夕モ デ を提供するデ ィシプ リン

ル 、デ ー タフ ロー モデ ル
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知識とスキル(続 き)
その他の知識 とスキル

(ビジネス提案のエキスパー
ト)

口頭および書面で、ビジネス
ケースを作成 し提示するための

方法と技法
,

(ビジネスプ ロセス改善手法に
熟達)

すでにモデ リングされ理解 され
てい るビジネスプロセスの簡素

化のための手法

例:エ ラープルーフ、付加価値

(プ ロジ ェ ク ト管 理 に熟 達)

プ ロ ジェ ク トの立 ち 上 げか ら実

施 まで 、効 果 的管 理 のた め の原

則 、方 法 、技 法 、 ツール

例:PRINCE

評 価 、 プ ロセ ス サイ クル タイ ム

節減

訓練要件 システム開発環境 情報 システ ムの戦略立案

次の内容 を含む システム開発入

門:開 発 のライ フサイ クル と方

法論、組織のイ ンタフェース、
プロジェク トとプ ログラム管

明確に定義 されたオプ ションと
アクションプランを生成す る体

系的 な方法で組織の長期的 ビジ
ネス情報要件 を定義す るプ ロセ

理 、 リス ク管理 、 変更 管 理 スの心理学 と実用性

専門能力育成活動 広範なIS問題についての

知識の習得

規格/標 準 と法律にっいての
知識の習得

管理全般 職場外活動 職場外学習 コ ミュニテ ィ活 動

自習、セ ミナー出席、特別学
習、一時的任務などを通 じて、

広範なIS問題にっいて知識 の鮮

度を高め、維持す る。

関連す る国内、国際規格/標 準
お よび法律について知識 を習得
し、維持す る。

部門のまたはIS全体の職務に責

任 を引き受ける ことがで きるよ
うに、効果的なコミュニケー

ション、 リーダシップのスタイ
ル とスキル、チー ム編成 とチー

ムの役割、動機 づけと権限委

作業環境外部で、専門スキル を

育成す るのに、あるいは自分の

業務上の役割 を新 しい視点で あ
るいは深 く理解するのに役 立つ

活動 を実施す る。

た とえば 、外 国語 コー スな ど、

合 目的 的 で はあ る が、直 接 に は

自己 の役割 に関係 しな いテ ーマ

で 、 自習 し、 あ るいは 夜間 クラ

スやバ ケー シ ョンス クール に参

加 す る。

地域社会や市民行事に参加す
る。

任、計画立案 と資源スケジュー
リング、影響力の行使、説得お

よび交渉など、管理スキル全般
について継続的な訓練を実施す

る 。

プ ロジ ェ ク ト任 務 相談役 国際経験 専門家団体の活動への参加 パ ブ リケー シ ョン 教育指導

特定の問題に対処するた めに設

置されたプロジェク トチーム、

作業グループ、タスクフォース
に参加する。 グループが領域横

仕事やキャリアの問題 につい
て、直接の監督下にない人間の

相談を受 け、相談、指導役 を務

める。

雇用主組織のために海外で専門

職務を実施す る。

支部、専門家グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極的に参加する。

専門誌、技術誌へ寄稿す る。 自己の専 門領 域 で、 公式 、非公

式 に、教 師 、講 師、 チ ュー

ター 、 コー チ と して 教 育指 導 に

務 め る。

断的であればなおさら有益であ
,

る 。

規格/標 準と法律 雇用主組織について
戦略的知識の習得

関連規格/標 準または法律の策
定、維持または監視 に責任 を負

う作業グループ、委員会などに

参加する。

雇用主組織 の経営をとりまくビ

ジネ ス(経 営)環 境 、外部世界

との相対的な組織 の地位、方

針、方向について総合的に理解
を深 め る。

資格 MBCS－ 英 国 コン ピュー タ

学 会 会員

ネ ッ トワー クサ ー ビス

管 理 の証 明

英 国 コン ピ ュー タ学会 情報システム検査委員会

(http:〃www.bcs.or9・ukOohlbcs・ht

m)

(凪bmlati・nSystems

Examinati。nB・ard)

情報システムエンジニア リング (http://www.bcs.org.uk/iseb/portf

公 認 機 関(lnfbrmationSystems 。.htm)

E・gi・・eri・gCh頭 ・・edB・dy)の CCTAITInf}ast皿1ctureLibraryに

専門資格 基 づ く 証 明 一

(加p・ 〃www.cct・.9・v・ ・Mti1/)
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(1)レ ベ ル2(ANAL2)

職務の概要 ビジネ ス機能 とプロセス、お よび当該機能 とプロセスで使用される情報の点か ら、 ビジネスの全部または一部を体系的に調査、分析、文書化す る。 プロセスとシステムのいずれかの側面の改善

のために要求事項 を定義する。情報 システムの構築の準備 として有効な仕様 を作成す る。

レベルの定義 レベ ル2

(自主性、責任お よび権限)
監督付 きの環境 で作業 し、頻繁

な レビュー を受ける。

(影響力)
自身の活動には相当の自主性 を

与えられている。監督責任、プ
ロジェク トの技術的責任 を割 り

(業務の複雑 さ)

複雑でルーチ ン外の文脈 を含め
て、広範多様な文脈で幅広 くさ

ま ざまな作業 を実施する。

(必須 スキル)・

引 き受けたすべての仕事に体系
的で、秩序立った、分析的なア
プ ローチで臨む。

(文脈 のなかでのls)

自身の専門外 の幅広 いIS分野に

基本的理解があ り、自身の役割

と他のISの役割お よび雇用主組

(学習と能力育成)

新 しい技術情報を速やかに吸収
し、必要に応 じて適用すること

ができる。

当 て られ る こ とは ほ とん どな

い。

適 切 な方 法 、手続 き 、ツ ール 、

機器 、標 準 を効果 的 に使用 し、
織 全体 との関係 を把握 してい
る。

ごくまれには他者 を参考に し、

限 られた時間枠のなかで 自分の

仕 事 を計画 し、 ス ケ ジュー ル を

立 て 、監視 す る ことが で き る。

すべてのルーチン活動 と連絡に

関 して、 口頭、書面で効果的な
コ ミュニ ケー シ ョン能 力 を発 揮

す る。

バ ックグラウン ド要件 学歴その他 過去の経験 事前の知識 とスキル

教育バ ックグラウン ド

おそ らくは学位 レベル の教育 を

受けている。

次のいずれか
ISM職 務の レベル1で熟練に到

達 している。または

商業/事 務 管理/産 業環境で経

験がある(通 常は2年間)。

1つまたは複数の ビジネス部門

で ビジネスお よびビジネス機能
について広範な知識がある。対

人スキルは平均以上で、クライ
アン ト/ユ ーザへの対応 に経験
がある。問題解決には体系的

で、秩序立った、分析 的なアブ

ビジネスとビジネス機能につい

て一般的な理解がある。対人 ス

キル に優れ、クライアン ト/
ユーザの対応に 自信がある。問

題解決には体系的で、秩序 立っ
た、分析的なアプローチで臨ん

でいる。 ソフ トウェアエンジニ

ローチ で 臨ん で い る。 ソフ ト ア リングの開発のライフサイ ク

ウェ アエ ン ジニ ア リン グの 開発
の ライ フサイ クル 、 効果 的 な情

ル、効果的な情報 システムを構

築す るために要求 される概念 と

報システムを構 築するために要 実務 に知識がある。

求 され る概念 と実務に精通 して
い る 。

タス ク 必須 タスク

1.同 僚 お よび ク ライ ア ン ト/

ユ ーザ との協 力の 下で 、 体系 的

で 一貫 した 手 法 を使 って 、 ビ ジ

ネ ス機 能、 プ ロセ ス 、情 報 フ

2,同 僚 お よ び クラ イ ア ン ト/

ユー ザ との協 力 の 下 で、 オペ

レー シ ョン上 の 要 求 と問題 点 を

調 査 し、 情報 シス テ ム、 デ ー タ

3.同 僚 お よび クライ ア ン ト/

ユ ーザ との協 力 の下 で 、 ビジネ

ス要求 を充足 す る情 報 フ ロー、

プ ロセ ス/手 続 き、 デ一 夕オブ

4.必 要 な標 準 、方 法 、 ツー ル を

使 って 作業 を文書 化 す る

SNVQUnit:310顧 客 のIT要 求

を識 別 す る。'

5.ク ライ ア ン ト/ユ ー ザ との

ミーテ ィン グに 参加 し、 口頭お

よび書 面 の 両方 で 、問題 点 と解

決 の明 確 化 に支 援す る。

ロー 、デー タ構 造 を調 査 しモ デ 管理 、プ ロセ ス/手 続 き、組 ジェク トを仕様化する

ル化す る 織 、機器 の改善に寄与す る S/NVQUnit:310顧 客 のIT要 求

s/NVQUnit:310顧 客 のIT要 求 S/NvQUnit:310顧 客 のIT要 求 を識別する

を識 別 す る。 を識別する。 S…QUnit:325ユ ー ザ ドキ ュ

メンテ ー シ ョンを作 成 しレ

ビ ュ ー す る 。
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タスク(続 き) 任意タスク

6.新 規 ま たは 変更 プ ロセ ス の 自 7,自動 システムの受け入れ試験

動 、非 自動 コンポ ー ネ ン トを開

発/構 築す るプ ロ ジェ ク トを定

義 し、計 画 し、(ビ ジネ ス の点

を定義す る作業 で同僚お よびク

ライアン ト/C19ユ ーザを支援

する

から)正 当化す る作業に支援す s/NVQUnitl316シ ス テ ムテ ス

る トを実施する
S/NVQUnit:323製 品 とサ ー ビ S/NVQUnit:328ソ フ ト ウ ェ ア

スの評価に寄与す る。 シス テ ムテ ス トを実 施 す る。

知識 とスキル
行動 スキル

(分析的思考)

問題や状況を、個々の構成部分
に体系的に細分化 し、各部分間
の関係を明確にすることによ

り、理解する。

(情報収集)

問題または状況を理解するのに

必要 な情報 と入手可能な情報 の
ギャップを識別 し、そのギャッ
プを埋 めるための手段 を工夫す

る。

(細心の注意)
実施 したすべてのタスクに品質

基準を適用 し、なにも見過 ごし
ていない ことを確認する。

(口頭での表現)
口頭で効果的に意思を伝達す

る。

(書面での表現)

書面で効果的に意思を伝達す

る。

技術知識 とスキル

(ビジネス分析手法に精通) (情報モデ リングツールに精 (社内、業界、専門家基準を把

ビジネ スとその運用をモデ リン

グし理解するのに役立つ各種手
法

通)

組織内の構造、関係、情報の活
用についての理解内容を文書化

握)

IS実務者 の現在 の役割に関連す

る標準/基 準

例:機 能 ビジネ スモ デル 、 統計

的工 程管 理 、 リレー シ ョナ ル

デー タモ デ リン グ、ユ ー スケ ー

ス

す るのに使用できる手法とツー
ル(手 動または自動)

例:情 報使用モデル、エンテ ィ
テ ィモデル、 クラスダイアグラ

例:部 門 のプ ログ ラ ミン グ標

準 、ーヘル プデ ス ク手続 き、 社 内

品質 システ ム 、ITイ ンフ ラ ライ

ブ ラ リ、TicklT

ム 、 リレー シ ョナル デ ー タモ デ
一"

ル 、デ ー タ フ ローモ ァ ル

その他の知識 とスキル

(情報収集技術に精通)

必要な情報および利用可能な情

報 ソースに適 した情報収集方
法、ツール、技法の選択 と適用

(ビジネス特性に精通)
ビジネスその他の組織の機能構

造:ミ ッシ ョン、 目標、戦略 、

成功決定要因

(レポー ト作成手法に精通)

効果的 なレポー トを作成する方
法 と技法

(プレゼンテー ション手法を把

握)

効果的なプ レゼ ンテーションを
実施する方法 と技法

例:文 脈 に即 した調査 、 フォー

カスグループ、体系的なインタ

ビュー 、 ア ンケー ト、観 察 、統

計分析

訓練要件 標準、手続 きおよびツール 商業お よび ビジネス実務慣行 ア プ リケ ー シ ョン開発 ツール システム分析 と設計用の
ツール と方法

ビジネ スモデ リングと分析手法 情報 とデータのモデ リング

日常業務に使用す る標準 、手続

き、 ソフ トウェアツールお よび
オペ レーティングシステ ム機能

とくに雇用主組織 の活動 に関 し
て、商業お よび産業の ビジネス

実務慣行 と用語法

開発 プ ロセ ス の一 部 を 自動化 ま

た は支 援す る ソフ トウェア ツー

ノレ

システム分析 と設計に使用 され

るツール と方法

ビジネス領域での機能構造 と情

報フローの分析、分類、文書化
の手法

組織内の構造、関係、情報使用

を文書化 し理解するための手法

レポ ー ト作成
一

簡潔で効果的なレポー トを作成

するための方法、技法および標
準
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専門能力育成活動 雇用主組織についての 周辺技術領域につ いての 「調査」任務 時間管理 チ ー ム ワー ク コ ミュニ ケー シ ョン

知識 の習得 知識の習得
雇 用 主組 織 、そ の ビジネ ス、構

造 、オ ペ レー シ ョン、 用語 法 に

っ いて基 本 的 な知識 を習得 す

る。

自身の職務外の、雇用主組織の

IS活動についての知識。

自身の正規の責任に属 さない ト
ピックにっいて調査 し、結果 を

同僚に発表する。

自身の活動 を計画、組織す る訓

練 を受け、実践練習す る。

チームワー クの手法の訓練を受

け、実践練習する。基本概念 に
ついて理解する。

レポー ト作成 とプ レゼ ンテ ー

シ ョンを含 めて 、 口頭 お よび書

面 に よる コ ミュニ ケー シ ョン の

訓練 を受 け、実 践練 習す る。

専門能力育成活動 グループ活動への参加 職場外活動 職場外学習 専門家団体の活動への参加

作業環境内外で、対人スキルの
育成に役立っ グループ活動に参
加する。

作業環境外部で、専門スキルを
育成するのに、あるいは自分の

業務上の役割を新 しい視点であ

た とえ ば、外 国 語 コー ス な ど、

合 目的的 で は あ るが、 直接 に は

自己 の役 割 に関係 しな い テー マ

専 門 家団 体 の 主催 す る会 議 、セ

ミナ ー 、 ワー ク シ ョ ップ に 参加

し、機 関 紙 、 会報 を 読む。

るいは深 く理解す るのに役立っ で、 自習 し、 あ るいは 夜 間 クラ

活動を実施する。 スや バ ケー シ ョンス クール に 参

加 す る。

資格 AMBCS－ 英 国 コン ピュー タ システム分析設計 の履修証明

学会準…鎮
英 国 コン ピュー タ学 会 情報システム検査委員会

(h眈p:〃v….bcs.org.uk石oinbcs.ht (1㎡)mati・nSystems

m) ExaminationBoard)

情 報 システ ムエ ン ジニ ア リン グ (h征p:〃www.bos.org.uk/iseb/portf

公 認機 関(lnfbmationSystems o.h㎞)

EngineedngChartcrcdBody)の 情報システム検査委員会 の交付

専門資格 す る資格
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(2)レ ベ ル3(ANAL3)

職務の概要 ビジネス縦 とプ・セス、および 当識 能 とプ ・セスで使用 される繍 の点から・ ビジネスの全部または一部を体系的に調査・

善のために要求事項を定義する。情報システムの構築の準備 と

分析、文書化す る。プロセスとシステムのいずれかの側面の改

して有効な仕様 を作成す る。

レベル の定義
レ ベ ノレ3

(自主性、責任および権限)

明確に定義 された説明責任の枠
組みのなかで、一般的な指示を

受けて、作業に従事する。

(影響力)
場合 に応 じて、経験の少ない同

僚に助言 とガイダンスを提供
し、監督の要素を引き受 けるこ

ともある。

(業務の複雑 さ)

多様 な文脈で幅広 く複雑 な技
術、専門業務を実施する。

(必須スキル)

問題解決に体系的で、秩序立っ
た、分析 的なアプローチで臨
む。

設定されたすべてのターゲソ ト

を達成す るために、適切な方

法、手続き、ツール 、機器 、標

(文脈 のなかでのls)

自身の専門外の幅広いIS分野に

十分な理解があ り、 自身の役割

と他のISの役割および雇用主ま

たは クライアン トの ビジネス活

動 との関係 を把握 している。

(学習 と能力育成)
新 しい技術情報を速やかに吸収

し、必要に応 じて適用すること
ができる。

準を選択 し、効果的に使用 し、
自分の仕事を計画 し、管理す る

こ とが で き る。

公 式 、非 公式 の 状 況で 、 口頭 、

書面により効果的なコミュニ

ケー シ ョン能 力 を発 揮 す る。

バ ックグラウン ド要件 学歴その他 過去の経験 事前の知識 とスキル

教育バックグラウン ド

.

おそらくは学位 レベル の教育を

受けている。

次のいずれか
ビジネス分析の役割 のレ・ドル2

または他の関連ISM職 務の レベ

1っまたは複数 のビジネス部門

で ビジネ スおよび ビジネス機能

について広範な知識がある。対

ル2で熟練 に到達 してい る。ま 人 スキル は平均以上で、クライ
アン ト/ユ ーザへの対応に経験

たは

商業/事 務管理/産 業環境 で経

験がある(通 常は3年間)。

がある。問題解決には体系的

で、秩序立った、分析的なアプ
ローチで臨んでいる。 ソフ ト

ウェア エ ン ジニ ア リン グの 開発

のライフサイクル、効果的な情

報 システムを構築するために要

求 される概念 と実務に精通 して
い る 。

タ ス ク
必須 タスク

任意 タスク

1.同 僚お よび クラ イア ン ト/

ユー ザ との 協力 の 下で 、体 系 的

で一 貫 した手 法 を使 って 、 ビジ

ネ ス機 能 、 プ ロセ ス、 情報 フ

ロー 、 デー タ構 造 を調 査 しモ デ

ル化 す る

s/NVQUnitl414情 報 システ ム

戦略 の 策定 に寄 与す る。

2.同僚お よびクライアン ト/

ユーザとの協力の下で、情報 シ
ステム、データ管理、プロセス

/手 続 き、組織、機器 の改善を
通 じて、効果 的なビジネスソ

リューションを追求する。要求
と問題 の調査から生 じる基本的

問題点の分析に支援 し、考慮の

対象 となる利用可能なオプショ
ンを識別す る

3.同 僚 お よび ク ライ ア ン ト/

ユ ーザ との協 力 の下 で 、 ビジネ

ス 要求 を 充足す る情 報 フ ロー、

プ ロセ ス/手 続 き 、デー タオブ

ジェ ク トを仕 様化 す る。

4.必 要 な標 準 、方 法 、 ツー ル を

使 ってす べ て の 作業 を文 書 化す

る。

5.ク ライ ア ン ト/ユ ー ザ との

ミーテ ィン グ を手配 、 準備 し、

参加 し、 口頭 お よび書 面 の両方

で 、 問題 点 と解 決 を明 確 に提 示

す る

S/NVQUnit:405顧 客の 要求 の

調 査 を管 理 す る

S/NVQUnit:406顧 客情 報 の分

析 を管理 す る。

6.新 規 また は変 更プ ロセ ス の 自

動 、非 自動 コンポー ネ ン トを開

発/構 築 す るプ ロジ ェク トを 定

義 し、計 画 し、(ビ ジネ スの点

か ら)正 当化 す る作 業 に支 援す

る

s/NVQUnit:409可 能 性 の ある

IT製 品 とサー ビスの評 価 に 寄与

す る

s/NVQUnit:4i4情 報 シス テム

SNVQUnit:405顧 客 の 要求 の 戦略の策定に寄与す る。

調査 を管理す る

S/NVQUnit:406顧 客 情報 の分

析 を管理す る。
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タスク(続 き) 任意タスク

7.完全かつ確実に自動 システム

の受け入れ試験を定義する作業

で、同僚お よびクライアン ト/
ユーザを支援す る

s㎜QUnit:403ソ フ トウェア

のテス トと導入 を管理する

S/NVQUnit=407シ ステ ム の導

入 とテ ス トを管 理す る。

知識 とスキル 行動スキル 技術知識 とスキル

(分析的思考)

問題や状況を、個々の構成部分
に体系的に細分化 し、各部分間
の関係を明確 にすることによ

り、理解する。

(情報収集)

問題または状況を理解す るのに

必要な情報 と入手可能な情報の
ギャソプ を識別 し、そのギャ ッ
プを埋 めるための手段 を工夫す

る。

(営業指向)

行動 を起こす とき、または決定
を下す ときに、常に、営業の側

面に留意す る。

(口頭での表現)
口頭で効果的に意思を伝達す

る。

(対人折衝),

さまざまなバンクグラウン ドの

人間と関係 を築き、接触 を維持

す る。

(ビジネス分析手法に精通)
ビジネスとその運用をモデ リン

グし理解するのに役立つ各種手

法

例:機 能 ビジネスモデル、統計
的工程管理、 リレーシ ョナル

'

デー タモ デ リング 、ユー スケー
ス

技術知識とス キル その他の知識 とスキル

(情報モデ リングツールに精

通)

組織内の構造、関係、情報の活
用にっいての理解内容 を文書化

(社内、業界、専門家基準に精

通)
lS実務者 の現在の役割に関連す

る標準/基 準

(情報収集技術 に熟達)
必要な情報お よび利用可能な情

報 ソースに適 した情報収集方
法、ツール、技法の選択 と適用

(ビジネス特性 に精通)
ビジネスその他 の組織 の機能構

造:ミ ッション、 目標 、戦略 、

成功決定要因

(プレゼンテーシ ョン手法に精

通)

効果的なプ レゼンテーシ ョンを
実施する方法 と技法

(レポー ト作成手法に精通)
効果的なレポー トを作成する方

法と技法

するのに使用できる手法とツー 例:部 門のプログラミング標 例:文 脈 に即 した調査 、 フォー

ル(手 動ま た は 自動)

例1情 報 使 用モ デル 、 エ ンテ ィ

準 、ヘ ル プ デ ス ク手続 き、 社 内

品 質 シ ステ ム 、ITイ ンフ ラ ライ

カ ス グルー プ 、体 系 的 なイ ン タ

ビュー 、 ア ンケー ト、観 察 、統

テ ィモ デル 、 ク ラス ダイ ア グラ ブ ラ リ、TickIT
計分析

ム 、 リ レー シ ョナル デ ー タモ デ

ル 、デ ー タフ ローモ デル

訓練要件 プログラム設計の

方法 とツール

商業お よび ビジネス実務慣行 ア プ リケー シ ョン開発 ツール システム分析 と設計用の

ツール と方 法

ビジネスモデ リング と

分析手法

事実確認手法

プログラミングまたはシステム

開発の方法(た とえば、構造化
プログラム設計)

とくに雇用主組織の活動に関 し

て、商業お よび産業のビジネス

実務慣行 と用語法

開発 プ ロセ ス の一 部 を 自動化 ま

た は支 援す る ソフ トウェア ツー

ノレ

システム分析 と設計に使用 され

るツール と方法

ビジネス領域での機能構造 と情

報 フローの分析、分類、文書化
の手法

ビジネスおよび技術システム、

プロセスについて完全かっ正確

な情報 を収集するための手法

(インタビュー、観察、統計分

析 など)

情報 とデータのモデ リング

組織内の構造、関係、情報使用

を文書化 し理解す るための手法

専門能力育成活動 「調査」任務 ISの概念 と手法についての知識
・

の習得

交渉 と影響力の行使 チ ーム の リー ダ シ ップ 職場外活動 職務 ローテ ー シ ョン と

特別 任務

自身の正規の責任に属 さない ト
ピックについて調査 し、結果 を

同僚に発表す る。

自身の職務外 のIS概念 と手法に

ついて学習 し、訓練を受 け、可

能な ら実践練習す る。

他者 と交渉 し影響力を行使す る
ための訓練 を受け、実践練習す

る。

動機 づ け、指 導 、権 限 委 譲 、評

価 、 カ ウンセ リング 、育成 な

ど、 チー ム の リー ダ と して の ス

キル を訓 練 し実 践練 習 す る。

作業環境外部で、専門スキルを

育成するのに、あるいは自分の

業務上の役割 を新 しい視点であ
るいは深 く理解す るのに役立つ

IS内外で、一時的に他の役割 一

とくに、自己の職務について新
しい視点 を提供す る役割、ある

いは環境や文化の異なる役割 一

活動 を実施す る。 を引き受 ける。
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専門能力育成活動(続 き) 職場外学習 コ ミュ ニテ ィ活 動 代行 専門家団体の活動への参加 パ ブ リケー シ ョン 教育指導

た とえば 、外 国語 コー スな ど、

合 目的的 では あ るが 、直 接 に は

自己 の役割 に 関係 しない テ ーマ

で、 自習 し、 あ るい は夜 間 ク ラ

スやバ ケー シ ョン スクー ル に参

加 す る。

地域社会や市民行事に参加す

る。

監督者または管理者が休暇その

他の理由で不在時に一時的に代

行す る。

支部、専門家グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極的に参加す る。

専門誌、技術誌へ寄稿する。 自己の専 門領 域 で 、公式 、 非公

式 に、教 師 、講師 、チ ュー

ター、 コー チ と して 教育 指 導 に

務 め る。

雇用主組織の活動 についての
知識週 得

雇用‡組織の実施す る商業、事

務お よび/も しくは産業活動に
ついての理解 を深める。

資格 AMBCS－ 英国 コン ピ ュー タ

学 会準 会 且

SSADM4+の 履 修 証明 ビジネス分析の履修証明 迅速アプ リケー ション開発の
履修証明

英 国 コ ン ピ ュー タ 学 会

(hUp:〃v冊.bcs.org・uk40inbcs・ht

m)

情 報 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア リ ン グ

公 認 機 関(h㎡bmlationSystems

E・g㎞ ・ermgCh・ 直・・edB・dy)の

専 門 資 格

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(h㎡b皿ati・nSystems

Ex㎜inati。nB・ard)

(http:〃www.bcs.org'uk/iseb/portf

o.htm)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(lnfbrmationSystems

ExaminationBoard)

(http:1/www.bcs.org・uk/iseb/portf

o.htm)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(lnfbmati・nSystems

ExaminationBoard)

(h"p:〃www.bcs.org・uホ ヅiseb/portf

o.htm)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格
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(3)レ ベル4(ANAL4)一

職務の概要 ビジネス機能 とプロセス、お よび当該機能 とプロセスで使用 され る情報の点か ら、 ビジネスの全部または一部 を体系的に調査、分析、文書化する。プ ロセス とシステムのいずれかの側面の改

善のために要求事項 を定義する。情報 システムの構築の準備 として有効な仕様 を作成する。

レベルの定義 レベル4

(自主性、責任および権限)

包括的な指示の下で、作業に従
事する。作業の実行 と判断に技

術的責任を負 う。

(影響力)

技術的事項 にっいて助言 とガイ
ダンスを提供する。他人の仕事

を監督す ることもある。

(業務 の複雑 さ)

多様な文脈でかな り広い範囲に
わたる基本原則の適用の要求 さ

れる業務 を実施する。

(必須 スキル)

自身 の仕事 に構造化 された効果
的なアプローチで望み、 リーダ

シップの潜在能力を証明す る。

時間、コス ト、品質の ター ゲッ

(文脈のなかでのls)

自身の専門領域または責任領域

と雇用主組織全体 との関係 につ
いて理解 を深め、提案 を行 うと

きおよび/も しくは作業を実施

(学習 と能力育成)
自ら率先 して、スキル を常に最

新に維持 し、IS業界の動向に遅

れないようにす る。

トに照 らして作業を分析、診 す るときに、顧客の要求を十分
断 、設 計 、計 画 、実 行 、評 価 に考慮す る。
し、自身の専門領域に関連 して

利 用可 能 な方 法 、手 続 き 、 ツー

ル、機器、標準に関する深い知

識を披漉 し、各種代替オプ ショ
ンから適正に選択す ることがで

き る 。

クライ ア ン ト、顧 客 、 同僚 、 部

下 と口頭、書面によ り効果的に
コ ミュニ ケー シ ョン を とる こ と

が で き る。

バ ックグラウン ド要件 学歴その他 過去 の経験 事前の知識 とスキル

教育バ ックグラウン ド

おそ らくは学位 レベルの教育を 次のいずれ か 1っまたは複数の ビジネス部門

受 けて いる。 ビジネス分析の役割 のレベル3 でビジネ スおよび ビジネス機能

で熟練に到達 している。 について広範 な知識がある。対

またはなん らかの管理責任 また 人スキル は平均以上で、クライ
は専門業務責任を含 めて、相 当 アン ト/ユ ーザへの対応に経験

の ビジネス経験を備 え、 ビジネ がある。問題解決には体系的

ス分析の手法 と技法に訓練 を積 で、秩 序 立 った 、 分析 的 なア ブ

ん でい る。 ロー チ で臨 んで い る。 ソフ ト

ウェアエ ンジ ニア リン グの開発

のライフサイクル、効果的な情

報 システ ムを構築す るために要
求 される概念 と実務に精通 して
い る。

タ ス ク 必須 タスク

L同 僚 お よび クライ ア ン ト/

ユ ー ザ との協 力 の下 で 、体 系的

で 一貫 した手 法 を使 って 、 ビジ

ネ ス機 能 、プ ロセ ス 、情 報 フ
ロー 、デ ー タ構 造 を調 査 しモデ

ル 化す る。

2.ク ライ ア ン ト/コ ー ザ との協

力 の下 で 、情 報 シ ステ ム 、デ ー

タ管 理 、 プ ロセ ス/手 続 き 、組

織 、機器 の改 善 を 通 じて 、 効果

的 な ビ ジネ ス ソ リュー シ ョン を

追求 す る。 適 正 な 手法 、 ツ ー

ル 、方 法 を使 って 、 実施す る作

3.単独 で、またはチームの一員

として、要求と問題の調査か ら

生 じる基本的問題点の分析に支

援 し、考慮の対象 となる利用可

能なオプションを識別する。

4.ク ライア ン ト/ユ ー ザ との 協

力 の下 で 、 ビ ジネ ス要 求 を充 足

す る情 報 フ ロー 、プ ロセ ス/手

続 き、 デー タオ ブ ジ ェク トを仕

様化 す る。 ソフ トウ ェアエ ン ジ
ニ ア リング、 デ ー タ管理 、 通

信 、サ ー ビスデ リバ リな どの 領

5.利 用可能な標準、方法、ツー

ル を知的で効果的 なかたちで適
用 し、技術的性質および説明的

性質両方 の一貫 して高水準の ド

キュメンテーシ ョンを作成す
る。

6.多 様 な オー デ ィエ ン スを対 象

に、 ク ライア ン ト/ユ ー ザ との

ミー テ ィン グ、 ワー ク シ ョッ

プ、 プ レゼ ンテー シ ョンを手

配 、準 備 し、 実施 し、一 貫 して

質の高 い コ ミュニケー シ ョンス

キル 、説 得 スキル を発 揮 す る。

業の安全関連側面について配慮 域のIS専門家 と話 し合い、その

され る よ うにす る。 推奨 を考慮す る。
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夕スク(続 き) 任意 タスク

7.新 規 ま たは変 更 プ ロセ ス の 自

動 、非 自動 コン ポー ネ ン トを開

発/構 築す るプ ロ ジェ ク トを定

義 し、計 画 し、(ビ ジネ ス の点

8.完 全かつ確実に自動 システム

の受 け入れ試験を定義する作業

で、 クライア ン ト/ユ ーザを支

援す る。

か ら)正 当化す る。

知識 とスキル
行動スキル

(概念的思考)

複雑な問題や状況において、基

本的な事柄を、 もっと単純にあ
るいは分か りやす く説明 される

概念、モデルあるいは過去 の経

(情報収集)

問題 または状況 を理解するのに
必要な情報 と入手可能 な情報の

ギャ ップを識別 し、そのギ ャッ
プを埋めるための手段を工夫す

(営業指 向)
行動 を起こす とき、または決定

を下す ときに、常に、営業の側

面に留意す る。

(対人折衝)

さまざまなバ ンクグラ ウン ドの

人間と関係 を築き、接触 を維持
す る。

'

験に適正に関連づけることによ る。

り、理解 す る。

技術知識 とスキル

(ビジネス分析手法に熟達)
ビジネス とその運用をモデ リン

グし理解す るのに役立っ各種手

法

(情報モデ リングツールに熟
達)

組織内の構造、関係、情報 の活
用についての理解内容 を文書化

(社内、業界、専門家基準 に精

通)
IS実務者 の現在の役割 に関連す

る標準/基 準

例;機 能 ビジネ スモ デル 、統 計

的工 程管 理 、 リレー シ ョナ ル

デー タモ デ リン グ、ユ ー スケ ー

ス

するのに使用できる手法 とツー
ル(手 動または自動)

例:情 報使用モデル 、エ ンテ ィ

テ ィモデル、クラスダイア グラ

例:部 門 のプ ログ ラ ミン グ標

準 、ヘ ル プデ ス ク手続 き、 社内

品質 システ ム、ITイ ンフ ラ ライ

ブ ラ リ、TicklT

ム、 リレー シ ョナ ル デ ー タモ デ
一.

ル 、 デ ー タフ ロー モ ァル

その他 の知識 とスキル

(情報収集技術 に熟達)
必要な情報および利用可能な情

報 ソースに適 した情報収集方
法、ツール、技法の選択 と適用

(ビジネス特性 に熟達)
ビジネスその他の組織の機能構

造1ミ ッシ ョン、 目標、戦略、

成功決定要因

(プレゼ ンテー ション手法に熟
達)

効果的なプ レゼ ンテー ションを
実施す る方法と技法

(ビジネス提案に精通)
口頭お よび書面で、ビジネス

ケースを作成 し提示す るための

方法 と技法

例:文 脈 に即 した調 査 、 フォ ー

カ スグル ー プ、 体系 的 なイ ン タ

ビ ュ ー 、 ア ン ケ ー ト、 観 察 、 統

計分析

訓練要件 プ ロジ ェク トリー ダ シ ップ 将来の使用のための
ハー ドウエアお よび

顧客関係 システム開発環境 プ ロジェク ト計画と管理 迅速アプリケーション開発

ソフ トウェア 製 品

要求の厳 しいプ ロジェク ト管理

任務の準備 として、プ ロジェク

ト管理の方法とリーダシップス
キル

組織 に とっ て使 用 す る可 能 性 の

あ る ソフ トウェ ア、 ハ ー ドウェ

ア 製 品

また は ソ リュー シ ョン

顧客満足の達成 と維持のため、
上級管理者レベル のクライアン

ト/ユ ーザとの関係に指導的役

割を果たす準備 として、交渉、
プレゼンテーション、 ミーテ ィ

次 の内 容 を含 む シ ステ ム開 発 入

門:開 発 の ライ フサ イ クル と方

法論 、 組織 の イ ン タ フェー ス、

プ ロ ジ ェク トとプ ロ グラ ム管

理 、 リス ク管 理 、変 更 管理

プ ロジェク ト計画 と管理の方法

と技法

ISア プ リケー シ ョンの進化 のた

め の方 法 と手法 。 通常 、 オー ナ

とエ ン ドユ ーザ の 参加 を得 た う

えで、 モデ リン グ と段 階的 プ ロ

トタイ ピング を広範 に利 用 す

ングスキル
る。
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専門能力育成活動 「調査」任務 ISの概念 と手法についての

知識 の習得

交渉 と影響力の行使 チー ム の リー ダ シ ップ 職場外活動 職 務 ローテ ー シ ョン と

特別任 務

自身の正規の責任に属 さない ト
ピックにっいて調査 し、結果を

同僚に発表す る。

自身の職務外 のIS概念と手法に

ついて学習 し、訓練 を受け、可

能なら実践練習する。

他者 と交渉 し影響力を行使す る
ための訓練を受 け、実践練習す

る。

動機 づ け、指 導 、権 限 委譲 、 評

価 、 カ ウンセ リン グ、 育成 な

ど、チ ー ム の リー ダ と しての ス

キル を訓 練 し実 践練 習 す る。

作業環境外部で、専門スキル を
育成するのに、あるいは自分の

業務上の役割を新 しい視点であ
るいは深 く理解す るのに役立つ

活動 を実施する。

IS内外で、一時的に他の役割一

とくに、 自己の職務について新
しい視点を提供す る役割、ある

いは環境や文化 の異なる役割一

を引き受ける。

専門能力育成活動(続き) 職場外学習 コ ミュ ニテ ィ活 動 代行 プロジェク ト任務 相談役 国際経験

た とえ ば、外 国 語 コー ス な ど、

合 目的 的で はあ るが 、 直接 に は

自己の役 割 に関係 しな いテ ー マ

で、 自習 し、 ある いは 夜間 クラ

スや バ ケー シ ョン ス クール に参

加す る。

地域社会や市民行事に参加す

る。

監督者または管理者が休暇 その

他 の理由で不在時に一時的に代
行する。

'

特定の問題 に対処す るために設

置 されたプロジェク トチーム、

作業グループ、 タスクフォース
に参加する。 グループが領域横

断的であればなお さら有益であ

る。

仕事やキャ リアの問題につい
て、直接 の監督下にない人間の

相談 を受 け、相談、指導役を務
める。

雇用主組織 のために海外で専門
職務を実施する。

専門家団体の活動への参加 パ ブ リケー シ ョン 教育指導 雇用主組織の活動についての
知識の習得

支部、専門家 グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極的に参加す る。

専門誌、技術誌へ寄稿する。 自己の専 門 領域 で 、公 式 、非 公

式 に、教 師 、講 師 、チ ュー

ター 、 コー チ と して教 育指 導 に

務 め る。

雇用主組織の実施す る商業、事

務および/も しくは産業活動に
ついての理解 を深める。

資格 MBCS－ 英 国 コン ピ ュー タ

学会 会員

SSADM4+の 履修 証 明 ビジネス分析の履修証明 迅速アプ リケーシ ョン開発の履

修証明

英 国 コ ン ピ ュ ー タ学 会

(h"p:〃www.bcs.org.uk石o輌nbos・ht

m)

情 報 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア リン グ

公 認 機 関(lnfbmatio皿Syste㎜

EngineeringCharteredBody)の

専 門 資 格

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(加brmati・nSyst⑳

Exan加ationBoard)

(http:/∧vww.bcs.org.u4(/iscb/portf

o.h㎞)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(h血mati・nSystems

ExaminationBoard)

(httPl〃www.b。s.・rguk/iseb/P。 ㎡

o.h㎞)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(1㎡bmati・nSystems

Exam輌nationBoard)

(http://www.bcs.org.uk/iseb/portf

o.htm)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

一
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(4)レ ベ ル5(ANAL5)一
職務の概要 ビジネス機能 とプロセス、

善のために要求事項 を定義する。情報システムの構築の準備 と

お。び当該機能 とプ。セ。で使用 され ・情報 ・点から、 ・ジネスの全部または一部を体系的に調査・分析・文書化す ・・プロセスとシステムのいずれカ'の側面 の改
して有効 な仕様 を作成する。

レベルの定義
レベル5

(自主性、責任および権限)

合意 された 目標に向かって努力

する。管理者として、または技
術専門家として、実施 した作業
の質に全面的な責任 を負 う。

(影響力)

管理者またはア ドバイザとし
て、1つの広い分野にわたっ
て、あ らゆる技術的アプローチ

の選択 と実行に関 し、経験を活

用 して十分な情報に基づく意思

決定を行 う。

(業務の複雑 さ)
予測不可能 なことの多いさまざ

まな文脈において、かな り広い

範囲にわたる基本原則の適用の

要求 される業務を実施する。

(必 須 ス キル)

経 常的 なベ ー ス で リー ダ シ ップ
ス キル を証 明 す る。

レベ ル を 問 わず 、公 式 、非 公 式

を問わ ず 、部 下 、 同僚 、 ク ライ

ア ン ト、顧 客 との 間の 、 口頭 ま

た は文 書 に よ る効果 的 な コ ミュ

ニ ケー シ ョン を証 明す る。

(文脈 のなかでのIS)

自分の専門能力または責任領域

と雇用主組織全体 との関係 を明

確に理解 していることを証明
し、提案 を行 うときおよび/も

しくは作業 を実施す るときに顧

客の要求を考慮に入れる。

(学習 と能力育成)

自ら率先 して、技術 スキル と専

門能力を常に最新に維持 し、業
界の動向に遅れないようにす
る。

バ ックグラウン ド要件 学歴その他

教育バ ックグラウン ド

過去の経験 事前の知識 とスキル

おそ らくは学位 レベルの教育を

受 けてい る。

ビジネス分析の役割 のレベル4

で熟練に到達 している。

1っまたは複数 のビジネス部門

でビジネスおよび ビジネス機能
にっいて広範な知識がある。対

人スキル は平均以上で、クライ
アン ト/ユ ーザへ の対応に経験

がある。問題解決 には体系的

で、秩序立った、分析的なアブ
ロー チで 臨 んで い る。 ソフ ト

ウ ェアエ ンジニ ア リング の開 発
のライフサイクル、効果 的な情

報 システ ムを構築す るために要

求 される概念と実務に精通 して
い る 。

自身の専門領域外の任務の可能

性 を認識 し、必要に応 じて適切

な専門知識 を習得することがで

き る 。

タス ク
必須タスク

1,責 任 を もって 、 効果 的 な ビ ジ

ネ ス ソ リュー シ ョン を追 求す る

調査 作 業 に当 た る。 情 報 シ ステ

ム、デ ー タ管理 、 プ ロセ ス/手

続 き、 組織 、機 器 の改 善 を通 じ

て 、そ の ソリュー シ ョンの 実施

を組 織 す る。 要求 され るモデ リ

ング 、分析 ツ ール 、方 法 、標 準

を知 的 で 効果 的 なか た ちで適 用

し、 その使 用 を監 視す る。

2,上級 のクライア ン トスタッフ

お よびISス タッフと協力 し、戦

略調査、要求事項仕様化、実現

性調査のため、ハイ レベルで調
査 を実施す る。技術的実現性 と
パ フォーマ ンスに従 って各種代

替策 を分析 、モデ リング、分類
できるレベルに、技術的意識 を

維持する。

3.技術的制約 とオペ レー ション

の現実 を調和 させ なが ら、 ビジ

ネスの経験とスキルを駆使 し
て、各種代替策の現実性 にっい
て評価 し助言を提供する。

4.必 要な資源、標準、方法、

ツールを使って、推奨 される ソ

リューシ ョンを詳細に仕様化 し
モデ リングす る作業に適宜責任

を引き受ける。 ソフ トウェアエ
ンジニア リング、サー ビスデ リ
バ リ両職務の該当す る相手と連

携を維持 し、組織の方針 と方法
に従って、システムの導入構築

に十分な役割 を果たす。

5.分析、モデ リング、設計にお

ける専用の技法、ツール、方法
の使用を監督 し、すべての任務
において、実施す る作業の安全

関連側面 について配慮 されるよ

うにする。

6.シ ステ ム調 査 お よび後 続 の 開

発 作業 時 に クライ ア ン ト/ユ ー

ザ ス タ ッフ との ミー テ ィン グ、

ワー ク シ ョップ、 関係 を計 画 、

手 配、 管理 す る。

任意 タスク

7.上 級 管理者 を含む 、 あ らゆ る

レベ ル 向 けに プ レゼ ンテ ー シ ョ

8,責任 をもって、後輩の分析ス

タッフに相談、指導役 として接

ンまたは訓練セッションを計 す る。

画 、編 成
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知識 とスキル 行動 スキル

(概念的思考) (顧客指 向) (影響力 と説得力) (リー ダ シ ップ)

複雑 な問題や状況において、基
本的な事柄 を、もっと単純にあ

内部、外部顧客のニーズを理解
し、行動 を起 こす とき、または

直接の命令ご指揮系統のないと

きに、他者 に影響力を及ぼ し説

ゴールおよび 目標 を識別 し、そ

の達成に向けて他者を促 し、誘

るいは分か りやす く説明 され る 決 定 を 下す とき に、 そ の ニー ズ 得 して、具体的な行動 をとらせ 導す る。

概念、モデルあるいは過去の経 に配慮す る。 る。

験に適正に関連づけることによ
り、理解 す る。

技術知識 とスキル

(情報 モデ リン グツー ル のエ キ (ビジネ ス分析手法に熟達) (社内、業界、専門家基準に熟

スパ ー ト) ビジネスとその運用をモデ リン 達)

組織内の構造、関係 、情報の活 グし理解するのに役立つ各種手 IS実務者の現在の役割に関連す

用についての理解内容 を文書化 法 る標準/基 準
するのに使用できる手法 とツー 例:機 能 ビジネスモデル、統計 例:部 門のプ ログラミング標

ル(手 動または自動) 的 工 程管 理 、 リレー シ ョナル 準 、ヘル プデ ス ク手続 き、 社内

例:情 報使 用モ デル 、 エ ンテ ィ デ ー タモ デ リン グ、 ユー スケ ー 品質 システ ム 、ITイ ンフ ラ ライ

テ ィモ デル 、 ク ラス ダイ ア グ ラ ス ブ ラ リ、Ti。kiT

ム 、 リレー シ ョナル デ 一 夕モ デ

rノ' ル 、デ ー タフ ロー モデ ル

その他の知識 とスキル

(プ レゼ ンテ ー シ ョン手 法 に熟 (ビジネ ス提案に熟達) (ビジネスプ ロセ ス改善手法に (プロジェク ト計画および管理

達) 口頭および書面で、 ビジネス 精通) 手法に熟達)

効果的なプ レゼ ンテー ションを ケースを作成 し提示するための すでにモデ リングされ理解 され プロジェク トの計画 と進捗監視

実施す る方法 と技法 方法 と技法 ているビジネスプロセスの簡素

化のための手法

に関連す る手法

例:製 品/作 業分類構造、ク リ

例:エ ラープル ー フ、付 加 価値 テイカルパス分析、達成価値

評 価、 プ ロセ ス サイ クル タイ ム

節減

訓練要件 顧客関係 プ ロ ジェ ク ト管理 財務計画 と予算編成 品質管理 ビジネスプロセス改善の

先進手法

顧客満足の達成 と維持のため、
上級管理者 レベルのクライアン
ト/ユ ーザ との関係に指導的役

割を果たす準備 として、交渉、
プ レゼンテーション、 ミーテ ィ

ISプ ロジ ェ ク ト管 理 の た めの 計

画 立案 、 リス ク管 理 、プ ロ ジェ

ク ト変 更 管理 、構 成 管理 、財 務

管理 、 ス タ ッフ選 定 な どの ス キ

ノレ

経 常活 動 とプ ロジ ェク ト活動 の

両方 に つ いて 、財 務管 理 の哲

学 、規 則 、手続 き、 ツー ル

品質システム、マニュアル、手

続 きお よび計画の原則 と適正実
務慣行。品質保証 と審査。外部

品質基準。総合品質管理

(TQM)と 欧州品質管理卓越

ビジネスプロセスの分析 、モデ

リング、簡素化に関連す る、高

度 に複雑なツール と手法

ングスキル 性 モデ ル フ ァ ウ ンデ ー シ ョン

(To㎏IQualityManagementand

EuropeanFoundationfbrQuality

ManagementExoellenccModeD
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専門能力育成活動 広範なIS問題についての 管理能力の育成 職場外活動 職務 ローテー ションと
特別任務

職場外学習 コ ミュニテ ィ活 動

知識の習得

自習、セ ミナー出席、特別学

習、一時的任務 などを通 じて、
広範なIS問題について知識の鮮

度を高め、維持す る。

ビジネスと財務 管理、変更管

理、戦略 立案を含 めて、組織の

全部または一部を管理するため

に要求 され るスキル と手法につ
いて訓練 を受け、実践 し、理解

を深める。 これには、職場内お

作業環境外部で、専門スキル を

育成す るのに、あるいは 自分の
業務上の役割 を新 しい視点であ

るいは深 く理解するのに役 立つ

活動を実施する。

IS内外で、一時的に他の役割一

とくに、 自己の職務 にっいて新
しい視点 を提供する役割、ある

いは環境や文化の異なる役割 一

を引き受ける。

た と えば 、外 国語 コー スな ど、

合 目的 的 で はあ るが 、 直接 に は

自己の 役割 に関係 しな いテ ーマ

で 、 自習 し、あ る いは 夜間 ク ラ

スや バ ケー シ ョン ス クール に参

加す る。

地域社会や市民行事に参加す

る。

よび外訓練が要求 され、場合 に
・

よっては、MBAな ど該当す る

1 能力育成プログラムへの参加が

含 まれ る。

専門能力育成活動(続 き) 代行 プ ロ ジェ ク ト任 務 相談役 国際経験 専門家団体の活動への参加 パ ブ リケー シ ョン

監督者または管理者が休暇その

他の理由で不在時に一時的 に代

行す る。

特定の問題に対処す るために設

置 され たプ ロジェク トチーム、

作業グループ、タスクフォース
に参加す る。グループが領域横

仕事やキャ リアの問題につい

て、直接の監督下にない人間の

相談を受け、相談、指導役 を務
める。

雇 用主組織のために海外 で専門
職務 を実施す る。

`

支部、専門家グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極的に参加す る。

専門誌、技術誌へ寄稿す る。

断的であればなお さら有益であ
る 。

教育指導 規格/標 準と法律 雇用主組織について

戦略的知識の習得

自己 の専 門領 域 で、公 式 、 非公

式に 、教 師 、講師 、チ ュー

ター 、 コーチ と して教育 指 導 に

務 める。

関連規格/標 準または法律 の策

定、維持また は監視 に責任を負

う作業 グループ、委員会な どに
参加す る。

雇用主組織の経営 をと りま くビ
ジネス(経 営)環 境、外部世界

との相対的な組織の地位、方

針 、方向について総合的に理解
を深める。

資格 MBCS－ 英国 コ ンピ ュー タ SSADM4+の 履修 証 明 ビジネス分析の履修証明 迅速アプ リケーシ ョン開発 の

履修証明
学会会員

英 国 コ ン ピ ュー タ 学 会

(http://www.bcs・org・uk40inbcs・ht

m)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(h孟)rmati。nSystems

ExaminationBoard)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(㎞fbmationSystems

Examinat輌onBoard)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(lnlbrmationSystems

ExaminationBoard)

情 報 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア リ ン グ

公 認 機 関(lnfbrmationSystems

E・gi・eeri・gCh・der・dB・dy)の

専 門 資 格

(http:〃v酬.bcs.orguk/iseb/portf

o.htm)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

(http:〃www.bcs.org・uk/iseb/portf

o.htm)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

(http://www.bos・org・uk/iseb/po㎡

o.htm)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

、



ー

ゴ

⑩
ー

(5)レ ベ ル6(ANAL6)一
職務の概要 ビジネス機能とプロセス、お よび当該機能 とプロセ スで使用 される情報の点から、 ビジネスの全部または一部 を体系的に調査、分析 、文書化する。プ ロセ スとシステ ムのいずれかの側面の改

善のために要求事項 を定義す る。情報 システムの構築の準備 として有効な仕様 を作成する。

レベルの定義 レベ ル6

(自主性、責任および権限)

管理者、IS専門家または コンサ

ル タン トとして、定義 された活

動領域に全面的な責任 を負 う。

(影響力)

雇用主組織のIS業務の領域に中

長期にわた り相 当の影響力をも
つ。自己の専門領域に関す る方

針の策定に影響 を与える。

(業務の複雑 さ)

予測不可能な業務、ルーチン外
の業務を含めて、幅広い技術お

よび/も しくは管理原則の創造

的適用を要求 される、や りがい
のある広範多様 な業務 を実施す

(必須 スキル)

多様な技術領域 と状況で リー ダ
シップを発揮す る。

主要 レポー トの作成 、適切 な

ツール と手法を使ったプ レゼ ン
テーシ ョンの準備、組織、実

(文 脈 の なか で のIs)

自分 の 専 門能 力 お よび/も しく

は プ ロ ジェ ク トで の責任 と雇用

主組 織 全 体 との 関係 を深 く理解

してい る こと を証明 す る。

運 用 製 品(operationalproduct)

(学習と能力育成)

自ら率先 し、時間を作って、一

般技術能力と専門能力を常に最
新に維持 し、業界の動 向に遅れ

ない ようにす る。

る 。 施 、 ミー テ ィン グやデ ィス カ ッ に触れる ことになるすべての人
ションでの指導的役割 など、公 間 のニ ー ズ を考慮 して 、 自分 の
式 、 非公 式 を問 わず 、部 下 、 同 専門領域 の範囲内で技術 ソ
僚 、 ク ライ ア ン ト、顧 客 との間 リュLシ ョンを提 案 す る こ とが
で、口頭または文書 による効果 で き る。
的 な コ ミュ ニ ケー シ ョンを証 明

す る。

バ ックグラ ウン ド要件 学歴その他教育バ ックグラウン 過去 の経験 事前 の知識 とスキル

ド

おそ らくは学位 レベルの教育を ビジネス分析の役割 のレベル5 1っまたは複数の ビジネス部門

受 けて い る。 で熟練に到達 している。 でビジネ スおよび ビジネス機能

にっいて広範 な知識がある。対

人スキル は平均以上で、クライ
、 アン ト/ユ ーザへの対応に経験

があ る。問題解決には体系的

で、 秩序 立 っ た、 分析 的 なア ブ

ロー チ で臨 んで い る。 ソフ ト

ウェアエ ンジニ ア リン グの開発
のライフサイ クル、効果的な情

報 システムを構築す るために要
求 され る概念 と実務に精通 して
い る 。

あらゆるタイプの ビジネス分析
任務を管理す ることができ、専

門業界のなかで どのようにISが

使用 されているかを理解 してい
る。

タス ク 必須タスク

L適 宜 クライアン トお よびISス

タッフと緊密に協力 しなが ら、

技術的制約や コス ト側面 とビジ

ネス 目標を調和させるプロセ ス

を先行調査 し、分析 し、モデ リ
ングし、仕様化 し、統合 し、構

築 し、安全で実用的で保守の容

易なシステ ムを完成 させ る。

2.そ うしたソリュー ションの設

計 に際 して、監査基準、デー タ

管理基準、安全関連基準、適正

実務慣行 、法律な ど、内部、外

部両方の基準、要件 に十分に配

慮す る。

3,定 義された権限の範囲内でプ

ロジェク トを指揮、指導 し、プ

ロジェク トグループの作業を正

確かつ効果的に計画する。

4.ビ ジネス領域 でISを効果的に

使用す るための戦略の策定に重

要な役割を担い、戦略立案、オ
ペ レー ションリサーチ、費用便

益分析など、専門領域に関連す

る手法の最先端の使い方 にっい
ての知識を活用す る。

5.オ ペ レー シ ョン、IT、ISの 方

針 、 お よび 現在 の ビジネ ス アプ

リケ ー シ ョンの効 果 につ い て十

分 な 知識 を維持 し、助 言 を提 供

し、 正 当性 を説 明 す る。 一般 的

に適 用 され るよ う、標 準 、方

法 、 手続 きにつ い て助 言 し、正

当性 を説 明 す る。

6.理解力、想像性、創造性 を示

しなが ら、作業条件お よび実務

慣行の変更 を伴 う有効、有力な
システ ムソリュー ションを受け

入れる方向にクライア ン トを導
く。
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タスク(続 き) 必須 タスク 任意 タスク

7.作 業 のす べて の側 面 につ い (情報未定義)

て、口頭お よび書面で よどみな

く意思を伝達 し、あらゆるレベ
ルの管理者 と効果的にコミュニ

ケー シ ョンを とる。

知識 とスキル
行動スキル

(戦略的視点)

全体的な 目標 と戦略に常に留意
し、細事にとらわれす ぎない。

(顧客指向)

内部、外部顧客のニー ズを理解
し、行動を起 こす とき、または

決定を下す ときに、そのニーズ

(影響力 と説得力)
直接の命令、指揮系統のないと

きに、他者に影響力を及ぼ し説

得 して、具体的な行動をとらせ

(リ ー ダ シ ップ)
ゴール お よび 目標 を識 別 し、 そ

の達 成 に 向け て他 者 を促 し、誘

導す る。

(指示)

他 者 に指 示 して、 タ ス クを実 行

させ る。

に配慮する。 る 。

技術知識 とスキル
その他の知識 とスキル

(ビジネ ス分析手法のエキス
パー ト)

ビジネスとその運用をモデ リン

グし理解するのに役立つ各種手

法

例:機 能ビジネスモデル、統計

的工程管理、 リレーシ ョナル
データモデ リング、ユー スケー
ス

(社内、業界、専門家基準に熟
達)

IS実務者 の現在の役割に関連す

る標準/基 準

例;部 門のプ ログラミング標
準 、ヘルプデスク手続き、社内

品質 システ ム、ITイ ンフラライ

ブラ リ、TicklT

(ビジネスプロセ ス改善手法に

熟達)
すでにモデ リング され理解 され
ているビジネスプ ロセスの簡素

化のための手法

例:エ ラープルーフ、付加価値

評価、プロセスサイクルタイム
節減

(ビジネス提案に熟達)
口頭お よび書面で、ビジネス

ケー スを作成 し提示す るための

方法と技法

(プロジェク ト計画および管理
手法に熟達)
プロジェク トの計画 と進捗監視

に関連す る手法

例:製 品/作 業分類構造、クリ
ティカルパ ス分析、達成価値

(カスタマバ リューチェー ンの
コンセプ トを把握)

注文または要求の受領から、製

品またはサー ビスの納入まで、
プロセスを構成する活動のシー

ケンス全体

訓練要件 情報 システムの戦略立案 ビジネスプ ロセ ス改善の先進手

法

プログラム管理

明確に定義 されたオプシ ョンと
アクシ ョンプランを生成す る体

系的な方法で組織の長期的 ビジ

ネス情報要件 を定義するプロセ
スの心理学 と実用性

ビジネスプロセスの分析、モデ

リング、簡素化に関連す る、高

度に複雑なツール と手法

プロジェク トのプログラムの選

択 、計画、管理 に際 して順守す
べき原則 と実務慣行、お よびプ

ログラム管理に関連す る役割と

責任

専門能力育成活動 広範なIS問題についての

知識の習得

規格/標 準 と法律にっいての
知識の習得

管理能力の育成 職場外活動 職務 ローテー ションと
特別任務

職場外学習

自習 、 セ ミナ ー 出席 、特 別学

習 、一 時的 任務 な どを通 じて、

広 範 なIS問 題 に つい て知 識 の鮮

度 を高 め 、維 持す る。

関連する国内、国際規格/標 準
お よび法律について知識 を習得
し、維持す る。

ビジネ スと財務管理、変更管

理、戦略立案 を含めて、組織の

全部または一部 を管理するため
に要求 されるスキルと手法につ
いて訓練 を受け、実践 し、理解

を深める。 これには、職場内お

作業環境外部で、専門スキル を

育成す るのに、あるいは自分の
業務上の役割 を新 しい視点で あ
るいは深 く理解するのに役 立つ

活動を実施す る。

IS内外で、一時的に他の役割 一

とくに、自己の職務について新
しい視点を提供す る役割、ある
いは環境や文化 の異なる役割 一

を引き受ける。

た とえば 、外国 語 コー ス な ど、

合 目的 的で は あ るが、 直接 に は

自己の 役割 に関 係 しな い テー マ

で、 自習 し、 あ るい は夜 間 クラ

スやバ ケー シ ョンス クール に参

加 す る。

よぴ外訓練が要求 され、場合に

よって は 、MBAな ど該 当す る

能力育成プログラムへの参加が

含 まれ る。

コ ミュ ニテ ィ活 動 プ ロ ジェ ク ト任務 相談役 国際経験 専門家団体の活動への参加 パ ブ リケー シ ョン

地域社会や市民行事に参加す
る:

特定の問題に対処するために設

置 されたプ ロジェク トチー ム、
作業グループ、タスクフォース

に参加す る。グループが領域横

仕事や キャ リアの問題 にっい

て、直接の監督下にない人間の

相談を受け、相談、指導役を務

める。

雇用主組織のために海外で専門
職務 を実施す る。

支部、専門家グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極的に参加す る。

専門誌、技術誌へ寄稿す る。

断的であれ ばなおさら有益であ

る。



専門能力育成活動(続 き) 教育指導 規格/標 準 と法律 雇用主組織について

戦略的知識 の習得

'}

自己の専門領域で、公式、非公 関連規格/標 準または法律の策 雇用主組織の経営をとりま くビ

式 に、 教師 、講 師 、 チ ュー 定、維持または監視に責任 を負 ジネス(経 営)環 境、外部世界

タ ー、 コー チ として教 育 指導 に う作業グループ、委員会 などに との相対的な組織の地位、方

務 め る。 参 加す る。 針、方向について総合的に理解

を深 め る。

資格 MBCS－ 英 国 コン ヒoユー タ

学 会会 員

SSADM4+の 履修 証 明 ビジネス分析 の履修証明 迅 速 ア プ リケ ー シ ョン 開発 の履

修証 明 、

英国 コン ピュー タ学 会 情報システム検査委員会 情報 システム検査委員会 情報 システム検査委 員会

(http://www.bcs.org.uk40inbcs上t

m)

(1㎡bmlationSystem8

ExaminationBoard)

(lnfbmati・nSystems'

Ex・minati・nB。ard),

(城)mati・nSyste㎜

Ex㎜inationBoard) ;

情報 システムエ ンジニア リング (http:〃www.bcs.org.uk/iseb/portf (http:〃www.bcs.org.uk/iseb/portf (http:〃www.bos.org.uk/iseb/portf

公 認 機 関(lnfbrmationSystems o.htm) o.htm) o.htm)

EngineedngCharteredBody)の

専 門 資 格

情報システム検査委員会の交付
す る資格

情報 システム検査委員会の交付
する資格

情報システム検査委員会の交付
す る資格

一

一
巴
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(6)レ ベ ル7(ANAL7)一
職務の概要

善のために要求事項 を定義する。

ビジネス機能 とプ・セス、および当該縦 とプ・セスで使用 され る情報 の点から・ ビジネスの全部または一部を体系的に調査・
情報 システムの構築の準備 と

分析、文書化す る。プロセスとシステムのいずれかの側面の改

して有効な仕様 を作成する。

レベルの定義
レベル7

(自主性、責任および権限)

職務管理者、IS専門家または上

級 コンサルタン トと して、全面

的な専門責任を負 う。すべての

意思決定に全面的な説明責任 を

(影響力)

雇用主組織の収益性または運用
効率に相当の影響力をもっ。方

針の策定に相 当の影響 を与え

る。

(業務の複雑 さ)

戦略的意思決定および/も しく
は資源の大規模展開 を含めて、

主にルーチン外の業務を実施す

る。

(必須 ス キル)
コ ミュニ ケー シ ョン、 部 下 の指

導 と動機 づ け、財 務 計 画 と統

制 、品 質 管理 、 リス ク分析 、

ター ゲ ッ トの達成 な ど、 管理 お

よび リー ダ シ ソプ の重 要領 域 で

(文脈 のなかでのls)

ISについて、および 自分の組織

と他組織 の両方 でのIS活用にっ

いて幅広 い知識 を証明す る。

(学習 と能力育成)

自ら率先 し、 自身 と部下のスキ
ルを常に最新に維持 し、IS業界

の動向に遅れない ようにす る。

負 う。 能力を発揮す る。

バ ックグラウン ド要件 学歴その他教育 過去の経験 事前の知識 とスキル

バ ックグ ラ ウン ド

おそらくは学位 レベルの教育 を

受けている。

ビジネス分析の役割の レベル6

で熟練 に到達 している。

1っまたは複数の ビジネス部門

で ビジネスおよび ビジネス機能
にっいて広範 な知識がある。対

専門業界内で、およびとくに同
じ市場で活動 している競合また

は関連組織内でISが どのよ うに

人 スキルは平均以上で、クライ 使用 されているかについて十分

アン ト/ユ ーザへの対応に経験 な知識を証明す る。

が ある。問題解決には体系的

で、秩序立った、分析的なアブ .

ロー チ で臨 ん でい る。 ソ フ ト

ウェア エ ン ジニア リン グの 開発

のライフサイクル、効果的な情

報 システムを構築するために要

求 される概念 と実務に精通 して
いる。

タス ク
必須タスク

1,クライアン ト/ユ ーザの最上

級管理者 と協力 して、ISが ビジ

ネス目標に果た しうる貢献 を明

確にする 一戦略を定義 し、要求

事項仕様 を作成 し、実現性調査
を実施 し、組織の情報ニーズの

2.助言や決定が組織の収益性 あ

るいは有効性 に目に見える影響
を及ぼす ことになる組織の重要
セ グメン トあるいは中枢セグメ

ン トのISソ リューションに全面

的責任を引き受 ける。

3.他 の技術 ス タ ッフお よび 専門

IS管 理 者 と ともに 、IS方 針決 定

と ソフ トウェア 、ハ ー ドウェ ア

両方 の調 達 に積極 的 役割 を担

う。

4.幅 広い技術領域にわたって ビ

ジネスの機会あるいは将来性の

あるアプ リケーシ ョンの機会を

認識 し、実際に行動を起こして
そ うした機会を活用できること

を証明する。

5.理解力、想像性、創造性 を示

しなが ら、ISを通 じて引き起 こ

される変化を受 け入れ る方向に
クライアン トを導 く。

6.作 業 のあ らゆる側 面 につ い

て 、 口頭 お よび 書面 で よどみ な

く意 思 を伝 達 し、 あ らゆ る レベ

ル の管理 者 との間 で、 あ るい は

公 開 の場で 、効 果 的に コ ミュニ

ケ ー シ ョン を とる。

戦略モデル を作成する。

任意 タスク

(情報未定義) 、

知識 とスキル
行動 スキル

(戦略的視点)
全体的な 目標 と戦略に常に留意

し、細事にとらわれすぎない。

(意思決定)

状況のニーズ、優先事項、制
約、必要な情報の利用可能性 を

考慮 に入れた うえで、適切なタ

(指示)

他者に指示 して、 タスクを実行
させ る。

(権限委譲)

タスク、責任、権限を効果的に

委譲す る。

イ ミングで決 定を下す。
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知識 とスキル(続き) 技術知識 とスキル その他の知識 とスキル

(ビジネス分析手法のエキス
パー ト)

ビジネスとその運用をモデ リン

グし理解するのに役立つ各種手

法

例=機 能 ビジネスモデル 、統計

(社内、業界、専門家基準のエ
キスパー ト)

IS実務者 の現在の役割に関連す

る標準/基 準

例:部 門のプログラ ミング標

準、ヘルプデスク手続 き、社内

(国 内/国 際規格 に熟達)

IS実 務 に 関連 す る規 格

例:PRINCE、SSADM、

ISO9000

(プロジェク ト計画および管理

手法に熟達)
プロジェク トの計画 と進捗監視

に関連す る手法

例:製 品/作 業分類構造、ク リ
テ ィカルパス分析、達成価値

注文(カ スタマバ リューチェー
ンのコンセプ トに精通)

または要求の受領から、製品ま

たはサー ビスの納入まで、プ ロ

セスを構成す る活動 のシーケン
ス全体

(品質管理に精通)

雇用主組織内の品質管理システ
ムまたは方法

的 工程管 理 、 リレー シ ョナ ル 品 質 シ ステ ム 、ITイ ンフ ラ ライ

デー タモ デ リング 、ユ ー ス ケー

ス
ブ ラ リ、TicklT

訓練要件 (情報未定義)

専門能力育成活動 広範なIS問題についての

知識の萱葺

規格/標 準 と法律についての
知識の習得

管理全般 職場外活動 職場外学習 コ ミュニテ ィ活 動

自習、セ ミナー 出席 、 特別 学

習 、一 時的 任務 な どを通 じて 、

広範 なIS問 題 につ い て知識 の鮮

度 を高 め 、維持 す る。

関連す る国内、国際規格/標 準

お よび法律について知識を習得
し、維持する。

部門 の また はIS全 体 の職 務 に責

任 を引 き受 ける こ とがで き る よ

うに、 効果 的 な コ ミュニ ケ ー

シ ョン、 リー ダ シ ップの ス タイ

ル とスキル 、 チー ム編 成 とチー

ム の役割 、動機 づ け と権 限委

作業環境外部で、専門 スキル を

育成す るのに、あ るいは 自分の
業務上の役割 を新 しい視点であ

るいは深 く理解す るのに役立つ

活動を実施する。

た と えば 、外 国 語 コー ス な ど、

合 目的 的 で はあ るが 、 直接 に は

自己の 役割 に関 係 しな いテ ー マ

で 、 自習 し、 あ る いは 夜間 クラ

スや バ ケ ー シ ョン ス クール に 参

加す る。

地域社会や市民行事に参加す
る。

任、計画立案 と資源スケジュー
リング、影響力の行使、説得お

よぴ交渉など、管理スキル全般
について継続的な訓練 を実施す

る。

プ ロジェ ク ト任 務 相談役 国際経験 専門家団体の活動への参加 パ ブ リケー シ ョン 教育指導

特定の問題に対処するために設
置 されたプロジェク トチーム、

作業グループ、タスクフォース
に参加する。グループが領域横

仕事やキャリアの問題 につい
て、直接の監督 下にない人間の

相談を受 け、相 談、指導役 を務
める。

雇用主組織 のために海外で専門
職務 を実施する。

支部、専門家グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極的に参加す る。

専門誌、技術誌へ寄稿する。 自己 の専門 領域 で 、公 式 、非公

式 に、教 師 、講 師 、チ ュー

ター、 コー チ と して教 育指 導 に

務 め る。

断的であればなお さら有益であ
る。

規格/標 準と法律 雇用主組織 について

戦略的知識の習得
関連規格/標 準または法律の策 雇用主組織の経営をとりまくビ

定、維持または監視に責任を負 ジネス(経 営)環 境、外部世界

う作業 グループ、委員会などに との相対的な組織の地位 、方

参 加す る。 針、方 向について総合的に理解
を深 め る。

資格 MBCS－ 英国 コン ピュー タ

学会会員
ノ

英 国 コ ン ピュー タ学会

(hUp:〃www.bcsρrg.uk60inbcs・ht

m)

情 報 シ ステ ムエ ン ジニア リン グ

公 認機 関(1㎡bmatio皿Systems

EngmccringChartercdBody)の

専門資格

,
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2.4デ ータ分 析

(1)レ ベ ル1(DTAN1)一
職務の概要 繍 。。テ順 件を充足す ・デー・の一貫性 、可用性、正紺 セキ・リテ ・を確実に充足するため・データの調査 ・評価 ・

解釈 に専門知識 と実務支援を提供する。

レベルの定義
レベ ル1

(自主性、責任お よび権限)

体系化 された、経常的に監督付
きの環境で作業す る。

(影響力)

自身の活動 に責任を負 う。

(業務の複雑 さ)

多様な文脈で広範なタスクを実
施す る。頻繁に他人を参考にす

ることはない。

(必須スキル)

引き受けた仕事 には合理的で組

織だったアプローチで臨む。
指示を受 けて 自分 の仕事 を計画
し、スケジュール を立て、監視

(文脈のなかでのIs)

タスクセ ッ トに該当す る適切な

方法、手続き、ツール、機器、

標準を効果的に活用す るための
初期訓練 を受ける。

(学習と能力育成)
体系的に紹介 された時点で新 し
い技術情報を速やかに吸収 し、

必要に応 じて適用す ることがで

きる。

す る こ とがで き る。

口頭お よび書面で、同僚お よび

監督者 と効果的に対話するのに

十 分 な コ ミュニ ケー シ ョン能 力

を備 えて い る。

バ ックグラウン ド要件 学歴その他

教育バ ックグラウン ド

過去の経験 事前の知識 とスキル

おそ らくは学位 レベルの教育を

受 けてい る。

(情報未定義) 問題解決 には体系的で、秩 序
立った、分析的なアプローチで

臨んでいる。 口頭お よび書面で
の コ ミュニ ケー シ ョンス キル も

は っ き り と して い る。

タス ク
必須 タス ク ・

任意 タスク

1,プ ロ ジェ ク ト環 境 内部 で 、所

定の方 法 とツール を使 用 し、要

求 され る標 準 に従 って 、ア プ リ

ケー シ ョン のデ ー タ要件 の 調査

に支援 し、要 件 を文 書化 す る。

s㎜QU㎡t・218顧 客 の 要求 の

識別 に支 援す る。

2,プ ロジェク ト環境内部で、 ビ

ジネ スプロセスの一般的理解 に

基づいて、データ分析手法、

デー タモデ リング手法 を適 用
し、データ構造お よびその関連
コンポーネン ト(エ ンテ ィテ ィ

記述 、関係記述、属性 定義)を
構築、変更または維持す る。

3.デ ータ構造お よび関連 コン

ポーネン トにっいて説明 と情報

を求めるデータベース設計者 と

他 のアプ リケーション開発チー
ムメンバの要求に対応す る。

4.プ ロジェク トデータ基準の策

定 と維持に支援する。場合によ

り、 この作業には、該 当する手

続 きを通 じた社内データ基準の
採用および拡張が含まれ る。

(情報未定義)

s/NVQUnit:218顧 客 の 要 求 の.

識別に支援す る。

知識 とスキル
行動 スキル

(分析的思考)

問題や状況を、個々の構成部分

に体系的に細分化 し、各部分間
の関係 を明確にす ることによ

り、理解する。

(細心の注意)

実施 したす べてのタスクに品質
基準 を適用 し、なにも見過 ごし

ていない ことを確認す る。

(組織 についての意識)
自社、顧客およびサプライヤの

組織の階層 と文化 を理解 し、意

思決定者および影響力をもつ人

間がだれか識別す ることができ
る。

(口頭での表現)
1]頭で効果的に意思を伝達す

る。

技術知識 とスキル

(ビジネス分析手法 に精通)
ビジネスとその運用をモデ リン

グし理解す るのに役立つ各種手

法

例:機 能 ビジネスモデル、統計
的工程管理、 リレー ショナル

デー タモデ リング、ユースケー
ス

(情報モデ リーングツール に精

通)

組織内の構造、関係 、情報 の活
用についての理解内容 を文書化

するのに使用で きる手法 とツー
ル(手 動または自動)

例:情 報使用モデル、エ ンティ
テ ィモデル、クラスダイアグラ
ム、 リレー ショナルデ一夕モデ

(ア プ リケー シ ョン開発 方 法 、

技 法 、標 準 を把 握)

体系 化 され たか た ちで ア プ リ

ケー シ ョン開発 を促進 す るた め

に 、組織 化 され文 書化 され た手

法 のセ ッ ト

例:SSADM、DSDM、

0句ect・1y/UML

(社内、業界、専門家基準 を把

握)
IS実務者の現在 の役割 に関連す

る標準/基 準

例:部 門のプ ログラミング標

準、ヘルプデスク手続 き、社内
品質 システム、ITイ ンフラライ

ブラ リ、TicklT

(デ ー タベ ー スの モ デ リン グ と

設 計 用 の ツール を把握)

論 理 エ ンテ ィテ ィモ デル をモ デ

リン グ し、物理 デー タベ ー ス を

生成 す るの に役 立っ ツ ール

例:OracleDesigner2000

ル 、 デー タ フ ローモ デル
一
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知識 とスキル(続 き) その他の知識 とスキル

(時間管理手法に精通) (職務または部門のオペ レー

自分の時間を効果的に活用す る ションを把握)

ための方法 と技法 サー ビス提供先の職務お よび部

門 の活 動 、構 造 、 ポ ジ シ ョン

例:販 売 、 エ ン ジニ ア リン グ 、

マ ー ケテ ィン グ、 生産

訓練要件 標準、手続 きおよびツール ア プ リケー シ ョン開発 ツール システ ム分析 と設計用の
ツール と方法

データ管理の概要 事実確認手法 情報 とデータのモデ リング

日常業務に使用する標準、手続

き、 ソフ トウェアツールお よび
オペ レーティングシステム機能

開発 プロセスのいずれかの部分
を 自動化または支援す るソフ ト

ウェアツール

システム分析 と設計に使用され

るツール と方法

データ管理の概念と手法 ビジネスお よび技術 システム、

プロセスについて完全かっ正確

な情報を収集するための手法

(インタ ビュー、観察、統計分

組織内の構造、関係、情報使用
を文書化 し理解す るための手法

析な ど)

専門能力育成活動 雇用主組織についての 周辺技術領域につ いての 追加学習 時間管理 チー ム ワー ク コ ミュニ ケー シ ョン

知識の習得 知識 の習得

雇 用 主組 織 、そ の ビ ジネ ス、構

造、 オペ レー シ ョン、 用語 法 に
つい て基 本 的 な知識 を習得 す

る。

自身 の職務外 の、雇用主組織 の

IS活動 についての知識

遠隔学習、夜学、研修休暇制度

により、追加学習を通 じて初期

教育を補強する。

自身 の活動を計画、組織す る訓

練を受 け、実践練習す る。

チLム ワー クの手法の訓練を受

け、実践練習する。基本概念 に
ついて理解する。

レポー ト作成 とプ レゼ ンテー

シ ョン を含 めて 、 口頭 お よび 書

面 に よ る コ ミュ ニ ケー シ ョンの

訓練 を受 け 、実践 練 習す る。

グループ活動へ の参加 職場外活動 専門家団体の活動への参加

作業環境内外で、対人スキルの 作業環境外部 で、専門スキル を 専門家団体の主催する会議 、セ

育成に役立っ グループ活動に参 育成す るのに、あるいは 自分の ミナ ー 、 ワー ク シ ョ ップ に参 加

加す る。 業務上の役割 を新 しい視点であ し、機 関紙 、会 報 を読 む。

るいは深 く理解するのに役立っ

活動 を実施す る。

資格 システム分析設計の履修証明

情報 システム検査委員会

(1㎡bmati・nSystems

ExaminationBoard) 」

(h枇p:〃www.bcs.org.uk/iseb/portf
'

o.h㎞)

情報 システム検査委員会の交付

す る資格 。

'
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(2)レ ベ ル2(DTAN2)

職務の概要 情報シ。テ。要件 。充足す ・デー ・の慣 性、可聴 正雑 セ… テ・を確 実に充足す・ため・デー・の調査・評価・解釈に専門職 と実轍 援を提供す る・

レベルの定義
レベ ル2

(自主性、責任および権限)

監督付 きの環境で作業 し、頻繁
なレビューを受ける。

(影響力)

自身 の活動には相当の自主性 を
与えられている。監督責任、プ
ロジェク トの技術的責任 を割 り

当て られ ることはほ とんどな
い。

(業務の複雑 さ)

複雑でルーチン外の文脈 を含 め
て、広範多様な文脈で幅広 くさ

まざまな作業を実施する。

(必須 スキル)
引き受けたすべて の仕事 に体系
的で、秩序立った、分析的なア

プローチで臨む。

適切な方法、手続 き、ツール、

機器、標準 を効果的に使 用し、
ごくまれには他者 を参考に し、

(文脈 のなかでのls)

自身の専門外 の幅広 いIS分野に

基本的理解があり、自身の役割
と他のISの役割お よび雇用主組

織全体との関係 を把握 してい
る。

(学習と能力育成)
新 しい技術情報を速やかに吸収
し、必要に応 じて適用す ること

ができる。

'・

限 られた時間枠のなかで 自分の

仕 事 を計 画 し、 ス ケ ジ ュール を
,

立 て、 監視 す る ことが で き る。

すべてのルーチン活動 と連絡に

関 して、 口頭、書面で効果的な
コ ミュニ ケー シ ョン能 力 を発 揮

す る。

バックグラウン ド要件 学歴その他

教育バ ックグラウン ド

過去の経験 事前の知識 とスキル

おそ らくは学位 レベルの教育を

受けている。

次のいずれか
データ分析の役割一 レベル1ま

たは他 のシステム開発 と保守の

職務のレベル1で 熟練に到達 し

ている。

問題 解 決 には 体系 的 で、 秩 序

立 った 、分 析 的 なア プ ロー チで

臨 んで い る。 口頭 お よび書 面 で

の コ ミュニ ケー シ ョン ス キル も

は っ き りと して い る。

該 当するコーポ レー トデー タ基

準を認識 している。専門業務上
および/も しくは法律上のデー

タ基準についてある程度の知

識、理解がある。限 られた時間
枠のなかで自分の仕事を効果的

に計 画 し、 スケ ジ ュー ル を立 て

る ことが で き る。

タ ス ク
必須 タスク

任意 タスク

1.次 のいず れ か

プ ロジ ェク ト環境 内 部 で、所 定

の方 法 とツー ル を使 用 し、要求

され る標 準 に従 って 、 ア プ リ

ケー シ ョン のデ ー タ要 件 を調 査

し、 要件 を文書 化す る。

また は(非 プ ロ ジェ ク ト)コ ー

ポ レー ト環境 内部 で、 所 定の 方

法 とツ ール を使 用 し、 要 求 され

る標 準 に従 っ て、 コー ポ レー ト

デー タ要件 の調 査 に支 援 し、 要

件 を文 書化す る。

s/NVQUnit:310顧 客 のIT要 求

を識 別 す る。

2.プ ロジェク ト環境内部で、 ビ

ジネ スプロセ スの詳細な理解 に

基づ いて、データ分析手法、
データモデ リング手法 を適用
し＼ デー タ構造お よびその関連
コンポーネン ト(エ ンテ ィティ

記述、関係記述、属性定義)を
構築、変更または維持す る。ま

たは

(非プロジェク ト)コ ーポレー
ト環境内部で、 ビジネスプロセ
スの一般的な理解 に基づ いて、

デー タ分析手法、デー タモデ リ
ング手法を適用 し、データ構造

およびその関連 コンポーネン ト

3.次 のいずれか

プロジェク ト環境内部で、場合

により適正な手続きを通 じた
コーポ レー トデー タ基準の採用

と拡張を含めて、プロジェク ト

データ基準の策定と維持 を指揮

する。または

(非プ ロジェク ト)コ ーポ レー
ト環境内部で、 コーポ レー ト

データ基準の策定と維持 に支援

する。

4,プ ロ ジェ ク ト環境 内部 で 、

デ ー タ構 造お よび 関連 コン ポー

ネ ン トの詳細 につ い てデ ー タ
ベ ー ス設 計者 そ の他 の アプ リ

ケー シ ョン開発 チ ー ム に助 言す

る。

5.プ ロジ ェ ク トで構 築 され た

デー タ構 造 と関連 コンポ ー ネ ン

ト(エ ンテ ィテ ィ記 述 、関係 記

述 、属性 定義)の 品 質保 証 に支

援 す る。

(エ ンテ ィテ ィ記 述 、関係 記

述、属性定義)を 構 築、変更ま

たは維持する。

歌- s/NVQU㎡t・310顧 客 のIT要 求

を識別す る
SNVQUnit:321分 析 デー タお

よび設計データ構造
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知識 とスキル
行動スキル

(分析的思考)
問題や状況を、個々の構成部分
に体系的に細分化 し、各部分間

の関係 を明確にす ることによ

り、理解す る。

(情報収集)
問題または状況を理解するのに

必要 な情報 と入手可能な情報の
ギャップを識別 し、そのギャッ

プを埋めるための手段を工夫す

(細心の注意)
実施 したすべてのタスクに品質

基準を適用 し、なにも見過 ごし
ていないことを確認する。

(組織についての意識)

自社、顧客お よびサプライヤの
組織 の階層 と文化 を理解 し、意

思決定者お よび影響力をもっ人

間がだれか識別す ることができ

(口頭での表現)
口頭で効果的に意思を伝達す

る。

(対人折衝)
さまざまなバ ンクグラウン ドの

人間と関係 を築き、接触を維持
する。

る 。 る 。

行動スキル

(チー ム ワー ク)

他人と(競 争ではな く)協 調 し
て共通 目標の達成に努 める。

知識 とスキル(続 き)
技術知識 とスキル

(ビジネス分析手法に熟達)
ビジネ スとその運用をモデ リン

グし理解す るのに役立つ各種手

法
例=機 能 ビジネスモデル、統計

的工程管理 、リレーシ ョナル

データモデ リング、ユースケー

(情報モデ リングツール に熟

達)
組織内の構造、関係、情報 の活

用についての理解 内容を文書化
す るのに使用できる手法 とツー
ル(手 動 または 自動)

例:情 報使用モデル 、エンテ ィ

(アプ リケー ション開発方法、

技法、標準に精通)
体系化 されたかたちでアプリ

ケーシ ョン開発を促進するため
に、組織化 され文書化 された手

法のセ ント

例:SSADM、DSDM、

(社内、業界、専門家基準に精
通)

IS実務者の現在の役割に関連す

る標準/基 準

例:部 門のプ ログラミング標

準、ヘルプデスク手続き、社内
品質システ ム、ITイ ンフラライ

(ア プ リケー シ ョンシ ステ ムを

把 握)

特 定 ビジネ ス機 能 ま たは プ ロセ
スの サ ポー トに 自動 シ ステ ム を

適 用

例:ERP(基 幹 業務 パ ッケー

ジ)、 販 売 予 測 、航 空券 予約 、

(デー タベ ー ス ソ フ トウェ アを

把 握)

デ ー タ構 造 を構 築 し、入 力 し、

操 作す るため の ソ フ トウェ ア

例:Access、SQLServer、

DB2、Oracle、Infb㎡x、Sybase

ス テ ィモ デル 、 クラ ス ダイ ア グ ラ 0句ectory/UML ブ ラ リ、TicklT 油層モデ リング

ム 、 リ レー シ ョナル デ ー タモ デ

ル 、デ ー タ フ ロー モデ ル 、

その他の知識 とスキル

(情報収集技術に精通) (職務または部門のオペ レー

必要な情報お よび利用可能な情 シ ョンに精 通)

報 ソースに適 した情報収集方 サー ビス提供先の職務お よび部

法 、 ツール 、技 法の選 択 と適 用 門 の活 動 、構 造 、 ポ ジ シ ョン

例;文 脈 に即 した調 査 、 フォー 例=販 売 、エ ン ジニ ア リ ング、

カス グル ー プ、 体系 的 なイ ン タ マー ケテ ィ ン グ、 生産

ビ ュ ー 、 ア ン ケ ー ト、 観 察 、 統

計分析

訓練要件 ア プ リケー シ ョン領 域 ア プ リケ ー シ ョン 開発 ツール システ ム分析 と設計用の

ツール と方法

体 系的 レ ビュー ビジネスモデ リングと分析手法 事実確認手法

専門アプ リケーション領域を中

心 とす る、雇用主組織 の構造、
ビジネスお よび方法

開発プ ロセ スのいずれかの部分

を自動化 または支援す るソフ ト

ウェアツール

システム分析 と設計に使用され

るツール と方法

あ らゆる種類のプロジェク ト成

果品(た とえば、技術、品質お

よび管理に関する成果品)を 対
象 とす る体系的 レビューの方法

ビジネス領域での機 能構造 と情

報 フロー の分析、分類、文書化
の手法

ビジネスおよび技術システム、

プロセスにっいて完全かっ正確

な情報 を収集す るための手法

(インタビュー、観察、統計分

と技法 析な ど)

デ ー タベー ス ソフ トウェア 情報 とデータのモデ リング

物 理 デー タ構 造 とデ ー タベ ー ス 組織内の構造、関係 、情報使用

の構 築 、入 力 、操 作 用 、お よび を文書化 し理解するための手法

デ ー タの格 納 、配 布 、 ウェアハ
、

ウ ジン グ、マ イ ニ ング用 ソフ ト

ウェ アの オペ レー シ ョン と活 用

専門能力育成活動 雇用‡組織についての
知識の習得

周辺技術領域についての
知識 の習得

「調 査 」任務 時間管理 チ ー ム ワー ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

r

、

雇 用主 組織 、そ の ビ ジネス 、構

造 、 オペ レー シ ョン、用 語 法 に

つ い て基本 的 な知 識 を習 得す

る。

自身 の職務外の、雇 用主組織 の
Is活動についての知識

自身の正規の責任に属 さない ト
ピックにっいて調査 し、結果 を

同僚に発表する。

自身の活動を計画、組織す る訓

練を受 け、実践練習す る。

チーム ワークの手法の訓練 を受

け、実践練習する。基本概念に
ついて理解す る。

レポ ー ト作成 とプ レゼ ンテ ー

シ ョン を含 めて 、 口頭 お よび書

面に よる コ ミュニ ケー シ ョン の

訓練 を受 け 、実 践練 習す る。
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専門能力育成活動(続 き) グループ活動への参加 職場外活動 職場外学習 専門家団体の活動への参加

作業環境 内外で、対人スキルの

育成に役 立つグループ活動 に参
加する。

作業環境外部で、専門スキル を

育成す るのに、あるいは自分の
業務上の役割 を新 しい視点であ
るいは深 く理解す るのに役立っ

活動を実施す る。

た とえば 、外 国 語 コー ス な ど、

合 目的的 で は あ るが 、直接 には

自己 の役 割 に関係 しない テー マ

で 、 自習 し、 あ るい は夜 間 ク ラ

スや バ ケー シ ョンス クール に参

専 門家 団 体 の主 催す る会議 、セ

ミナー 、 ワー ク シ ョ ップ に 参加

し、機 関 紙 、会 報 を読 む。

加 す る。

資格 AMBCS－ 英 国 コン ヒoユ一 夕 システム分析設計の履修証明

学会準会 員一

英国 コン ピュー タ学 会 情報 システム検査委 員会

(http:〃www.bcs・org・uk石oillbcs・ht

m)

(lnfbmationSystcms

Examinati。nB・ard)

情報 システ ムエ ン ジニ ア リング (http:〃www.bcs.org・uk/iscb/portf

公 認機 関(1㎡bmationSystems o.htm)

E・ 幽 ・・n・gCh爪 ・・edB・dy)の 情報システム検査委員会の交付

専門資格 する資格
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(3)レ ベル3(DTAN3)

職霧の概要 情報システム要件を充足す るデー タの一貫性 、可用性 、正確性 、セキュリテ ィを確実に充足す るため、デー タの調査、評価、解釈に専門知識 と実務支援 を提供する。

レベルの定義 レベル3

(自主性、責任および権限)

明確に定義 された説明責任の枠

組みのなかで、一般的な指示を
受 けて、作業に従事する。

(影響力)
場合 に応 じて、経験 の少ない同

僚に助言 とガイダンスを提供
し、監督の要素を引き受けるこ

(業務 の複雑 さ)

多様な文脈で幅広く複雑 な技

術、専門業務 を実施する。

(必須 スキル)

問題解決に体系的で、秩序立っ
た、分析的なアプローチで臨

む。

(文脈 のなかでのIs)

自身の専門外の幅広いIS分野に

十分な理解があ り、自身の役割
と他のISの役割お よび雇用主ま

(学習 と能力育成)

新 しい技術情報 を速やかに吸収
し、必要に応 じて適用すること

ができる。

と もあ る。 設 定 され たす べ て の ター ゲ ッ ト

セ ッ トを達成 す るた め に 、適 切

な方 法 、手 続 き、 ツー ル 、機

たはクライアン トの ビジネス活
動 との関係 を把握 してい る。

器、標準を選択 し、効果的に使
用 し、 自分 の 仕 事 を計 画 し、 管

理す る ことが で き る。

公式 、 非公 式 の 状況 で 、 口頭 、

書面に より効果的な コミュニ
ケー シ ョン能 力 を発揮 す る。

バ ンクグラウン ド要件 学歴その他 過去の経験 事前の知識 とスキル

教育バ ックグラウン ド

おそ らくは学位 レベル の教育 を デー タ分析 の役割 一 レベ ル2で 問題解決には体系的で、秩序 該 当す る コー ポ レー トデー タ 基

受 け てい る。 熟練に到達 している。 立 っ た、 分析 的 な アプ ロー チ で

臨 ん でい る。 口頭 お よび書 面 で

準、専門業務上お よび/も しく

は法律上のデータ基準について
の コ ミュニ ケー シ ョン ス キル も 詳 しい 知識 を備 えて い る。ISの

はっ き りと して い る。 概念 と実務にっいて広 く理解 し
て い る。 設 定 され た タ ーゲ ッ ト

に沿 って自分の仕事を計画 しス

ケ ジ ュール を 立 てる ことが で き

る 。'

タ ス ク 必須 タスク 任意タスク
.

1.所 定の方 法 とツール を使用 2.ビ ジネ スプ ロセ スの詳 細 な 理 3.コ ー ポ レー トデー タ基 準 の策 4,プ ロジ ェク トで構 築 され た

し、要 求 され る標 準 に従 って 、 解に基づいて、デー タ分析手 定 と維持に参加す る。 デー タ構造 と関連 コンポーネン

コーポ レー トデー タ要 件 を調 査 法、デー タモデ リング手法 を適 ト(エ ンテ ィテ ィ記 述 、 関係 記

し、要 件 を文書 化す る。 用 し、デー タ構造お よびその関 述、属性定義)の 品質保証を引

連 コン ポー ネ ン ト(エ ンテ ィ き受ける

テ ィ記述、関係記述、属性定 s/NVQUnit:406顧 客情 報 の 分

義)を 構築、変更または維持す 析 を管理する。

る。 デー タベ ー ス設 計者 、 そ の

'

、 他データ構造 と関連 コンポーネ
ン トを使用する人間に助言 とガ

イダンスを提供す る。

知識 とスキル 行動スキル

(概念的思考)

複雑な問題や状況において、基
本的な事柄を、もっと単純にあ

(情報収集)

問題 または状況を理解す るのに
必要な情報 と入手可能な情報の

(職務横断的、専門領域横断的
な意識)

他の専門領域や職務に従事す る

(対人折衝)
さま ざまなバ ンクグラウン ドの

人間 と関係を築 き、接触を維持

(チー ム ワー ク)

他 人 と(競 争 で は な く)協 調 し

て 、共 通 目標 の 達成 に努 め る。

るいは分か りやす く説明される ギ ャ ップ を識 別 し、 そ の ギ ャ ッ 人 間の ニー ズ、 目標 、制 約 を理 す る。

概念、モデル あるいは過去の経 プを埋めるための手段 を工夫す 解す る。

験に適正に関連づけることによ る。

り、理解 す る。
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知識 とスキル(続 き)
技術知識 とスキル

(ビジネス分析手法に熟達)
ビジネスとその運用をモデ リン

グし理解す るのに役 立つ各種手

法

例:機 能 ビジネ スモデル、統計
的工程管理、 リレーショナル

データモデ リング、ユースケー
ス

(情報モデ リングツール に熟

達)

組織内の構造、関係、情報の活
用にっいての理解内容を文書化

す るのに使用できる手法とツー
ル(手 動 または 自動)

例:情 報使用モデル、エンテ ィ
ティモデル、 クラスダイアグラ

(社 内、 業 界 、専 門家 基準 に熟

達)

IS実 務者 の 現在 の 役割 に関連 す

る標 準/基 準

例:部 門 の プ ロ グラ ミン グ標

準 、 ヘル プ デ ス ク手続 き 、社 内

品 質 シ ステ ム 、ITイ ンフ ララ イ

ブ ラ リ、TicklT

(ア プ リケ ー シ ョン シス テ ムに

精 通)

特 定 ビ ジネ ス機 能 また は プ ロセ
スのサ ポ ー トに 自動 シス テ ム を

適 用

例:ERP(基 幹 業務 パ ッケー

ジ)、 販 売 予測 、航 空 券 予約 、

油層 モデ リン グ

(ア プ リケー シ ョン開発 方法 、

技 法 、標 準 に 精 通)

体系 化 され た か た ちで アプ リ

ケー シ ョン開 発 を促 進す るた め

に、 組織 化 され 文書 化 され た手

法 のセ ッ ト

例:SSADM、DSDM、

Ohiect・ry/UML

(デ ー タ ベ ー ス ソ フ トウ ェ ア に

精 通)

デ ー タ 構 造 を構 築 し 、 入 力 し、

操 作 す る た め の ソ フ トウ ェ ア

例:Access、SQLServer、

DB2、Oracle、Infbmbζ 、Sybase

ム、 リ レー シ ョナル デ 一 夕モ デ
一 亭

ル 、 デ ー タ フ ローモ ァ ル

その他の知識 とスキル
'

(職務 ま た は部 門 のオペ レー

シ ョン に熟 達)

サー ビス提供 先 の職 務お よび部

門 の活動 、構 造 、 ポ ジシ ョン

例:販 売、 エ ン ジニア リン グ、

マー ケ テ ィン グ、 生産

(情報収集技術に精通)
必要 な情報お よび利用可能な情

報 ソー スに適 した情報収集方

法、ツール、技法の選択 と適用
例:文 脈に即 した調査 、フォー
カスグループ、体系的なイ ンタ

ビュー、アンケー ト、観察、統

(ビジネス特性 に精通)
ビジネスその他の組織の機 能構

造:ミ ッシ ョン、 目標、戦略 、

成功決定要因

(品質管理を把握)
雇用主組織内の品質管理 システ
ムまたは方法

計分析
'

訓練要件 商業お よびビジネス実務慣行
品質管理 ビジネスモデ リングと

分析手法

デ ー タベ ー ス ソフ トウェア レポー ト作成
ヂ

とくに雇用主組織 の活動 に関 し

て、商業および産業の ビジネス

実務慣行 と用語法

品質 システ ム、マニュアル 、手

続きお よび計画の原則 と適正実

務慣行。品質保証 と審査。外部
品質基準。総合品質管理

(TQM)と 欧州品質管理卓越

ビジネス領域での機能構造 と情

報 フローの分析、分類、文書化
の手法

物 理 デー タ構 造 とデー タベ ー ス

の構 築 、入 力 、操 作 用 、お よ び

デー タの格納 、配 布 、 ウェア ハ

ウジ ング 、マ イ ニ ング用 ソフ ト

ウェア の オペ レー シ ョン と活 用

簡潔 で効果的 なレポー トを作成
するための方法、技法および標

準

性 モデ ル フ ァ ウンデ ー シ ョン

(TotalQualityManagcmentand

EuropeanFoundationfbrQuality

M㎝ ・g・m・ntE…ll・n・eM・d・1)

専門能力育成活動.
「調 査 」任 務 ISの概念 と手法についての

知識の習得

交渉 と影響力の行使 チー ム の リー ダ シ ップ 職場外活動 職 務 ロー テー シ ョン と

特別 任 務

自身の正規の責任に属 さない ト
ピックについて調査 し、結果 を

同僚に発表す る。

自身 の職務外のIS概念 と手法に

ついて学習 し、訓練 を受け、可

能な ら実践練習する。

他者 と交渉 し影響力を行使する

ための訓練を受 け、実践練習す

る。

動機 づ け、指 導 、権 限 委 譲 、評

価 、 カ ウンセ リング 、育 成 な

ど、 チー ム の リー ダ と して の ス

キル を 訓練 し実践 練 習す る。

作業環境外部で、専門スキル を

育成するのに、あるいは自分の

業務上の役割 を新 しい視点であ
るいは深 く理解するのに役立つ

IS内外で、一時的に他の役割 一

とくに、 自己の職務にっいて新

しい視点 を提供す る役割、ある
いは環境や文化の異なる役割 一

活動を実施す る。 を 引 き受 ける。

職場外学習 コ ミュニテ ィ活動 代行 専門家団体の活動への参加
パ ブ リケー シ ョン 教育指導

たとえば、外国語コースなど、

合 目的的ではあるが、直接には
自己の役割に関係 しないテーマ

地域社会や市民行事に参加す

る。

監督者または管理者が休暇その

他の理 由で不在時に一時的に代

行する。

支部、専門家グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極的に参加する。

専門誌、技術誌へ寄稿する。 自己の 専門 領域 で 、公 式、 非公

式 に、教 師 、講 師 、チ ュー

ター 、 コー チ と して教 育指 導 に

務 める。

で 、 自習 し、 あ るい は夜 間 ク ラ

スや バ ケー シ ョンス クー ル に参

加す る。

雇用主組織の活動 についての
知識の習得

雇用主組織 の実施す る商業、事
務および/も しくは産業活動に
ついての理解 を深める。
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(4)レ ベ ル4(DTAN4)

職務の概要 情報シ。テ。要件 。充足す ・デー ・の一貫性河 用性、正離 セキ・ ・テ・を確実に充足す・ため・デー・の調査・評価・解釈に専門嫡 と実務支援 を提供す る・

レベルの定義
レ ベ ノレ4

(自主性、責任お よび権限) (影響力) (業務の複雑 さ) (必須スキル) (文脈 のなかでのls) (学習 と能力育成)

包括的な指示の下で、作業に従
事す る。作業の実行 と判断に技

術的責任 を負 う。

技術的事項につ いて助言 とガイ
ダンスを提供す る。 他人の仕事

を監督す ることもある。

多様 な文脈でかな り広い範囲に
わたる基本原則の適用の要求 さ

れる業務を実施す る。

自身の仕事に構 造化 された効果

的なアプ ローチで望み、 リーダ
シップの潜在能力を証明す る。

時間、 コス ト、品質の ターゲッ

自身の専門領域または責任領域
と雇用主組織全体 との関係につ
いて理解 を深め、提案 を行 うと

きお よび/も しくは作業 を実施

自 ら率 先 して 、ス キル を常 に 最

新 に維 持 し、IS業 界 の動 向 に遅

れ な い よ うに す る。

トに照 らして作業を分析、診 す るときに、顧客の要求を十分

断 、設 計 、計 画 、 実行 、 評価 に考慮する。

し、自身の専門領域 に関連 して

利 用 可能 な方 法 、 手続 き、 ツー

ル、機器、標準に関す る深い知

識 を披漉 し、各種代替 オプシ ョ
' ンか ら適正に選択することがで

き る。

ク ライ ア ン ト、顧 客 、 同僚 、 部

下と口頭 、書面により効果的に
コ ミュニ ケー シ ョン を とる こ と

がで き る。

バ ックグラウン ド要件 学歴その他

教育バックグラウン ド

過去の経験 事前の知識 とスキル
'

おそらくは学位 レベル の教育を

受けている。

デー タ分析 の役割 一レベル3で

熟練 に到達 している。

問 題解 決 に は体 系 的で 、秩 序

立 った 、分 析的 な アプ ロー チで

臨ん で い る。 口頭 お よび 書面 で

の コ ミュ ニケー シ ョン スキル も

該当す るコーポ レー トデータ基
準、専門業務上および/も しく

は法律上のデー タ基準 について

詳 しい知識を備 えている。広 い

は っ き り として い る。 範囲のISの概念 と実務にっいて

十分な知識がある。設 定された
ター ゲ ッ トに 沿 って 、 小人 数 の

専任チームの作業の計画 とスケ
ジ ュール を立 て 、監 視す る こ と

がで きる。

タ ス ク
必須タスク

任意 タスク

1、所定の方法 とツール を使用

し、要求される標準に従って、
コーポ レー トデータ要件の調査

を指揮 し、要件を文書化する。

2.単 独で、または小人数チーム

の リーダと して、 ビジネスプ ロ

セ スの詳細 な理解 に基づいて、

デー タ分析手法、デー タモデ リ
ング手法を適用 し、データ構造

お よびその関連 コンポーネン ト

(エンテ ィテ ィ記述 、関係記

述、属性定義)を 構築、変更ま
たは維持する。データベース設

計者 、その他デー タ構造 と関連

3.情報資源管理職務またはIS管

理職務 と連絡 をとりなが ら、
コーポ レー トデータ基準の策定

と維持 に寄与す る。

'

4,次のいずれか

プロジェク トで構築 されたデー

タ構造 と関連 コンポーネン ト

(エンテ ィテ ィ記述、関係記

述、属性定義)の 品質保証業務
を指揮する。

またはコーポレー トデータ構造

と関連 コンポーネン ト(エ ン
テ ィティ記述 、関係記述、属性

定義)の 品質保証に支援する。

5,組織 内のデー タ管理方針 の策

定 と実施に寄与す る。

コンポーネン トを使用す る人間

に助言とガイダンスを提供す

る。
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知識 とスキル 行動スキル

(概念的思考)

複雑な問題や状況において、基
本的な事柄 を、もっと単純にあ

(計画立案 と組織化)
予想 される問題を考慮 した うえ

で、アクシ ョンの道筋を、小 さ

(職務横断的、専門領域横断的

な意識)
他の専門領域や職務に従事する

(リーダシップ)
ゴールおよび 目標 を識別 し、そ

の達成に向けて他者を促 し、誘

るいは分か りやす く説明 され る な ステ ップ に分解 し、 各 ステ ソ 人 間 のニ ー ズ、 目標 、制 約 を理 導す る。

概念、モデルあるいは過去の経 プを計画 し資源を手 当てす るこ 解 す る。

験に適正に関連づけることによ とに よ り、決 定す る。

り、理 解す る。

技術知識 とスキル

知識 とスキル(続 き) (ビジネス分析手法のエキス
パー ト)

ビジネスとその運用をモデ リン

グし理解す るのに役立つ各種手

法

例:機 能 ビジネスモデル、統計
的工程管理、 リレーシ ョナル

(情報モデ リングツール のエキ
スパー ト)

組織内の構造、関係、情報の活
用 についての理解 内容を文書化

す るのに使用できる手法 とツー
ル(手 動 または 自動)

例:情 報使用モデル、エンテ ィ

(アプリケー ション開発方法、

技法、標準に熟達)

体系化 されたかたちでアプ リ
ケーション開発を促進す るため

に、組織化 され文書化 された手

法のセ ッ ト

例:SSADM、DSDM、

(アプ リケー シ ョンシ ステ ム に

精 通)

特定 ビジネ ス機 能 ま た はプ ロセ
スの サ ポー トに 自動 シ ステ ム を

適用

例:ERP(基 幹 業 務パ ッケ ー

ジ)、 販 売 予 測 、航 空券 予約 、

(構成 管理 に精 通)
ハ ー ドウェ アデ バ イ ス、 コ ン

ピュー タプ ログ ラム 、 ドキ ュメ

ンテー シ ョン、 通信 サ ー ビス、

コン ピ ュー タセ ンタ機 能 を含 め

て 、 「構 成 アイ テ ム」 の 変更 管

理 をIT管 理 者 に許 容 す る こ とに

(デー タベ ー ス ソフ トウェア に

精 通)

デ ー タ構 造 を構 築 し、入 力 し、

操作 す るた めの ソフ トウェア

例:Access、SQLScrver、

DB2、Oracle、Infbmix、Syb別e

デ ー タモ デ リン グ、 ユー ス ケー テ ィモ デル 、 ク ラ ス ダイ ア グラ O句ecto[y/UML 油層モデ リング よ り、ITア セ ッ トの厳 密 な 管理

ス ム、 リ レー シ ョナル デ 一 夕モ デ を提供するディシプ リン
ル 、 デ ー タ フ ロー モ デル

技術知識 とスキル

(国内/国 際規格に精通)
Is実務に関連する規格

例:PRINCE、SSADM、

そ の他の知識 とスキル

(情報収集技術に熟達)
必要な情報お よび利用可能な情

報 ソースに適 した情報収集方

(ビ ジネ ス特 性 に精 通)
ビジネ ス その 他 の組 織 の機 能 構

造;ミ ッシ ョン 、 目標 、戦 略 、

(品質管理に精通)

雇用主組織内の品質管理 システ
ムまたは方法

(プロジェク ト計画および管理
手法に精通)
プロジェク トの計画 と進捗監視

法 、 ツール 、 技法 の選 択 と適 用

例:文 脈 に即 した調 査、 フ ォー

カ ス グルー プ 、 体系 的 なイ ン タ

成功決定要因 に関連する手法
例:製 品/作 業分類構造、 クリ

ティカルパス分析、達成価値

ビ ュー 、 ア ン ケ ー ト、 観 察 、 統

計分析

訓練要件 プ ロジェ ク トリー ダ シ ップ プ ロジェク ト計画 と管理 迅速アプ リケーシ ョン開発 品質管理 構成管理

要求の厳 しいプロジェク ト管理

任務の準備 として、プロジェク

ト管理の方法 とリーダシップス
キル

プロジェク ト計画 と管理 の方法

と技法

ISア プ リケー シ ョンの 進化 のた

めの方 法 と手 法。 通 常 、 オーナ

とエ ン ドユー ザ の参 加 を得 た う

えで 、モ デ リン グと段 階的 プ ロ

トタイ ピング を広範 に利 用 す

品質 システム、マニュアル、手
続きお よび計画の原則 と適正実

務慣行。品質保証 と審査。外部

品質基準。総合 品質管理

(TQM)と 欧州品質管理卓越

構成アイテムの変更を識別 、記

録、管理することによりITア

セ ッ トを管理す る手続 きの策定

と運用

る 。 性モ デ ル フ ァ ウンデ ー シ ョン

(TotalQualityManagemcntand

EuropeanFoundationfbrQuality

ManagementExcellenccModel)
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専門能力育成活動 「調査」任務 ISの概念 と手法につ いての
知識の習得

交渉 と影響力の行使 チー ム の リー ダ シ ップ 職場外活動 職 務 ロー テ ー シ ョン と

特 別 任務

自身の正規の責任に属さない ト
ピックにつ いて調査 し、結果 を

同僚に発表する。

自身の職務外のIS概念 と手法に

ついて学習 し、訓練 を受け、可

能なら実践練習す る。

他者 と交渉 し影響力を行使す る
ための訓練を受け、実践練習す

る。

動機 づ け、指 導 、権 限委譲 、評

価 、 カ ウ ンセ リング 、育 成 な

ど、 チー ム の リー ダ と して の ス

キル を訓 練 し実 践 練 習す る。

作業環境外部で、専門スキル を

育成す るのに、あるいは自分の

業務上の役割 を新 しい視点であ
るいは深 く理解するのに役立つ

活動 を実施す る。

IS内外で、一時的に他の役割 一

とくに、自己の職務にっいて新

しい視点を提供す る役割、ある
いは環境や文化の異なる役割 一

を引き受ける。

職場外学習 コ ミ ュニテ ィ活 動 代行 プ ロジ ェク ト任 務 相談役 国際経験

た とえ ば、外 国 語 コー ス な ど、

合 目的 的で は あ るが 、直接 には

自己の役 割 に関 係 しない テー マ

自習 し、 あ るい は夜 間 ク ラで 、

スやバ ケー シ ョンス クール に参

加 す る。

地域社会や市民行事に参加す
る。

監督者または管理者が休暇その
他の理由で不在時に一時的に代

行する。

特定の問題 に対処す るために設
置 されたプロジェク トチーム、

作業グループ、タスクフォース
に参加する。 グル ープが領域横

断的であればなお さら有益であ

る。

仕事やキャリアの問題 につい
て、直接 の監督 下にない人間の

相談 を受け、相談、指導役を務
める。

雇用主組織のために海外で専門

職務を実施する。

専門家団体の活動への参加
パ ブ リケー シ ョン 教育指導 雇用主組織の活動についての

知識の習得

支部、専門家 グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極的に参加す る。

専門誌、技術誌へ寄稿する。 自己の専 門 領域 で 、公 式 、非 公

式 に、教 師 、 講師 、 チ ュー

タ ー 、 コー チ と して 教育 指 導 に

務 め る。

雇用主組織の実施する商業、事

務お よび/も しくは産業活動に
ついての理解を深 める。

資格 MBCS－ 英 国 コ ン ピュー タ

学 会 会 昌

SSADM4+の 履 修 証明 デー タ管理の履修証明

英 国 コ ン ピ ュ ー タ 学 会

(http:〃wwwbcs.org・uk石oinbos・ht

m)

情 報 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア リン グ

公 認 機 関(㎞[brmationSystcms

E。g㎞ …mgCh耐 ・r・dB・dy)の

専 門 資 格

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(1㎡brmationSystems

ExaminationB・ard)

(hUp:/八 ⌒.bcs.org・uk/iseb/portf

o,htm)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(lr孟)mati・nSystems

Ex}㎜inati。nB・ard)

(http://ww,bcs.org・uk/iscb/portf

o.htm)

情 報 シ ス テ ム検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格
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(5)レ ベ ル5(DTAN5)

職務の概要 情報システム要件 を充足するデータの一貫性 、可用性 、正確性、セキュリテ ィを確実に充足す るため、データの調査、評価、解釈に専門知識 と実務支援 を提供する。

レベルの定義 レベ ル5

(自主性、責任お よび権限)

合意 された目標 に向かって努力

する。管理者 として、または技
術専門家として、実施 した作業
の質に全面的な責任を負 う。

(影響力)

管理者またはア ドバイザと し
て、1つ の広い分野にわたっ

て、あ らゆる技術的アプローチ
の選択 と実行に関 し、経験 を活

用 して十分な情報に基づく意思
決定を行 う。

(業務の複雑 さ)

予測不可能なことの多いさまざ
まな文脈において、かな り広い

範囲にわたる基本原則の適用の

要求される業務を実施す る。

(必須 ス キル)

経 常 的 なベ ー ス で リー ダ シ ップ

ス キル を証 明す る。

レベ ル を問 わず 、公式 、非公 式

を問 わず 、部 下 、同僚 、 クライ

ア ン ト、顧 客 との間 の 、 口頭 ま

たは 文 書 に よる効 果 的 な コ ミュ

ニ ケー シ ョン を証 明す る。

(文脈のなかでのls)

自分の専門能力または責任領域

と雇用主組織全体 との関係 を明

確 に理解 している ことを証明
し、提案を行 うときお よび/も

しくは作業を実施す るときに顧

客の要求を考慮に入れる。

(学習 と能力育成)

自ら率先 して、技術 スキル と専
門能力を常に最新に維持 し、業

界の動向に遅れないようにす
る。

バ ックグラウン ド要件 学歴その他 過去の経験 事前の知詔虎とス キル

教育バックグラウン ド
おそらくは学位 レベルの教育 を

受けている。

次のいずれか
データ分析の役割 一レベル4で

熟練に到達 している。
またはコーポ レー トデータに広

く触れる他のシステム開発、保

問題 解 決 に は体系 的 で 、秩 序

立 った 、分 析 的 なア プ ロー チで

臨 んで い る。 口頭 お よび 書 面で
の コ ミュニ ケー シ ョン スキル も

は っ き り と して い る。

該 当す るコーポレー トデータ基

準、専門業務上および/も しく
は法律上 のデー タ基準 について

詳 しい知識を備 えている。広 い
範囲のISの概念 と実務 について ・

守職務に経験があ り(通 常 レベ 十分な知識がある。設 定され た F

ル5で6年)、 監督または管理者 ター ゲ ッ トに 沿 って 、複 数 の専

と しての経験がある。 任チ ー ム の作業 の計 画 と スケ

ジ ュール を立 て 、監視 す る こ と

がで き る。

タ ス ク 必須 タスク 任意 タスク

1.所 定の方 法 とツール を使用 2.ビ ジネ スプ ロセ スの詳 細 な 理 3.コ ー ポ レー トデー タ基 準 の策 4,デ ー タ構 造 と関 連 コ ンポ ーネ 5.組織内のデー タ管理方針の策 (情報未定義)

し、要 求 され る標 準 に従 って 、

コー ポ レー トデー タ要 件 の調 査

解に基づいて、デー タ分析手

法、デー タモデ リング手法の適

定 と維持の面で、情報資源管理

職務またはIS管理職務をサポー

ン ト(エ ンティテ ィ記述、関係

記述、属性定義)の 品質保証業

定 と実施に寄与す る。

を調整、管理 し、要件 を文書化 用 を調 整 、 管理 し、 デ ー タ構 造 トす る。 務 を指揮する。

す る。 お よびその関連 コンポーネ ン ト

(エ ンテ ィテ ィ記 述 、 関係 記

述、属性定義)を 構築、変更ま

たは維持する。データ構造 と関

連 コンポーネン トを使用す る人

聞が十分な知識 を備 えているこ
と、 どの よ うな問 い 合 わせ に っ

いて も迅速かつ効率的に対処 さ

れ ることを確実にす る。

知識 とスキル 行動スキル

(戦略的視点) (計画立案 と組織化) (リー ダ シップ)

全体的な 目標 と戦略に常に留意 予想 される問題 を考慮 した うえ ゴールお よび目標 を識別 し、そ

し、細 事 に と らわ れす ぎない 。 で 、 ア ク シ ョン の道 筋 を 、小 さ の達成 に向けて他者を促 し、誘

な ステ ソプ に 分解 し、 各 ステ ッ 暮 す る。

プ を計画 し資源を手 当てす るこ

とに よ り、 決 定す る。
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知識 とスキル(続 き)
技術知識とスキル

(ビジネス分析手法のエキス
パー ト)

ビジネスとその運用をモデ リン

グ し理解するのに役立っ各種手

法

例:機 能 ビジネスモデル、統計
的工程管理、 リレー ショナル

デー タモデ リング、ユー スケー
ス

(情報モデ リングツールのエ キ
スパー ト)

組織内の構造、関係 、情報の活
用にっいての理解内容 を文書化

するのに使用で きる手法 とツー
ル(手 動または自動)

例:情 報使用モデル 、エンティ
テ ィモデル、クラスダイアグラ
ム、 リレーシ ョナルデ一 夕モデ

(ア プ リケー シ ョン開発 方 法、

技 法 、標 準 に 熟達)

体系 化 され た かた ち でア プ リ

ケー シ ョン開発 を促進 す るた め

に 、組織 化 され文 書化 され た手

法 のセ ン ト

例:SSADM、DSDM、

O句ectory/UML

(構成 管理 に熟 達)
ハー ドウェアデ バ イ ス 、 コン

ピ ュー タプ ログ ラ ム、 ドキュ メ

ンテ ー シ ョン 、通 信 サー ビス 、

コン ピュー タセ ン タ機 能 を含 め

て 、 「構 成 ア イテ ム」 の変 更 管

理 をIT管 理者 に 許 容す る こと に

よ り、ITア セ ッ トの厳 密 な 管理

を提 供す るデ ィシ プ リン

(国 内/国 際規 格 に熟 達)

Is実 務 に関 連す る規格

例:PRINCE、SSADM、

ISO9000

一"

ル 、 デー タフ ロー モ ァル

その他の知識とスキル

(ビジネス特性に熟達)
ビジネスその他 の組織の機能構

造:ミ ッション、目標、戦略、

成功決定要因

(品質管理に熟達)

雇用主組織内の品質管理システ
ムまたは方法

(プロジェク ト計画お よび管理
手法に熟達)

プロジェク トの計画と進捗監視
に関連す る手法

例:製 品/作 業分類構造、クリ
テイカルパス分析、達成価値

訓練要件 プ ロ ジェ ク ト管 理 システム開発環境 情報 システムの戦略立案 財務計画と予算編成 ビジネスプロセス改善の

先進手法

ISプ ロ ジェ ク ト管 理 のた め の計

画 立案 、 リス ク管理 、 プ ロジェ

ク ト変 更管理 、構成 管 理 、財 務

管理 、 ス タ ソフ選 定 な どの スキ

ノレ

次 の 内容 を含 む シス テ ム開発 入

門=開 発 の ラ イ フサ イ クル と方

法 論 、組 織 の イ ン タフ ェー ス 、

プ ロ ジェ ク トとプ ロ グラ ム管

理 、 リス ク管理 、変 更 管理

明確に定義されたオプシ ョンと
アクションプランを生成す る体

系的な方法で組織 の長期的 ビジ
ネス情報要件 を定義するプロセ
スの心理学と実用性

経常活動とプ ロジェク ト活動の
両方にっいて、財務管理 の哲

学、規則、手続き、ツール

ビジネスプ ロセ スの分析、モデ

リング、簡素化 に関連する、高

度に複雑なツール と手法

専門能力育成活動 広範 なIS問題についての

知識の習得

管理能力の育成 職場外活動 職務 ローテーシ ョンと
特別任務

職場外学習 コ ミュニテ ィ活動

自習、セ ミナー出席、特別学

習、一時的任務などを通じて、
広範なIS問題 について知識の鮮

度 を高め、維持する。

ビジネス と財務管理、変更管

理 、戦略立案 を含 めて、組織 の
全部または一部を管理するため

に要求 されるスキル と手法につ
いて訓練を受 け、実践 し、理解

を深 める。 これには、職場内お

作業環境外部で、専門スキルを

育成す るのに、あるいは 自分の
業務上の役割を新 しい視点であ

るいは深 く理解す るのに役立つ

活動 を実施する。

IS内外で、一時的に他 の役割 一

とくに、自己の職務 にっいて新
しい視点を提供する役割、ある

いは環境や文化の異なる役割 一

を引き受ける。

た と えば 、外 国語 コー スな ど、

合 目的 的 で はあ るが 、直 接 に は

自己 の役 割 に関係 しな いテ ーマ

で 、 自習 し、 あ る いは夜 間 ク ラ

スや バ ケ ー シ ョン ス クー ル に参

加す る。

地域社会や市民行事に参加す
る。

よび外訓練が要求 され、場合 に

よっ て は、MBAな ど該 当 す る

能力育成プ ログラムへの参加が

含 ま れ る。

代行 プロジェク ト任務 相談役 国際経験 専門家団体の活動への参加 パ ブ リケー シ ョン

監督者または管理者が休暇その

他の理由で不在時に一時的に代
行す る。

特定の問題 に対処す るために設

置 されたプロジェク トチーム、

作業 グループ、 タスクフォース
に参加する。 グループが領域横

仕事やキャリアの問題につい
て、直接 の監督下にない人間の

相談を受 け、相談、指導役 を務
める。

雇用主組織のために海外で専門
職務 を実施す る。

支部、専門家グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極的に参加す る。

専門誌、技術誌へ寄稿する。

断的であればなお さら有益であ

る。



専門能力育成活動(続 き) 教育指導 規格/標 準と法律 雇用主組織について
戦略的知識の習得

自己の専門領域で、公式、非公 関連規格/標 準または法律の策 雇用主組織の経営をとりまくビ

式に 、教 師 、講 師 、チ ュー

ター 、 コー チ と して教 育指 導 に
「

務 め る。

定、維持または監視 に責任 を負

う作業 グループ、委員会な どに
参加す る。

ジネス(経 営)環 境 、外 部世界

との相対的な組織の地位 、方

針、方向にっいて総合的に理解

を深 め る。

資格 MBCS－ 英国 コン ピ ュー タ SSADM4+の 履 修 証 明 データ管理 の履修証明

学会会員

英国 コン ピュー タ学 会 情報 システム検査委員会 情報システム検査委員会

(http://www.bos.org.uk石o㎞bos・ht (1㎡b皿ati・nSystems (hUbm・ati・nSystems

m) ExaminationBoard) Ex㎜inaUonBoard)

情報システムエンジニア リング (http://www.bcs.org.uk/iseb/portf(http:〃www.bos.or{}uk/iseb/portf

公 認機 関(lnfbmationSystcms 。.htm) o.htm)

FngineeringChartcredBody)の 情報 システ ム検査委員会の交付 情報システム検査委員会の交付

専門資格 する資格 す る資格
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(1)レ ベ ル1(DBDS1)

蹄秀の概要 ビジネ ス情報 ニー ズに対 応 す るISソ リュー シ ョン をサ ポー トす るデ ー タベ ー ス構 造 を仕 様化 、設 計 、保守 す る。

レベルの定義
レベ ル1

(自主性、責任お よび権限)

体系化 された、経常的に監督付
きの環境で作業す る。

(影響力)
自身の活動に責任 を負 う。

(業務の複雑 さ)

多様な文脈で広範なタスクを実
施す る。頻繁に他人を参考にす

ることはない。

(必須スキル)

引き受 けた仕事には合理的で組

織だったアプローチで臨む。
指示を受けて 自分の仕事を計画
し、スケジュールを立て、監視

(文脈のなかでのls)

タスクセ ッ トに該当する適切な

方法、手続 き、ツール、機器、
標準を効果的に活用す るための

初期訓練 を受ける。

(学習 と能力育成)

体系的に紹介 された時点で新 し
い技術情報 を速やかに吸収 し、

必要に応 じて適用す ることがで
きる。

す る こ とが で き る。

口頭お よび書面で、同僚および

監督者 と効果的に対話するのに

十 分 な コ ミュ ニケ ー シ ョン能 力

を備 えて い る。

バ ックグラウン ド要件 学歴その他

教育バックグラウン ド

過去 の経験 事前の知識 とスキル

お そ ら くは少 な く とも㏄EAレ

ベル 、SCEHigherグ レー ドま た

は同等 基準 の教 育 を受 けて い

る。

大学卒ではない場合で も、実務

環境で経験 を積み、ISの適性 を

証明 している。

システ ム開発 ライフサイクル、

情報が資源であ るとい う考 え、
オブジェク ト&デ ータモデ リン

グの概念 を把握 している。

タ ス ク
必須タスク

1.単 純 な開発 プ ロジェ ク トの要

求 を物 理 デー タベー ス構 造 に翻

訳 して構 築す る。

2.オ ブジェク ト&デ ータ構造の

変更提案 を評価 し、当該のデー
タ構造の物理表現 として変更を

実施する。

3.オ ペ レー シ ョナル デ ー タ

ベ ー ス シ ステ ム用 の(オ ブ ジ ェ

ク ト)デ ー タベ ー ス管 理 システ

ム(O/DBMS)サ ポー ト業 務 に

4.オ ブジェク ト&デ ータ管理

の標準、システム開発の手続 き

を理解 し、実務作業において確

実に順守 され るよ うにする。

、5.IT職 務 お よび 雇 用主 の ビジ

ネ スに お け るオ ブ ジェ ク ト&一

データ管理 の文脈 を把握す る。

6.オ ブ ジ ェク ト&デ ー タ管 理

システ ム 、ツー ル 、手 法 の動 向

を常に意 識す る。
V

支援する。 x

必須タスク 任意 タスク

7.デ ー タ検 索 メカ ニズ ムお よ (情報未定義)

ぴツール の機能、用途、制約に

ついて理解す る。

知識 とスキル
行 動 ス キル,

(分析的思考)

問題や状況を、個々の構成部分
に体系的に細分化 し、各部分間
の関係 を明確にす ることによ

り、理解す る。

(情報収集)

問題 または状況 を理解す るのに
必要な情報 と入手可能な情報 の

ギャ ップを識別 し、そのギャ ッ
プを埋め るための手段を工夫す

(創造性)

斬新なアプローチで問題解決に
臨み、画期的、創 造的な ソ

リューションを考案する。

(細心の注意)
実施 したすべてのタスクに品質

基準を適用 し、なに も見過 ごし
てないことを確認する。

る。

技術知識とス キル

(デ ー タベ ー ス ソフ トウ ェ ア に

精 通)

デ ー タ 構 造 を構 築 し 、 入 力 し 、

操 作 す る た め の ソ フ ト ウ ェ ア

例:Access、SQLScwcr、

DB2、Oraole、Ildbmbζ 、Sybase

(ア プ リケ ー シ ョン開発 方 法 、

技 法 、標 準 を把 握)

体 系化 され た かた ち で アプ リ

ケー シ ョン開 発 を促 進す るた め

に、 組織 化 され文 書 化 され た 手

法 の セ ッ ト

例:SSADM、DSDM、

O句cct・[y/UML

(ビジネ ス分析手法を把握)
ビジネスとその運用をモデ リン

グ し理解するのに役立つ各種手

法

例;機 能ビジネスモデル、統計
的工程管理、 リレーシ ョナル

デー タモデリング、ユースケー
ス

(情報モデ リングツール を把

握)
組織内の構造、関係、情報の活

用にっいての理解内容を文書化

す るのに使用できる手法とツー
ル(手 動または 自動)

例:情 報使用モデル、エンテ ィ
テ ィモデル 、クラスダイアグラ
ム、 リレーショナルデ一夕モデ

(情報検索ツール を把握)
なんらかの形態のデータベース

または 「データウエアハ ウス」
に維持 されている情報 に選択的

にアクセス可能な自動(ソ フ ト

ウェア)ツ ールの適用

例:SQL

(デー タベ ー スアー キ テ クチ ャ

を把 握)

各種 タイプ のデ ー タベ ー スアー

キテ クチ ャお よび各 タイ プの

アー キテ クチ ャを使 用す る製 品

例=リ レー シ ョナル 、 階層 、マ

トリクス、 オブ ジェ ク ト指 向

》

ル 、デ ー タ フ ロー モデ ル

P



ー

お
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ー

知識 とスキル(続 き) 技術知識とスキル その他の知識 とスキル

(デー タベ ー スの モデ リン グ と (情報収集技術を把握)

設計用のツール を把握) 必要な情報お よび利用可能な情

論理エ ンテ ィティモデルをモデ 報 ソースに適 した情報収集方
A

リン グ し、 物理 デ ー タベ ー ス を 法 、 ツール 、技 法 の選 択 と適 用

生成す るのに役立っツール 例:文 脈 に即 した調 査 、 フ ォー

例:OracleDesigner2000 カ ス グル ー プ、 体 系的 な イ ン タ

ビ ュ ー 、 ア ン ケ ー ト、 観 察 、 統

計分析

訓練要件 標準、手続 きおよびツール プ ロ グ ラ ミン グツー ル プログラム設計の方法 とツール デ ー タベ ー ス ソフ トウェア 情報 とデータのモデ リング

日常業務に使用する標準、手続

き、ソフ トウェアツールおよび
オペ レーテ ィングシステム機能

開発作業の通常の過程でプログ
ラ ミングスタッフの使用す る高

水準言語 、 ソフ トウェアツール

またはオペ レーティングシステ

プログラ ミングまたはシステム

開発の方法(た とえば、構造化
プログラム設計)

物理 デ ー タ構 造 とデ ー タベ ー ス

の構 築 、入 力 、操 作 用 、お よび

デー タの格 納 、配 布 、 ウェア ハ

ウジ ング 、マ イ ニ ン グ用 ソ フ ト

組織内の構造、関係、情報使用
を文書化 し理解す るための手法

、

ムの機能 ウェア のオ ペ レー シ ョン と活 用

専門能力育成活動 雇用主組織についての' 周辺技術領域についての 追加学習 時間管理 チー ム ワー ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

知識の習得 知識 の習得

雇 用主 組織 、 その ビジネ ス 、構

造 、オ ペ レー シ ョン 、用 語法 に

っ いて 基本 的 な知識 を習得 す

る。

自身の職務外の、雇用主組織の

IS活動についての知識

遠隔学習、夜学、研修休暇制度
によ り、追加学習を通 じて初期

教育 を補強する。

自身 の活動 を計画、組織す る訓

練を受け、実践練習する。

チー ムワークの手法の訓練を受

け、実践練習する。基本概念に
ついて理解す る。

レポー ト作 成 とプ レゼ ンテ ー

シ ョン を含 め て、 口頭 お よび 書

面 に よ るコ ミュニ ケー シ ョンの

訓練 を受 け、 実践練 習 す る。

グループ活動への参加 職場外活動 専門家団体の活動への参加

作業環境内外で、対人 スキルの 作業環境外部で、専門スキル を 専門家団体の主催する会議、セ

育成 に役立っグループ活動 に参 育成するのに、あるいは 自分の ミナ ー 、 ワー ク シ ョ ップに参 加

加す る。 業務上の役割 を新 しい視 点であ し、機 関紙 、 会報 を 読む 。

るいは深 く理解す るのに役 立っ

活動 を実施す る。

資格 システ ム分析設計の履修証明

情報 システム検査委員会
(h両nnationSystems

〔

Ex。mi・ationBoard)

(http://www.bcs.org.uk/iseb/portf

o.htm)

情報 システム検査委員会の交付
する資格
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(2)レ ベ ル2(DBDS2)

爾雰の概要 ビジネ ス繍 ニ ー ズに 対応 す るlsソ リ・一 シ ・ン を サポ ー トす るデー タベー ス構 造 を仕様 化 ・設 計 ・保 守す る・

レベルの定義
レベ ル2

(自主性、責任および権限)
監督付きの環境で作業 し、頻繁

な レビューを受ける。

(影響力)
自身の活動 には相当の自主性 を
与えられてい る。監督責任、プ
ロジェク トの技術的責任を割 り

当て られることはほ とん どな
い。

(業務の複雑 さ)
複雑 でルーチン外 の文脈 を含め
て、広範多様な文脈で幅広 くさ

ま ざまな作業 を実施する。

(必須 スキル)

引き受けたすべての仕事に体系
的で、秩序立った、分析的なア
プローチで臨む。

適切な方法、手続き、ツール 、

機器、標準を効果的に使用 し、
ごくまれには他者 を参考にし、

(文脈 のなかでのls)

自身の専門外の幅広いIS分野に

基本的理解があ り、 自身の役割
と他のISの役割お よび雇用主組

織全体 との関係 を把握 してい
る。

(学習 と能力育成)

新 しい技術情報を速やかに吸収
し、必要に応 じて適用すること
ができる。

限られた時間枠 のなかで自分の

仕事 を計画 し、 ス ケ ジュ ール を

立て 、 監視 す る ことが で き る。

すべてのルーチン活動 と連絡に

関 して、 口頭、書面で効果的な
コ ミュニ ケー シ ョン能 力 を発 揮

す る。

バ ックグラ ウン ド要件 学歴その他教育
バ ックグラウン ド

過去 の経験 事前の知識 とスキル

お そ ら くは少 な く ともGCEAレ

ベル 、SCEHigherグ レー ドま た

は 同等 基準 の教 育 を受 けて い

る。

次のいずれか
ISM職 務の レベル1で熟練に到

達 している。または

相当の実務 システム作業または

関連研究作業を含めて、ISの研

究分野の学位 を得ている。 もし

オ ブ ジェ ク ト&デ ー タモ デ リン

グの概 念 、デ ー タ管 理 、デ 」 タ
ベ ー ス、 デー タベー ス 管理 シス

テ ム と手 法 、開 発 の ライ フサ イ

クル 、資 源 と して の情報 の活 用

にっ いて 把 握 して い る。

くは

商業/事 務管理/産 業の実務環
境で経験があ り(通 常は2

年)、 デー タの処 理 、 分析 の 実

務経験がある。

タス ク
必須 タスク

1.デ ー タベ ー ス(DB)の 概

念 、オ ブ ジェ ク ト、デ ー タモ デ

リン グの手 法 と設 計原 則 にっ い

て専 門 知識 を深 める。

2.オ ブ ジ ェ ク ト&デ ー タモ デ

ル を 、設計 上 の制 約 の な かで 適

切 なDBス キマ に 翻訳 す る。

S/NVQユ ニ ッ ト:321デ ー タ分

析お よび デ ー タ構 造 の設 計

3,開 発 プ ロ ジェ ク トで ク ライ

ア ン ト/ユ ー ザ と協 力 し、(オ

ブ ジ ェ ク ト)デ ー タベー ス管理

システ ム(0/DBMS)、 クエ

リー言 語 、 その 他 のDBツ ー ル

と手法 を効果 的 に活 用す る。特

4,ク ライ ア ン ト/ユ ー ザ と協

力 して、O/DBMS、 そ の他 の

DBツ ー ル お よび機 能 の ニ ー ズ

を定義 し、有 望 な ソ リュー シ ョ

ン を評 価 し、選 択 した製 品 を実

証 し、導 入 し、運 用 開始す る。

5.エ ン ジニ ア リン グ上適 正 な製

品 を実 現 す るた め 、OのBMSの

ソフ トウ ェア コ ンポー ネ ン トを

構 築 、拡 張/保 守 、試 験 、是

正 、文 書 化 す る。

定の プ ロ ジェ ク トニー ズ に対応

す るよう導入基準を解釈 し、必

要に 応 じて デー タベー ス コン
-

ポー ネ ン トを 作成 す る。

任意 タスク

(情報未定義)

知識 とスキル
行動スキル

(分析 的思考)

問題や状況を、個々の構成部分
に体系的に細分化 し、各部分間
の関係を明確 にすることによ

り、理解す る。

(情報収集)

問題または状況 を理解するのに

必要 な情報 と入手可能な情報 の
ギャップを識別 し、そのギャッ

プを埋めるための手段 を工夫す

る。

(細心の注意)

実施 したすべてのタスクに品質

基準を適用 し、なにも見過 ごし
てないことを確認す る。

'

(対人折衝)

さまざまなバ ックグラウン ドの

人間 と関係 を築き、接触を維持

す る。
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知識 とスキル(続 き)

!F

'

技術知識とスキル

(アプ リケー ションシステムに

精通)
特定 ビジネス機能またはプロセ
スのサポー トに 自動 システムを

適用

例:ERP(基 幹業務パ ッケー

ジ)、 販売予測、航空券予約 、

油層モデ リング

(デ ー タベ ー ス ソフ トウェア に

精 通)

デ ー タ構 造 を構 築 し、入 力 し、

操 作 す るた め の ソフ トウェア

例:Acccss、SQLServer、

DB2、Or孤1e、1㎡b㎜ix、Sybase

(情報検索ツールに精通)

なん らかの形態のデー タベース
または 「データウエアハ ウス」

に維持 されている情報に選択的

にアクセス可能な自動(ソ フ ト

ウエア)ツ ールの適用

例:SQL

(デ ー タベ ー スア ー キテ クチ ャ

に精 通)

各種 タイ プ の デー タベー ス ア ー

キテ クチ ャお よび 各 タイ プ の

アー キテ クチ ャ を使 用す る製 品

例:リ レー シ ョナル 、階 層 、 マ

トリク ス、 オ ブ ジェ ク ト指 向

(デ ー タベ ー ス のモ デ リング と

設 計 用 の ツール に精 通)

論 理 エ ンテ ィテ ィモ デル をモデ

リング し、物理 デ ー タベ ー ス を

生 成 す る のに役 立つ ツー ル

例:OracleDesigner2000

(アプ リケ ー シ ョン開発 方 法 、

技 法、 標準 を把 握)

体系 化 され たか た ちで アプ リ

ケー シ ョン開発 を促 進す るた め

に 、組織 化 され 文書 化 され た手

法 のセ ッ ト

例:SSADM、DSDM、

0句cctory/UML

技術知識 とスキル その他の知識 とスキル

(ア プ リケー シ ョン開発 ツ ール

を把握)

開 発 プ ロセ ス を自動化 す るまた

は一 部 を支援 す る ソフ トウェ ア

ツール

例:OracleDevelopcr2000、

Busi皿essO切eots、Select

(社内、業界、専門家基準を把

握)
IS実務者の現在の役割に関連す

る標準/基 準

例;部 門のプログラミング標

準、ヘルプデスク手続 き、社内

品質管理 システ ム、ITイ ンフラ

ライブラリ、TickIT

(情報収集技術に精通)

必要な情報お よび利用可能な情

報 ソー スに適 した情報収集方
法、ツール、技法の選択 と適用

例:文 脈に即 した調査、フォー
カスグループ、体系的なイ ンタ
ビュー、アンケー ト、観察、統

計分析

(レポー ト作成手法を把握)
効果的なレポー トを作成す る方

法 と技法

訓練要件 プ ログ ラ ミング ツール システム分析 と設計用の

ツール と方法

デー タ管理の概要 通信 とネ ッ トワー キングの概要 事実確認手法 デー タベ ー ス ソフ トウェア

開発作業の通常の過程でプ ログ
ラ ミングスタッフの使用する高

水準言語、 ソフ トウェアツール

またはオペ レーティングシステ
ムの機能

システム分析 と設計に使用 され
るツール と方法

データ管理の概念と手法 通信技術の概念 と手法 ビジネスお よび技術システム、

プ ロセスにっいて完全かっ正確

な情報 を収集す るための手法

(インタビュー 、観察、統計分

析な ど)

物 理 デ ー タ構 造 とデ ー タベ ー ス

の構 築 、入 力、操 作 用 、お よび

デ ー タの格納 、配 布 、 ウェ アハ

ウジン グ、マ イ ニ ング用 ソフ ト

ウェア のオペ レー シ ョン と活 用

情報検索ツール

データベースまたはなんらかの

形態のデ一夕レポジ トリに維持
されている情報に選択的にアク
セス可能な自動ツール の適用

専門能力育成活動 雇用‡組織についての

知識の習得

周辺技術領域 についての
知識の習得

「調査」任務 時間管理 チー ム ワー ク コ ミュニ ケー シ ョン

雇 用 ‡絹織 、 そ の ビジネ ス 、構

造 、 オペ レー シ ョン 、用 語法 に
つ い て基本 的 な知 識 を習 得す

る。

自身の職務外の、雇 用主組織の

IS活動 についての知識

自身のIE規 の責任に属 さない ト
ピックについて調査 し、結果 を

同僚に発表す る。

自身の活動 を計画、組織す る訓
練を受け、実践練習する。

チームワークの手法の訓練 を受

け、実践練習す る。基本概念に
ついて理解す る。

レポ ー ト作成 とプ レゼ ンテー

シ ョン を含 めて 、 口頭 お よび 書

面 に よ る コ ミュニケ ー シ ョンの

訓練 を受 け、 実践 練 習す る。

職場外活動' 職場外学習 専門家団体の活動への参加グループ活動への参加
専 門家 団 体 の主催 す る会議 、 セ

ミナー 、 ワー クシ ョップ に参 加

し、機 関紙 、会報 を読 む。

作業環境内外で、'対人 スキルの

育成 に役立つグループ活動に参
加する。

作業環境外部で、専門スキル を

育成す るのに、あ るいは自分の

業務上の役割 を新 しい視点であ
るいは深 く理解す るのに役立つ

活動 を実施す る。

た とえ ば、外 国語 コー ス な ど、

間 接 的で は あ るが、 直接 には 自

己の役 割 に関 係 しない テー マ

で 、 自習 し、あ る いは 夜間 ク ラ

スや バ ケー シ ョンス クール に参

加 す る。



Oracle技 術 認 定資 格 制度 MCDBA-Mi。rosoR認 定

デ ー タベ ー ス

ア ドミニ ス トレー タ

資格 AMBCS－ 英 国 コン ピュー タ

学会 準会 員

システム分析設計 の履修証明

英 国 コ ン ピ ュ ー タ 学 会

(http:〃www.bcs.org・uk60inbcs・ht

m)

情 報 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア リ ン グ

公 認 機 関(lnfbmationSystems

E・ginee㎡ ・gCh爪 ・・cdB・dy)の

専 門 資 格

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(1㎡bmationSystems

Examinati。nBoard)

(http:〃www.bcs.or9・uk/iscb/po㎡

o.htm)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

Oracle

(http=〃educat輌on・oracle・com/certi

丘cation/)

Oracleの 発 行 す る 資 格

MicrosoR

(http・〃www.micr・s・R・c・m・m・p/

mkWch・ice・.h㎞)

MicrosoRの 発 行 す る 資 格
'
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(3)レ ベ ル3(DBDS3)

職務の概要 ビジネ ス情 報ニ ー ズに 対応 す るISソ リュ ー シ ョン をサ ポ ー トす るデ ー タベ ー ス構 造 を仕 様化 、設 計 、 保守 す る。

レベル の定義
レベル3・

(自主性、責任および権 限)
明確に定義 された説明責任 の枠

組みのなかで、一般的な指示を

受けて、・作業に従事する。

(影響力)

場合に応 じて、経験の少 ない同

僚 に助言とガイダンスを提供
し、監督 の要素を引き受けるこ

ともある。

(業務の複雑さ)

多様な文脈で幅広 く複雑な技
術、専門業務を実施す る。

(必 須 ス キル)

問題 解決 に体 系的 で 、秩 序 立 っ

た、 分析 的 な ア プ ロー チで 臨

む。

設 定 され たす べ ての ター ゲ ッ ト

セ ッ トを達 成す るた め に、 適切

な方 法 、手 続 き 、ツ ール 、機

(文脈のなかでのIS)

自身の専門外の幅広いIS分野に

十分な理解があ り、 自身の役割

と他のISの役割および雇用主ま

た はクライアン トの ビジネス活

動 との関係 を把握 している。

(学習 と能力育成)
新 しい技術情報を速やかに吸収
し、必要に応 じて適用す ること

ができる。

器 、標準を選択 し、効果的に使
用 し、 自分の 仕事 を計 画 し、 管

理す る ことが で き る。

公式 、 非公 式 の状 況 で 、 口頭 、

書面に より効果 的な コミュニ
ケー シ ョン能 力 を発 揮す る。

'

バ ックグラウン ド要件 学歴その他 過去の経験 事前の知識 とスキル

教育バ ックグラウン ド

おそ らくは少な くともGCEAレ 次 の いず れ か;デ ー タベ ー ス設 ISの 概 念 と実務 につ い て 、お よ

ベ ル 、SCE随gherグ レー ドま た

は同 等基 準 の教育 を受 けて い

る。

計の役割一 レベル2または他の

関連ISM職 務の レベル2で熟練

に到達 している。または商業/

事務管理/産 業の実務環境で経

験がある(通 常は3年 間)。1つ

または複数のO/DBMSを 使 って

またはサポー トして、.開発に従

ぴ とくに オ ブ ジェ ク ト&デ ー タ

モ デ リング 、デ ー タベー ス、

デ ー タ管 理 シ ステ ムにっ い て 、

ま た 、資 源 と して の情報 の活用

につ いて 一般 的 に理 解 して い

る。 コ ミュニ ケー シ ョン スキル

に優れ て い る。

事 した実務経験がある。

タス ク
必須タスク 任意タスク

1.デ ー タベー ス(DB)の 概

念、 オ ブ ジェ ク ト、デー タモデ

リン グの手法 、 設計原 則 につ い

て、 専門 技術 知 識 、実務 知 識 を

深 め る。 デー タベー ス アー キ テ

クチ ャ、 ソフ トウェア 、機 能 、

2,(オ ブ ジェ ク トーエ ンテ ィ

テ ィー 関係 一 属性 、 そ の他 の適

切 な モ デル を使 って)オ ブ ジェ

ク ト/デ ー タモデ ル を構 築 、 変

更 、 維持 す るた め組 織 の各 部 分

のデ ー タ要 求 を分 析 す る。 モ デ

3,開 発 プ ロジ ェ ク トで ク ライ

ア ン ト/ユ ーザ と協力 し、(オ

ブ ジェ ク ト)デ ー タベ ー ス管理

シ ステ ム(O/DBMS)、 クエ

リー 言語 、そ の他 のDBツ ー ル

と手 法 を効 果 的に 活用 す る。 特

4.ク ライ ア ン ト/ユ ー ザ と協

力 して 、0/DBMS、 そ の他 の

DBツ ール お よび機 能 のニ ー ズ

を定 義 し、 有望 な ソ リュー シ ョ

ン を評価 し、選 択 した製 品 を 実

証 し、 導入 し、運 用 開始 す る。

5.エ ン ジニ ア リング上 適 正 な

製 品 を実 現 す るた め 、O/DBMS

の ソフ トウ ェア コ ンポー ネ ン ト

を構 築 、拡 張/保 守 、試 験 、是

正 、 文書 化 す る。

6.同 僚 のデー タ管理 ス タ ッフ

と協 力 して 、モ デ リン グ作 業 の
一貫性 が 維持 され 、 レポ ジ トリ

管理 とデ ー タ辞 書 の コー ポ レー

ト基 準 が確 実 に順 守 され るよ う

にす る。

ローカル用途での適用について ル を解釈 し、設定された制約 定 のプ ロジェ ク トニー ズに対 応

詳細な知識を維持す る。 (一 貫 性 、 セ キーユ リテ ィ 、 オ ー するよう導入基準 を解釈 し、必
ナ シップ)に 沿って適切なDB 要に応 じてオブジェク ト/デ ー
ス キマ に翻 訳 す る。 タベー ス コ ンポー ネ ン トを作 成

す る。

知識 とスキル 行動 スキル

(概念的思考)

複雑 な問題や状況において、基
本的な事柄を、もっ と単純にあ

(組織につ いての意識)
自社、顧客お よびサプライヤの

組織 の階層 と文化を理解 し、意

(対人折衝)

さまざまなバ ックグラ ウン ドの

人間 と関係 を築き、接触 を維持

(チー ム ワー ク)

他 人 と(競 争 で は な く)協 調 し

て 、共 通 目標 の 達成 に 努 め る。

るいは分かりやす く説明 され る 思決定者および影響 力をもつ人 す る。

概念、モデルあるいは過去の経 間がだれか識別する ことができ

験に適正に関連づけることによ る 。

り、理 解す る。
一
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知識 とスキル(続 き)
技術知識 とスキル

(デー タベー ス ソ フ トウ ェア に

熟達)

デー タ構 造 を構 築 し、入 力 し、

操 作す るた めの ソフ トウ ェア

例:A。cess、SQLServcr、

DB2、Or8cle、Infbrmix、Sybase

(情報検索ツールに熟達)
なん らかの形態のデータベース

または 「データウエアハウス」
に維持 されている情報 に選択的

にアクセス可能 な自動(ソ フ ト

ウェア)ツ ール の適用

例:SQL

(デ ー タベ ー スの モ デ リン グ と

設 計 用 の ツール に 熟 達)

論 理 エ ンテ ィテ ィモ デル をモ デ

リング し、 物理 デ ー タベ ー ス を

生 成 す るの に役 立 つ ツール

例:OraoleDesigner2000

(アプ リケー シ ョン シス テ ムに

精通)

特 定 ビ ジネ ス機 能ま た は プ ロセ

ス のサ ポ ー トに 自動 シス テ ムを

適用

例:ERP(基 幹業 務 パ ッケー

ジ)、 販 売予 測 、航 空 券予 約 、,

油層 モ デ リン グ

(ア プ リケー シ ョン開発 方 法 、

技 法 、標準 に精 通)

体 系化 され たか た ちで アプ リ

ケー シ ョン開 発 を促 進す るた め

に 、組 織化 され 文書 化 され た 手

法 のセ ッ ト

例:SSADM、DSDM、

Ohiectory/UML

(社内、業界、専門家基準に精

通)
IS実務者の現在の役割に関連す

る標準/基 準

例:部 門のプログラミング標
準、ヘルプデスク手続き、社内

品質管理 システ ム、ITイ ンフラ

ライブラリ、TickIT

技術知識 とスキル

(オペ レーテ ィン グイ ン フラ に (ア プ リケ ー シ ョン開発 ツー ル

精通)㌧ を把握)

自恕織 内 で使 用 され るISイ ンフ

ラ(ハ ー ドウェ ア、 デ一 夕ベー

開発プロセスを自動化す るまた
は一部を支援す るソフ トウェア

ス、 オペ レー テ ィ ング シ ステ ツール

ム 、LANな ど)に つ い ての知 識 例:OracleDevcloper2000、

BusinessOhiects、Select

その他 の知識 とスキル

(情報収集技術に熟達)

必要な情報および利用可能な情

報ソースに適 した情報収集方

(品質管理に精通)

雇用主組織内の品質管理システ
ムまたは方法

(レポー ト作成手法に精通)

効果的な レポー トを作成する方

法 と技法

法 、ツ ール 、技 法 の選 択 と適 用

例:文 脈 に即 した 調査 、 フ ォー

カ ス グル ー プ 、体 系的 な イ ン タ

ビ ュ ー 、 ア ン ケ ー ト、 観 察 、 統

計分析

訓練要件 商業お よびビジネ ス実務慣行 アプ リケーシ ョン領域 アプ リケー シ ョン開発 ツー ル システム分析 と設計用の
ツール と方法

ビジネスモデ リングと分析手法 レポー ト作成

とくに雇用主組織の活動に関し

て、商業および産業のビジネ ス

実務慣行 と用語法

専門アプ リケー ション領域を中

心 とす る、雇用主組織 の構 造、
ビジネ スおよび方法

開発プロセスのいずれかの部分
を自動化または支援する ソフ ト

ウェアツール

システム分析 と設計に使用 され

るツール と方法

ビジネス領域での機能構造と情

報 フロー の分析、分類、文書化
の手法

簡潔で効果的な レポー トを作成
す るための方法、技法お よび標

準

専門能力育成活動 「調査」任務 ISの概念 と手法についての

知識の習得

交渉 と影響力の行使 チ ー ム の リー ダ シ ップ 職場外活動 職務 ローテーシ ョンと特別任務

自身の正規の責任 に属さない ト
ピックについて調査 し、結果を

同僚に発表す る。

自身の職務外 のIS概念 と手法に

っいて学習 し、訓練を受 け、可

能な ら実践練習す る。

他者 と交渉 し影響力を行使する
た めの訓練を受 け、実践練習す

る。

動 機 づ け、 指 導 、権 限委 譲 、評

価、 カ ウンセ リン グ、育 成 な

ど、 チ ー ムの リー ダ と して の ス

キル を 訓練 し実践練 習 す る。

作業環境外部で、専門スキルを
育成するのに、あるいは 自分の

業務上の役割を新 しい視点であ
るいは深 く理解す るのに役立つ

IS内外で、一時的に他の役割一

とくに、自己の職務について新

しい視点 を提供す る役割、ある
いは環境や文化の異なる役割 一

活動を実施する。 を引 き受 ける。

職場外学習 コ ミュニ テ ィ活 動 代行 専門家団体の活動への参加 パ ブ リケー シ ョン 教育指導

た とえば 、外 国語 コー スな ど、

間 接的 で はあ る が、直 接 に は 自

己の役 割 に関係 しな いテ ー マ

で 、 自習 し、 あ るい は夜 間 ク ラ

地域 社会や市民行事に参加す
る。

監督者 または管理者が休暇その
他 の理 由で不在時に一時的に代

行する。

支部、専門家グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極的に参加す る。

専門誌、技術誌へ寄稿す る。 自己の専 門領 域 で 、公式 、 非公

式 に、教 師 、講 師 、チ ュー

ター 、 コー チ と して 教育 指 導 に

務 める。

スやバ ケ ー シ ョン スクー ル に参

加 す る。

雇用主組織の活動
についての知識の習得

雇用主組織の実施す る商業、事

務お よび/も しくは産業活動に
っいての理解 を深める。



資格 AMBCS－ 英 国 コン ピュー タ

学会 準 会 員

Oracle技 術 認 定資格 制 度 SSADM4+の 履修 証 明 迅速アプ リケーシ ョン開発の

履修証明

MCDBA-Mi。rosoR認 定

デ ー タ ベ ー ス

ア ドミニス トレー タ

英 国 コン ピュー タ学 会 Oracle 情報システム検査委員会 情報 システム検査委員会 MicrosoR

(http:〃www.bcs.org.uk40inbcs・ht (http:〃education.oracle.com/ccrti (1㎡bmati・nSystems (1㎡bmati・nSysteぴ (http:〃www.microsoR.oom/mcp/

m) nc就i。n/) ExamlnationBoard) ExaminationBoard) mktψch・icc・.htm)

情報 システ ムエ ン ジニ ア リン グ Oracleの 発 行 す る資 格 (http:〃www.bcs.org.uk/iscb/po㎡ (http://www.bcs.org.uk/iscb/po㎡ MicrosoRの 発行 す る資 格

公認 機 関(1㎡bmationSystems o.htm) o.htm)

EngmeedngChartcrcdBody)の 情報 システム検査委員会の交付 情報システム検査委員会の交付 L

専門資格 する資格 す る資格
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(4)レ ベ ル4(DBDS4)一
職務の概要 ビジネ ス情報 ニー ズに対 応 す るlsソ リー シ ・ン をサ ポー トす るデ ー タベ ー ス構 造 を仕 様化 ・設 言+・保 守す る・

レベル の定義
レベル4

(自主性、責任お よび権限)

包括的な指示の下で、作業に従
事する。作業の実行 と判断に技

術的責任 を負 う。

(影響力)

技術的事項について助言とガイ
ダンスを提供する。他人の仕事

を監督す ることもある。

(業務の複雑 さ)

多様な文脈でかな り広い範囲に
わたる基本原則 の適用の要求さ

れる業務を実施す る。

(必須 スキル)
自身の仕事に構造化 された効果

的なアプ ローチで望み、 リー ダ
シップの潜在能力を証明する。

時間、コス ト、品質 のターゲ ッ

(文脈のなかでのls)

自身の専門領域または責任領域
と雇用主組織全体 との関係 につ

いて理解 を深 め、提案 を行 うと

きおよび/も しくは作業を実施

(学習 と能力育成)

自ら率先 して、スキルを常に最

新に維持 し、IS業界の動向に遅

れないようにす る。

トに照 らして作業を分析、診 す るときに、顧客の要求を十分

断 、設 計 、 計画 、 実行 、 評価 に考慮す る。

' し、 自身の専門領域 に関連 して

利 用 可能 な方 法 、 手続 き、 ツー

ル、機器、標準 に関す る深い知

識 を披漉 し、各種代替オプシ ョ
ンか ら適正に選択することがで

き る。

ク ライ ア ン ト、顧 客 、 同僚 、 部

下と口頭、書面により効果的に
コ ミュニ ケー シ ョンを とる こ と

がで きる。

バ ックグラ ウン ド要件 学歴その他

教育バックグラ ウン ド'

過去の経験 事前の知識 とスキル

おそ ら くは少 な くと もGCEAレ

ベル 、SCEHighcrグ レー ドまた

は同 等基 準 の教 育 を受 け てい

る。

デー タベー ス設計の役割一レベ
ル3ま たは他の関連ISM職 務 の

レベル3で熟練に到達 してい

る。

広 い範 囲 のISの 概 念 と実務 につ

い て十 分 な知識 が あ り、デ ー タ
ベ ー スの概 念 、 オブ ジ ェ ク ト&

デ ー タモデ リン グ、 デー タベー
ス アプ リケー シ ョンにつ い て詳

しい知識があ る。明晰で説得力
の あ る コ ミュニ ケー シ ョンス キ

ル を発 揮 し、 クライ ア ン ト/

ユーザ との連絡を効果的に処理

す る こ とがで きる。

タス ク
必須 タスク

1.デ ー タベ ー ス(DB)の 概

念 、デ ー タモ デ リング の手 法、

設 計原 則 につ い て、専 門 技術 知

識 、 実用知 識 を維 持 し、拡 張す

る。 適 用 可能 なデ ー タベ ー ス

アー キテ クチ ャ 、 ソフ トウェ

ア、機 能 の全 般 、 ロー カル 用途

での 実際 のお よび有 望 な適 用 に

2.技 術 専 門知 識 、 アプ リケ ー

シ ョン知 識 を適 用 し、 コー ポ

レー トお よび 部門 レベ ル で の オ

ブ ジェ ク ト&デ ー タモデ リン グ

の 面 で、 お よび利 用 可能 な デ ー

タベ ー ス ツール と機 能 の活 用 の

面 で 、 ク ライ ア ン ト/コ ・一 ザ ス

タ ッフ に助 言 とガ イ ダ ン ス を提

一

3,(オ ブ ジ ェ ク トーエ ンァ ィ

テ ィー関 係 一属 性 、そ の他 の適

切 なモ デ ル を使 っ て)デ ー タモ

デ ル を構 築 、変 更 、維 持す るた

め組織 の各 部分 の デー タ要求 を

分 析 す る。 モデ ル を解 釈 し、 設

定 され た方 針 に沿 って 、 適切 な

DBス キマ に 翻訳 す る。

4,ク ライ ア ン ト/ユ ー ザ と協

力 して 、最 適 の(オ ブ ジ ェク

ト)デ ー タベー ス 管理 シス テ ム

(O/DBMS)、DBツ ール と手

法 を選択 す る。 プ ロジ ェ ク トの

DB戦 略 を立 案 し、 必要 に応 じ

て特 定 のDBコ ンポ ーネ ン トを

作成 す る。

5.ク ライ ア ン ト/ユ ー ザ と協

力 して 、0/DBMS、 そ の他 の

DBツ ール お よび機 能 のニー ズ

を定 義 し、有 望 な ソ リュー シ ョ

ン の実現 性 と実用 性 を評 価 し、

要 求 を仕 様 化 す る。選 択 した製

品 を実 証 し、 導入(お よび カ ス

タマ イ ズ)し 、運 用 開始 す る。

6.エ ン ジニア リン グ上 適 正 な

製 品 を実 現す る ため 、重 要 また

は複雑 なOのBMSソ フ トウェア

を仕 様化 、設 計 、構 築 、拡 張/

保守 、試 験 、是 正、 文書 化す

る。

っいて詳細な知識 を維持する。 供 す る。

任意 タスク

7.同 僚 の デー タ管 理 ス タ ッフ

と協力 して、モデ リング作業の
一貫性が維持 され、レポジ トリ

管理 とデ ー タ辞 書 の コー ポ レー

ト基準が確実に順守 されるよう

にす る。
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知識 とスキル 行動 スキル

(概念的思考)

複雑な問題や状況において、基
本的な事柄を、 もっと単純にあ

るいは分か りやす く説明 され る

(ゴール指向)

状況の如何 を問わず、合意 され
た 目標 と成果品へのフォーカス

を維持す る。

(組織 についての意識)

自社、顧客お よびサプライヤの
組織の階層 と文化を理解 し、意

思決定者および影響力をもつ人

(影響 力と説得力)

直接の命令、指揮系統のないと
きに、他者に影響力を及ぼ し説

得 して、具体的な行動 をとらせ

概念、モデルあるいは過去の経 間がだれか識別することができ る。

験に適正に関連づけることによ る。

り、理 解す る。

技術知識 とスキル

(デー タベ ー ス ソフ トウ ェア に

熟 達)

デ ー タ構 造 を構 築 し、入 力 し、

操 作す るため の ソフ トウ ェア

例:Access、SQLServer、

DB2、Oracle、1㎡bmix、Syb怒e

(情報検索ツールに熟達)

なん らかの形態のデータベース
または 「データウエアハ ウス」

に維持 されている情報に選択的

にアクセス可能な 自動(ソ フ ト

ウェア)ツ ールの適用
例=SQL

(デー タベー ス のモ デ リング と

設 計用 の ツー ル に熟 達)

論 理エ ンテ ィテ ィモ デル をモデ

リン グ し、物 理 デー タベ ー ス を

生 成す るの に役 立つ ツー ル

例:OracleDesigner2000

(アプリケー ション開発方法、

技法、標準に精通)

体系化 されたかたちでアプ リ
ケーション開発を促進するた め

に、組織化 され文書化 された手
法のセ ッ ト

例:SSADM、DSDM、

(ア プ リケ ー シ ョン開 発 ツール

に精 通)

開発 プ ロセ ス を 自動化 す るま た

は 一部 を支援 す る ソフ トウェア

ツ ール

例:OmcleDcveloper2000、

BusinessO吋ects、Select

(社内、業界、専門家基準に精

通)
IS実務者の現在の役割 に関連す

る標準/基 準

例:部 門のプ ログラ ミング標

準、ヘルプデスク手続 き、社内

品質管理システム、ITイ ンフラ

Ohiect・ry/UML ライ ブ ラ リ、TicklT

技術知識 とスキル

(オペ レーテ ィン グイ ン フラ に

精通)

自組織 内で使用 されるISイ ンフ

ラ(ハ ー ドウェア、 デ一 夕ベー

ス、 オペ レー テ ィング シ ステ

ム、LANな ど)に つ いて の知 識

その他 の知識 とスキル

(情報収集技術に熟達).
必要な情報お よび利用可能な情

(品質管理に精通)
雇用主組織内の品質管理 システ

(レポー ト作成手法に精通)
効果的なレポー トを作成する方

報ソースに適 した情報収集方 ムまたは方法 法 と技法

法、 シー ル 、技 法の 選択 と適 用

例:文 脈 に即 した調 査 、 フォー

カ スグル ー プ、 体系 的 なイ ン タ

ビ ュ ー 、 ア ン ケ ー ト、 観 察 、 統

計分析

訓練要件 プ ロ ジェク トリー ダ シ ップ システム開発環境 プロジェク ト計画と管理 品質管理

要求の厳 しいプ ロジェク ト管理

任務の準備 として、プロジェク
ト管理の方法 とリーダシップス

キル

次の内容 を含むシステム開発入

門=開 発のライフサイクル と方
法論、組織のインタフェース、

プ ロジェク トとプログラム管

理、 リスク管理 、変更管理

プロジェク ト計画と管理 の方法

と技法

品質システム、マ ニュアル 、手

続 きおよび計画の原則 と適正 実

務慣行。品質保証 と審査。外部
品質基準。総合品質管理

(TQM)と 欧州品質管理卓越

性 モ デル フ ァウン デー シ ョン

(TotalQualityManagementand

EumpeanFoundationfbrQuality

ManagementExcellenceModcD

専門能力育成活動 「調査」任務 ISの概念 と手法についての 交渉 と影響力の行使 チ ー ムの リー ダ シ ップ 職場外活動 職務 ローテ ー シ ョン と特別 任務

知識の習得

自身の正規の責任に属 さない ト
ゼ ックについて調査 し、結果 を

同僚に発表す る。

自身の職務外のIS概念 と手法に

ついて学習 し、訓練 を受 け、可

能な ら実践練習す る。

他者 と交渉 し影響力を行使する
ための訓練を受 け、実践練習す

る。

動 機 づ け、指 導 、権 限委 譲 、評

価 、 カ ウ ンセ リング 、育 成 な

ど、 チー ム の リー ダ と して の ス

キル を 訓練 し実践練 習す る。

作業環境外部で、専門スキル を

育成するのに、あるいは自分の

業務上の役割を新 しい視点であ
るいは深 く理解す るのに役立つ

IS内外で、一時的に他の役割一

とくに、自己の職務について新
しい視点を提供する役割 、ある

いは環境や文化の異なる役割 一
.

活動を実施する。 を 引 き受 ける。



専門能力育成活動(続 き) 職場外学習 コ ミュニ テ ィ活 動 代行 プ ロジェク ト任務 相談役 国際経験

た とえば 、外 国語 コー スな ど、

間接 的で は あるが 、 直接 に は 自

己の役 割 に関係 しな いテ ー マ

で、 自習 し、 あ るい は夜 間 ク ラ

スや バ ケー シ ョン ス クー ル に参

加す る。

地域社会や市民行事に参加す

る。

監督者または管理者 が休暇 その

他 の理 由で不在時に一時的に代
行す る。

特定の問題に対処す るために設

置されたプロジェク トチーム、

作業ブループ、タスクフォース
に参加する。 グループが領域横

断的であればなおさら有益であ

る。

仕事やキャ リアの問題にっい
て、直接の監督下にない人間の

相談を受け、相談、指導役 を務
める。

雇用主組織のために海外で専門
職務 を実施する。

専門家団体の活動への参加
パ ブ リケー シ ョン 教育指導 雇用主組織の活動についての

知識の習得

支部、専門家グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極的に参加す る。

専門誌、技術誌へ寄稿する。 自己 の専 門領 域 で 、公 式 、非公

式 に 、教 師 、講 師 、チ ュー

ター 、 コー チ と して教 育指 導 に

務 め る。

雇用主組織の実施する商業、事

務お よび/も しくは産業活動に
ついての理解を深める。

資格 MBCS－ 英国 コン ピュー タ

学会 会 員

Oracle技 術 認 定 資格 制 度 SSADM4+の 履修 証 明 迅速アプ リケーシ ョン

開発の履修証明

MCDBA-MiorosoR認 定

デ ー タベ ー ス

ア ドミニ ス トレー タ

英 国 コ ン ピ ュ ー タ 学 会

(http://www.bcs.org.uk40inbos.ht

m)

情 報 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア リ ン グ

公 認 機 関(1㎡bmlationSystems

E・ginee・mgCh・ れ・・edB・dy)の

専 門 資 格

Oracle

(http:〃education.oraclc.oom/cc「ti

Hcation/)

Oraclcの 発 行 す る 資 格

情 報 シ ス テ ム検 査 委 員 会

(lnfbmationSystems

Examinati。nB・ard)

(hUp:〃www.bcs.org・uk/iseb/portf

o.htm)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(1㎡bmationSystcms

ExaminationBoard)

(http://www.bcs.org・uk/iseb/portf

o.htm)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

MicrosoR

(http:〃www.miorosoft・com/mcp/

mktg/・h・icc・.htm)

MicrosoRの 発 行 す る 資 格

ー
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(5)レ ベル5(DBDS5)

職務の概要 ビジネ ス情報 ニ ー ズに 対応 す るISソ リ ュー シ ョン をサ ポ ー トす るデ ー タベ ー ス構 造 を仕 様化 、設 計 、保 守 す る。

レベルの定義 レベ ル5

(自主性、責任および権限)
合意された目標に向かって努力

す る。管理者 として、または技

術専門家 として、実施 した作業

(影響力)

管理者またはア ドバイザ とし
て、一つの広 い分野にわたっ

て、あらゆる技術的アプ ローチ

(業務 の複雑 さ)

予測不可能なことの多いさまざ
まな文脈において、かな り広 い

範囲にわたる基本原則の適用の

(必須 スキル)

経常的なベースで リー ダシ ップ
スキル を証明する。

レベル を問わず、公式、非公式

(文脈 のなかでのIS)

自分の専門能力または責任領域

と雇用主組織全体 との関係 を明

確に理解 していることを証明

(学習と能力育成)
自ら率先 して、技術スキルと専

門能力を常に最新に維持 し、業

界の動 向に遅れないよ うにす

の質に全面的な責任 を負 う。 の選択 と実行 に関 し、経験を活 要求 される業務を実施す る。 を問 わず 、 部下 、 同僚 、 ク ライ し、提案 を行 うときお よび/も る。

用 して十分な情報に基づ く意思 ア ン ト、顧 客 との 間 の、 口頭 ま しくは作業を実施す るときに顧

決定を行 う。 たは文書による効果的な コミュ 客の要求 を考慮に入れ る。
ニ ケー シ ョン を証 明す る。

バ ックグラウン ド要件 学歴その他 過去の経験 事前の知識 とスキル

教育バ ックグラウン ド

おそらくは少なくともGCEAレ デー タベ ー ス設 計 の役 割 一 レベ デー タベ ース の概 念 、デ 一 夕モ

ベル 、SCEHigherグ レー ドま た

は 同等 基準 の教 育 を受 けてい

る。

ル4ま たは他 の関連ISM職 務の

レベル4で熟練に到達 してい

る。

デ リング、データベー スアプ リ

ケー ションについて総合的な知

識があ り、多様 な状況でその知
識を適用す ることができる。広
い範囲のISの概念と実務 につい

て総合的な知識があ り、その依

存について明確 に理解 してい
る。 対 人 スキル に優れ 、 あ ら ゆ

る レベル の クライ ア ン ト/ユ ー

ザ と効果 的に コ ミュ ニ ケー シ ョ

ン を とる こ とがで き る。

タス ク 必須タスク

1.デ ー タベ ー ス(DB)の 概 2,複 雑 な標準外の状況に対応 3.複 雑な標準外の状況に対応 4.複 雑な標準外の状況に対応 5.複 雑な標準外 の状況に対応 6.複 雑な標準外の状況に対応

念 、オ ブ ジェ ク ト&デ ー タモ デ し、ユーザ/上 級管理者 と協力 し、 開発 グル ー プ と協 力 して 、 して 、(オ ブ ジ ェ ク ト)デ ー タ して 、複 雑 な0/DBMSソ フ ト して、0のBMSツ ール と機 能 の

リングの手法、設計原則 につい して、現在のおよび提案す るビ DB機 能の最 も適切で効果的 な ベ ー ス 管理 システ ムO/DBMS、 ウェアの開発のライフサイクル 開発、使用、運用の専門知識 を

て、 最新 の専 門 、技 術知 識 、 実 ジネス活動 を分析 し、基本的な 使 い 方 を確認 し、 アプ リケー その他のDBツ ール と機能の 全 段 階 一調 査 、分 析 、仕 様化 、 提供する小人数専門家スタッフ

務知識を維持する。全範囲の
デー タベースアーキテクチャ、

ビジネス&デ ータモデル を構築

/変 更 し、最も効果的なDB

シ ョン領域全体について戦略 と

基準を設定す る。

ニーズを識別 、定義す る作業で

クライアン ト/ユ ーザを支援

設 計 、構 築 、試 験 、保 守 、 ア ッ

プ グ レー ド、移 行 一にわ た って

チームの責任 を引き受ける。割

り当て られた予算の枠 内で品質

ソフ トウェア、機 能(現 に利 用 ツール と機能を選択 し、会社に し、各種オプションの費用効果 全面的に技術的責任を引き受 と納期の全責任を引き受 ける。

可能なもの と開発中のもの)、 とっての意義を評価する。 について助言 し、要求事項を仕 け、エ ン ジニ ア リング上適 正 な

および組織にとってのそれぞれ 様化 し、実用化の責任 を引き受 製品を実現する。

の価値について詳細な知識を維 け る。

持す る。

任意タスク

7.デ ー タ管理 職務 と協力 し

て、 デー タベ ー ス方 針 が一 貫性 '

を もっ て実施 され、 レポ ジ トリ

管理 とデ ー タ辞 書 の コー ポ レー

ト基準が確実に順守 され るよう

にす る。

知識 とスキル 行動スキル

(意思決定) (ゴ ール 指 向) (職務横断的、専門領域横断的 (カウンセ リングと育成)

状 況 のニ ー ズ、優 先 事項 、制 状況の如何 を問わず、合意 され な意識) 他の人間が 自分の価値、ニー

約、必要な情報の利用可能性 を た 目標 と成果品への フォーカス 他の専門領域や職務に従事する ズ、 ゴー ル 、限 界 を理 解 で き る

考慮 に入れた うえで、適切なタ を維持す る。 人間 の ニー ズ 、 目標 、 制約 を理 よ うに支援 し、どのよ うにすれ

イ ミングで決定を下す。 解 す る。 ばそれぞれの能力の限界に対 し

て 自分の有効性を高めることが

で きるか助 言する。
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技術知識 とスキル

(デ ー タベ ー ス ソ フ トウ ェ ア の

エ キ ス パ ー ト)

デ ー タ構 造 を構 築 し 、『入 力 し、

操 作 す る た め の ソ フ トウ ェ ア

例:Access、SQLScrver、

DB2、Oracle、Infbrmix、Sybase

(情報検索ツールのエキスパー

ト)
なん らかの形態 のデータベース

または 「データウエアハ ウス」

に維持 されている情報 に選択 的
にアクセス可能 な自動(ソ フ ト

ウェア)ツ ール の適用
例:SQL

(社内、業界、専門家基準に熟

達)
IS実務者 の現在の役割に関連す

る標準/基 準

例:部 門のプログラ ミング標

準、ヘルプデスク手続 き、社内

品質管理 システ ム、ITイ ンフラ

ライブラ リ、TicklT

(オペ レー テ ィン グイ ン フ ラに

熟達)

自組 織 内 で使 用 され るISイ ン フ

ラ(ハ ー ドウェ ア、 デ ー タベ ー

ス、 オ ペ レー テ ィ ン グシ ステ

ム 、LANな ど)に つ い て の知 識

(ア プ リケー シ ョン開発 ツール

に精 通)

開発 プ ロセ スを 自動 化す るま た

は一 部 を支 援 す る ソフ トウェ ア

ツー ル

例:OracleDcvelopcr2000、

BusmcssO句ec白 、Select

その他 の知識 とスキル

(レポー ト作成手法に熟達)

効果的なレポー トを作成す る方
法と技法

(ビジネス提案に精通)

口頭お よび書面で、ビジネ ス

ケースを作成 し提示す るための
方法 と技法

(効果的なミーテ ィングの手法
を把握)

効果的な ミーティングを運営
し、 ミーティング参加者 の役割

を理解 し影響力を行使す るため
の方法 と技法

訓練要件 プ ロジェ ク ト管理 財務計画と予算編成

ISプ ロ ジェ ク ト管 理 のた め の計

画 立案 、 リス ク管理 、プ ロジ ェ

ク ト変 更 管理 、構 成管 理 、財 務

管 理 、ス タ ッフ選 定 な どの ス キ

ノレ

経常活動 とプロジェク ト活動 の

両方 について、財務管理の哲
学、規則、手続 き、ツール

専門能力育成活動 広範なIS問題についての

知識 の習得

管理能力の育成 職場外活動 職務 ローテーシ ョンと
特別任務

職場外学習 コ ミュニテ ィ活 動

自習、セ ミナー出席、特別学

習、一時的任務などを通 じて、

広範なIS問題について知識 の鮮

度を高め、維持する。

ビジネスと財務管理、変更管

理、戦略立案 を含 めて、組織の
全部または一部を管理するため

に要求 され るスキル と手法 にっ
いて訓練を受 け、実践 し、理解

を深める。 これには、職場 内お

よび外訓練が要求 され、場合 に

よっては、MBAな ど該当す る

能力育成プログラムへの参加 が

含まれ る。

作業環境外部で、専門スキル を

育成するのに、あるいは自分の

業務上の役割を新 しい視点であ
るいは深 く理解す るのに役立っ

活動 を実施する。

IS内外で、一時的に他の役割 一

とくに、 自己の職務 について新

しい視点を提供する役割、ある
いは環境や文化の異 なる役割 一

を引き受ける。

た とえば 、外 国語 コー ス な ど、

間 接的 で は あ るが 、直接 には 自

己の役 割 に 関係 しない テー マ

で 、 自習 し、 あ るいは 夜間 クラ

スやバ ケー シ ョンス クール に参

加 す る。

地域社会や市民行事に参加す

る。

代行 プロジェク ト任務 相談役 国際経験 専門家団体の活動への参加
パブ リケー シ ョン

監督者または管理者が休暇その

他の理由で不在時に一時的に代
行する。

特定の問題に対処す るた めに設

置 されたプ ロジェク トチーム、
作業グループ、タスクフォース
に参加す る。グループが領域横

断的であればなお さら有益であ
る。

仕事やキャリアの問題につい
て、直接 の監督下にない人間の

相談を受 け、相談、指導役 を務
める。'

雇用主絹織のために海外で専門

職務 を実施する。

支部、専門家グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極的に参加する。

専門誌、技術誌へ寄稿す る。

教育指導 規格/標 準と法律 雇用主組織にっいて

戦略的知識の習得

自 己の専 門領 域 で 、公 式 、非 公

式 に、教 師 、講 師 、チ ュー

ター 、 コー チ と して教 育 指導 に

務 め る。

関連規格/標 準または法律の策

定、維持または監視 に責任を負

う作業 グループ、委員会な どに
参加す る。

雇用主組織の経営をとりまくビ
ジネス(経 営)環 境、外部世界

との相対的な組織の地位 、方

針、方向について総合的に理解

を深める。



、

資格 MBCS－ 英 国 コン ピ ュー タ

学 会 会員

Ora。lc技術 認 定 資格 制 度 SSADM4+の 履修 証 明 迅速 アプ リケー ション

開発の履修証明

MCDBA-Microso且 認 定

デー タベー ス

ア ドミニ ス トレー タ

L

英 国 コ ン ピ ュ ー タ 学 会

(http://www.bcs.org.uk石oinbcs・ht

m)

情 報 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア リ ン グ

公 認 機 関(㎞bmationSystems

EngineeringCh取teredBody)の

専 門 資 格

Oracle

(hUp://cduoation.orac1⊂com/ccrti

6cat三〇n/)

Oracleの 発 行 す る 資 格

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(lnfb㎜ationSysten岱

Examinati。nBoard)

(http://www.bcs.org.uk/iseb/portf

o.htm)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(lnfbm就ionSystems

ExaminationBoard)

(http:〃www.bcs.org.uk/iseb/portf

o.htm)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る資 格

MicrosoR

(http://wwwmicr・s・R・c・m/mcp/

mkt〆ch・ 三ces.htm)

Micros諭 の 発 行 す る 資 格
「
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(6)レ ベ ル6(DBDS6)

蘭勇の概要 ビジネス情報ニーズに対応す るlsソ リュー シ・ンをサポー トするヂ タベース縦 を仕様化 ・設計・保守す る・

レベル の定義
レベル6

(自主性、責任お よび権限)

管理者、IS専門家またはコンサ

ル タン トとして、定義された活

動領域に全面的な責任 を負 う。

(影響力)

雇用主組織のIS業務の領域 に中

長期にわた り相 当の影響力 をも
っ。 自己の専門領域に関す る方

針の策定に影響 を与 える。

(業務の複雑 さ)
予測不可能な業務、ルーチン外
の業務を含めて、幅広い技術お

よび/も しくは管理原則の創造

的適用を要求 され る、や りがい
のある広範多様 な業務 を実施す

(必須スキル)

多様 な技術領域 と状況で リーダ
シップ を発揮する。

主要 レポー トの作成、適切 な
ツール と手法 を使ったプ レゼ ン

テーシ ョンの準備、組織、実

(文脈 の な かで のls)

自分 の専 門能 力 お よび/も しく

は プ ロ ジェ ク トで の責 任 と雇 用

主組 織 全 体 との 関係 を深 く理 解

して い る こ とを証 明す る。

運 用製 品(operationalproduct)

(学習 と能力育成)

自ら率先 し、時間を作って、一
般技術能力と専門能力を常に最

新に維持 し、業界の動向に遅れ

ないよ うにする。

る 。 施 、 ミー テ ィ ン グや デ ィス ヵ ッ に触れることにな るすべての人
ションでの指導的役割 など、公 間 の ニー ズ を考 慮 して、 自分 の
式 、非 公 式 を問 わず 、部 下 、 同 専門領域の範囲内で技術 ソ
僚 、 ク ライ ア ン ト、顧 客 との間 リュー シ ョンを提 案す る ことが
で、 口頭または文書による効果 で きる。

的 な コ ミュニ ケー シ ョンを 証明

す る。

バ ックグラウン ド要件 学歴その他

教育バックグラウン ド

過去 の経験 事前の知識 とスキル

お そ ら くは少 な く とも㏄EAレ

ベル 、SCEHigherグ レー ドま た

は 同等 基準 の教 育 を受 けて い

デー タベー ス設 計 の役 割 一 レベ

ル5で 熟 練 に到 達 してい る。

多様 な状況下で レベルの高い
データベースの知識 とスキルを

適用 してきた、一貫した実績が

ある。 自分の組織の業務につい
る。 ての詳細な知識、比較可能 な組

織についてのある程度の知識 と

併 せ て 、広 く深 いISの 知 識

タ ス ク
必須タスク

1。複雑な標準外 の状況に対応

して、(オ ブ ジェク ト)デ ータ
ベース管理 システ ムOのBMS

ツール と機能の開発、使用、運

用の専門知識 を提供する小人数
専門家 スタッフチームの責任を

引き受ける。割 り当て られた予

算の枠内で品質 と納期の全責任

2.雇 用主組織 においてデー タ
ベース技術の効果的使用のため

の方針 を策定す るのに貢献す

る。複雑な標準外の状況に対 し
てデータベース手法 を画期的に

適用す る うえで創造性 と発明の

才能 を発揮す る。

3.ハ ー ドウェア/ソ フ トウェ

ア間の複雑な相互関係 とユーザ

のニーズを速やかに理解 し、適

正 な助言 を提供 し、必要に応 じ
て、予想 されるシステ ムの挙動

とパ フォーマンスにっいて有効

な評価を提供す る。

4.最 新動 向の監視、将来の利

用のための長期的な計画を含め

て、DBア ー キテクチ ャ、 ソフ

トウェア、機能の選択、準備、

使用 の面で自ら専門的な知識 を

提供す る。データベース分野内
の トピックに関する最新のワー

クに貢献す る。

5.DBア ーキテクチャ、ソフ ト

ウェア、機能の選択、準備、使

用の面で専門知識セ ンター とな

る技術スタ ッフのチームを管理
し、その作業の質 と納期 に全責

任を負い、割 り当てられたすべ
ての資源について有効利用 を確

実にす る。

6.計 画、仕様化を含めて、複

雑なデータベー スソフ トウェア
の開発のライフサイクル全段階

にわたってすべての技術的決定
に最終責任を行使す る。

を引 き受 ける。

任意タスク

7,デ ー タ管理 職 務 と協 力 し 8.デ ー タ 管理 者 と協力 して 、

て 、デ ー タベー ス方 針 が 一貫 性

をも って 実施 され 、 レポ ジ トリ

管理 とデー タ辞 書 の コー ポ レー

自分 の組織 と他組織 との間の
デー タ交換 について適切な基準

が維持 されるよ うにす る。

ト基準が確実に順守されるよ う

にす る。

知識 とスキル
行動 スキル

(戦略的視点)
全体的な 目標 と戦略に常に留意

し、細事にとらわれす ぎない。

(意思決定)

状況のニーズ、優先事項、制
約、必要な情報 の利用可能性を

考慮に入れた うえで、適切 なタ

イ ミングで決定を下す。

(指示)

他者に指示 して、タスクを実行
させ る。

(カウンセ リングと育成)

他 の人間が 自分の価値 、ニー
ズ、ゴール、限界 を理解できる

ように支援 し、 どの ようにすれ

ばそれぞれ の能力 の限界に対 し

て 自分の有効性を高めることが '

できるか助言する。
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知識 とスキル(続 き) 技術知識 とスキル

(デー タベ ー ス ソフ トウェア の
エ キ スパー ト)

デ ー タ構 造 を構 築 し、入 力 し、

(情報 検 索 ツー ル のエ キ スパ ー

ト)

な ん らか の形 態 のデ ー タベ ー ス

(社内、業界、専門家基準のエ
キスパー ト)

IS実務者の現在の役割に関連す

(オペ レーテ ィングインフラに

熟達)
自組織内で使用 され るISインフ

操作するためのソフ トウェア ま たは 「デ ー タ ウエア ハ ウス」 る標準/基 準 ラ(ハ ー ドウ ェア、 デ ー タベ ー

例:Access、SQLServer、

DB2、Oracle、1hfbm㎡x、Sybase

に維持 されている情報に選択的

にアクセス可能な自動(ソ フ ト

ウェア)ツ ールの適用

例:部 門 のプ ロ グ ラ ミン グ標

準 、ヘル プデ ス ク手続 き、社 内

品質 管理 シス テ ム、ITイ ン フラ

ス 、オ ペ レー テ ィ ン グシ ステ

ム 、LANな ど)に つ い て の知識

例:SQL ライ ブ ラ リ、TicklT

その他の知識 とスキル

(予算に熟達) (効果的な ミーティングの手法 (プロジェク ト計画お よび管理

コス トを最小に し費用効果 を確

実にするための予算の作成 と監

に精通)

効果的な ミーテ ィングを運営

手法に精通)
プロジェク トの計画 と進捗監視

視 のた め の原 則 、方 法 、技 法 、

ツー ル

し、 ミーテ ィング参加者の役割

を理解 し影響力を行使するため

に関連す る手法

例:製 品/作 業分類構造、クリ

の方法 と技法 テイカルパス分析、達成価値

訓練要件 将来の使用のための 顧客関係 プ ログラム管理

ハ ー ドウエ アお よび

ソフ トウェア 製 品

組織 に とって使 用 す る可 能性 の

ある ソ フ トウェ ア、ハ ー ドウ ェ

ア製 品

また は ソ リュー シ ョン

顧客満足の達成 と維持のため、
上級管理者 レベルのクライアン
ト/ユ ーザ との関係 に指導的役

割を果たす準備 として、交渉、

プロジェク トのプログラムの選

択、計画、管理に際 して順守す
べき原則 と実務慣行、お よびプ

ログラム管理に関連す る役割 と

プ レゼ ンテー シ ョン 、 ミー テ ィ 責任
ング スキル

専門能力育成活動 広範なIS問題についての

知識の習得

規格/標 準 と法律についての
知識の習得

管理能力の育成 職場外活動 職 務 ロー テー シ ョン と

特別 任 務

職場外学習

自習 、セ ミナ ー 出席 、特 別学

習 、一 時 的任 務 な どを通 じて、

広 範 なIS問 題 に っ いて知 識 の鮮

度 を高 め、維 持す る。

関連す る国内、国際規格/標 準
および法律について知識 を習得
し、維持する。

ビジネ スと財務管理、変更管

理、戦略立案 を含 めて、組織の

全部または一部を管理す るため
に要求 されるスキル と手法につ

いて訓練を受 け、実践 し、理解

を深める。 これには、職場内お

作業環境外部で、専門 スキル を

育成す るのに、あるいは 自分の
業務上の役割 を新 しい視点で あ
るいは深 く理解するのに役立つ

活動 を実施す る。

IS内外で、一時的に他の役割 一

とくに、 自己の職務 にっいて新

しい視点 を提供する役割、ある
いは環境や文化の異なる役割一

を引き受ける。

た とえば 、外 国語 コー ス な ど、

間接 的で は ある が、直 接 には 自

己の役 割 に関係 しな いテ ーマ

で、 自習 し、 あ るい は夜 間 ク ラ

スや バ ケー シ ョンス クール に参

加 す る。

よび外訓練が要求され、場合に

よっ ては 、MBAな ど該 当す る

能力育成プログラムへの参加が
含 まれ る。

コ ミュニ テ ィ活動 プロジェク ト任務 相談役 国際経験 専門家団体の活動への参加 パ ブ リケー シ ョン

地域社会や市民行事に参加す
る。

特定の問題 に対処するために設
置 されたプロジェク トチーム、

作業グループ、タスクフォース

仕事や キャリアの問題 につい
て、直接の監督下にない人間の

相談を受け、相談、指導役を務

雇用主組織 のために海外で専門
職務 を実施す る。

支部、専門家グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極的に参加す る。

専門誌、技術誌へ寄稿する。

に参加する。 グループが領域横 め る 。

断的であればなお さら有益であ

る。

教育指導 規格/標 準 と法律 雇用主組織について

戦略的知識の習得

自己 の専 門領 域 で、公 式 、非 公

式 に 、教 師 、講師 、 チ ュー

ター 、 コーチ と して教 育 指導 に

務 め る。

関連規格/標 準または法律の策
定、維持または監視に責任 を負

う作業グループ、委員会 などに
参加す る。

雇用主組織の経営をとりまくビ

ジネス(経 営)環 境、外部世界

との相対的な組織の地位 、方

針、方 向について総合的に理解
を深める。

/
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資格 MBCS－ 英 国 コン ピュー タ

学 会会 員

Oracle技 術 認 定資 格 制度 SSADM4+の 履 修 証 明 迅速アプリケー ション

開発 の履修証明

MCDBA-MicrosoR

認 定デ ー タベ ー ス

ア ドミニ ス トレー タ

英 国 コ ン ピ ュー タ学 会

(http://www.bcs.org・uk石oinbcs・ht

m)

情 報 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア リ ン グ

公 認 機 関(1㎡bmationSystcms

E・gmce血gChM・ ・edB・dy)の

専 門 資 格

Oracle

(http://education.oracle.com/ccrti

ficationノ)

Oracleの 発 行 す る 資 格

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(1㎡bmati・nSysteぴ

Examinati。nB・ard)

(http://www、bcs.org・uk/iseb/porぱ

o.h㎞)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

情 報 シ ス テ ム検 査 委 員 会

(h㎡bmati・nSystems

ExaminationBo訂d)

(http://www.bcs.org.uk/iseb/porぱ

o.htm)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

MicrosoR

(http://www.microsoR・com/mcp/

皿ktシ ・h・ices.h㎞)

MicrosoRの 発 行 す る 資 格

1
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2.6プ ログラミング/ソ フトウェア作 成

ー
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切
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(1)レ ベ ル1(PROG1)一
職務 の概要 合意 された基準に従 って、与え られた仕様か ら、新規および修正プ ログラムを設計、作成 、試験、文書化する。

レベル の定義 レベル1

(自主性、責任および権 限)
体系化 された、経常的に監督付

きの環境で作業する。

(影響力)

自身の活動 に責任 を負 う。

(業務の複雑 さ)

多様な文脈で広範なタスクを実
施す る。頻繁に他人を参考にす

ることはない。

(必須スキル)

引き受けた仕事には合理的で組

織だったアプ ローチで臨む。
指示 を受けて 自分の仕事を計画

(文脈のなかでのls)

タスクセ ッ トに該 当する適切な

方法、手続 き、ツール、機器 、

標準 を効果的に活用するための

(学習 と能力育成)

体系的に紹介 された時点で新 し
い技術情報を速やかに吸収 し、

必要に応 じて適用することがで

し、 スケ ジ ュール を立 て、 監視 初期訓練 を受ける。 き る 。

す る こ とがで きる。

口頭お よび書面で、同僚お よび

監督者 と効果的に対話す るのに

十分 な コ ミュニ ケー シ ョン能 力

を備 えて い る。

バ ックグラウン ド要件 学歴その他 過去 の経験 事前の知識 とスキル

教育バックグラウン ド

お そ ら くは少 な く ともGCEAレ

ベル 、SCEHighcrグ レー ドまた

は 同等 基準 の教 育 を受 けてい

(情報未定義) 論理的、分析的アプローチで問
題解決に臨み、細部まで細心の

注意 を払 う。

る.

タ ス ク 必須 タスク 任意タスク

1.エ ン ジニア リング上 適正 な

結果 を達成 す るた め 、合意 され

た 基準 とツール を使 って 、与 え

2.設 計 に従 って プ ログ ラム を

作成 、変 更す る

S㎜QUn":216ソ フ トウェ ア

3.プ ロ グラ ムの試 験 を計 画 、

設 計、 実施 す る。 エ ラー を是正

し、再 試験 し、 エ ラー フ リー の

4.合 意 され た 基準 に従 っ て、

す べ ての 作業 を文書 化 す る

s㎜QUnit:216ソ フ トウェア

5.与 え られた 仕 様 の レ ビュー
'

に 参加 す る。

6,自 身 の 作業 の レ ビュー に参

加 す る。

られた仕様か ら、単純なプログ の作成に寄与する。 結果 を達成す る の作成に寄与する。

ラムお よびプ ログラム変更を設 S州QUnit:216ソ フ トウェ ア

計す る の作成に寄与する。

s小WQUnit:216ソ フ トウ ェ ア

の作成に寄与す る。

知識 とスキル
行動スキル

(分析的思考)

問題や状況を、個々の構成部分
に体系的に細分化 し、各部分間
の関係を明確にすることによ

(情報収集)

問題または状況を理解するのに
必要 な情報 と入手可能な情報 の

ギャップを識別 し、そのギャソ

(柔軟性)

新 しい情報や事情の変化 を考慮
し、それに従って、問題や状況
の理解 を改める。

(ゴール指向)

状況の如何 を問わず、合意 され
た 目標 と成果品への フォーカス

を維持する。

(持続性)

不利な状況にあるときでも、
ターゲッ トを達成 し、合意 を履

行す る。

(細心の注意)

実施 したすべてのタスクに品質

基準を適用 し、なにも見過 ごし
てないことを確認する。

り、理 解す る。 プを埋めるための手段 を工夫す

る 。

技術知識 とスキル その他の知識 とスキル

1

(アプ リケーシ ョン開発ツール

に精通)

開発 プロセスを自動化す るまた

(プログラ ミング言語に精 通)
コンピュータプログラムを作成

するため、指 定された機能を

(社内、業界、専門家基準を把

握)
IS実務者の現在の役割に関連す

(オペ レー テ ィン グイ ン フ ラ を

把握)

自組 織 内 で使 用 され るISイ ン フ

(時間管理手法を把握)

自分の時間を効果的に活用する
ための方法 と技法

は一部 を支援す るソフ トウェア 「ソー ス コー ド」 に 明確 に 変換 る標準/基 準 ラ(ハ ー ドウェア 、デ 一 夕ベ ー

ツール す る ため の(ソ フ トウェア ツー 例:部 門のプログラミング標 ス 、 オペ レー テ ィン グ システ

例lOraoleDeveloper2000、 ル の サポ ー トす る)コ ー ドと構 準 、ヘ ル プデ ス ク手 続 き、 社 内 ム 、LANな ど)に つ いて の知 識

Bus▲nessOhlects、Select 文 の セ ン ト

例:COBOL、C+← 、Visual

品 質 管理 システ ム 、ITイ ン フ ラ

ライ ブ ラ リ、TicklT

訓練要件 標準、手続 きおよびツール プ ログ ラ ミン グ ツール プログラム設計の方法 とツール プ ログ ラム とモ ジュ ール の

テ ス ト

イ ンフ ラの ハ ー ドウェア と

シス テ ム ソフ トウェア

日常業務に使用す る標準、手続

き、ソフ トウェアツールおよび
オペ レーティングシステ ム機能

開発作業の通常の過程でプ ログ
ラミングスタ ッフの使用す る高

水準言語、 ソフ トウェアツール
またはオペ レーテ ィングシステ

プログラミングまたは システム

開発の方法(た とえば、構造化
プログラム設計)

プ ログ ラム の コン ポー ネ ン トと

ア セ ン ブ リのテ ス トを計 画 、作

成 、 実施す る方 法 と手 続 き

組 織 のITイ ン フラ を構成 す る

ハ ー ドウェア とシステ ム ソフ ト

ウ ェア。 ハ ー ドウ ェア/ソ フ ト

ウ ェア の導 入 を考 える必 要 のあ

ムの機能 るインフラの機能



専門能力育成活動 雇用主組織についての
知識 の習得

周辺技術領域についての
知識の習得

追加学習 時間管理 チ ー ム ワー ク コ ミュニ ケー シ ョン

雇用主組織 、そのビジネ ス、構
造、オペ レー ション、用語法に
ついて基本的な知識 を習得す

る。

自身の職務外の、雇用主組織の

Is活動にっいての知識

遠隔学習、夜学、研修休暇制度
によ り、追加学習 を通 じて初期

教育 を補強する。

自身の活動を計画、組織する訓

練を受 け、実践練習す る。

チームワークの手法の訓練 を受

け、実践練習す る。基本概念に
ついて理解す る。

レポー ト作成 とプ レゼ ン テー

シ ョン を含 めて、 口頭 お よび 書

面 に よ る コミュ ニケ ー シ ョンの

訓練 を受 け 、実践 練 習す る。

グループ活動への参加 職場外活動 専門家団体の活動への参加

作業環境 内外で、対人スキルの

育成に役 立つグループ活動 に参
加す る。

作業環境外部で、専門 スキル を
育成す るのに、あるいは 自分 の

業務上の役割 を新 しい視点であ
るいは深 く理解するのに役立っ

活動 を実施す る。

専 門家 団 体 の主催 す る会 議 、 セ

ミナー 、 ワー クシ ョップ に参 加

し、機 関紙 、会報 を読 む。

資格 (情報未定義)

「
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呈Lレ ベル2(PROG2)
職務の概要 合意 された基準 に従って、与えられた仕様 から、新規お よび修正プログラムを設計、作成、試験、文書化する。

レベルの定義 レベル2

(自主性 、責任お よび権限)

監督付きの環境で作業 し、頻

繁なレビューを受ける。
.

(影響力)

自身の活動には相当の自主性
を与えられている。監督責

任、プロジェク トの技術的責

(業務 の複雑 さ)

複雑でルーチン外の文脈を含
めて、広範多様な文脈で幅広

くさまざまな作業を実施す

(必須スキル)

引き受けたすべての仕事に体
系的で、秩序立った、分析的
なアプ ローチで臨む。

(文脈のなかでのIS)

自身 の専門外 の幅広 いIS分野 に

基本的理解があり、自身の役

割 と他のISの役割および雇用主

(学習 と能力育成)

新 しい技術情報を速やかに吸
収 し、必要に応 じて適用する
ことができる。

任を割 り当て られることはほ

とん どない。

る 。 適切な方法、手続 き、ツー
ル、機器 、標準を効果的に使

用 し、 ごくまれには他者 を参

組織全体 との関係 を把握 して
いる。

考に し、限 られた時間枠のな
かで自分の仕事を計画 し、ス

ケジュール を立て、監視す る

こ とが で き る。

すべてのルーチン活動 と連絡
に関 して 、 口頭 、書 面 で効 果

的 な コ ミュニ ケー シ ョン能 力

バ ックグラウン ド要件 学歴その他教育 過去の経験 事前の知識 とスキル

バ ック グラ ウン ド

お そ ら くは少 な く とも㏄EA

レベル 、SCEHighcrグ レー ドま

た は 同等基 準 の教 育 を受 けて

次のいずれか
プ ログラミング/ソ フ トウェ

ア作成 一レベル1で 熟練に到達

論理的、分析的アプローチで
問題解決に臨み、細部まで細
心の注意 を払 う。

一

い る 。 している。または

他のシステム開発 と保守の職

務で経験があ り(通 常 は1

年)、 プ ログ ラ ミン グ分 野 で
総合的な訓練 をすでに亭 けて

タス ク 必須タスク

1。エ ンジニ ア リング上 適正 な

結 果 を達成 す るた め、 合意 さ

れ た基 準 とツー ル を使 っ て 、

2.設 計 に従 って プ ログ ラム を

作成 、変 更す る

S/NVQUnitl309与 え られ た プ

3,プ ログ ラム の試験 を計画 、

設 計 、 実施す る。 エ ラー を是
正 し、 再試 験 し、 エ ラー フ

4.合 意 され た 基準 に従 って 、

す べて の作 業 を 文書 化す る

s/NVQUnit=309与 え られ た プ

5.適 宜 他 人 と協 力 して 、 与 え

られ た仕 様 の レ ビ ュー を 実施

す る。

与えられた仕様か ら、複雑 な ログ ラ ム設計 か ら ソフ トウェ リーの結果を達成す る ログ ラム設 計 か ら ソフ トウ ェ

プログラムおよびプログラム アを作成する。 S鮒QUnit:309与 え られ たプ アを作成す る。

変更を設計する。 ロ グ ラム設 計 か ら ソフ トウェ

S/NVQUnit:307与 え られ た仕 アを作成する。

様からプログラム設計を作成
す る。

任意 タスク

6,自 身 の作 業 の レ ビュー に参

加する。同僚の作業のレ

ビュー に参 加す る。
`

知識 とスキル
行動 スキル

(分析的思考)
問題や状況を、個々の構成部

分に体系的に細分化 し、各部

分間の関係 を明確にす ること
によ り、理解す る。

(概念的思考)w
複雑な問題や状況において、

基本的な事柄 を、もっ と単純
にあるいは分か りやす く説明

される概念、モデルあるいは

(情報収集)
問題または状況を理解するの

に必要な情報 と入手可能な情

報のギャップを識別 し、その
ギャ ップを埋めるための手段

(柔軟性)
新 しい情報や事情の変化を考

慮 し、それ に従って、問題や

状況の理解 を改める。

(持続性)
不利な状況にあるときで も、

ターゲ ッ トを達成 し、合意を

履行する。

(細心の注意).
実施 したすべてのタスクに品

質基準を適用 し、なにも見過
ごしていない ことを確認す

る。

過去の経験に適正に関連づ け を 工夫 す る。

る 一 とに よ り、理 解 す る.
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知識 とスキル(続 き) 行動スキル

(チー ム ワー ク)

他人 と(競 争ではなく)協 調
して、共通 目標の達成に努 め

技術知識 とスキル

(アプ リケー シ ョン開 発 ツー

ル に熟 達)

開 発 プ ロセ ス を 自動 化 す る ま

た は一 部 を支援 す る ソフ ト

ウ ェアツー ル

例=OraclcDeveloper2000、

BusinessO句ec鶴 、Selcct

(プ ロ グ ラ ミン グ言 語 に熟

達)

コ ン ピュー タプ ロ グラ ム を作

成 す る た め、指 定 され た機 能

を 「ソー ス コー ド」 に 明確 に

変 換 す る た めの(ソ フ トウェ

ア ツール のサ ポ ー トす る)

コー ドと構 文 のセ ッ ト

例:COBOL、C++、Visual

(社内 、 業界 、専 門 家基 準 に

精 通)

IS実 務 者 の 現在 の役 割 に 関連す

る標準/基 準

例:部 門 の プ ロ グラ ミン グ標

準 、ヘ ル プデ ス ク手続 き 、社

内品質 管 理 シ ステ ム、ITイ ン

フラ ライ ブ ラ リ、TicklT'

(オ ペ レー テ ィン グイ ン フラ

に精 通)

自組 織 内 で使 用 され るISイ ン フ

ラ(ハ ー ドウェ ア、 デ ー タ
ベー ス、 オペ レーテ ィン グ シ

ステ ム、LANな ど)に つ いて

の知 識

(ソ フ トウェア テ ス トを把

握)

す べ て のア プ リケ ー シ ョン コ
ンポ ーネ ン トの ソフ トウェ ア

テ ス ト(動 作お よび非 動 作)

を計 画 、実施 し、 ソフ トウェ

ア が指 定の 要件 を充 足 して い

る こ とを検 証 し、 エ ラー を検

出 す る ため に使 用 す るテ ス ト

手 法

(ソ フ トウェア テス ト用 ツー

ル を把握)

テ ス ト管理 プ ロセ ス、テ ス ト

の 実行 、実 際 の結果 と予 想結

果 との 比較 、テ ス トの 前提 条

件 の設 定、 そ の他 のテ ス ト管

理 、テ ス ト報告 機能 な ど、 テ

ス トプ ロセ ス のいず れ かの 部

分 を 自動化 ま たは支 援す る ソ

フ トウェア ツー ル

BASIC 例=動 的テス ト手法、静的テ 例=テ ス ト管理 ツー ル 、キ ャ

ス ト手 法、 非動 作 テ ス ト手 プ チ ャ リプ レイ ツー ル 、デ ー

法 、 テ ス ト自動 化 手 法 タ準 備 ツール 、デバ ッギ ング

ツ ー ル 、 ロ ー ドテ ス トツ ー

ル 、セ キ ュ リテ ィ侵 入 テ ス ト

ツール 、要 求事 項テ ス トツー

その他 の知識 とスキル

(時間管理手法に精 通)

自分の時間 を効果的に活用す

るための方法幽 法

訓練要件 プログラム設計の方法 とツー ア プ リケー シ ョン 開発 ツ ール 上級プ ログラミングの

方法と技法
ノレ

プログラミングまたはシステ

ム開発の方法(た とえば、構

造化プログラム設計)

開発プロセスのいずれかの部

分 を自動化または支援するソ
フ トウェアツール

プ ログラムコー ド作成の複雑

な方法 と技法。通常は、科学

計算、プ ログラムのオペレー
ション効率の改善、経験豊富

あらゆる種類のプロジェク ト

成果品(た とえば、技術、品
質お よび管理に関す る成果

品)を 対象 とする体系的レ

なプ ログラマの一層の生産性 ビューの方法 と技法

専門能力育成活動 雇用主組織 についての
知識の習得

周辺技術領域についての
知識 の習得

時間管理 チ ー ム ワー ク コ ミュニ ケー シ ョン

雇用主組織、その ビジネス、

構造、オペ レー ション、用語

法にっいて基本的な知識 を習

自身の職務外の、雇用主組織

のIS活動についての知識

自身の正規の責任に属 さない

トピックについて調査 し、結

果 を同僚に発表する。

自身 の活動 を計画、組織す る

訓練 を受け、実践練習する。

チームワークの手法の訓練 を

受け、実践練習する。基本概
念について理解する。

レポー ト作成 とプ レゼ ンテ ー

シ ョンを含 めて 、 口頭 お よび

書面 に よ る コ ミュ ニ ケー シ ョ

ンの訓練 を受 け、 実践 練習 す

得す る。

グループ活動への参加 職場外活動 職場外学習 専門家団体の活動への参加

作業環境 内外で、対人スキル
の育成に役立つ グループ活動

に参加す る。

作業環境外部で、専門スキル

を育成す るのに、あるいは自

分の業務上の役割 を新 しい視
点であるいは深 く理解す るの

た と えば、 外 国語 コー スな

ど、合 目的 的 で はあ るが 、直

接 に は 自己の 役割 に 関係 しな'
いテ ー マ で、 自習 し、 あ るい

専 門家 団 体 の主 催す る会議 、

セ ミナ ー 、 ワー クシ ョップ に

参 加 し、機 関紙 、 会報 を読

む。 、

に役立つ活動を実施する。 は夜 間 クラ スや バ ケー シ ョン

ス クー ル に参 加す る.

資格 AMBCS－ 英 国 コ ン ピュー タ

学 会 準全 員_

MCSD-Micr・s・R認 定
"o

ソ リュー シ ョンテベ ロ ッハ

Sun資格認定プ ワグラム IBM認 定デ ベ ロッパ

ア ソ シエー ト

英 国 コ ン ピ ュ ー タ 学 会

(http://⌒.bcs.org・uk60inbcs・h

tm)

情 報 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア リン

グ 公 認 機 関 α㎡brmation

MicrosoR

(http・〃www.micr…R… ㎡mcp/

mktg/・h・i….htm)

MicrosoRWindow8オ ペ レー テ ィ

ン グ シ ス テ ム と ア プ リケ ー

SunMicr・systemsUK

(http://….sun.co・uk/scrviccs/e

ducatio皿/certificationaレindex.htm1

)

SunMicrosystemsの 発 行 す る 資

IBM

(http:〃www.ibm.com/education/

ce由 ら/pr・granの

IBMの 発 行 す る 資 格

SystemsEngmeermgChartered ション開発が対象 格

B・dy)の 専門 資格
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(3)レ ベ ル3(PROG3)

職務の概要 合意 された基準に従って、与えられた仕様から、新規お よび修正プログラムを設計、作成、試験、文書化す る。

レベル の定義 レベ ル3

(自主性、責任お よび権限)

明確 に定義 され た説明責任の枠

組みのなかで、一般的な指示 を

受けて、作業に従事す る。

(影響力)

場合 に応 じて、経験の少ない同

僚に助言 とガイダンスを提供
し、監督の要素を引き受けるこ

ともある。

(業務の複雑 さ)

多様な文脈で幅広 く複雑 な技

術、専門業務を実施す る。

(必須 スキル)
問題解決に体系的で、秩序立っ

た、分析的なアプ ローチで臨

む。

設定 されたすべてのターゲ ット
セ ッ トを達成するために、適切

な方法、手続 き、ツール、機

(文脈 のなかでのls)

自身の専門外の幅広いIS分野に

十分な理解があ り、自身の役割
と他のISの役割お よび雇用主ま

たはクライアン トのビジネス活

動 との関係 を把握 している。

(学習と能力育成)

新 しい技術情報を速やかに吸収
し、必要に応 じて適用すること

ができる。

器、標準を選択 し、効果的に使
用 し、自分の仕事を計画 し、管

理 す る こ とがで き る。

公 式 、非公 式 の状 況で 、 口頭 、

書面により効果的なコミュニ
ケー シ ョン能 力 を発 揮 す る。

バ ックグラウン ド要件 学歴その他 過去の経験 事前の知識 とスキル

教育バ ックグラウン ド
おそ らくは少なくともGCEAレ プ ログ ラ ミン グ/ソ フ トウェ ア 論理的、分析的アプローチで問

ベル 、SCEHigherグ レー ドま た

は同等 基 準の教 育 を受 けて い

作成 一 レベル2で 熟練 に到 達 し

て い る。

題解決に臨み、細部まで細心の

注意を払 う。

る。
ISの 概 念 と実務 手順 一 と くに 自

分の組織内で使用されているも
の 一 を広 く理 解 してい る。

タ ス ク 必須 タスク

1,エ ンジニア リング上適正な

結果 を達成するため、合意され
た基準 とツール を使って、与 え

られた仕様か ら、大規模および

/も しくは複雑 なプログラムお

2.設 計 に従 って プ ログ ラム を

作成 、変 更す る。

3.プ ロ グラ ムの試 験 を 計画 、

設 計 、実施 す る。 エ ラ ー を是正

し、再 試 験 し、 エ ラー フ リー の

結 果 を達成 す る。

S/NVQUnit:402ソ フ トウェア

4.合 意 された基準に従って、

すべての作業 を文書化する。

5.適 宜 他 人 と協 力 して 、 与 え

られ た仕 様 の レビ ュー を実施す

る。

s/NVQUnit:402ソ フ トウェア

作 成 プ ロセ ス を管 理す る。

6.自 身 の 作業 の レビコ.一に参

加 し、同 僚 の作業 の レビ ュー を

指 揮す る。

SWQUnitl402ソ フ トウェア

作 成 プ ロセ スを管 理す る。

よびプログラム変更を設計す 作成プロセスを管理する。
る。

'任 意 タ ス ク

7.プ ロ グラム の設 計 、作成 、 試 8.プ ロ グラ ミン グの方 法 、 ツー

験、文書化のいずれかの面で、 ル 、標準/基 準の評価 とレ

同僚 にガイダンスと支援を提供 ビュー に 参加 す る。

す る。 s州QUnit:402ソ フ トウ ェア

s㎜QUnit:402ソ フ トウェア 作成 プロセスを管理す る。

作成 プロセスを管理す る。

知識 とスキル 行動 スキル

(分析的思考)

問題や状況を、個々の構成部分
に体系的に細分化 し、各部分間

(概念的思考)

複雑 な問題 や状況において、基

本的な事柄 を、もっ と単純にあ

(細心の注意)

実施 したすべてのタスクに品質

基準を適用 し、なにも見過 ごし

(チー ムワー ク)

他 人 と(競 争 で は な く)協 調 し

て 、共 通 目標 の 達成 に努 め る。

の関係 を明確にす ることによ るいは分か りやす く説明 される ていないことを確認する。

り、理 解す る。 概念 、モデル あるいは過去の経
験に適正に関連づけることによ

り、理 解 す る。

》
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知識 とスキル(続 き)
技術知識 とスキル

(アプ リケー シ ョン開 発 ツー ル

に 熟達)

開発 プ ロセ ス を 自動 化 す る また

は 一部 を支 援す る ソフ トウェア

ツール

例;OracleDevelopcr2000・

B曲essOblec巳 、Select

(プ ロ グラ ミン グ言語 に熟 達)
コン ピ ュー タ プ ログ ラ ムを 作成

す るた め、指 定 され た機 能 を
「ソー ス コー ド」 に 明確 に 変換

す る た めの(ソ フ トウェア ツー

ル の サポ ー トす る)コ ー ドと構

文 のセ ッ ト

例:COBOL、C什 、Visual

(社内、業界、専門家基準 に熟
達)

IS実務者 の現在の役割に関連す

る標準/基 準

例:部 門のプログラ ミング標

準、ヘルプデスク手続 き、社内
品質管理 システ ム、ITイ ンフラ

ライブラ リ、TicklT

(オ ペ レー テ ィン グイ ン フラ に

熟達)

自組 織 内で 使 用 され るISイ ン フ

ラ(ハ ー ドウェ ア、 デ ー タベ ー

ス、 オ ペ レー テ ィ ン グシ ステ

ム 、LANな ど)に つ い て の知 識
、

(アプ リケーシ ョンシステムに
精通)

特定 ビジネ ス機能またはプ ロセ
スのサポー トに自動 システムを

適用

例=ERP(基 幹業務パ ッケー

ジ)、 販売予測、航空券予約、

油層モデ リング

(体系的 レ ビュー に精通)

技術 ダイ ア グ ラム 、テ ス ト計

画 、 ビジネ ス ケー ス、 その 他重

要成 果 品の レビュー を含 めて 、

体 系的 レビュー の方 法 と技 法

例:ピ ア レビゴー 、正式 技 術 レ

ビュー 、Fagan検 査

BASIC

技術知識とス キル その他の知識 とスキル

(ソ フ トウェア テ ス トに精 通)

す べて のア プ リケー シ ョン コン

ポー ネ ン ト(動 作お よび非 動

作)の ソフ トウ ェアテ ス トを計

画 、実施 し、 ソフ トウ ェアが 指

定 の要 件 を充足 してい る こと を

検 証 し、エ ラー を検 出す る ため

に使用 す るテ ス ト手法

例:動 的 テ ス ト手 法 、静 的 テ ス

(ソフ トウェアテス ト用ツール

に精通)
テス ト管理プ ロセス、テス トの

実行、実際 の結果 と予想結果 と
の比較、テ ス トの前提条件 の設

定、その他 のテス ト管理、テ ス

ト報告機能など、テス トプロセ
スのいずれかの部分を自動化 ま

たは支援す る ソフ トウェアツー

(情報収集技術 に精通)

必要な情報お よび利用可能な情

報 ソースに適 した情報収集方
法、ツール 、技法 の選択 と適用

例:文 脈に即 した調査、フォー
カスグループ、体系的なイ ンタ
ビュー、アンケー ト、観察、統

計分析

ト手法、非動作テ ス ト手法、テ
ス ト自動化手法

ノレ

例:テ ス ト管理 ツール 、 キ ャプ

チ ャ リプ レイ ツー ル 、 デー タ準

備 ツ ール 、 デ バ ッギ ング ツー
ル 、 ロー ドテ ス トツール 、 セ

キ ュ リテ ィ侵 入テ ス トツー ル 、

要求事項テ ス トツール
`

訓練要件 アプ リケ ー シ ョン領 域 システム分析 と設計用の
ツール と方法

プ ロジェク トの計画 と管理 ソフ トウェ アテ ス ト手 法 事実確認手法 ソフ トウェ アテ ス ト

自動 化 用 のツー ル と手 法

専門アプリケー ション領域 を中

心 とする、雇用主組織の構造、
ビジネスお よび方法

システム分析 と設計 に使用 され

るツール と方法

プロジェク トの計画 と管理の方

法 と技法

す べ て のア プ リケ ー シ ョン コ ン

ポ ー ネ ン トの ソ フ トウェア テ ス

ト(動 作 お よび非 動 作)を 計

画 、 実施 し、 ソフ トウェア が指

ビジネ スおよび技術 システム、

プ ロセ スにっいて完全かっ正確

な情報 を収集す るための手法

(インタビュー、観察、統計分

テス トプロセスのいずれかの部

分を自動化または支援する手法

とツール

定の要件 を充足 していることを 析 など) ノ

検証 し、エラーを是正す るため
に使用す るテス ト手法

専門能力育成活動 1調査」任務 ISの概念 と手法についての

知識の習盈

交渉と影響力の行使 チー ム の リー ダ シ ップ 職場外活動 職務 ローテーションと特別任務

自身の正規の責任に属 さない ト
ピックについて調査 し、結果 を

同僚に発表す る。

自身の職務外のIS概念 と手法に

ついて学習 し、訓練 を受 け、可

能な ら実践練習す る.

他者 と交渉 し影響力を行使する
ための訓練を受 け、実践練習す

る。
!

動 機 づ け、 指 導 、権 限委 譲 、 評

価 、カ ウンセ リン グ、 育成 な

ど、チ ー ムの リー ダ と して の ス

キル を訓練 し実践 練 習す る。

作業環境外部で、専門スキルを
育成す るのに、あるいは自分の

業務上の役割 を新 しい視点であ
るいは深 く理解するのに役立つ

IS内外で、一時的に他の役割一

とくに、自己の職務にっいて新
しい視点を提供する役割 、ある

いは環境や文化の異な る役割一

活動 を実施す る。 を引 き受 け る。

、

職場外学習 コ ミュニテ ィ活動 代行 専門家団体の活動への参加 パブ リケー シ ョン 教育指導

たとえば、外国語コースなど、

合目的的ではあるが、直接には

自己の役割に関係 しないテーマ

地域社会や市民行事に参加す
る。

監督者または管理者が休暇その
他の理 由で不在時に一時的に代

行する。

支部、専門家グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動 に

積極的に参加す る。

専門誌、技術誌へ寄稿する。 自己 の専門 領域 で 、公 式 、非 公

式 に 、教師 、講 師 、チ ュー

ター 、 コー チ と して教 育指 導 に

務 め る。

で 、 自習 し、 あ るい は夜 間 ク ラ

スやバ ケー シ ョン スクー ル に参

加 す る。



専門能力育成活動(続き) 雇用‡組織の活動

についての知識の習得

雇用主組織の実施す る商業、事

務お よび/も しくは産業活動に
ついての理解 を深める。

資格
・

AMBCS－ 英国 コン ピ ュー タ

学 会準 金 具

MCSD-MicrosoR認 定
'ソ リ

ュ ー シ ョ ン デ ベ ロ ッ パ

Sun資 格 認 定 プ ログ ラム 迅速アプ リケーシ ョン開発 の

履修証明

IBM認 定 デベ ロ ツパ

英 国 コ ン ピ ュ ー タ学 会

(http://www.bos・org・uk60inbcs・ht

m)

情 報 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア リ ン グ

公 認 機 関(lnfbrmati・nSystcms

EnginecringCharteredBody)の

専 門 資 格

MicrosoR

(http:〃wwwmiorosoftcom/mcp/

mkt〆 ・h・ice・.h㎞)

MicrosoRWindowsオ ペ レー テ ィ

ン グ シ ス テ ム と ア プ リ ケ ー シ ョ

ン 開 発 が 対 象

SunMicrosystcmsUK

(http:〃www.su昼oo.uk/servioes/ed

ucational/celt面oation/indcx.htm1)

SlmMicrosystcmsの 発 行 す る 資 格

"

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(1㎡bmati・nSysteぴ

ExaminationBoard)

(http:〃ww.bcs.orguk/iseb/portf
.

o.htm)

情報 システム検査委員会の交付

する資格

IBM

(h"p://www.ibm.com/education/c

・直晦/P・・gr㎜/)

BMの 発 行 す る 資 格

ー
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(4)レ ベル4(PROG4)

職務の概要 舗 された基準に従って、与えられた仕様力・ら、新規お よび修正プ ・グラムを設計・作成 ・試験・文書化する・
レベル4

レベルの定義
(自主性、責任お よび権限)

包括的な指示の下で、作業に従

事する。作業の実行 と判断に技
術的責任を負 う。

(影響力)
技術的事項にっ いて助言とガイ

ダンスを提供す る。他 人の仕事
を監督す ることもあ る。

(業務の複雑 さ)
多様な文脈でかな り広い範囲に

わた る基本原則 の適用の要求さ

れ る業務 を実施す る。

(必須スキル)

自身の仕事に構造化 された効果
的なアプ ローチで望み、 リーダ
シップの潜在能力を証明する。

時間、コス ト、品質のターゲッ

(文脈のなかでのls)

自身 の専門領域または責任領域

と雇用主組織全体 との関係につ
いて理解を深 め、提案を行 うと

きおよび/も しくは作業を実施

(学習 と能力育成)
自ら率先 して、スキルを常に最

新に維持 し、IS業界の動向に遅

れない ようにす る。

トに照 らして作業を分析、診 する ときに、顧客の要求を十分

断 、設 計 、計 画 、 実行 、 評価 に考慮す る。
し、自身の専門領域に関連 して

利 用可 能 な方 法 、 手続 き、 ツー

ル、機器、標準 に関す る深い知

識を披渡 し、各種代替オプシ ョ
ンか ら適正に選択することがで

き る。

ク ライ ア ン ト、顧 客 、 同僚 、 部

下と口頭 、書面により効果的に
コ ミュニ ケー シ ョンを とる こ と

がで きる。

バ ックグラウン ド要件 学歴その他

教育バ ックグラウン ド

過去の経験
一

事前の知識 とスキル

お そ らくは少 な くと もGCEAレ

ベル 、SCEHigherグ レー ドまた

は 同等基 準 の教 育 を受 けて い

る。

システム開発 と保守の職務の レ
ベル3で熟練に達 してお り、プ

ログラ ミング/ソ フ トウェア作

成 一レベル2以上 を含めて、シ
ステム開発に幅広い経験が あ

る。

論理的、分析的アプローチで問

題解決に臨み、細部まで細心の

注意 を払 う。

リーダシ ップスキルが明確であ

る。

タ ス ク
必須 タスク

1,個 々 の能 力 と作業 の 要 求 を

考慮 して 、プ ロ グ ラマ に 各作 業

を割 り当 て る。

2.プ ログ ラ ミン グ ス タ ッフ の

パ フ ォーマ ン スを監 督 し、効 果

につ いて報 告 し、 不足 が あれ ば

是正 措 置 を講 じる。 必 要 に応 じ

3.実 施する作業を体系的 にレ

ビューするためのメカニズム と

手続きを用意 し、確実に順守 さ
れ るよ うにす る。

4.実 施する作業に適用 され

る、合意 され た基準を策定、維

持 し、確実に順守 され るように

す る。
'

て、経験の少 ない同僚 に助言、

ガイダンス、支援を提供する』
任意 タスク

5.と くに大 規模 、複 雑 ま た は

ミッシ ョン ク リテ ィカル な プ ロ

グラ ムの プ ログ ラ ムの設 計 、

コーデ ィン グ、試 験 、文 書化 に

6,組 織内で使用 されてい るプ

ログラ ミングの方法、ツール、

標準/基 準の一部または全部の
側面に専門的な助言 を提供す

7.組 織 内で使 用 され て い るプ

ロ グラ ミング の方 法、 ツ ール 、

標 準/基 準 を評 価 、 レ ビュー す

る。

8,プ ログ ラ ミン グ スタ ッ フの

採 用 、 訓練 、 育成 を担 当、 手配

す る。

責任を引き受ける。 る。

知識 とスキル
行動スキル

(意思決定)

状況のニーズ、優先事項、制

約、必要な情報の利用可能性を
考慮に入れた うえで、適切なタ

イミングで決定を下す。

(指 示)

他 者 に指 示 して 、 タス ク を実 行

させ る。

(フ ォ ロー ア ップ と監 視)

ター ゲ ッ トに 照 ら して進 捗 を

チ ェ ッ ク し、必 要 に応 じて報 告

し、例 外 状況 を解 消す る措 置 を

講 じる。

(カウンセ リングと育成)
他の人間が自分の価値、ニー
ズ、ゴール、限界を理解できる

ように支援 し、 どのようにすれ

ばそれぞれの能力の限界に対 し
て 自分 の有効性を高 めることが

できるか助言する。
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知識 とスキル(続 き) 技術知識 とスキル

(社 内、 業界 、専 門 家基 準 のエ

キスパ ー ト)

IS実 務者 の現 在 の役 割 に関 連す

る標 準/基 準

例:部 門 のプ ログラ ミン グ標

準 、ヘ ル プデ ス ク手続 き、社 内

品質 管 理 シス テ ム、ITイ ン フラ

ライブ ラ リ、TicklT

(体系 的 レ ビュー に熟 達)

技 術 ダイ ア グ ラム 、 テ ス ト言†

画 、 ビジネ ス ケー ス 、そ の他 重

要成 果 品 の レビ ュー を含 め て 、

体 系 的 レ ビュ ーの方 法 と技 法

例=ピ ア レ ビュー 、正 式 技術 レ

ビュー 、Fag頒 検 査

(メ トリクスに精通)

IS活動 の見積 もりに際 して、過

去の測定値お よび生成 測定値の

収集、分析、適用

例:機 能ポイ ン ト分析、コー ド
行

(テス ト管理手法を把握)

開発プロジェ久 トのライフサイ
クルにわたるテス トプロセ スの

効果 的な管理お よびテ ス トの実
施のための原則、方法、技法、

ツール

例=テ ス ト、計画 と見積も り、
構成 管理、イ ンシデ ン ト管理、

テス トの効率 と効果 の測定に関

する組織横断的基準

その他の知識 とスキル

(進捗報告に熟達)

計画に照ら した作業の進捗を報

告す る方法と技法

(標準/基 準作成手法に熟達)
プログラ ミング標準 、品質基

準、安全衛生基準などの標準/

基準 を文書化するための原則、
方法、技法

(効果的な ミーティングの手法
に精通)

効果的な ミーティングを運営
し、ミーティング参加者の役割

を理解 し影響力を行使す るため
の方法 と技法

(プ ロ ジェ ク ト管理 ツール に精

通)

ス ケ ジ ュー リング 、資 源バ ラ ン

シン グ、 時間 記 録 な ど、機 械 的

タス ク を 自動 化 す る こ とに よ

り、 プ ロジ ェ ク ト管理 プ ロセ ス

に 支援 す る 自動 ツー ル

例:PMW、MicrosoRPROJECT

(プロジェク ト計画および管理
手法に精通)

プロジェク トの計画 と進捗監視

に関連する手法

例:製 品/作 業分類構造、クリ
テ ィカルパス分析、達成価値

訓練要件 プ ロジ ェク トリー ダ シ ップ システム開発環境 プ ロジェク ト計画と管理 標準/基 準 の作成 、

実施および監視

迅速アプリケー ション開発 ソフ トウェアテ ス ト管理 手 法

要求 の厳 しい プ ロ ジェ ク ト管 理

任務 の準 備 と して、 プ ロ ジェ ク

ト管理 の方 法 と リー ダ シ ップ ス

キル

次 の 内容 を含 む シス テ ム開発 入

門:開 発 の ライ フサイ クル と方

法論 、組織 のイ ン タフ ェー ス 、

プ ロジ ェク トとプ ログ ラム 管

理 、 リス ク管理 、 変 更管 理

プ ロジェク ト計画と管理 の方法

と技法

IS関連の標準を作成、実施、監

視するための方法 と手続き

ISア プ リケー シ ョンの進 化 のた

めの方 法 と手法 。 通常 、 オー ナ

とエ ン ドユ ー ザの 参加 を得 た う

えで 、モ デ リン グ と段 階 的 プ ロ

トタイ ピ ング を広 範 に利 用す る

開発プロジェク トのライフサイ
クルにわたるテス トプロセスの

効果的な管理およびテス トの実
施のための方法 と技法

専門能力育成活動 「調査 」任 務 ISの概念 と手法についての

知識の習得

交渉と影響力の行使 チ ー ムの リー ダ シ ップ 職場外活動 職務 ローテ ー シ ョン と特別 任務

自身の正規の責任に属さない ト
ピックについて調査 し、結果 を

同僚に発表す る。

自身の職務外 のIS概念 と手法に

ついて学習 し、訓練を受け、可

能な ら実践練習する。

他者 と交渉 し影響力 を行使する
ための訓練を受け、実践練習す

る。

動機 づ け、指 導 、権 限 委譲 、評

価 、 カ ウンセ リン グ 、育成 な

ど、 チー ム の リー ダ と して の ス

キル を訓練 し実 践練 習 す る。

作業環境外部で、専門 スキルを

育成す るのに、あるいは 自分の

業務上 の役割を新 しい視点であ
るいは深 く理解す るのに役立つ

活動を実施する。

IS内外で、一時的に他の役割一

とくに、 自己の職務について新

しい視点を提供す る役割、ある
いは環境や文化の異なる役割 一

を引き受ける。

職場外学習 コ ミュニ テ ィ活 動 代行 プ ロ ジェ ク ト任務 相談役 国際経験

た とえば 、外 国語 コー スな ど、

合 目的的 で はあ るが 、直 接 には

自己 の役 割に 関係 しない テー マ

で、 自習 し、 あ るい は夜 間 ク ラ
スやバ ケー シ ョンス クー ル に参

加 す る。

地域社会や市民行事に参加す
る。

監督者または管理者が休暇その

他の理 由で不在時に一時的に代
行する。

特定の問題 に対処す るために設

置 されたプロジェク トチーム、

作業グループ、タスクフォース
に参加する。 グループが領域横
断的であればなお さら有益であ

る。

仕事や キャリアの問題につい

て、直接の監督下にない人間の

相談を受 け、相談、指導役 を務
め る。

雇用主組織のために海外で専門

職務を実施する。

専門家団体の活動への参加 パ ブ リケ ー シ ョン 教育指導 雇用主組織の活動につ いての
知識 の習得

支部、専門家グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動 に

積極的に参加する。

専門誌、技術誌へ寄稿す る。 自己 の専 門領 域 で 、公 式 、非公

式 に 、教 師 、講 師 、チ ュー

ター 、 コー チ と して教 育指 導 に

務 め る。

雇用主組織 の実施す る商業、事
務および/も しくは産業活動 に
ついての理解 を深める。
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2.7ソ フ トウェア エ ン ジニ ア リング
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(1)レ ベ ル1(SENG1)一
職務の概要 ソフ トウェア を主 要 コ ンポー ネ ン トとす る、 エ ン ジニ ア リン グ上適 正 な情 報 シ ステ ム を分析 、 定義 、設 計 、構 築 、試 験 、 導入 、 変更 して 、合 意 され た ビジネ ス ニー ズ を充足 す る。

注記:シ ステ ム開発 ライ フ サイ クル の具 体的 ス テー ジ と専門 領 域 につ い ては 、 システ ム開発 と保守 の職 務 グル ー プ の なか の他 の職務 で 詳 細 に取 り扱 って い る。

レベルの定義 レベル1

(自主性、責任お よび権限)
体系化 された、経常的に監督付

きの環境で作業する。

(影響力)
自身の活動に責任を負 う。

(業務の複雑 さ)
多様 な文脈で広範なタスクを実

施す る。頻繁に他人を参考にす
ることはない。

(必須スキル)

引き受けた仕事には合理的で組
織だったアプローチで臨む。

指示を受けて自分の仕事を計画

(文脈のなかでのIS)

タスクセ ッ トに該当する適切な
方法、手続 き、ツール、機器、

標準を効果的に活用するための

(学習 と能力育成)

体系的に紹介 された時点で新 し
い技術情報 を速やかに吸収 し、

必要に応 じて適用す ることがで

し、 スケ ジ ュール を立 て 、監 視 初期訓練を受 ける。 き る 。

す る こ とが で きる。

口頭お よび書面で、同僚お よび

監督者 と効果的に対話するのに

十分 な コ ミュニ ケー シ ョン能 力

を備 えて い る。

バ ックグラウン ド要件 学歴その他 過 去の経験 事前の知識 とスキル

教育バ ックグラウン ド

おそらくは学位 レベルの教育 を IS業務への適性 を証明する。 体系的で、秩序立った、分析的

受 けて い る。 アプローチで問題解決 に臨み、

細部まで細心の注意を払 う。
システム開発のライフサイクル

に基本的な知識がある。

タス ク 必須タスク 任意 タスク

L適 宜同僚およびユーザ と連 2.エ ン ジニ ア リング上 適 正 な 3.合 意 され た 基準 に従 って 、 (情報未定義)

絡 を とって 、 次 のタ ス クの2つ 結果 を達成す るため、合意 され すべての作業を文書化す る。

以 上 を実行 す る。
・ 情 報 フ ロー 、 プ ロセ ス、 手

た基準に従 って、所 定の方 法と

ツールを使 って、すべての作業

続 き 、デー タオブ ジ ェ ク ト、 情 を実施する。

報システムとユーザ間の対話 を

仕様化する。
・ 論理的仕様 の特定の部分 を

詳細 な設計に変換す る。設計要
求を翻訳 し、単純な物理デー タ
ベ ー ス構造 を 実施す る。

・ 詳細な仕様か ら単純なプ ロ

グラムモジュールを構築または

変 更 し、試 験 し、是 正 す る。
'

・ 特定範囲の定義 されたテス

ト計画 を解 釈 、実行 す る。 ター

ゲ ン ト環境に完全テ ス ト済み ソ
フ トウェア を導 入す る。
・ 管理 手続 きま たは マ ニ ュア

ル手続きに必要な改訂を加 え

る 。

知識 とスキル 行動スキル

(分析的思考)
問題や状況を、個 々の構成部分

に体系的に細分化 し、各部分間
の関係を明確 にすることによ

(情報収集)
問題または状況を理解するのに

必要 な情報 と入手可能な情報の
ギャップを識別 し、そのギャッ

(ゴール指向)
状況の如何 を問わず、合意 され
た 目標 と成果品へのフォーカス

を維持する。

(細心の注意)
実施 したすべてのタスクに品質

基準 を適用 し、なに も見過 ごし
ていないことを確認する。

(チー ム ワー ク)

他 人 と(競 争 で は な く)協 調 し

て 、共 通 目標 の 達成 に努 める。

り、理解 す る。 プを埋めるための手段 を工夫す

る。
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知識 とスキル(続 き)
技術知識 とスキル

(ア プ リケー シ ョン 開発 ツー ル

に精通)

開 発 プ ロセ スを 自動化 す る また

は一部 を支援す る ソフ トウェア

ツール

例:OracleDeveloper2000・

BusmessO句ec白 、Select

(情報検索ツールに精通)

なんらかの形態のデー タベース

または 「デー タウエアハ ウス」

に維持 されている情報 に選択 的
にアクセス可能 な自動(ソ フ ト

ウェア)ツ ール の適用

例:SQL

(プ ロ グラ ミング言 語 に精 通)
コ ンピ ュー タプ ログ ラム を作 成

す るた め、指 定 され た機 能 を
「ソー ス コー ド」 に明 確 に変 換

す るた めの(ソ フ トウェ ア ツー
ル の サポ ー トす る)コ ー ドと構

文 の セ ッ ト

例:COBOL、C+← 、Visual

BASIC

(ア プ リケー シ ョン 開発 方 法 、

技 法 、標 準 を把 握)

体系 化 され た か たち で アプ リ

ケー シ ョン開発 を促進 す るた め

に、 組織 化 され文 書化 され た 手

法の セ ッ ト

例:SSADM、DSDM、

Olカectory/UML

(デ ー タ ベ ー ス ソ フ トウ ェ ア を

把 握)

デ ー タ構 造 を 構 築 し、 入 力 し 、

操 作 す る た め の ソ フ ト ウ ェ ア

例:Acces⑨ 、SQLServcr、

DB2、Oracle、Infb㎜ 輌x、Sybase

(社内、業界、専門家基準を把

握)

IS実務者の現在の役割に関連す

る標準/基 準

例:部 門のプログラミング標
準、ヘルプデスク手続き、社内

品質管理 システム、ITインフラ

ライブラ リ、TicklT

技術知識とス キル その他の知識とスキル

(オペ レー テ ィン グイ ン フ ラを

把握)

自組 織 内で 使用 され るISイ ン フ

ラ(ハ ー ドウェア 、デ ー タベ ー

ス、オ ペ レーテ ィン グ システ

ム、LANな ど)に つ いて の知 識

(体 系 的 レ ビ ュー を把 握)

技 術 ダ イア グラ ム、 テ ス ト計

画、 ビ ジネ スケ ー ス、 そ の他 重

要成 果 品 の レ ビュー を含 めて 、

体系 的 レ ビュー の方 法 と技 法

例:ピ ア レ ビュー 、正 式 技術 レ

ビュー 、F・gan検 査

(情報収集技術 に精通)
必要な情報および利用可能な情

報 ソースに適 した情報収集方

法、ツール 、技法 の選択 と適用
例:文 脈に即 した調査、フォー

カスグループ、体系的なイ ンタ
ビュー、アンケー ト、観察、統

計分析

(時間管理手法に精通)
自分の時間を効果的に活用す る
ための方法 と技法

訓練要件 標準、手続 きおよびツール プ ログ ラ ミン グ ツール プログラム設計の方法とツール ア プ リケ ー シ ョン 開発 ツール プ ロ グラ ム と

モ ジ ュール のテ ス ト

体系 的 レ ビュー

日常業務に使用す る標準、手続

き、 ソフ トウェアツールお よび
オペ レーティングシステム機能

開発作業の通常の過程でプ ログ
ラミングスタッフの使 用す る高

水準言語、 ソフ トウェアツール

またはオペ レーテ ィングシステ
ムの機 能

プログラ ミングまたはシステム

開発の方法(た とえば、構造化
プログラム設計)

開発プ ロセ スのいずれかの部分
を自動化または支援する ソフ ト

ウェアツール

プログラムのコンポーネ ン トと
アセ ンブ リのテス トを計画、作

成、実施す る方法と手続 き

あらゆる種類のプロジェク ト成

果品(た とえば、技術、品質お

よび管理 に関す る成果品)を 対

象とする体系的 レビューの方法
と技法

デー タベ ー ス ソフ トウ ェア 情報検索ツール

物理 デー タ構 造 とデー タベ ー ス

の構 築 、入 力 、操 作用 、お よび

デー タの格納 、配布 、 ウェア ハ

ウジ ング 、マイ ニ ン グ用 ソフ ト

ウェア の オペ レー シ ョン と活 用

デー タベー スまたはなん らかの
形態のデー タレポジ トリに維持

されている情報に選択的にアク
セス可能な自動ツールの適用

専門能力育成活動 雇用主組織についての
知識の習得

周辺技術領域 についての
知識の習得

追加学習 時間管理 チー ム ワー ク コ ミュニケ ー シ ョン

雇用主組織、そのビジネス、構

造、オペ レー ション、用語法に
ついて基本的な知識を習得す

る。

自身の職務外 の、雇用主組織 の
IS活動についての知識

遠隔学習、夜学、研修休暇制度
により、追加学習を通 じて初期

教育を補強す る。

自身の活動を計画、組織す る訓

練 を受け、実践練習す る。

チームワー クの手法の訓練 を受

け、実践練習す る。基本概念に
つ いて理解する。

レポ ー ト作成 とプ レゼ ンテー

シ ョン を含 めて 、 口頭 お よび書

面 に よる コ ミュニ ケー シ ョン の

訓練 を受 け 、実 践練 習す る。

グループ活動への参加 職場外活動 専門家団体の活動への参加

作業環境内外で、対人スキルの

育成に役立つ グループ活動に参
加する。

作業環境外部で、専門スキルを
育成するのに、あるいは 自分の

業務上の役割 を新 しい視点であ
るいは深 く理解するのに役立つ

活動 を実施す る。

専門 家 団 体の 主催 す る会 議 、セ

ミナ ー 、 ワー ク シ ョ ップに参 加

し、機 関紙 、 会報 を読む 。

資格 システム分析設計の履修証明

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(1㎡brmationSystems

Examinati。nB・ 訂d)

(http・〃www.b・ ・…9・・Wi・・b/P・れf

o.h㎞)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格
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(2)レ ベ ル2(SENG2)一

職務の概要 ソフ トウェアを主要 コンポーネン トとす る、エンジニア リング上適正な情報 システムを分析、定義、設計、構築、試験、導入、変更 して、合意 された ビジネスニーズを充足す る。

注記:シ ステム開発 ライフサイクルの具体的ステー ジと専門領域については、 システム開発 と保守の職務グループのなかの他の職務で詳細に取 り扱っている。

レベルの定義 レベル2

(自主性、責任および権限)
監督付 きの環境で作業 し、頻繁

なレビューを受ける。

(影響力)
自身の活動には相 当の自主性を
与 えられている。監督責任、プ
ロジェク トの技術的責任 を割 り

(業務 の複雑さ)
複雑でルーチン外の文脈を含め
て、広範多様 な文脈で幅広 くさ

まざまな作業を実施する。

(必須スキル)
引き受けたすべての仕事に体系

的で、秩序立った、分析的なア
プローチで臨む。

(文脈のなかでのIS)

自身の専門外の幅広いIS分野に

基本的理解があ り、 自身の役割

と他のISの役割お よび雇用主組

(学習 と能力育成)

新 しい技術情報を速やかに吸収
し、必要に応 じて適用す ること

がで きる。

当て られ る こ とはほ とん どな

い。

適切な方法、手続き、ツール 、

機器、標準を効果的に使用 し、
ごくまれには他者を参考に し、

織全体 との関係 を把握 してい
る。

・ 限られた時間枠のなかで 自分 の

仕 事 を計 画 し、 スケ ジ ュール を

立て 、監 視す る こ とがで き る。

すべてのルーチン活動 と連絡 に

関 して、口頭 、書面で効果的な
コ ミュニケ ー シ ョン能 力 を発 揮

す る。

バ ックグラ ウン ド要件 学歴その他教育 過去の経験 事前の知識とスキル

バ ックグ ラ ウン ド

おそ らくは学位 レベルの教育を
受けている。

次 の いず れ か

ソフ トウェア エ ン ジニ ア リン グ

の役 割 一 レベ ル1ま た は他 の関

体系的で、秩序立った、分析的
アプローチで問題解決に臨み、

細部まで細心の注意を払 う。

A

連ISM職 務のレベル1で 熟練 に

到達 している。 または商業/事

務管理/産 業の実務環境で経験
があ り(通 常は2年間)、IS業

務 の適性 を証明 し、システ ム開

発の方法と技法の訓練を問題な
く終了 してい る。

雇用主またはクライアン トの活
動にっいて一般的な理解があ

る。対人スキル に優れ、クライ
アン ト/ユ ーザの対応に 自信が

ある。システム開発について、
ソフ トウェアエンジニア リング

のライフサイクル、効果的な情

報システムを構築するために要

求される概念 と実務について知

識 があ る。

タス ク 必須 タスク 任意 タスク

L適 宜 同僚 お よびユ ー ザ と連

絡 を とっ て、次 の タ スク の3つ

以 上 を実行 す る。
・ ユ ー ザ要求 を分析 、モ デル

化 し、 情報 フ ロー 、プ ロセ ス 、

2.エ ンジニア リング上適正な

結果 を達成す るため、合意 され
た技術基準 と品質基準に従 っ

て、かっ、適切な方法 とツール

を使 って、すべての作業を実施

3,要 求 され る基準 に従 って 、

す べて の 作業 を文 書化 す る。

4,ク ライ ア ン ト/ユ ー ザ との

ミー テ ィン グに 参加 し、 口頭 お

よび 書 面 の両 方 で、 問題 点 と解

決 の提 示 に支 援す る。

5.新 規または変更プ ロセ スの

自動、非 自動 コンポーネン トを

開発/構 築す るプロジェク トを
定義 し、計画 し、(ビ ジネスの

点か ら)正 当化す る作業に支援

手続 き、デ ー タオ ブ ジ ェク ト、 す る。 す る。

情報 システム とユーザ間の対話

を仕様化する。
・ ター ゲ ッ トとな る実施 環 境

の技術的お よび技術以外の特徴

と制約を考慮 した うえで、論理
、

的仕様の特定の部分を詳細な設

計に変換する。
・ オ ブ ジェ ク ト&デ ー タモ デ

ル を、 設計 上 の制 約 に沿 って 、

適切なDBス キマに翻訳する。
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夕スク(続 き)
・ 仕様から、やや複雑なプ ロ

グラムモジュールを構築または

変更 し、試験 し、是正する。
・ 限定 された範囲の定義 され

たテス ト計画を解釈、実行す

?・ 。 。テ ル ー シ 。ン ビル ド

を構成するソフ トウェアモ

ジ ュール を 定義 し、 当該 の モ

ジュールが定義 された ソフ ト

ウェアテス ト基準を確実に充足
す るよ うに し、 ソフ トウェア

ソー ス コー ドか らター ゲ ッ トの

八一 ドウ ェアヘ ロー ドす るた め

の ソフ トウェア ビル ドを作成す

?・ 管理手続きまたはマニ。ア

ル手続きを作成 し、または必要

な改訂を加 える。
行動 スキル

知識 とスキル
(分析的思考)

問題や状況を、個々の構成部分
に体系的に細分化 し、各部分周

の関係 を明確にす ることによ

り、理解する。

(情報収集)

問題 または状況を理解す るのに
必要な情報 と入手可能な情報の

ギャップを識別 し、そのギャッ
プを埋めるための手段を工夫す

る。

(組織についての意識)
自社、顧客およびサプライヤの

組織の階層 と文化 を理解 し、意

思決定者お よび影響力をもつ人

間がだれか を識別することがで
きる。

(チームワーク)

他人 と(競 争ではな く)協 調 し
て、共通 目標の達成に努める。

1

技術知識 とスキル

(アプ リケーション開発方法、

技法、標準に精通)

体系化 されたかたちでアプ リ
ケーション開発 を促進するため
に、組織化 され文書化 された手

法のセ ッ ト

例:SSADM、DSDM、

(アプ リケー シ ョン開 発 ツー ル

に精 通)

開発 プ ロセ ス を 自動 化 す る また

は一 部 を支援 す る ソフ トウェ ア

ツ ール

例:Om。leDeveloper2000、

BusinessOhicc匂 、Select

(デ 一 夕 ベ ー ス ソ フ ト ヴ ェ ア に

精 通)

デ ー タ 構 造 を 構 築 し、 入 力 し 、

操 作 す る た め の ソ フ ト ウ ェ ア

例=Access、SQLServer、

DB2、Oracle、Infbrmb【 、Sybase

(プ ログラ ミン グ言語 に 精通)
コ ンピ ュー タ プ ログ ラ ムを作 成

す る た め、指 定 され た機 能 を
「ソー ス コー ド」 に 明確 に 変換

す るた めの(ソ フ トウェア ツー
ル の サ ポー トす る)コ ー ドと構

文 のセ ッ ト

例;COBOL、C+← 、Visua1

(社内、業界、専門家基準に精
通)
IS実務者 の現在の役割に関連す

る標準/基 準

例;部 門 のプログラ ミング標

準、ヘルプデスク手続 き、社内
品質管理 システム、ITイ ンフラ

ライブラ リ、TicklT

(オペ レーテ ィン グイ ンフ ラに

精 通)

自恕織 内 で使 用 され るISイ ン フ

ラ(ハ ー ドウェ ア、 デー タベー
ス、 オペ レー テ ィ ング シス テ

ム、LANな ど)に っ いて の 知識

O吋e。t・巧/UML BASIC

その他の知識 とスキル
技術知識 とスキル

(体 系的 レ ビュー に精 通)

技術 ダ イア グ ラム 、テ ス ト計

画 、 ビジネ ス ケー ス、 そ の他 重

要成 果 品 の レ ビュー を含 めて 、

体系 的 レビ ュー の 方法 と技法

例:ピ ア レ ビュー 、正 式 技術 レ

ビュー 、F・g題検 査

(アプ リケー ションシステ ムを

把握)

特定ビジネ ス機能またはプロセ
スのサポー トに自動 システムを

適用

例:ERP(基 幹業務パ ッケー

ジ)、 販売予測、航空券予約、

油層モデ リング

(ビジネス分析手法を把握)
ビジネス とその運用をモデ リン

グし理解す るのに役立つ各種手

法

例:機 能 ビジネスモデル 、統計
的工程管理、 リレーショナル

データモデ リング、ユースケー
ス

(情報収集技術に精通)

必要な情報お よび利用可能 な情

報 ソー スに適 した情報収集方
法、ツール、技法の選択 と適用

例:文 脈に即 した調査 、フォー
カスグループ、体系的なインタ
ビュー、アンケー ト、観察、統

計分析

(時間管理 手法に精通)

自分の時間を効果的に活用する

ための方法 と技法
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訓練要件 アプ リケー シ ョン領 域 システ ム分析 と設計用の ソフ トウェア テ ス ト手法 品質管理 事実確認手法 情報とデータのモデ リング

ツール と方法

専門アプ リケー ション領域 を中 システム分析 と設 計に使用され すべ て の アプ リケー シ ョン コ ン 品 質 システ ム、マ ニ ュアル 、 手 ビジネ ス お よび 技術 システ ム 、 組織 内の構造、関係 、情報使用

心 とする、雇用主組織の構造、 るツール と方法 ポー ネ ン トの ソフ トウェアテ ス 続 きおよび計画の原則 と適正実 プロセスにっいて完全かっ正確 を文書化 し理解するための手法

ビジネスおよび方法 ト(動 作お よび非動作)を 計 務慣行。品質保証 と審査。外部 な情報を収集するための手法

画、 実施 し、 ソフ トウ ェアが 指 品質基準。総合品質管理 (イ ンタ ビ ュー 、観 察 、統 計分

定の要件 を充足 してい ることを (TQM)と 欧州品質管理 卓越 析な ど)

検 証 し、エ ラー を是 正 す るた め 性 モ デル フ ァ ウンデ ー シ ョン
に使用す るテス ト手法 (TotalQual"yManegcmentand

EuropeanFoundationfbrQuality

ManagementExcellenceModel)

専門能力育成活動 雇用主組織につ いての 周辺技術領域についての 「調査」任務 時間管理 チー ム ワー ク コ ミュニ ケー シ ョン

知識の習得 知識の習得
雇 用 主組織 、そ の ビジネ ス 、構

造 、 オペ レー シ ョン、用 語 法 に

つ い て基本 的 な知 識 を習 得す

る。

自身の職務外の、雇用主組織 の

IS活動についての知識

自身の正規の責任に属 さない ト
ピックについて調査 し、結果を

同僚に発表す る。

自身の活動を計画、組織す る訓

練 を受け、実践練習す る。

チームワークの手法の訓練を受

け、実践練習す る。基本概念に
ついて理解す る。

レポ ー ト作成 とプ レゼ ンテ ー

シ ョン を含 めて 、 口頭 お よび書

面 に よる コ ミュニ ケー シ ョン の

訓練 を受 け 、実 践練 習す る。

グループ活動への参加 職場外活動 職場外学習 専門家団体の活動への参加

作業環境内外で、対人スキル の 作業環境外部で、専門スキル を た とえば 、外 国 語 コー ス な ど、 専門家団体の主催す る会議 、セ

育成に役立つ グループ活動に参 育成す るのに、あ るいは 自分の 合 目的的ではあるが、直接には ミナ ー、 ワー ク シ ョ ップ に参 加

加 す る。 業務上の役割 を新 しい視点であ 自己の役割に関係 しないテーマ し、機 関紙 、会報 を読 む。

るいは深 く理解す るのに役立つ で 、 自習 し、あ るい は 夜間 ク ラ

活動 を実施す る。 スやバ ケー シ ョン ス クール に参

加す る。

資格 AMBCS－ 英 国 コ ン ピュー タ システム分析設計の履修証明 MCSD-MicrosoR認 定 、

学会準会 昌一 ソ リュー シ ョンデベ ロ ッパ

英 国 コ ンピ ュー タ学会 情報 システム検査委員会 MicrosoR

(http:〃www.bos.org.uk40inbc3.ht (1㎡bnnati・nSystems (http://www.microsoft.com/mcp/

m) ExaminationBoard) mktψch・ic・ ・.htm)

情報 システ ムエ ンジニ ア リン グ (http:〃www.bcs.org.uk/iseb/po㎡ MicrosoRWndowsオ ペ レ ー テ ィ

公 認 機 関(lnfbrmationSystems o.h㎞) ン グ システ ム とアプ リケー シ ョ

Enginee㎡ngCharteredBody)の 情報 システ ム検査委員会の交付 ン開発が対象

専門資格 す る資格
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(3)レ ベ ル3(SENG3)一
職務の概要

注記:シ ステ ム開 発 フ

・フ・ウ・アを主要諸 諸
、購 的三㌶ ζ編 認 耀 ㌘ 編 纂膳 の職務・ループのなかの他薦 で・羊細に取・扱・てい・・

定義 、設 計 、構 築 、試 験 、 導入 、 変更 して・合意 されたビジネスニーズを充足す る・

レベル の定義
レベ ノレ3

(自主性、責任および権限)

明確に定義 された説明責任の枠
組みのなかで、一般的な指示を

受けて、作業に従事す る。

(影響力)

場合に応 じて、経験 の少ない同
僚 に助言 とガイダンスを提供
し、監督の要素 を引き受けるこ

ともある。

(業務の複雑 さ)

多様 な文脈で幅広 く複雑 な技
術、専門業務 を実施する。

(必須 スキル)

問題解決に体系的で、秩序立っ
た、分析的なアプ ローチで臨

む。

設定 されたすべての ターゲッ ト
セッ トを達成す るために、適切

な方法、手続 き、ツール 、機

(文脈 のなかでのls)

自身の専門外の幅広いIS分野に

十分な理解があ り、 自身の役割
と他のISの役割および雇用主ま

たはクライアン トのビジネス活

動 との関係 を把握 している。

(学習 と能力育成)

新 しい技術情報を速やかに吸収

し、必要に応 じて適用す ること
ができる。

器 、標準を選択 し、効果 的に使

用 し、 自分の仕事を計画 し、管
理す る ことが で き る。

公式 、 非公 式 の 状況 で 、 口頭 、

書面 により効果的なコミュニ

ケ ー シ ョン能 力 を発 揮 す る。

バ ックグラ ウン ド要件 学歴その他

教育バックグラウン ド

過去の経験 事前の知識 とスキル

おそらくは学位 レベルの教育を

受けている。

次のいずれか
ソフ トウェアエンジニア リング

の役割 一レベル2ま たは他のシ

体系的で、秩序立った、分析的
アプローチで問題解決に臨み、

細部まで細心の注意 を払 う。

ステム開発 および保守職務の レ
ベル2で熟練に到達 してい る。

または商業/事 務管理/産 業の

実務環境で経験があ り(通 常は
3年間)、IS業 務に特別の適性

を証明 し、システ ム開発の方法

と技法の集中的な訓練を問題な
く終了 してい る。

雇用主またはクライア ン トの活

動 について一般的な理解があ
る。対人スキル に優れ、 クライ
アン ト/ユ ーザの対応 に自信が

ある。 システム開発について、

ソフ トウェアエンジニアリング
のライフサイクル、効果的な情

報システムを構 築するために要

求 され る概念 と実務について知

識 が あ る。

1

タス ク
必須タスク

任意タスク

1.適 宜 同僚 お よび ユ ーザ と連

絡 を と って、 次 の タス クの大 多

数 を 実行 す る。
・ ユ ー ザ要 求 を分析 、モ デル

化 し、情 報 フ ロー、 プ ロセ ス 、

手続 き、 デー タオブ ジェ ク ト、

情報 シ ステ ム とユー ザ 間 の対話

を仕 様化 す る。
・ ター ゲ ッ トとな る実施 環境

2.目 的適合性 、信頼性、効

率、セ キュリティ、安全、保守

性、費用効果など必要とされる

属性を明確に充足す るエンジニ
ア リング上適正な結果を達成す

るため、要求 され る技術基準 と

品質基準 に従って、かつ、適切

な方法 とツールを使 って、すべ
ての作業を実施す る。

3.必 要な場合 はプロ トタイプ

作成ツールを含めて、要求され
る基準、方法、ツール を使 っ

て、すべての作業を文書化す
る。

4,ク ライアン ト/ユ ーザ との

ミーティングに積極的に参加

し、 口頭お よび書面の両方で、

問題点 と解決を提示する。

5.新 規または変更プロセスの

自動、非自動 コンポーネ ン トを

開発/構 築するプロジェク トを

定義 し、計画 し、(ビ ジネスの

点から)正 当化す る作業に支援

す る。

6,経 験の少 ない同僚に助言 と

ガイダンスを提供する。

の技術的および技術以外の特徴

と制約を考慮 した うえで、論理

的仕様の特定の部分を詳細な設

計 に変換 す る。
・ オブ ジ ェク ト&デ ー タ モデ

ルを、設定された制約(一 貫

性 、セ キュ リテ ィ、 オー ナ シ ッ

プ)に 沿って適切なDBス キマ

に翻訳 し、必 要 に応 じてオ ブ

ジ ェク トデー タベー ス コンポー

ネン トを作成する。
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タスク(続 き) ・ 仕様から、大規模および/

もしくは複雑なプログラムモ 、

ジュール を構 築 ま たは 変更 し、

試験 し、是 正す る。
・ テ ス ト計画 を構 成 、解 釈 、

実行す る。
・ イ ンテ グ レー シ ョン ビル ド

、

を構成す るソフ トウェアモ
ジ ュール を定義 し、当該 のモ

ジュールが定義 された ソフ ト

ウェアテ ス ト基準を確実に充足

す る よ うに し、 ソフ トウェア

ソース コー ドか らター ゲ ソ トの

八 一 ドウェアヘ ロー ドす るた め

のソフ トウェア ビル ドを作成す

㌔ 理手続きまたはマニ。ア
ル手続きを作成 し、または必要

な改訂を加える。

知識 とスキル
行動 スキル

(概念的思考)

複雑な問題や状況において、基
本的な事柄 を、もっと単純にあ
るいは分かりやす く説明 され る

(組織にっいての意識)
自社、顧客お よびサプライヤの

組織 の階層 と文化を理解 し、意
思決定者お よび影響力 をもつ人

(口頭での表現)
口頭で効果的に意思を伝達す

る。

(書面での表現)
書面で効果的に意思 を伝達す

る。

(対人折衝)
さまざまなバ ックグラウン ドの

人間と関係 を築き、接触 を維持
する。

概念、モデルあるいは過去の経 間がだれかを識別す ることがで

験に適正に関連づけることによ き る 。

り、理 解す る。
技術知識 とスキル

(アプ リケー シ ョン開 発 ツー ル

に熟達)

開 発 プ ロセ ス を 自動化 す る また

は一部 を支 援す る ソフ トウェア

ツール

例:OracleDeveloper2000、

Bus㎞essO句ects、Seleot

(デー タベ ー ス ソフ トウェ ア に

熟達)

デー タ構 造 を構 築 し、入 力 し、

操作 す るた め の ソフ トウェ ア

例:Aoocss、SQLSe【ver、

DB2、Oracle、h㎡bmix、Syb怒e

(アプ リケー ションシステムに

精通)
特定ビジネス機能またはプ ロセ
スのサポー トに 自動システムを

適用

例:ERP(基 幹業務パッケー

ジ)、 販売予測、航空券予約、

油層モデ リング

(アプ リケー シ ョン開 発方 法 、

技 法 、標 準 に精 通)

体 系化 された か た ちで ア プ リ

ケー シ ョン開 発 を促 進 す るた め

に、組 織 化 され 文書 化 された 手

法 のセ ッ ト

例=SSADM、DSDM、

Ohiectory几ML

(ビジネス分析手法に精通)
ビジネス とその運用をモデ リン

グ し理解す るのに役立つ各種手

法

例=機 能 ビジネスモデル、統計
的工程管理 、 リレーショナル

データモデ リング、ユースケー
ス

(情報モデ リングツールに精

通)
組織内の構造、関係、情報 の活

用にっいての理解内容 を文書化

す るのに使用できる手法 とツー
ル(手 動または自動)

例:情 報使用モデル、エンティ

ティモデル、クラスダイアグラ
ム、 リレーショナルデー タモデ
ル 、 デー タフ ローモ デル

技術知識 とスキル

(社内、業界、専門家基準に精
、

通)
IS実務者の現在の役割に関連す

る標準/基 準

例:部 門のプ ログラミング標

準 、ヘ ル プデ ス ク手続 き、 社 内

品質 管理 システ ム 、ITイ ン フラ

ライ ブ ラ リ、TicklT
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知識 とスキル(続 き)
その他の知識とスキル

(情報収集技術に熟達)
必要な情報お よび利用可能な情

報 ソースに適 した情報収集方

法、ツール 、技法の選択 と適用

例:文 脈に即 した調査、 フォー
カスグループ、体系的なインタ
ビュー、アンケー ト、観察、統

計分析

(品質管理に精通)

雇用主組織内の品質管理 システ
ムまたは方法

(レポー ト作成手法に精通)

効果的な レポー トを作成する方

法 と技法

訓練要件 データ管理の概要 通信 とネ ッ トワーキングの概 要
ビジネスモデ リングと分析手法 レポ ー ト作 成 プ レゼ ンテ ー シ ョンス キル

デー タ管理の概念 と手法 通信技術の概念 と手法 ビジネ ス領域での機能構造 と情

報フローの分析、分類、文書化
の手法

簡潔で効果的な レポー トを作成

す るための方法、技法お よび標

準

正式、準正式な環境で、口頭で

お よび ビジュアルに コミュニ

ケー ションするための方法 と技

法

専門能力育成活動
「調査」任務 ISの概念 と手法についての

知識の習得

交渉と影響力の行使 チー ム の リー ダ シ ップ 職場外活動 職務ローテーシ ョンと特別任務

自身の正規の責任 に属さない ト
ピックにっいて調査 し、結果を

同僚に発表す る。

自身の職務外のIS概念 と手法に

ついて学習 し、訓練 を受け、可

能な ら実践練習す る。

他者 と交渉 し影響力を行使す る
ための訓練 を受 け、実践練習す

る。

動機 づ け、指 導 、権 限 委譲 、評

価 、 カ ウンセ リング、 育成 な

ど、 チー ム の リー ダ と して の ス

キル を訓 練 し実 践練 習 す る。

作業環境外部で、専門スキルを

育成す るのに、あるいは自分の
業務上の役割 を新 しい視 点であ

るいは深 く理解するのに役立つ

活動を実施する。

IS内外で、一時的に他の役割 一

とくに、 自己の職務について新
しい視点を提供す る役割、ある

いは環境や文化 の異なる役割 一

を引き受ける。

職場外学習 コ ミュニテ ィ活動 代行 専門家団体の活動への参加 パ ブ リケー シ ョン 教育指導

た とえば 、外 国語 コー スな ど、

合 目的 的 では あ るが 、直 接 には

自己 の役割 に 関係 しな いテ ーマ

で、 自習 し、 あ るい は夜 間 ク ラ

スや バ ケー シ ョン スクー ル に参

加 す る。

地域社会や市民行事に参加す
る。

監督者または管理者が休暇その

他の理 由で不在時に一時的に代
行する。

支部、専門家グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極的に参加する。

専門誌、技術誌へ寄稿す る。 自己の専 門領 域 で 、公 式 、 非公

式 に、教 師 、講 師 、チ ュー

ター 、 コー チ と して教育 指 導 に

務 め る。

雇用主組織の活動

にっいての知識の習得

雇用主組織の実施す る商業、事

務お よび/も しくは産業活動に
ついての理解を深める。

資格 AMBCS－ 英 国 コ ン ピュー タ

学会 準会 員

MCSD-Micr・soR認 定

ソ リュー シ ョンデ ベ ロッパ

SSADM4+の 履 修 証 明 ビジネス分析 の履修証明 迅速アプ リケーション開発の
履修証明

英 国 コ ン ピ ュ ー タ 学 会

(http:〃www.bos・org・uk40mbcs・ht

m)

情 報 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア リ ン グ

公 認 機 関(1㎡bmlationSystem8

E・gi… ㎝gCh・ 酋・・edB・dy)の

専 門 資 格

MicrosoR

(http:〃www.microsoR・com/mcp/

mkt〆ch・i。 ・・.h㎞)

MicrosoRWindowsオ ペ レ ー テ ィ

ン グ シ ス テ ム と ア プ リ ケ ー シ ョ

ン 開 発 が 対 象

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(1㎡bmationSystems

ExaminationBoard)

(http:〃www.bos.org・ 皿k/iseb/po㎡

o.h㎞)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(lnfbrmationSystems

ExaminationBo訂d)

(http://v….bcs.or9・uk/iseb/portf

o.h㎞)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(1㎡bmationSystems

Examinati。nB。ard)

(http:〃www.bcs.org・uk/iseb!portf

o,htm)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格
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(4)レ ベル4(SENG4)一
職務の概要 ソフ トウ。アを主要,ン ポーネ ン トとす る、エ ンジニア リング上灘 舗 報 シ・テムを分析、蟻 ・設計・構築ぽ 験 導入・変更 して・舗 された ビジネスニーズを充足す る・

注記 、システム醗 ライ フサイ クルの具体的ステージと鮒 領域については、システム醗 と保守の嚇 グループのなかの他の職務で詳細に取 り扱っている・

レベルの定義
レベル4

(自主性、責任および権限)

包括的な指示の下で、作業に従
事する。作業の実行 と判断に技

術的責任 を負 う。

(影響力)

技術的事項にっいて助言とガイ
ダンスを提供する。他人の仕事
を監督す ることもある。

(業務 の複雑さ)
多様な文脈でかな り広い範囲に
わたる基本原則の適用の要求 さ

れる業務 を実施す る。

(必須スキル)

自身の仕事に構造化された効果
的なアプローチで望み、リーダ

シップの潜在能力 を証明する。

時間、 コス ト、品質のターゲ ッ

(文脈のなかでのls)

自身の専門領域 または責任領域
と雇用主組織全体 との関係につ
いて理解 を深め、提案を行 うと

きお よび/も しくは作業 を実施

(学習 と能力育成)
自ら率先 して、スキルを常に最

新に維持 し、IS業界の動向に遅

れないよ うにす る。

トに照 らして作業 を分析、診 す るときに、顧客 の要求 を十分
断 、設 計 、計 画 、実 行 、評 価 に考慮す る。
し、自身の専門領域に関連 して

利用可能な方法、手続 き、ツー
ル、機器、標準に関す る深い知

識を披漉 し、各種代替オプ ショ
ンか ら適正に選択することがで

き る。

ク ライ ア ン ト、顧 客 、 同僚 、 部 3

下 と口頭、書面により効果的に
コ ミュニ ケー シ ョン を とる こ と

が で き る。

バ ック グラ ウン ド要 件 学歴その他 過去の経験 事前の知識 とスキル

教育 バ ックグ ラ ウン ド

おそらくは学位 レベルの教育 を

受けている。

ソフ トウェアエンジニア リング

の役割 一レベル3また は他のシ

ステ ム開発お よび保守職務 のレ

体系的で、秩序立った、分析的
アプローチで問題解決に臨み、

細部まで細心の注意を払 う。 '

ベル3で 熟練 に到達 している。
雇用主またはクライアン トの活
動について広 く理解 し、商業上
の制約の重要性を評価す る。卓

越の対人スキルを備え、クライ
アン ト/ユ ーザの対応に完壁な

自信がある。 システム開発につ
い て 、 ソフ トウェ アエ ン ジニ ア

リン グの ライ フサイ クル 、 効果

的な情報 システムを構築するた

めに要求 され る概念 と実務にっ
いて知 識 が あ り、少 な くと も1

つ以上の専門領域に詳細な知識

があ る。

必須タスク
タ ス ク

1.単 純ま た はやや 複 雑 な シス

テ ムにつ い て、 ソフ トウェア 開

発 の ライ フ サイ クル の 各段 階 一

調 査 、分 析 、仕 様化 、設 計 、構

築、試 験 、 実施 、保 守 一 に技術

的責 任 を引 き受 け る。

2.目 的適合性、信頼性 、効

率、セキュリティ、安全、保守

性、費用効果な ど必要 とされる
属性 を明確に充足す るエンジニ
ア リング上適正な結果を達成す

るため、要求 され る技術基準 と

品質基準に従って、かつ、適切

3,必 要 な場合 はプ ロ トタイ プ

作成 ツ ール を含 めて 、要 求 され

る基 準 、方 法 、 ツール を使 っ

て 、す べて の 作業 を文 書化 す

る。

4.ク ライ ア ン ト/ユ ー ザ との

ミー テ ィ ン グを手 配 、準 備 し、

参 加 し、 口頭 お よび 書面 の 両方

で、 問題 点 と解 決 の提 示 に 支援

す る。

5.時 間 、 コス ト、品質 の 制約

に照 ら して機 能要 求 を考 慮 した

うえで 、 プ ロ ジェ ク ト計 画 、品

質計 画 を 作成 し、ま た は作 成 に

寄与 す る。

な方法 とツールを選択、使用
し、すべ ての作業 を実施す る。
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夕スク(続 き) 任意タスク

6,費 用便益とリスク分析 を作 7,小 人 数 のチ ー ムで 技 術 リー

成 し、または作成 に寄与す る。 ダシップをと り、ターゲ ッ トを

達成す るため、実施す る作業 に
っいて、正確かっ効果的に計画

し、見 積 も り し、 管理 し、報 告

す る。

知識 とスキル
行動スキル

、

(概念的思考)

複雑な問題や状況において、基
本的な事柄 を、もっ と単純にあ

るいは分か りやす く説明 される

概念、モデルあるいは過去の経

(顧客指向)
内部、外部顧客 のニーズを理解

し、行動 を起こす とき、または

決定を下す ときに、そのニーズ
に配慮す る。

(職務横断的、専門領域横断的

な意識)
他の専門領域や職務に従事す る

人間のニーズ、目標 、制約 を理

解す る。

験 に適正に関連づ けることによ

り、理解 す る。
技術知識 とスキル

(アプ リケーション開発方法、

技法、標準に熟達)
体系化 されたかたちでアプ リ

ケー ション開発 を促進す るため
に、組織化 され文書化 された手

法のセ ン ト

例:SSADM、DSDM、

(ア プ リケー シ ョン開発 ツー ル

に熟 達)

開発 プ ロセ ス を 自動 化 す るま た

は一 部 を支援 す る ソフ トウェア

ツー ル

例:OracleDcveloper2000、

B㎎ine8sO句ec白 、Sclect

(デ ー タベ ー ス ソフ トウ ェア に

熟 達)

デー タ構 造 を構築 し、入 力 し、

操 作す るた めの ソフ トウェア

例;Access、SQLServor、

DB2、Ora。le、Infbmix、Syb鵬

(情報モデ リングツールに熟

達)

組織内の構造、関係 、情報の活
用につ いての理解内容 を文書化

す るのに使用できる手法 とツー
ル(手 動 または自動)

例:情 報使用モデル、エ ンテ ィ
ティモデル、クラスダイアグラ

(社内、業界、専門家基準に熟
達)

IS実務者 の現在の役割 に関連す

る標準/基 準

例=部 門 のプログラ ミング標
準、ヘルプデスク手続 き、社内

品質管理 システム、ITイ ンフラ

ライブラ リ、TicklT

(ビジネス分析手法に精通)
ビジネス とその運用をモデ リン

グし理解す るのに役立っ各種手

法

例;機 能 ビジネスモデル、統計

的工程管理、リレーシ ョナル
データモデ リング、ユースケー
ス

O句e。t・ry/UML ム 、 リ レー シ ョナ ル デ ー タモ デ

ル、 デ ー タ フ ローモ デル

技術知識 とスキル

(構成管理 を把握)
ハ ー ドウェ アデバ イ ス 、 コン

ビュー タブ ロ グラ ム、 ドキ ュメ

ンテ 「 シ ョン、 通信 サー ビス 、

コン ピュー タセ ン タ機能 を含 め

て 、 「構 成 アイ テ ム」 の変 更 管

理 をIT管理者に許容す ることに

よ り、ITア セ ソ トの 厳密 な 管理

を提供す るディシプ リン
その他の知識 とスキル

(プレゼンテー ション手法に精

通)

効果的なプレゼ ンテー ションを
実施す る方法 と技法

(ビジネス提案に精通)

口頭お よび書面で、 ビジネス

ケースを作成 し提示す るための

方法 と技法

(品質管理に精通)
雇用主組織内の品質管理 システ
ムまたは方法

(レポー ト作成手法に精通)

効果的なレポー トを作成する方

法 と技法

(ビジネ ス特性 を把握)
ビジネスその他 の組織の機能構

造:ミ ッション、目標、戦略、

成功決定要因

訓練要件 プ ロジ ェク トリーダ シ ップ プ ロジェク ト計画 と管理 迅速アプ リケーショツ 開発 構成管理 カ ス タマ ケア

要求の厳 しいプロジェク ト管理

任務の準備 として、プロジェク
ト管理の方法 とリーダシップス
キル

プ ロジェク ト計画 と管理の方法

と技法

ISア プ リケー シ ョンの進 化 のた

め の方 法 と手 法。 通 常、 オー ナ

とエ ン ドユ ー ザ の参加 を得 た う

え で、 モ デ リン グ と段 階 的 プ ロ

トタイ ピン グを広 範 に利 用す

る。

構成アイテムの変更を識別、記

録、管理す ることに よりITア

セ ッ トを管理す る手続きの策定

と運用

製品 とサー ビスの提供に際 し

て、顧客の実際のニーズと認識
上 のニーズが確 実に考慮 される

よ うにす るための手法
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専門能力育成活動 「調査」任務 ISの概念 と手法についての

知識の習得

交渉と影響力の行使 チ ー ム の リー ダ シ ップ 職場外活動 職 務 ロー テー シ ョンと特 別任 務

自身の正規の責任に属 さない ト
ヒ。ックについて調査 し、結果を

同僚に発表する。

自身の職務外のIS概念 と手法に

ついて学習 し、訓練 を受け、可

能なら実践練習す る。

他者 と交渉 し影響力を行使す る
ための訓練 を受 け、実践練習す

る。-

動機 づ け 、指 導 、権 限委 譲 、評

価、 カ ウンセ リン グ、育 成 な

ど、 チ ー ムの リー ダ と して の ス

キル を訓練 し実践 練 習す る。

作業環境外部で、専門スキルを

育成するのに、あるいは自分の

業務上の役割を新 しい視点であ
るいは深 く理解す るのに役立っ

活動 を実施する。

IS内外で、一時的に他の役割一

とくに、自己の職務にっいて新
しい視点を提供する役割、ある
いは環境や文化の異なる役割一

を引き受 ける。

専門能力育成活動(続 き) 職場外学習 コ ミュ ニテ ィ活 動 代行 プ ロジェク ト任務 相談役 国際経験

た とえ ば、外 国 語 コー ス な ど、

合 目的的 で は あ るが、 直接 に は

自己の役 割 に関係 しな いテ ー マ

で 、 自習 し、 あ るいは 夜間 クラ

スや バ ケー シ ョンス クール に 参

加す る。

地域社会や市民行事に参加す
る。

べ

監督者または管理者が休暇その
他の理由で不在時に一時的に代

行する。

特定の問題に対処するために設

置されたプロジェク トチーム、

作業 グループ、タスクフォース
に参加す る。 グループが領域横

断的であればなお さら有益であ

る。

仕事やキャ リアの問題につい
て、直接 の監督下にない人間の

相談 を受 け、相談、指導役を務

める。

雇用主組織のために海外で専門
職務 を実施する。

専門家団体の活動への参加 パ ブ リケー シ ョン 教育指導 雇用主組織 の活動 についての
知識の習得

支部、専門家グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極的に参加す る。

専門誌、技術誌へ寄稿する。 自己の 専門 領域 で 、公 式 、 非公

式 に、 教師 、講 師 、 チ ュー

ター、 コーチ と して 教育 指 導 に

務 め る。

雇用主組織の実施す る商業、事

務お よび/も しくは産業活動に
ついての理解 を深める。

資格 MBCS－ 英国 コン ピュー タ

学会 準 会 員一

DSDMの 資格認定 MCSD-MicrosoR認 定

ソ リュー シ ョンデベ ロ ッパ

SSADM4+の 履修 証 明 PRINCEの 基礎資格認定 ビジネス分析の履修証明

英 国 コ ン ピ ュ ー タ 学 会

(hUpゾ/www.bcs.org・uk60inbcs・ht

m)

情 報 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア リ ン グ

公 認 機 関(lnfbrmationSystems

Eng㎞eeringCharteredBody)の

専 門 資 格

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(ロ㎡bmationSystems

Ex㎜inationBoard)

(http://www.bcs.org・uk/iseb/po㎡

o.htm)

迅 速 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 開 発 に 使

用 さ れ る 動 的 シ ス テ ム 設 計 方 法

論 の 資 格 認 定

Microsoft

(http:〃www.mi・r…R・c・m/mcp/

mkt〆 。h・ices.htm)

MicrosoRW▲ndOWSオ ペ レー テ ィ

ン グ シ ス テ ム と ア プ リ ケ ー シ ョ

ン 開 発 が 対 象

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(lnfbmati・nSystems

ExaminationBoard)

(http://www.bcs.orguk/iseb/portf

oMm)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(h㎡bmlationSystel部

ExammationBoard)

(http:〃www.bos.org.uk/iseb/portf

o.h㎞)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(1㎡bmati・nSystcms

ExaminationBoard)

(http://www.bcs.org・uk/iseb/po㎡

ohtm)、

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格 、

迅速アプ リケー ション開発の

履修証明

'

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(加b㎝ati・nSystems

Ex叙ninationBoard)

(http://www.bcs・orguk/iseb/po㎡

o,h㎞)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

、
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(5)レ ベ ル5(SENG5)

職務の概要 ソフ トウ。アを主要・ンポ三ネ ン トとす る、エ ンジニア リング上適正な情報 シ・テムを蜥 ・

注記 、シ。テ。開発ライ。サイ クル の躰 的・テージと専門領域については… テ・開発 と僻 の鵬 グループ・なかの他の職務 で詳細に取 り扱 っている・

定義 、設 計 、構 築 、試 験 、 導入 、 変更 して・鰹 された ビジネスニーズを充足す る・

レベル の定義
レベル5

(自主性、責任お よび権限)

合意 された 目標に向かって努力

す る。管理者 として、または技
術専門家 として、実施 した作業
の質に全面的な責任 を負 う。

(影響力)

管理者 またはア ドバイザとし
て、一つ の広い分野にわたっ

て、あ らゆる技術的アプローチ
の選択 と実行に関 し、経験 を活

用 して十分な情報 に基づく意思

決定 を行 う。

(業務の複雑 さ)

予測不可能なことの多い さまざ
まな文脈 において、かな り広 い

範囲にわた る基本原則の適用の
要求 される業務を実施す る。

(必須 ス キル)

経 常的 な ベー スで リー ダ シ ップ
スキル を証明 す る。

レベル を問 わず 、公 式 、 非公 式

を問わ ず 、部 下 、 同僚 、 ク ライ

ア ン ト、顧 客 との 間 の、 口頭 ま

た は 文書 に よ る効 果的 な コ ミュ

ニケ ー シ ョン を証 明す る。

(文脈のなかでのls)

自分の専門能力または責任領域

と雇 用主組織全体 との関係 を明
確に理解 していることを証明
し、提案 を行 うときおよび/も

しくは作業 を実施するときに顧

客の要求 を考慮 に入れる。

(学習 と能力育成)
自ら率先 して、技術 スキル と専

門能力 を常に最新に維持 し、業
界の動向に遅れ ないようにす
る。

バ ックグラウン ド要件 学歴その他

教育バックグラウン ド

過去の経験 事前の知識 とスキル
'

おそらくは学位 レベルの教育を

受けている。

ソフ トウェアエ ンジニア リング

の役割 一レベル4ま たは他のシ

ステ ム開発お よび保守職務の レ

体系的で、秩序立った、分析的
アプローチで問題解決に臨み、

細部まで細心の注意 を払 う。

ベル4で 熟練 に到達 してい る。
雇用主またはクライアン トの活
動にっいて広く理解 し、商業上
の制約の重要性 を評価す る。卓

越 の対人 スキル を備え、クライ

アン ト/ユ ーザの対応 に完壁な

自信がある。 自分の組織内およ
、L

ぴ組織外 のシステ ム開発に?い
. て 、 ソフ トウェ アエ ン ジニ ア リ

(

ン グの ラ イ フサ イ クル 、効 果的

な情報 システムを構築す るため
に要求 され る概念 と実務 にっい

て知 識 が あ り、少 な く とも1っ
、

以上の専門領域に深い知識があ

る。

タス ク
必須 タスク

1.あ らゆ る タイプ の シ ステ ム

につい て 、 ソフ トウェア 開発 の

ライ フサ イ クル の段 階 一調 査、

分 析 、仕様 化 、設 計 、構 築 、試

験 、 実施 、保 守 一 の大 半に 技術

的 責任 を全面 的 に 引き受 ける。

2。目的適合性、信頼性、効

率、セ キュリテ ィ、安全、保守

性、費用効果 など必要とされる

属性を明確に充足するエ ンジニ
ア リング上適正な結果を達成す

るため、利用可能な基準、方
法、ツールか ら適切に選択 し、

知的かっ効果的に適用する。

3.必 要 な場合はプロ トタイプ

作成ツールを含めて、適切 な基
準、方法、ツールを使って、す
べての作業が確実に文書化 され

るようにする。

4.技 術 系 、 非技 術 系 の多 様 な

参加 者 を対 象 に 、 クライ ア ン ト

/ユ ー ザ との ミー テ ィン グ、

ワー クシ ョップ 、プ レゼ ンテ ー

シ ョンを手 配 、準 備 し、実 施

し、 一 貫 して 質 の高 い コ ミュニ

ケー シ ョンス キル 、 説得 スキ ル

を発 揮 す る。

5.重 要 な技術オプシ ョンにつ

いて評価 し、影響分析 を実施

し、専門領域内の技術ソリュー
シ ョンの提案に主導的役割を担

う。

6.時 間、 コ ス ト、品質 の制約

に照 ら して機 能要 求 を考 慮 した

うえで 、プ ロ ジェ ク ト計 画 、品

質計 画 、費用 便 益分析 を作 成

し、 ま たは作 成 に寄 与す る。

任意タスク

7.1っ また は複数 の小規 模 プ ロ

ジ ェク トの 定義 、文 書化 、実行

に責 任 を引 き受 け 、チ ー ム メン

バに効果的な リーダシップを提 '

供する。計画に照 らしてすべて
の活 動 を監視 し、 適宜 、 上級IS

管理者、クライアン ト/ユ ーザ
管理者に定期的で正確 な報告書

を提 出する。



ー

↓
ぺ
や
ー

知識 とスキル 行動 スキル

(計画立案 と組織化) (営業指向) (フ ォ ロー ア ップ と監視)
`

予想 される問題 を考慮 した うえ
で、アクションの道筋 を、小 さ

行動 を起こす とき、または決定

を下す ときに、常に、営業 の側

ターゲ ソ トに照 らして進捗を
チェック し、必要に応 じて報告

な ステ ップに分 解 し、 各 ステ ッ 面に留意す る。 し、例外状況を解消す る措置を

プを計画 し資源 を手当てす るこ 講 じる。

とに よ り、決 定 す る。

技術知識 とスキル

(ア プ リケー シ ョン開発 ツール

のエ キ スパー ト).

開発 プ ロセ ス を 自動 化す るま た

は一 部 を支援 す る ソフ トウェア

ツー ル

例:OracleDeveloper2000、

BusinessO句ects、Sele。t

(アプ リケー シ ョン開 発方 法 、

技 法 、 標準 に熟 達)

体系 化 され た か た ちで ア プ リ

ケー シ ョン開 発 を促 進 す るた め

に、 組織 化 され文 書 化 され た 手

法 の セ ッ ト

例:SSADM、DSDM、

O句e。t・・y/UML

(ビジネス分析手法に熟達)
ビジネス とその運用をモデ リン

グ し理解す るのに役立つ各種手
法

例:機 能 ビジネ スモデル、統計
的工程管理、 リレーシ ョナル

デー タモデ リング、ユースケー
ス

(社内、業界、専門家基準に熟

達)

IS実務者の現在の役割に関連す

る標準/基 準

例:部 門のプ ログラミング標

準、ヘルプデスク手続き、社内

品質管理システム、ITイ ンフラ

ライブラ リ、TicklT

(構 成 管理 に精 通)

ハー ドウェ アデ バイ ス 、 コ ン

ピュー タプ ロ グラ ム、 ドキ ュメ

ンテ ー シ ョン、 通信 サ ー ビス 、

コン ピ ュー タセ ン タ機 能 を含 め

て 、 「構 成 アイ テ ム」 の変 更管

理 をIT管 理者 に許 容す る こ とに

よ り、ITア セ ッ トの厳 密 な管 理

を提 供す るデ ィシ プ リン

その他の知識 とスキル

(プレゼ ンテー ション手法に熟
達)

効果的なプレゼ ンテー ションを
実施する方法と技法

(ビジネス提案に熟達)
口頭お よび書面で、ビジネ ス
ケー スを作成 し提示するための

方法 と技法

(品質管理に熟達)
雇用主組織内の品質管理 システ
ムまたは方法

(ビジネスプ ロセ ス改善手法に
精通)

すでにモデ リングされ理解 され
ているビジネ スプロセスの簡素

化のための手法

ビジネス特性に精通
ビジネスその他の組織の機能構

造:ミ ッシ ョン、 目標、戦略、

成功決定要因

リスク管理に精通
リスクの評価 と管理の方法と技

法

例:CRAMM

例:エ ラー プ ル ー フ、 付加 価 値

評価 、プ ロセ ス サイ クル タイ ム

節減

その他の知識 とスキル

(プロジェク ト計画お よび管理
手法に精通)
プロジェク トの計画と進捗監視

に関連する手法

例1製 品/作 業分類構造、クリ

テイカルパス分析、達成価値

訓練要件 商業お よびビジネス実務慣行 リス ク分析 の方 法 、 財務計画と予算編成

技法および ツール

とくに雇用主組織の活動に関 し リス クの 分析 、 評価 、管理 の方 経常活動 とプ ロジェク ト活動の

て、商業お よび産業のビジネス 法 、技 法お よび ツ ール 両方 にっいて、財務管理の哲

実務慣行と用語法 学 、規 則 、手 続 き、 ツー ル

専門能力育成活動
一
広範 なIS問題につ いての

知識の習得

管理能力の育成 職場外活動 職務 ローテー ションと

特別任務

職場外学習 コ ミュニ テ ィ活動

自習 、セ ミナー 出席 、特 別学

習 、一 時 的任務 な どを通 じて 、

広範 なIS問 題 につ い て知 識 の鮮

度 を高 め 、維持 す る。

ビジネス と財務管理 、変更管

理 、戦略立案 を含めて、組織 の
全部 または一部 を管理す るため

に要求 されるスキル と手法にっ
いて訓練を受 け、実践 し、理解

作業環境外部で、専門スキルを
育成す るのに、あるいは自分の

業務上の役割 を新 しい視点であ
るいは深 く理解す るのに役立つ
活動を実施す る。

IS内外で、一時的に他の役割 一

とくに、 自己の職務 について新
しい視点を提供する役割、ある

いは環境や文化の異 なる役割 一

を引き受ける。

た とえば 、 外国 語 コー ス な ど、

合 目的 的 で は あ るが 、直接 には

自己 の役 割 に関 係 しない テー マ

で 、 自習 し、 あ るい は夜 間 クラ

スやバ ケー シ ョンス クール に参

地域社会や市民行事に参加す
る。

を深 め る。 これ に は 、職 場 内お 加 す る。

よぴ外訓練 が要求 され、場合 に

` よって は 、MBAな ど該 当 す る

能力育成プ ログラムへの参加 が
含 まれ る。
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専 門能力育成活動(続 き) 代行 プロジェク ト任務 相談役 国際経験 専門家団体の活動への参加
パ ブ リケー シ ョン

監督者または管理者が休暇その

他の理由で不在時に一時的に代

行する。

特定の問題に対処するために設

置 されたプ ロジェク トチーム、
作業グループ、タスクフォース

に参加す る。グループが領域横

断的であればなお さら有益であ
る。

仕事やキャリアの問題につ い

て、直接 の監督下にない人間の

相談 を受け、相談、指導役を務
める。

雇用主組織 のために海外 で専門

職務 を実施する。

支部、専門家 グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極的に参加する。

専門誌、技術誌へ寄稿す る。

教育指導 規格/標 準 と法律 雇用主組織について

戦略的知識の習得

自己 の専門 領域 で 、公 式 、非 公

式 に 、教 師 、講 師 、 チ ュー

ター 、 コー チ と して教 育指 導 に

務 め る。

関連規格/標 準または法律の策

定、維持または監視 に責任を負
う作業 グループ、委員会な どに

参加す る。

雇用主組織 の経営 をとりま くビ
ジネス(経 営)環 境、外部世界

との相対的な組織 の地位 、方
針、方向について総合的に理解

を深める。

資格 MBCS－ 英国 コン ピュー タ

学会 準 会 且

DSDMの 資格認定 MCSD-Micr・s・R認 定

ソ リュ ー シ ョ ン デ ベ ロ ッ パ

SSADM4+の 履 修 証 明 ビジネス分析の履修証明 迅速アプ リケーシ ョン開発の
履修証明

英 国 コ ン ピ ュ ー タ 学 会

(http:〃www.bcs.org.uk40㎞bcs.ht

m)

情 報 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア リ ン グ

公 認 機 関(lnfbmationSystems

E。g㎞ ・・d・gCh・ 直・・edB・dy)の

専 門 資 格

情 報 シ ステ ム検 査 委 員会

(lnfbmationSystem8

Exam㎞ati。nB・ard)

(http=//www.b・ …rg・・Mi・eb/P・㎡

o.htm)

迅速 ア プ リケー シ ョン開 発 に使

用 され る動 的 システ ム設 計方 法

論 の資 格 認 定

MicrosoR

(http:〃www.microsofじcom/moP/

吐t〆 ・h・ice・.h㎞)

MicrosoRWindowsオ ペ レ ー テ ィ

ン グ シ ス テ ム と ア プ リ ケ ー シ ョ

ン 開 発 が 対 象

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(lnfbmationSystems

ExaminationBo㏄d)

(http:〃www.bcs・org・uk/iscb/portf

o.htm)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(lnfbmationSystems

ExaminaUonB。ard)

(http://www.bcs.org・uk/iseb/portf

o.htm)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(11迂bmationSystems

ExaminationBoard)

(http・〃www.b・ ・.・・gW輌 ・eb/P・㎡

o.htm)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

PRINCEの 実務者資格認 定

情 報 シ ス テ ム検 査 委 員 会

(lnfbrmationSystcms

Examinati。nBoard)

(http=〃www.bcs・org・uk/iseb/polぜ

o.htm)

プ ロ ジ ェ ク ト管 理 協 会

(Ass・ciatio皿fbrPrqiect

Manag㎝ent)と 提 携 して 情 報 シ

ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付 す る 資

格

'
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(6)レ ベ ル6(SENG6)

職務の概要 ソフ トウェア を主要 コンポ ーネ ン トとす る、エ ン ジニ ア リン グ上 適正 な 情報 システ ム を分 析 、定 義 、設 計 、構 築 、試 験 、導 入 、変 更 して 、合意 され た ビジネ スニ ーズ を充 足す る。

注記:シ ステ ム 開発 ライ フサイ クル の具 体 的 ステ ー ジ と専 門領 域 にっ い て は、 シ ステ ム開 発 と保 守 の職務 グル ー プ のな か の他 の職 務 で詳 細 に 取 り扱 っ てい る。

レベルの定義
レベ ル6

(自主性、責任お よび権限)

管理者、IS専門家またはコンサ

ルタン トとして、定義 された活

動領域に全面的な責任 を負 う。

(影響力)

雇用主組織のIS業務の領域に中

長期にわた り相 当の影響力をも
つ。 自己の専門領域に関する方

針の策定に影響 を与える。

(業務 の複雑 さ)
予測不可能な業務 、ルーチン外
の業務 を含めて、幅広い技術お

よび/も しくは管理原則 の創 造

的適用を要求される、や りがい
のある広範多様な業務を実施す

(必須 スキル)

多様な技術領域 と状況で リー ダ
シップを発揮す る。

主要 レポー トの作成 、適切な
ツール と手法を使ったプ レゼ ン

テー ションの準備、組織、実

(文脈 のな かで のls)

自分 の専 門 能力 お よび/も しく

は プ ロ ジ ェ ク トで の 責任 と雇 用

主 組織 全 体 との関係 を深 く理 解

して い る こ とを証 明す る。

運 用製 品(operationalproduct)

(学習と能力育成)
自ら率先 し、時間を作って、一

般技術能力と専門能力を常に最
新に維持 し、業界の動 向に遅れ

ない ようにす る。

る 。 施 、 ミー テ ィン グやデ ィス カ ッ に触れることにな るすべての人
シ ョンでの指導的役割 など、公 間 の ニー ズを考 慮 して、 自分 の
式 、 非公 式 を問 わず 、部 下 、 同 専門領域の範囲内で技術 ソ
僚 、 ク ライ ア ン ト、顧 客 との間 リ ュー シ ョン を提案 す る ことが
で、 口頭または文書 による効果 で き る。

的な コ ミュニ ケー シ ョンを証 明

す る。

バ ックグラウン ド要件 学歴その他 過去の経験 事前の知識 とスキル

教育バ ックグラ ウン ド
おそ らくは学位 レベルの教育を

受けている。

ソ フ トウェア エ ン ジニ ア リング

の役割 一 レベル5で 熟練 に到 達

して い る。

体系的で、秩序立った、分析的
アプ ローチで問題解決に臨み、

細部まで細心の注意 を払 う。

1つまたは複数 のビジネス部門

でビジネスおよび ビジネス機能
について広範な知識がある。 自

分の組織 内および組織外両方の
シ ステ ム開 発 につ いて 、 ソフ ト

ウェア エ ン ジニア リン グの ライ

フサイクルのすべての段階を完

全に理解 している。情報システ
ムにっいて広 くかつ詳細な知識

があり、技術専門領域または特

定アプ リケーシ ョン領域に深い
知識 が あ る。

必須 タスク 任意タスク
タ ス ク

1.あ らゆ るタイ プ の システ ム

にっ い て 、 ソフ トウェア 開発 の

ライ フサイ クル のす べ て の段 階
一調 査 、分 析 、仕様 化 、設 計 、

構 築、試 験 、 実施 、保 守 一に 技

術 的責 任 を全面 的 に 引 き受 け

る。 十 分 な ドキ ュメ ンテ ー シ ョ

ンが作成 、維持 され る よ うにす

る。 開 発 プ ロセ ス中 に発 生す る

問題 を識別 し対 処 す る。

2.エ ン ジ ニア リン グ上適 正 な

製 品 を実現 す るた め に、適 切 な

基準 、 方法 、 ツール を選択 し、

これ らの基 準 、方 法 、 ツ ール が

知 的 か っ効 果 的 に適 用 され る よ

うにす る。

3.シ ステ ム調 査時 お よび そ の

後 の開 発 作業 を通 じて、 ク ライ

ア ン ト/ユ ー ザ との ミー テ ィ ン

グ、 ワー ク シ ョ ップ 、関係 を計

画 、手 配 、管理 す る。 この 関係

が 適正 に 実施 され る ことに ハイ

レベル で 責任 を 引 き受 け る。

4.重 要な技術オプ ションの評

価と影響分析についてシステム
開発チームに助言する。

5.サ ブ プ ロ ジェ ク トを編 入す

る計 画 を含 めて 、プ ロジ ェ ク ト

計画 、 品質 計 画 、 費用便 益 分

析 、 リス ク分 析 を作 成 し、 また

は作 成 に寄 与 す る。

6.複 雑 なISプ ロジェ ク トの定

義 、文 書化 、 実施 の責 任 を引 き

受 け、 プ ロ ジェ ク トチ ー ムの メ

ンバ に指示 を与 え、カ ウンセ リ

ング を提供 し、す べて の フェ ー

ズで必 要 に応 じて ク ライ ア ン ト

/ユ ー ザ に助言 を提供 す る。 コ
ス ト、 タイム ス ケール 、使 用す

る資源 を監視 し、 合意 した許容

範 囲か ら逸 脱す る ときは措 置 を

講 じる。 引 き渡 しされ るシ ステ
ムが合意 された基準に従って構

築 され るよ うにす る。

知識 とスキル 行動スキル

(戦略的視点)
全体的な 目標 と戦略に常に留意

し、細事にとらわれす ぎない。

(意思決定)
状況のニーズ、優先事項、制

約、必要な情報の利用可能性を
考慮 に入れた うえで、適切なタ

(フ ォ ロー ア ップ と監視)

ター ゲ ッ トに照 ら して進 捗 を

チ ェ ック し、必 要 に応 じて 報告

し、例 外 状況 を解 消す る措 置 を

イ ミングで決定を下す。 講 じる。
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知識 とスキル(続 き)
技術知識 とスキル

(ア プ リケー シ ョン開 発方 法 、

技法 、標 準 のエ キ スパ ー ト).

体系 化 され たか た ちで ア プ リ

ケー シ ョン開発 を促 進 す るた め

に 、組織 化 され 文書 化 され た 手

法 のセ ッ ト

例:SSADM、DSDM、

O句e。t・η尼ML

(ア プ リケー シ ョン開 発 ツー ル

のエ キ ス パー ト)

開発 プ ロセ ス を 自動 化 す るまた

は一 部 を 支援 す る ソフ トウェア

ツー ル

例IOracleDeveloper2000・

B朋incssO句ec匂 、Select

(社 内、 業界 、 専門 家 基準 の エ

キ ス パー ト)

IS実 務者 の 現在 の役 割 に 関連 す

る標準/基 準

例:部 門 の プ ログ ラ ミン グ標

準 、 ヘル プ デ ス ク手続 き 、社 内

品 質 管理 システ ム 、ITイ ンフ ラ

ライ ブ ラ リ、TicklT

(ビジネ ス分析手法に熟達)
ビジネスとその運用をモデ リン

グし理解するのに役立つ各種手

法
例;機 能 ビジネ スモデル、統計

的工程管理、 リレーシ ョナル
デー タモデ リング、ユースケー
ス

(構 成 管理 に精 通)

ハ ー ドウェア デバ イ ス 、 コン

ピ ュー タ プ ロ グラム 、 ドキ ュ メ

ンテ ー シ ョン、通 信 サー ビス、

コ ン ピュー タセ ン タ機 能 を含 め

て 、 「構 成 ア イテ ム」 の変更 管

理 をIT管 理者 に許容 す る ことに

よ り、ITア セ ッ トの厳 密 な管 理

を提 供 す るデ ィシ プ リン

(メ トリクスに精通)
IS活動の見積もりに際 して、過

去の測定値お よび生成測定値 の

収集、分析、適用
例=機 能ポイン ト分析、 コー ド

行

その他 の知識 とスキル

(ビジネスプ ロセス改善手法に

熟達)

すでにモデ リングされ理解 され
ているビジネスプロセスの簡素

化 のための手法

例:エ ラープルーフ、付加価値
評価、プロセスサイ クル タイム

節減

(ビジネ ス特性 に熟達)
ビジネ スその他 の組織 の機能構

造:ミ ッション、目標、戦略、

成功決 定要因

(ビジネ ス提案に熟達)
口頭および書面で、 ビジネス

ケースを作成 し提示す るための

方法 と技法

(リスク管理に精通)

リスクの評価 と管理の方法と技
法

例:CRAMM

(プ ロ ジェ ク ト管理 ツール に精

通)

ス ケ ジ ュー リン グ、資 源バ ラン

シン グ、 時 間記 録 な ど、機 械 的

タス ク を 自動 化 す る こ とに よ

り、 プ ロ ジェ ク ト管理 プ ロセ ス

に支援 す る 自動 ツ ール

例IPMW、MicrosoRPROJECT

(プロジェク ト計画お よび管理

手法に精通)
プ ロジェク トの計画と進捗監視
に関連す る手法

例;製 品/作 業分類構造、クリ
テ ィカルパス分析、達成価値

1

訓練要件 将来の使用のための
ハー ドウエアお よび

ソフ トウェア製品

情報 システムの戦略立案 ビジネスプ ロセス改善の

先進手法

・

組 織 に とって 使用 す る可 能性 の

あ る ソフ トウ ェア、 ハー ドウェ

ア製 品

また は ソリュー シ ョン

明確 に定義 され たオプシ ョンと

アクシ ョンプランを生成す る体

系的な方法で組織の長期的 ビジ
ネス情報要件を定義するプロセ
スの心理学 と実用性

A

ビジネスプ ロセ スの分析、モデ

リング、簡素化 に関連する、高

度 に複雑 なツール と手法

専門能力育成活動 広範なIS問題についての

知識の習得

規格/標 準 と法律につ いての
知識 の習得1

管理能力の育成 職場外活動 職務 ロー テー シ ョン と

特別 任 務

職場外学習

自習、 セ ミナー 出席 、 特別 学

習 、一 時的 任務 な どを通 じて、

広 範 なIS問 題 につ い て知 識 の鮮

度 を高 め 、維 持す る。

関連す る国内、国際規格/標 準
および法律 について知識を習得
し、維持す る。

ビジネ スと財務管理、変更管

理、戦略立案 を含 めて、組織の
全部または一部を管理す るため

に要求されるスキル と手法につ
いて訓練 を受け、実践 し、理解

を深める。 これには、職場内お

よび外 訓練が要求 され、場合に
よっては、MBAな ど該当す る

能力育成 プログラムへの参加が

含 まれる。

作業環境外部で、専門 スキル を
育成す るのに、あるいは自分の

業務上の役割 を新 しい視点であ
るいは深 く理解す るのに役立つ

活動 を実施する。

、

IS内外で、一時的に他の役割 一

とくに、自己の職務について新

しい視点 を提供す る役割、ある
いは環境や文化 の異なる役割 一

を引き受ける。

た とえば 、外 国語 コー スな ど、

合 目的的 で はあ るが 、直 接 に は

自己 の役 割 に関係 しない テ ーマ

で、 自習 し、あ るい は夜 間 ク ラ
スや バ ケー シ ョン スクー ル に参

加す る。

コ ミュニテ ィ活 動 プ ロジェク ト任務 相談役 国際経験 専門家団体の活動への参加 パ ブ リケ ー シ ョン

地域社会や市民行事に参加す
る。・

特定の問題 に対処す るために設

置 されたプロジェク トチーム、

作業 グルー プ、タスクフォース
に参加する。 グループが領域横

断的であればなお さら有益であ
る。

仕事やキャリアの問題 につい
て、直接の監督下にない人間の

相談を受け、相談、指導役を務
める。

雇用主組織 のために海外で専門
職務 を実施す る。

支部、専門家グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極的に参加す る。

専門誌、技術誌へ寄稿する。

教育指導 規格/標 準と法律 雇用主組織 について

戦略的知識の習得

自己 の専 門領 域 で、公 式 、 非公

式に 、教 師 、講 師、 チ ュー

ター 、 コー チ と して 教 育指 導 に

務 め る。

関連規格/標 準または法律の策

定、維持または監視に責任 を負

う作業グループ、委員会などに
参加する。

雇用主組織の経営をと りまくビ
ジネス(経 営)環 境、外部世界

との相対的な組織の地位、方

針、方向について総合的に理解

を深め る。



資格 MBCS－ 英 国 コン ピ ュー タ

学会 準 会員

DSDMの 資格認定 MCSD-Microso丘 認 定

ソ リュ ー シ ョ ン デ ベ ロ ッパ

SSADM4+の 履修 証 明 ビジネ ス分析 の履修証明 迅速アプ リケー ション開発の
履修証明

英 国 コ ン ヒ。ユ 一 夕 学 会

(http:〃www.bcs.org・uk40㎞bcs・ht

m)

情 報 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア リ ン グ

公 認 機 関(1㎡bmationSystems

EngmeeringCh館credBody)の

専 門 資 格

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(加bmati・nSystcm

ExaminationBoard)

(http=/八⌒.bcs.org.uk/iseb/portf

o.h㎞)

迅 速 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 開 発 に 使

用 され る 動 的 シ ス テ ム 設 計 方 法

MicrosoR

(http:〃wwwmi。r・s・ 血.c・m/mcp/

mkt∀ch・ices.h畑)

Microso血Windowsオ ペ レー テ ィ

ン グ シ ス テ ム と ア プ リ ケ ー シ ョ

ン 開 発 が 対 象

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(h㎡bmati・nSystems

ExaminationBoard)

(http:〃www.bcs.orgUkノ 輌seb/portf

o.h㎞)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(1㎡b頂ati・nSystcms

ExaminationBoard)

(http:〃www.bcs.org.uk/iseb/po㎡

o.htm)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る資 格

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(1㎡bmati・nSystems

ExaminationBoard)

(http:〃www.bcs.org.uk/iseblpolぜ

αhtm)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る資 格

論の資格認定

PRINCEの 実務者資格認 定

情報システム検査委員会

(hfbmati・nSyste〔 田

ExaminationBoard)

(http:〃www.bcs.org・uk/iseb/porぱ
F

o.h1皿)

プロジェク ト管理協会

(ぷ ・ciati・nfbrP司ect

Management)と 提 携 して情報 シ

ステム検査委員会の交付する資

格
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2.8シ ステ ム アー キテ クチ ャ

(1)レ ベ ル5(ARCH5)

職霧の概要
_シ 。ン を織 す る,ン ポー ネ ン トとイ ンタ ・・ 一 ・の完 全 セ ・ トを説 明 す る シ ステ ムア ー キテ クチ ・ を体 系的 に開 発す る・ システ ムア ー キテ クチ ャ

嬬 認 諾 禦 ㌻ 瓢 ㍑ 仕様化・、製品選定・、設計す・.

レベル の定義
レベ ル5

(自主性、責任および権限)
合意 された 目標に向かって努力

する。管理者として、または技
術専門家として、実施 した作業
の質に全面的な責任を負 う。

(影響力)

管理者またはア ドバイザ とし
て、一つの広い分野にわたっ

て、あらゆる技術的アプ ローチ
の選択 と実行 に関 し、経験を活

用 して十分な情報に基づ く意 思

決定を行 う。

(業務の複雑 さ)

予測不可能なことの多いさま ざ
まな文脈において、かな り広い

範囲にわたる基本原則の適用の

要求 され る業務 を実施する。

(必須 ス キル)

経 常 的 なベ ー スで リー ダ シ ップ

ス キル を証 明す る。

レベ ル を問 わず 、公 式 、非 公 式

を問 わず 、部 下 、 同僚 、 ク ライ

ア ン ト、顧 客 との問 の 、 口頭 ま

た は文 書 に よ る効果 的 な コ ミュ
ニ ケー シ ョン を証明 す る。

(文脈 のなかでのls)

自分の専門能力または責任領域
と雇用主組織全体 との関係を明

確 に理解 していることを証明
し、提案を行 うときおよび/も

しくは作業を実施す るときに顧

客の要求を考慮に入れる。

(学習と能力育成)
自ら率先 して、技術スキル と専

門能力を常に最新に維持 し、業
界の動向に遅れない ようにす
る。

バ ックグラウン ド要件 学歴その他

教育バ ックグラウン ド

過去の経験 事前の知識 とスキル

おそ らくは学位 レベルの教育を

受けている。あるいは専門資格
を取得 している。

システム開発 と保守の職務の レ
ベル4で熟練に到 達 し、システ

ム構築の経験がある。

分析能力 と細心の注意 を実証 し
ている。 システム開発とサービ
スデリバ リの全段階 を広 く理解

している。対人スキルに優れて

いる。

タス ク
必須タスク

1,ISコ ンポー ネ ン トとイ ンタ

フ ェー スの論理 モ デル を含 む シ

ステ ムア ー キテ クチ ャ を開発 す

る。

2.ア ーキテクチ ャ全体の用途

を考慮 して、システムアーキテ

クチャか ら詳細 なコンポーネン

ト仕様 を作成す る。

3.製 品の簡略 リス トと評価基

準 を作成 し、製品選 定に使用す

る。

4.コ ンポーネン ト仕様 を解釈

し、選択 した製 品を使って、 シ
ステム構築 を詳 細に設計す る。

5.シ ス テ ムア ー キテ クチ ャ の

ドキ ュメ ンテ ー シ ョンを作成 す

る。 テ キ ス トとグ ラフ ィ ック を

効果 的 に使 用 す る。

6.現 行 の実務慣行につ いての

十分な知識 と専門領域の最新動

向にっいての意識 を維持す る。

適宜、 自分の専門外の領域につ
いての認識を明確にする。

任意タスク

7,小 規模 シ ステ ムの アー キテ

クチ ャ開 発 を指揮 す る。

知識 とスキル
行動スキル

(分析的思考)

問題や状況を、個々の構成部分
に体系的に細分化 し、各部分間
の関係 を明確にす ることによ

り、理解する。

(情報収集)
問題 または状況 を理解す るのに

必要な情報 と入手可能な情報の
ギャ ップを識別 し、そのギャッ

プ を埋めるための手段を工夫す

る。
技術知識 とスキル

(アプ リケー シ ョン システ ム に

熟達)

特定 ビジネ ス機 能 また は プ ロセ

スの サ ポー トに 自動 システ ム を

適用

例:ERP(基 幹 業務 パ ッケー

ジ)、 販 売 予測 、航 空 券 予約 、

油層 モ デ リン グ

(オ ペ レー テ ィン グイ ン フ ラに

熟 達)

自組 織 内 で使 用 され るISイ ン フ

ラ(ハ ー ドウ ェア 、デ ー タベ ー
ス 、オ ペ レー テ ィン グ システ

ム 、LANな ど)に つ いて の知 識

、

(アプ リケー シ ョン開発 方 法、

技 法、 標 準に精 通)

体 系化 された か た ちで アプ リ

ケー シ ョン開 発 を促 進す るた め

に 、組 織化 され 文書 化 され た手

法 のセ ッ ト

例:SSADM、DSDM、

Objectory/UML

(構成 管理 に精 通)
ハ ー ドウェ アデ バイ ス、 コン

ピュー タプ ロ グラ ム 、 ドキ ュ メ

ンテー シ ョン、 通信 サ ー ビス、

コン ピ ュー タセ ン タ機 能 を含 め

て 、 「構成 アイ テ ム」 の 変更 管

理 をIT管 理 者 に許 容 す る こ とに

よ り、汀 アセ ッ トの厳 密 な管 理

を提 供す るデ ィシプ リン

(デ ー タ ベ ー ス ソ フ ト ウ ェ ア に

精 通)

デ ー タ 構 造 を 構 築 し、 入 力 し 、

操 作 す る た め の ソ フ ト ウ ェ ア

例:Access、sQLserver、

DB2、Oraole、Infbmix、Sybase

(イ ン フラア ー キテ クチ ャに 精

通)
ハ ー ドウェア/ソ フ トウェ ア構

成 お よび/も しくはネ ッ トワー

クの基 礎 とな る枠 組み と原 則

例;WindowsNr、UNIX、

Oraole
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知識 とスキル(続 き)
技術知識 とスキル

(ネ ッ トワー キ ング と コ ミュニ

ケー シ ョンに熟 達)

複 数の コン ピュー タ(ま た は他

の 「イ ンテ リジ ェン ト」 デバ イ

ス)の 間 のイ ン タラ ク シ ョン を

計画 お よび 管理 す る コ ンセ プ ト

と論 理

例:NctWare、windowsNT

(構造 化 レビ ュー に精 通)

テ クニ カル ダイ ア グ ラム 、実 施

計画 、 ビジネ スケー ス、 そ の他

の主 要 成果 物 の レ ビュー を含 む

構造 化 レ ビュー の方 法 と技 法

例:ピ ア レビ ュー 、正 式 なテ ク
ニ カル レ ビュー 、Faganイ ン ス

ペ ク シ ョン

(製品の評価 と選択に精通)

開発中のISソ リュー ション用の

最適な選択 を決定するための選

抜候補 リス トにあるIT製品 と規

定基準の分析比較

(ミ ドル ウ ェア に精 通)

オペ レー テ ィン グプ ラ ッ ト

フォー ム イ ンフ ラの 一 部 を構成

す る ソフ トウェ ア

例:ト ランザ クシ ョン処理 モ ニ

タ(CICSお よびIMS等)、

O句ectTPM、Enterpdse

JavaBeans(EJBs)、 非 同期 メ ッ

セー ジキ ュー イ ン グ

(ハ ー ドウェア構 成 に精 通)

プ ロセ ッサ の数 、 メモ リの量 、

外 部 イ ン タ フ ェー ス を含 む 、
ハー ドウェ ア構成 の決 定

その他の知識とスキル

(レポー ト作成手法に精通)

効果的な レポー トを作成す る方
法 と技術

(プレゼン技術に精通)
効果的なプ レゼンをす るための

方法 と技法

訓練要件 サー ビス デ リバ リ システム分析 と設計用の

ツール と方法

プ ロ ジ ェク トリー ダ シ ップ ソフ トウェア テ ス ト手 法 イ ン フ ラのハ ー ドウェア と

シ ステ ム ソフ トウェア

体 系的 レビ ュー

サ ー ビス デ リバ リプ ロセ ス:オ
ペ レー シ ョンス タ ッフの サ ポー

ト対象 とな るシ ステ ム、 製 品、

サー ビス、ハ ー ドウェア 、 ソフ

トウェア 環境

システ ム分析 と設計に使用 され

るツール と方法

要 求の 厳 しい プ ロ ジェ ク ト管理

任務 の準備 と して、'プロ ジェ ク

ト管理 の方 法 と リー ダ シ ップ ス

キル

すべ て の アプ リケー シ ョン コ ン

ポ ーネ ン トの ソフ トウェ アテ ス

ト(動 作 お よび 非動 作)を 計

画 、 実施 し、 ソフ トウ ェアが 指

定 の要 件 を充 足 して い るこ と を

検 証 し、エ ラー を是 正 す るた め

に使 用す るテ ス ト手法

組 織 のITイ ンフ ラ を構 成 す る
ハ ー ドウェ ア と システ ム ソフ ト

ウェ ア。 ハー ドウェア/ソ フ ト

ウェ アの 導入 を考 え る必 要 の あ

るイ ン フラ の機 能

あらゆる種類のプ ロジェク ト成

果品(た とえば、技術、品質お
よび管理に関す る成果品)を 対

象 とす る体系的 レビューの方法
と技法

構成管理
構成アイテムの変更を識別、記

録、管理することによ りITア

セソ トを管理する手続 きの策定

と運用

専門能力育成活動 広範なIS問題についての

知識の習得

管理能力の育成 職場外活動 職務 ローテ ー シ ョン と特別 任務 職場外学習 コ ミュニテ ィ活動

自習 、セ ミナ ー 出席 、特 別 学

習、 一時 的任 務 な どを通 じて 、

広 範 なIS問 題 につ いて知 識 の鮮

度 を高 め、維 持す る。

ビジネスと財務管理、変更管

理、戦略立案を含めて、組織の

全部または一部を管理す るため

に要求されるスキル と手法につ
いて訓練 を受け、実践 し、理解

を深める。 これには、職場内お

よび外 訓練が要求 され、場合に

よっては、MBAな ど該 当する

能力育成プ ログラムへの参加が
含まれる。

作業環境外部で、専門スキルを

育成す るのに、あるいは自分の

業務上 の役割 を新 しい視点であ
るいは深 く理解するのに役立っ

活動を実施す る。

IS内外で、一時的に他 の役割 一

とくに、自己の職務 にっいて新

しい視点を提供する役割、ある
いは環境や文化の異なる役割 一

を引き受ける。

た とえば 、 外国 語 コース な ど、

合 目的的 で は あ るが 、直 接 には

自己 の役 割 に関 係 しない テー マ

で 、 自習 し、 あ るい は夜 間 クラ

スや バ ケー シ ョンス クール に参

加 す る。

地域社会や市民行事に参加す
る。

代行 プ ロジ ェ ク ト任 務 相 談役 『 国際経験 専門家団体の活動への参加 パ ブ リケー シ ㌔ ン

監督者または管理者が休暇その
他の理由で不在時に一時的に代

行す る。

特定の問題に対処す るために設
置 されたプロジェク トチー ム、

作業ブループ、タスクフォー ス
に参加する。 グループが領域横

断的であれ ばなお さら有益であ
る。

仕事やキャリアの問題につ い
て、直接 の監督下にない人間の
相談を受け、相談、指導役 を務

める。

雇用主組織のために海外で専門

職務 を実施す る。

支部、専門家グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極的に参加す る。

専門誌、技術誌へ寄稿す る。

教育指導 規格/標 準と法律 雇用主組織について戦略的知識
の習得

自己の 専門 領域 で 、公 式 、非 公

式 に、 教師 、講 師 、 チ ュー

ター 、 コー チ と して教 育指 導 に

務 め る。

関連規格/標 準または法律の策

定、維持または監視 に責任を負

う作業グルー プ、委員会な どに

参加する。

雇用主組織 の経営をとりま くビ
ジネス(経 営)環 境、外部世界

との相対的な組織 の地位、方

針、方向について総合的に理解

を深める。

、
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資格 MBCS－ 英国 コン ピュー タ. Sun資 格 認 定 プ ロ グ ラム
.

学会会員

英 国 コ ンピ ュー タ学 会 SunMicrosystemsUK

(hUp:〃www.bos・ofg・ukOoinbcs・ht (http:/八….sun.co・uk/services/ed

m) ucati。naレce価cati・n/indcx.html)

情報システムエンジニア リング SunMicrosystcmsの 発 行 す る 資 格

公 認機 関(1㎡bmlationSystcms

EngineeringChartcredBody)の

専門資格

、
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(2)レ ベ ル6(ARCH6)一
職務の概要 指 定 され た ビジネ ス要 求 に応 えるISソ リュー シ ョ ンを構 成す る コンポ ー ネ ン トとイ ン タ フェー ス の完 全 セ ッ トを説 明す る システ ムア ー キテ ク チ ャ を体系 的 に開 発す る。

レベル の定義 レベル6

、

(自主性 、責任および権限)

管理者、IS専門家またはコンサ

ルタン トとして、定義 された活

動領域に全面的な責任を負 う。

(影響力)

雇用主組織 のIS業務 の領域に中

長期にわた り相当の影響力をも
つ。 自己の専門領域 に関す る方

針 の策定に影響を与 える。

(業務の複雑 さ)
予測不可能な業務、ルーチン外

の業務を含めて、幅広い技術お

よび/も しくは管理原則の創造

的適用を要求 され る、や りがい
のある広範多様 な業務 を実施す

(必須スキル)

多様 な技術領域 と状況で リーダ
シップ を発揮する。

主要 レポー トの作成、適切な
ツール と手法 を使ったプ レゼ ン

テーションの準備、組織 、実

(文脈 の な かで のIS)

自分の 専 門能 力 お よび/も し く

は プ ロ ジェ ク トで の責任 と雇用

主組 織 全 体 との 関係 を深 く理解

してい る こと を証明 す る。

運 用 製 品(opcrationalproduct)

(学習 と能力育成)
自ら率先 し、時間を作って、一

般技術能力と専門能力を常に最

新に維持 し、業界の動向に遅れ
ないようにする。

る。 施 、 ミーテ ィ ングや デ ィスカ ッ に触れ ることになるすべての人
ションでの指導的役割など、公 間 のニ ー ズ を考慮 して 、 自分 の
式 、非 公式 を問 わず 、 部下 、 同 専門領域の範囲内で技術 ソ
僚 、 ク ライ ア ン ト、 顧 客 との 間 リュー シ ョンを提 案 す る こ とが
で、口頭または文書による効果 で き る。
的 な コ ミュニ ケ ー シ ョン を証 明

す る。
、

バ ックグラウン ド要件 学歴その他教育 過去 の経験 事前の知識 とスキル

バ ック グラ ウン ド

おそらくは学位 レベルの教育 を システムアー キテクチ ャの役割 分析能力 と細心の注意 を実証 し

受けている。 あるいは専門資格
を取得 している。

一 レベ ル5で 熟 練 に到 達 してい

る。

ている。 システム開発 とサービ
スデ リバ リの全段階を広 く理解

してい る。対人スキル に優れて
い る 。

効果的に説得力をもって意思伝

達す る。戦略的事項について理
解 があ る。

タス ク 必須タスク

1.ビ ジネ ス要求 に 対応 して 、

機能 、 サー ビス品 質、 システ ム

管理 の 要求 のバ ラン スの とれ た

システ ム アー キテ クチ ャを確 保

す る こ とに全面 的 責任 を 引 き受

ける。

2.全 体的なシステム設計の責

任を引き受 ける。 システムアー

キテ クチャか らコンポーネ ン ト
仕様 を作成 し、詳細 な設計に変

えるまでの作業を指揮する。

3,シ ステ ムア ー キテ クチ ャ コ

ン ポー ネ ン トの選 択 の方 針 を設

定す る。

4,シ ステ ムア ー キテ クチ ャ、

ア プ リケー シ ョン開 発 、サ ー ビ

スデ リバ リ職 務 間の 設 計活 動 を

調整 し、一 貫 性 を確 保す る。

5.あ らゆ る レベル の連絡 先 と

効果 的 に コ ミュニ ケー シ ョンを

とる。 複数 部 門 か らの 混成 チー
ム とな る ケー ス も含 め て、 アー

キテ クチ ャ チー ム の作 業 を管理

す る。

6.現 行の実務慣行についての

十分な知識 と専門領域の動向に
ついての意識を維持する。関連

の新技術について最新情報 を維

持す る。

任意タスク

7.シ ステ ムアー キテ クチ ャ設 8.組 織 内 の シス テ ムア ー キテ

計手法の改善、ディシプ リンの クチャ戦略 の策定に協力す る。

促進 に寄与する。

知識 とスキル 行動 スキル

(概念的思考)

複雑 な問題や状況において、基

(顧客指向)

内部、外部顧客のニーズを理解

(書面での表現)

書面で効果的に意思を伝達す

本的な事柄を、もっと単純にあ し、行 動 を起 こす とき、 ま た は る。

るいは分かりやす く説明 され る 決定を下す ときに、そのニーズ

概念、モデルあるいは過去の経 に配慮する。

験に適正に関連づけることによ
り、理 解す る。
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知識 とスキル(続 き)
技術知識 とスキル

(オペ レー テ ィ ングイ ン フ ラの

エ キ スパー ト)

自組織 内で 使 用 され るISイ ン フ

ラ(ハ ー ドウェア 、デ ー タベ ー

ス、 オペ レー テ ィ ング システ

ム、LANな ど)に つ いて の知 識

(アプ リケー シ ョンシステムに

熟達)
特定ビジネス機能またはプロセ
スのサポー トに自動システムを

適用

例;ERP(基 幹業務パ ッケー

ジ)、 販売予測 、航空券予約、

油層モデ リング

(ア プ リケ ー シ ョン開 発方 法 、

技 法 、標 準 に熟 達)

体 系化 され たか た ちで ア プ リ

ケ ー シ ョン 開発 を促 進 す るた め

に 、組 織 化 され 文書 化 され た 手

法 の セ ッ ト

例:SSADM、DSDM、

0句cctory/UML

(構成 管 理 に熟 達)
ハ ー ドウェアデ バ イ ス 、 コン

ピュー タプ ログ ラム 、 ドキュ メ

ンテ ー シ ョン 、通 信 サー ビス 、

コン ピュー タセ ン タ機 能 を含 め

て 、 「構 成 ア イテ ム」 の変 更 管

理 をIT管 理者 に許容 す る こ とに

よ り、ITア セ ッ トの厳 密 な 管理

を提 供 す るデ ィ シプ リン

(イ ンフ ラア ー キテ ク チ ャに熟

達)
ハ ー ドウェア/ソ フ トウェ ア構

成 お よび/も しくは ネ ッ トワー

クの 基 礎 とな る枠 組 み と原則

例:WindowsNr、UNIX、

Oraclc

(ネ ッ トワー キ ン グ と通 信 に熟

達)

2台 以上 の コ ン ピュー タ(そ の

他 の 「イ ンテ リジ ェン ト」 デバ

イ ス)の 間 のイ ン タラ ク シ ョン

の 計画 と管理 の概 念 と論 理

例:NetWare、WindowsN「

技術知識とスキノレ
その他の知識 とスキル

(体 系的 レ ビュー に熟 達)

技術 ダイ ア グ ラム 、テ ス ト計

画 、 ビジネ ス ケー ス、 そ の他 重

要成 果 品 の レビ ュー を含 めて 、

体 系的 レ ビュー の 方法 と技法

例:ピ ア レビュー 、正 式 技術 レ

ビュー 、F・g・n検査

(製品の評価 と選定に熟達)

指定 した基準に照ら して簡略 リ
ス トに記述のIT製 品を分析比較

し、開発中のISソ リュー ション

に最適の選択 を決定

'

(ミ ドル ウェア に熟 達)

オペ レーテ ィン グプ ラ ッ ト

フ ォー ム イ ンフ ラの 一部 を構 成

す る ソ フ トウェ ア

例:ト ラン ザ クシ ョン処 理 モ ニ

タ(CICS、IMSな ど)、O句ect

TPM、EnterpriseJavaBcans

(EJB)、 非 同期 メ ッセ ー ジ

キ ューイ ン グな ど

(ハー ドウェア 構 成 に熟 達)

プ ロセ ッサ数 、 メモ リ容 量 、外

部 イ ン タ フェー スな ど、 ハー ド

ウェ ア構 成 の決 定

(プレゼ ンテー ション手法に熟

達)
効果的なプ レゼ ンテー ションを

実施す るための方法 と技法

(レポー ト作成手法に熟達)
効果的な レポー トを作成す る方

法 と技法

訓練要件 プロジェク ト計画 と管理 情報 システムの戦略立案 ビジネスプロセ ス改善の

先進手法

サー ビス管理標準/基 準 レポー ト作成 プ レゼ ンテ ー シ ョン スキル

プロジェク ト計画 と管理 の方法

と技法

明確に定義 されたオプ ションと
アクションプ ランを生成す る体

系的 な方法で組織の長期的 ビジ
ネス情報要件 を定義す るプロセ
スの心理学 と実用性

ビジネスプロセスの分析、モデ

リング、簡素化に関連す る、高

度に複雑なツール と手法'

1Tイ ンフラライブラリ、Bsi作

業標準 などのサー ビス管理標準

/基 準

簡潔で効果的なレポー トを作成

す るための方法、技法および標

準

正式、準正式な環境で、 口頭で

および ビジュアルにコミュニ

ケーションするための方法と技

法

専門能力育成活動

吟

広範なIS問題につ いての

知識の習得

規格/標 準 と法律についての
知識の習得

管理能力の育成 職場外活動 職務 ローテー ションと特別任務 職場外学習

自習 、セ ミナ ー 出席 、特 別 学

習 、一 時 的任務 な どを通 じて 、

広 範 なIS問 題 につ いて知 識 の鮮

度 を高 め、維 持 す る。

関連す る国内、国際規格/標 準

お よび法律にっいて知識 を習得
し、維持す る。

`

ビジネスと財務管理、変更管

理、戦略立案を含めて、組織の

全部または一部 を管理するため
に要求 されるスキルと手法につ

いて訓練 を受け、実践 し、理解

を深める。 これ には、職場内お

よび外訓練が要求 され 、場合に

よっては、MBAな ど該 当する

能力育成プログラムへの参加が

含まれ る。

作業環境外部で、専門スキルを

育成するのに、あるいは自分の
業務上の役割を新 しい視点であ

るいは深 く理解す るのに役立つ
活動 を実施す る。

IS内外で、一時的に他の役割 一

とくに、自己の職務について新
しい視点を提供す る役割、ある
いは環境や文化 の異なる役割 一

を引き受ける。

た とえ ば、外 国語 コー スな ど、

合 目的的 で はあ るが 、直 接 に は

自己の役 割 に関係 しな いテ ーマ

で 、 自習 し、 あ るいは夜 間 ク ラ

スや バ ケー シ ョンスク ール に参

加す る。

コ ミュニ テ ィ活動 プ ロ ジェ ク ト任務 相談役 国際経験 専門家団体の活動への参加
パブ リケー シ ョン

地域社会や市民行事に参加す
る。

特定の問題 に対処するために設

置 されたプ ロジェク トチーム、

作業ブループ、タスクフォース
に参加す る。グループが領域横

断的であればなお さら有益であ
る。

仕事やキャリアの問題にっい
て、直接 の監督下にない人間の

相談を受 け、相談、指導役 を務
める。

雇用主組織のために海外で専門

職務 を実施する。

支部、専門家グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極的に参加する。

専門誌、技術誌へ寄稿す る。



専門能力育成活動(続 き) 教育指導 規格/標 準と法律 雇用主組織 について

戦略的知識の習得

自己の専 門領 域 で 、公 式 、非 公

式 に、教 師 、講 師 、チ ュー

ター 、 コー チ と して教 育指 導 に

務 める。

関連規格/標 準または法律の策
定、維持 または監視に責任 を負

う作業グループ、委員会などに
参加する。

雇用‡組織の経営を とりまくビ
ジネス(経 営)環 境 、外部世界

との相対的な組織の地位、方

針、方向について総合的に理解

を深める。

資格 MBCS－ 英 国 コ ン ピュー タ

学 会会 員

Sun資 格認 定プ ログラム

英 国 コ ン ピ ュー タ 学 会

(http:〃ww.bcs.orguk40inbcs・ht

m)

情 報 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア リ ン グ

公 認 機 関(1皿fbrmationSystems

Eng血ecringChartcredBody)の

葦匡門 瞥 格

S㎜Mi。rosystemsUK

(hnp://www.sun・co・uk/services/ed

uc就lona1/ce由6catio〆indexh㎞1)

SunMicrosystemsの 発 行 す る 資 格

r
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(3)レ ベル7(ARCH7)

職務の概要 指定 された 。ジネ。要求に応 えるlsソ リ。一シ ・ンを構成す・・ンポーネ・ ・とイ・… 一スの完全セ ・ ・を糊 す ・シ・テムアー キテクチ ・を体紬1こ 開発す る・システムアーキテクチャ

の構築に向けてイ ンフラコンポーネン トを仕様化 し、製品選定 し、設計す る。

レベルの定義
レ ベ ノレ7

(自主性、責任お よび権限)

職務管理者、IS専門家または上

級 コンサル タン トとして、全面

的な専門責任 を負 う。すべての

意思決定に全面的な説明責任を
負 う。

(影響力)

雇用主組織の収益性または運用

効率に相 当の影響力をもっ。方
針 の策定に相当の影響 を与 え
る。

(業務 の複雑 さ)
戦略的意思決定お よび/も しく
は資源の大規模展開を含めて、

主にルーチ ン外の業務 を実施す
る。

(必須 ス キル)
コ ミュニ ケー シ ョン、 部 下 の指

導 と動機 づ け、財 務 計 画 と統

制 、品 質 管理 、 リス ク分析 、

ター ゲ ッ トの達成 な ど、 管理 お

よび リー ダ シ ップ の重 要領 域 で

能 力 を発揮 す る。

(文脈のなかでのls)

ISについて、お よび自分の組織

と他組織の両方でのIS活用にっ

いて幅広い知識を証明す る。

(学習 と能力育成)
自ら率先 し、自身 と部下のスキ

ルを常に最新に維持 し、IS業界

の動 向に遅れないよ うにす る。

バ ックグラウン ド要件 学歴 その他

教育バ ックグラ ウン ド

過 去の経験 事前の知識 とスキル

おそ らくは学位 レベルの教育を

受けてい る。 あるいは専門資格
を取得 している。

システムアーキテクチャの役割
一レベル6で 熟練に到達 してい

る。

分析能力と細心の注意 を実証 し
ている。 システム開発 とサー ビ
スデ リバ リの全段階を広 く理解

している。対人スキル に優れて
いる。

効果的に意思伝達 し、 ビジネス
プ ロセスに大 きな影響を与 える

IS関連 の決定を下す能力があ

る。

タ ス ク
必須 タスク

任意 タスク

L複 雑なシステ ムまたは全社

規模のシステム全体のシステム

アーキテクチャの開発を指揮す
る。

2.仕 様化および設計作業を確

実に し、SLA(サ ービスレベル

アグ リー メン ト)そ の他のサー
ビス保証の作成作業に支援す

る。

3.重 要組織のシステムアーキ

テ クチャ構築に使 用される戦略

と方法に責任 を引き受ける。

4.ア ーキテクチャチームの作

業 を管理する。上級IT管理者、

経営管理者 と説得力をもって意

思伝達す る。

5,シ ステ ムアー キテ クチ ャで

使 用 す るた め に新 しい手 法 を開

発 す る。 幅 広 いITコ ミュニ テ ィ

内で ア ー キテ クチ ャデ ィ シプ リ

ン を促進 す る。

6.い ずれか⇔ の組織 内でシス

テ ムアーキテ クチャ機能 を管理

または調整す る。

知識 とスキル
行動スキル

(計画立案 と組織化)

予想 される問題を考慮 した うえ
で、アクションの道筋を、小 さ

なステップに分解 し、各 ステ ッ

プを計画 し資源を手 当てす るこ

とによ り、決定す る。

(意思決定)
状況のニーズ、優先事項 、制

約、必要 な情報 の利用可能性を

考慮に入れた うえで、適切な タ
イミングで決定を下す。

(創造性)

斬新なアプ ローチで問題解決に
臨み、画期的、創造的な ソ

リューシ ョンを考案す る。

(書面での表現)

書面で効果的に意思を伝達す
る。

(影響力と説得力)

直接の命令、指揮系統のないと
きに、他者に影響力を及ぼ し説

得 して、具体的な行動をとらせ

る。

技術知識 とスキル

(ア プ リケ ー シ ョン システ ムの

エ キスパ ー ト)

特定 ビジネ ス機 能 また は プ ロセ
ス のサ ポー トに 自動 システ ムを

適用

例:ERP(基 幹 業務 パ ッケー

ジ)、 販 売 予測 、航 空 券予 約 、

油層 モデ リン グ

(オ ペ レー テ ィン グイ ン フ ラの
エキ ス パー ト)

自組 織 内 で使 用 され るISイ ン フ

ラ(ハ ー ドウ ェア、 デ ー タベ ー

ス、 オ ペ レー テ ィン グ システ

ム、LANな ど)に つ い て の知 識

(ア プ リケー シ ョン開発 方法 、

技法 、標 準 に 熟達)

体系 化 され た かた ち でア プ リ

ケ ー シ ョン開 発 を促 進す るた め

に 、組 織化 され文 書 化 され た手

法 のセ ッ ト

例:SSADM、DSDM、

Ohlectory/UML

(構成 管理 に 熟 達)
ハ ー ドウェア デ バイ ス 、 コ ン

ピュー タプ ロ グラ ム、 ドキ ュ メ

ンテー シ ョン、 通信 サ ー ビス、

コン ピ ュー タセ ン タ機 能 を含 め

て 、 「構 成ア イ テ ム」 の 変更 管

理 をIT管 理 者 に許 容す る こ とに

よ り、ITア セ ッ トの厳 密 な管理

を提供 す るデ ィ シプ リン

(ネ ッ トワー キン グ と通信 に熟

達)

2台 以 上 の コ ン ピュー タ(そ の

他 の 「イ ンテ リ ジェ ン ト」 デ バ

イ ス)の 間 のイ ン タ ラク シ ョン

の 計画 と管理 の概念 と論理

例:NctWarc、WindowsNT

その他 の知識 とスキル

(プレゼ ンテー ション手法に熟
達)

効果的なプレゼ ンテーションを

実施する方法 と技法

(カスタマサー ビス手法に精
通)

製品とサー ビスの提供 に際 し
て、顧客の実際の明示 された
ニーズが十分に考慮 され るよう

にす るための手法

(プロジェク ト計画および管理
手法に精通)

プ ロジェク トの計画 と進捗監視

に関連す る手法

例:製 品/作 業分類構造、クリ
テ ィカルパス分析、達成価値

(プロジェク ト管理 を把握)
プロジェク トの立ち上げか ら実

施まで、効果的管理のための原
則、方法、技法、ツール

例:PR囚CE
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訓練要件 将来の使用のための プ ロ ジ ェク ト管 理 カ スタマ ケ ア

ハー ドウエアお よび

ソフ トウェア製 品

組 織 に とっ て使 用す る 可能 性 の

あ る ソフ トウェ ア 、ハー ドウェ

ア製 品ま た は ソ リュー シ ョン

ISプ ロジ ェ ク ト管理 の た めの 計

画 立案 、 リス ク管 理 、 プ ロ ジェ

ク ト変更 管 理 、構 成 管理 、 財務

管理 、 ス タ ッフ選 定 な どの ス キ

製品 とサー ビスの提供に際 し
て、顧客の実際のニーズ と認識

上のニーズが確実に考慮 される
よ うにす るための手法

・

、

ノレ

専門能力育成活動 広範なIS問題についての

知識 の習得

規格/標 準と法律についての
知識の習得

管理全般 職場外活動 職場外学習 コ ミュニテ ィ活 動

自習、セ ミナー出席、特別学

習、一時的任務な どを通 じて、

広範なIS問題について知識 の鮮

度を高め、維持する。

関連する国内、国際規格/標 準
お よび法律にっいて知識 を習得

し、維持す る。

部 門 の また はIS全 体 の職 務 に責

任 を引 き受 け る こ とがで き る よ

うに、効 果 的 な コ ミュニ ケー

シ ョン 、 リー ダ シ ップの ス タイ

ル とス キル 、チ ー ム編 成 とチ ー

ム の役割 、 動機 づ け と権 限委

作業環境外部で、専門スキル を
育成するのに、あるいは自分の

業務上の役割 を新 しい視点であ
るいは深 く理解するのに役立っ

活動を実施す る。

た と えば、 外 国語 コー スな ど、

合 目的的 で は あ るが 、直 接 に は

自 己の役 割 に 関係 しない テ ーマ

で、 自習 し、 あ るい は夜 間 ク ラ

スや バ ケー シ ョン スクー ル に参

加 す る。

地域社会や市民行事に参加す
る。

任 、計画立案と資源スケジュー
リング、影響力 の行使、説得お

よぴ交渉など、管理スキル全般
について継続的な訓練を実施す

る。

プ ロジ ェ ク ト任務 相談役 国際経験 専門家団体の活動への参加
パ ブ リケー シ ョン 教育指導

特定の問題に対処するために設

置されたプロジェク トチーム、
作業グループ、タスクフォース
に参加する。 グループが領域横

仕事や キャ リアの問題 につい
て、直接の監督下にない人間の

相談を受け、相談、指導役を務
める。

雇用主組織 のために海外で専門

職務を実施す る。

支部、専門家 グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極 的に参加す る。

専門誌、技術誌へ寄稿す る。

一

自己 の専 門領域 で 、公 式 、非公

式 に 、教 師、講 師 、チ ュー

ター 、 コーチ と して教 育指 導 に

務 め る。

断的であればなお さら有益であ

る 。

規格/標 準と法律 雇用主組織について
'

戦略的知識 の習得

関連規格/標 準または法律の策 雇用主組織の経営 をとりま くビ

定、維持または監視に責任を負 ジネス(経 営)環 境、外部世界

う作 業 グルー プ 、委 員会 な どに

参加 す る。'

との相対的な組織の地位、方

針、方 向にっいて総合的に理解

'

を深 め る。

資格 MBCS－ 英 国 コ ンピ ュー タ Sun資 格認 定 プ ログ ラム

学会会 員

英国 コン ピュー タ学会 SunMicr・systemsUK

(http://www.bcs.org・uk石oinbcs・ht (http://www.sun.c・ ・uk/sewices/cd

m) ucational/certification/index.ht皿1)

情報 システムエンジニア リング SunMicrosystemsの 発 行 す る 資 格

公 認 機 関(1㎡brmati・nSystems

EngineeringCharteredBody)の

専門資格

ISMYノ ース3.2
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(1)レ ベ ル2(DESN2)一
職務の概要 定義 されたビジネ スニーズに対応す るISソ リュー ションを仕様化 し、設計する

レベルの定義
レベ ノレ2

(自主性、責任お よび権限)

監督付 きの環境で作業 し、頻繁
なレビューを受ける。

(影響力)

自身の活動 には相当の自主性 を
与えられている。監督責任、プ
ロジェク トの技術的責任 を割 り

当て られ ることはほ とんどな
い。

(業務の複雑 さ)
複雑でルーチン外の文脈を含 め
て、広範多様な文脈で幅広 くさ

まざまな作業を実施す る。

(必須スキル)

引き受けたすべての仕事 に体系
的で、秩序立った、分析的なア
プローチで臨む。

適切な方法、手続 き、ツール、

機器、標準を効果的に使 用 し、
ごくまれには他者 を参考に し、

(文脈 のなかでのls)

自身の専門外 の幅広 いIS分野に

基本的理解があり、自身の役割
と他のISの役割 および雇用主組

織全体 との関係 を把握 してい
る。

(学習と能力育成)

新 しい技術情報を速やかに吸収
し、必要に応 じて適用すること
ができる。

限 られた時間枠のなかで 自分の
仕 事 を計 画 し、 ス ケ ジ ュール を 「

立 て 、監視 す る こ とが で き る。

すべてのルーチ ン活動 と連絡に

関 して、 口頭、書面で効果 的な
コ ミュニ ケ ー シ ョン能 力 を 発揮

す る。

バ ックグラウン ド要件 学歴その他

教育バ ックグラウン ド

過去の経験 事前の知識 とスキル

おそ らくは学位 レベルの教育を

受 けてい る。

システ ム開発 と保守 の職務のレ
ベル1で 熟練 に到達 している。

分析能力と細心の注意 を実証 し
ている。営業上の制約の重要性

を理解 している。

タス ク
必須タスク

.任 意 タ スク

1.単 独 で、 単純 な シス テ ムお よ

び既 存 シ ステム の変 更 に取 り組

み 、あ るい は同 僚 と協 力 して 、

もっ と複 雑 な シス テ ムに取 り組

み 、ユ ーザ/イ ンタ フ ェー スー

メニ ュー、 ス ク リー ンダ イ ア ロ

グ、入 力 、 レポー ト、バ リデ ー

シ ョン とエ ラー 是 正手 続 き 、処

理 規則 な ど一を仕 様化 す る

S/NVQUnit:313ソ フ トウェア

仕 様化 に 寄与す る。

2.タ ー ゲ ッ ト環 境 、 パ フォ ーマ

ンス要 件 、既 存 シス テ ム を考慮

した うえで 、論 理 設 計 を物 理設

計 に変 換 す る↓ 詳 細設 計 一物理

デ ー タ フ ロー 、 フ ァイル レイ ア

ウ ト、共 通ル ー チ ン とユ ー テ ィ

リテ ィ、プ ログ ラム 仕様 ま た は

プ ロ トタイ プ 、 バ ック ア ップ 、

リカ バ リ、 再 起動 プ ロシー ジャ

な ど 一を作 成 す る

S/NVQUn":321デ ー タを分 析

し、 デ ー タ構 造 を設 計 す る。

3.必 要 な場 合 は プ ロ トタイ プ作

成 ツー ル を含 めて 、 要求 され る

基準 、方 法 、ツー ル を使 って 、

す べ ての 作業 を文 書 化す る。

4.プ ロセ ス、 オ ブ ジェ ク ト、

デー タフ ロー 、入 力 、格 納 デ ー

タ 、出 力 な どを明 確 にす る論理

システ ム設 計 を作 成 す る。 共 通

プ ロセ ス を識別 す る。

5.適 宜 、デ ー タ分析 担 当者 と協

力 して 、 システ ム オ ブ ジェ ク ト

/デ ー タモ デル を作成 、更 新

し、 コー ポ レー トモデ ル と相 関

させ る

s/NVQUnit:321デ ー タを 分析

し、 デー タ構 造 を設計 す る。

6.適 宜 、デ ー タベー ス設 計 担 当

者 、デー タベー ス管 理 担 当者 と

協力 して、 オ ブジ ェ ク ト&デ ー

タモデル を設 計 上 の制約 に 沿 っ

て適 切 なDBス キマ に翻訳 す る

s/NVQUnit:321デ ー タ を分 析

し、デ ー タ構 造 を設 計す る。

、

任意タスク

7.完成 システムの適正動作を検

証するテス ト計画 を構成、解

釈、実行す る
s/NVQUnitl316シ ス テ ム テ ス

トを実施す る
SNVQUnit=328ソ フ ト ウ ェ ア

システ ムテ ス トを実施 す る。 ・
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知識 とスキル

、

行動スキル

(分析的思考)
問題や状況を、個々の構成部分

に体系的に細分化 し、各部分間
の関係を明確にすることによ

り、理解する。

(数量的思考)
問題 や状況に関連するメ トリク
ス、その意味 と関連性 について

理解 し、ソリュー ションを識別

す るため必要に応 じてメ トリク
スを取 り扱 うことができる。

(情報収集)
問題または状況を理解するのに

必要 な情報 と入手可能な情報 の
ギャップを識別 し、そのギャソ
プを埋めるための手段 を工夫す

る。

(細心の注意)
実施 したすべての タスクに品質
基準を適用 し、なにも見過ご し

ていないことを確認す る。

(チー ム ワー ク)

チー ム ワー クの 手法 の 訓練 を受

け 、実 践練 習 す る。 基 本概 念 に

つ いて 理解 す る。

A

技術知識 とスキル

(アプ リケーションシステムに
精通)

特定ビジネス機能またはプロセ
スのサポー トに自動 システ ムを

適用

例:ERP(基 幹業務パ ッケー
ジ)、 販売予測、航空券予約、

油層モデ リング

(ア プ リケ ー シ ョン 開発 方 法 、

技 法 、標 準 に精 通)

体 系化 され た かた ち で アプ リ

ケー シ ョン 開発 を促進 す るた め

に、組 織 化 され 文 書化 され た手

法 のセ ッ ト

例:SSADM、DSDM、

O句ectory/UML

(ア プ リケー シ ョン開発 ツー ル

に精 通)

開発 プ ロセ スを 自動化 す るまた

は一 部 を支 援す る ソフ トウェア

ツー ル

例:OracleDevoloper2000、

BusinessOhjec匂 、Select

(社内、業界、専門家基準に精

通)
IS実務者 の現在 の役割に関連す

る標準/基 準

例:部 門のプログラ ミング標

準、ヘルプデスク手続 き、社内
品質管理 システム、ITイ ンフラ

ライブラリ、TicklT

(デー タベ ー ス ソフ トウェア を

把握)

デー タ構造 を構 築 し、入 力 し、

操作 す るた めの ソフ トウェア

例:Access、SQLServcr、

DB2、Ora。1e、1㎡bmix、Syb{岱c

その他の知識 とスキル

(情報収集技術に精通)
必要な情報および利用可能な情

報 ソースに適 した情報収集方
法、ツール、技法の選択 と適用

例:文 脈に即 した調査、フォー
カスグループ、体系的なインタ
ビュー、アンケー ト、観察、統

計分析

(品質管理に精通)
雇用主組織内の品質管理 システ
ムまたは方法

訓練要件 プログラム設計の方法 と
ツール

ア プ リケー シ ョン 開発 ツ ール システム分析 と設計用の

ツール と方法

データ管理 の概要 通信 とネ ッ トワーキングの
概要

体系 的 レビュー

プログラミングまたはシステム

開発の方法(た とえば、構造化
プログラム設計)

開発プ ロセスのいずれかの部分

を自動化または支援す るソフ ト

ウェアツール

システム分析 と設計に使用 され
るツール と方法

デー タ管理の概念 と手法 通信技術の概念 と手法 あ らゆる種類のプ ロジェク ト成

果品(た とえば、技術、品質お
よび管理に関す る成果品)を 対

象 とする体系的レビューの方法
と技法

情報とデー タのモデ リング

組織内の構造、関係、情報使用
を文書化 し理解す るための手法

専門能力育成活動 雇用主組織についての
知識の習得

周辺技術領域についての
知識の習得

「調査」任務 時間管理 チ ー ム ワー ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

雇用主組織、そのビジネ ス、構
造、オペ レー ション、用語法に
っいて基本的な知識を習得す

る。

自身の職務外の、雇用主組織 の

IS活動 について の知識

自身の正規の責任に属 さない ト
ピックについて調査 し、結果を

同僚に発表する。

自身の活動 を計画、組織す る訓

練を受 け、実践練習する。

チームワー クの手法の訓練を受

け、実践練習する。基本概念 に
ついて理解する。

レポ ー ト作成 とプ レゼ ンテー

シ ョン を含 めて 、 口頭 お よび 書

面 に よ る コ ミュ ニケ ー シ ョンの

訓 練 を受 け 、実践 練習 す る。

グループ活動への参加 職場外活動 職場外学習 専門家団体の活動への参加

作業環境内外で、対人スキルの
育成に役立つ グループ活動に参
加する。

作業環境外部で、専門スキル を

育成す るのに、あるいは自分の
業務上の役割 を新 しい視点であ
るいは深 く理解するのに役立つ

活動 を実施す る。

た とえば 、外国 語 コー ス な ど、

合 目的 的で は あ るが 、直接 には

自己の役 割 に 関係 しない テー マ

で 、 自習 し、 あ るい は夜 間 クラ

スや バ ケー シ ョンス クー ル に参

加す る。

専 門家 団 体 の主催 す る会議 、 セ

ミナー 、 ワー クシ ョップ に参 加

し、機 関 紙 、会 報 を読 む。



資格 AMBCS－ 英国 コン ピ ュー タ

学 会準 会 員

システム分析設計の履修証明 MCSD-Microsoft

認 定 ソ リ ュ ー シ ョ ン

デ ベ ロ ツ パ

一

英 国 コン ピ ュー タ学会 情報システム検査委員会 MicrosoR

(h就p://www.bcs.org・uk石ombos・ht (lnfbmati・nSystems (http://www.microso住com/皿cp/

m) ExaminationBoard) mkt〆 ・h・ice・.h㎞)

情報システムエンジニア リング (http:〃www.bcs.or9・uk/iseb/portf MicrosoRWindowsオ ペ レー テ ィ

公 認 機 関(InfbmlationSystems o.h㎞) ン グシ ステ ム とア プ リケー シ ョ

EngineeringChaれeredBody)の 情報 システ ム検査委員会の交付 ン開発 が対象

専門資格 す る資格

ー
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〔2)レ ベ ル3(DESN3)

ー

お
ω

ー

一
職務の概要 定義 された ビジネスニーズに対応するISソ リューシ ョンを仕様化 し、設計する

レベル の定義
レベ ル3

(自主性 、責任および権限)

明確に定義 された説明責任 の枠
組みのなかで、一般的な指示を

受けて、作業に従事する。

(影響力)

場合に応 じて、経験の少ない同
僚に助言 とガイ ダンスを提供
し、監督の要素 を引き受 けるこ

ともある。

(業務の複雑 さ)
多様な文脈で幅広 く複雑な技

術 、専門業務を実施す る。

(必須 スキル)

問題解決に体系的で、秩序立っ

た、分析的なアプ ローチで臨
む。

設定 されたすべてのターゲ ッ ト
セ ッ トを達成す るために、適切

な方法、手続 き、ツール、機

器、標準 を選択 し、効果的に使
用 し、自分の仕事 を計画 し、管

理することがで きる。

公式、非公式の状況で、 口頭、

書面によ り効果的なコ ミュニ

ケーシ ョン能力 を発揮す る。

(文脈のなかでのls)

自身の専門外の幅広いIS分野に

十分な理解があ り、自身の役割

と他のISの役割および雇用主ま

たはクライア ン トのビジネス活

動との関係 を把握 している。

(学習と能力育成)

新 しい技術情報を速やかに吸収
し、必要に応 じて適用す ること

がで きる。

バ ックグラウン ド要件 学歴その他教育
バ ックグラウン ド

過去の経験 事前の知識 とスキル

おそ らくは学位 レベル の教育を

受けてい る。

システム開発 と保守の職務の レ
ベル2で熟練に到達 している。

分析能力 と細心の注意を実証 し
ている。営業上の制約の重要性

を理解 している。

ISの概念 と実務にっいて、とく

にシステム開発 のライフサイク

ルに関連 して 自分 の組織 内部で

使用される概念 と実務にっい
て、十分に理解 している。

タ ス ク 必須 タスク

1.単 独 で 単純 な シ ステ ムに 取 り

組み 、 あ るいは 同僚 と協 力 して

もっ と複 雑 な システ ム に取 り組

み、 目的 、範 囲 、制約(パ

フ ォーマ ンス、 資源 そ の他)、

ハー ドウ ェア 、 ネ ッ トワー ク 、

ソフ トウェ ア環境 、主要 システ

ム機 能 と情報 フ ロー 、デ ー タ負

荷 と構 築 戦略 、 開発 の フ ェー ジ
ン グ、未 充足 要 求 、考慮 対 象 の

代替 オ プ シ ョンな どを取 り扱 う

ア ウ トライ ン システ ム仕 様 を 作

成す る。

2.単 独 でや や 複 雑 な シ ステ ムお

よび 既 存 シ ステ ム の変 更 に取 り

組み 、 あ るい は 同僚 と協 力 して
一段 と複雑 な システ ムに 取 り組

み 、ユ ー ザ/イ ン タ フ ェー ス ー

メ ニ ュー 、 ス ク リー ン ダイ ア ロ

グ 、入 力 、 レポ ー ト、バ リデ ー

シ ョン とエ ラー 是 正手 続 き 、処

理規 則 、 ア クセ ス 、セ キュ リ

テ ィと監 査 コ ン トロー ル 、 リカ

バ リル ー チ ン 、緊急 事 態 手続 き

な ど一 を仕様 化 す る。

3.タ ー ゲ ッ ト環 境 、パ フ ォー マ

ン ス要件 、既 存 システ ム を考慮

した うえで 、論 理設 計 を物 理 設

計 に 変換 す る。 詳細 設 計 一物理

デ ー タ フ ロー、 フ ァイル レイ ア

ウ ト、共 通 ルー チ ン とユー テ ィ

リテ ィ、プ ログ ラム仕 様 また は

プ ロ トタイ プ 、バ ックア ップ 、

リカバ リ、 再起 動 プ ロ シー ジャ

な ど一 を作 成す る。

4.必要な場合はプロ トタイプ作

成ツールを含めて、要求される

基準、方法、ツールを使 って、
すべての作業を文書化す る。

任意 タスク

5.プ ロセ ス、 オブ ジ ェ ク ト、

デー タフ ロー 、入 力、 格納 デ ー

タ、出 力 な どを明確 にす る論 理

システ ム設 計 を作 成す る。 共 通

プ ロセ ス を識 別 す る。

6.適 宜 、デ ー タ分 析 担 当者 と協

力 して 、 シス テ ムオ ブ ジ ェ ク ト

/デ ー タモ デル を作 成 、更 新

し、 コーポ レー トモ デル と相 関

させ る。

7.適 宜 、デ ー タベ ー ス設 計担 当

者 、デ ー タベ ー ス管 理担 当者 と

協 力 して 、 オブ ジ ェク ト&デ ー
タモデ ル を設 計上 の 制約 に 沿 っ

て 適切 なDBス キマ に翻 訳 す

る。

8.完 成 シ ステ ムの適 正 動 作 を検

証 す るテ ス ト計 画 を構 成 、解

釈 、 実行 す る

s…QUnit:403ソ フ トウェ ア

テス トと導入 を管 理す る

S/NVQUnit:407シ ス テ ム導入

とテ ス トを管理 す る。

9.設 計 決 定 を反映 させ るた め 、

費用 便 益 分析 、 リス ク分析 、 開

発 計 画 更新 す る、 また は入 力 を

提 供 す る

S/NVQUnit:404ソ フ トウェア

仕様 の作成 を管理 す る。,
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知識 とスキル
行動スキル

(分析的思考)

問題や状況を、個々の構成部分

に体系的に細分化 し、各部分間
の関係を明確 にすることによ

り、理解する。

(概念的思考)

複雑な問題や状況にお いて、基

本的な事柄を、もっと単純にあ
るいは分か りやす く説 明される

概念、モデルあるいは過去の経
験に適正に関連づ けることに よ

(情報収集)
問題 または状況を理解す るのに

必要な情報 と入手可能な情報の
ギャ ップを識別 し、そのギャッ

プを埋 めるた めの手段を工夫す

る。、

(創造性)

斬新 なアプローチで問題解決に
臨み、画期的、創造的な ソ

リュー ションを考案する。

(組織 にっいての意識)
自社、顧客およびサプライヤの

組織の階層 と文化 を理解 し、意

思決定者お よび影響力をもつ人
間がだれか識別す ることができ

る。

(チー ム ワー ク)

他 人 と(競 争 では な く)協 調 し

て 、共 通 目標 の達成 に 努 め る。

り、理 解 す る。

技術知識とス キル

(アプリケーションシステムに
熟達)

特定ビジネ ス機能またはプ ロセ
スのサポー トに自動システムを

適用
例:ERP(基 幹業務パッケー

ジ)、 販売予測、航空券予約、

油層モデ リング

(ア プ リケー シ ョン開発 方 法 、

技 法 、標 準 に 熟 達)

体系化 され た か た ちで ア プ リ

ケー シ ョン開 発 を促 進 す るた め

に 、組織 化 され 文 書化 された 手

法 のセ ッ ト

例lSSADM、DSDM、

O句ectory/UML

(デ ー タ ベ ー ス ソ フ トウ ェ ア に

熟 達)

デ ー タ 構 造 を 構 築 し 、 入 力 し、

操 作 す る た め の ソ フ トウ ェ ア

例:Acccss、SQLServer、

DB2、Oracle、Infbnnb【 、Sybase

(ア プ リケ ー シ ョン 開発 ツ ール

に精 通)

開 発 プ ロセ ス を 自動 化 す るまた

は一 部 を支援 す る ソフ トウェア

ツー ル'

例=OracleDeveloper2000、

B面nessO句ec白 、Select

(社内、業界、専門家基準に精
通)
IS実務者の現在の役割に関連す

る標準/基 準

例:部 門のプログラ ミング標

準、ヘルプデ スク手続き、社内

品質管理システム、ITイ ンフラ

ライブラリ、TicklT

(オペ レーテ ィン グイ ンフ ラ に

精 通)

自組織 内で使 用 され るISイ ン フ

ラ(ハ ー ドウェア、 デー タベー

ス、 オペ レー テ ィ ング シス テ

ム、LANな ど)に つ いて の知 識

その他の知識 とスキル

(情報収集技術に熟達) (品質管理に精通)

必要な情報および利用可能 な情 雇用主組織内の品質管理 システ
一

報 ソースに適 した情報収集方 ムまたは方法

法 、ツ ール 、技 法 の選 択 と適 用

例:文 脈 に即 した 調査 、 フ ォー

カスグループ、体系的なインタ
ビ ュー 、 ア ン ケ ー ト、 観 察 、 統

計分析

訓練要件 商業および ビジネ ス実務慣行 アプ リケー シ ョン領 域 アプ リケー シ ョン開発 ツール システ ム分析 と設計用の
ツール と方法

品質管理 デ ー タベ ー ス ソフ トウ ェア

とくに雇用主組織 の活動 に関 し
て、商業および産業の ビジネス

実務慣行 と用語法

専門アプ リケー ション領域を中
心 とす る、雇用主組織 の構造、
ビジネ スお よび方法

開発プ ロセスのいずれかの部分
を 自動化 または支援す るソフ ト

ウェアツール

システム分析 と設計に使用 され

るツール と方法

品質 システム、マニ ュアル、手

続きお よび計画の原則 と適正実
務慣行。品質保証 と審査。外部

品質基準。総合品質管理

物 理 デー タ構 造 とデ ー タベー ス
の構 築 、入 力、操 作 用 、お よび

デー タの格納 、配 布 、 ウ ェアハ

ウジ ング、 マイ ニ ン グ用 ソフ ト

(TQM)と 欧州品質管理卓越 ウェア のオ ペ レー シ ョン と活 用

性 モデ ル フ ァ ウンデー シ ョン
'

(TotalQualityManagementand

EuropeanFoundationfbrQuality

ManagementExcellenceModel)

専門能力育成活動 「調査」任務 ISの概念 と手法についての

知識のi盤

交渉 と影響力の行使 チー ムの リー ダ シ ップ 職場外活動 職務 ローテー ションと

特別任務

自身の正規の責任に属 さない ト
ピックについて調査 し、結果 を

同僚に発表する。

自身の職務外のIS概念 と手法に

っいて学習 し、訓練 を受け、可

能なら実践練習する。

他者 と交渉 し影響力を行使する
ための訓練 を受 け、実践練習す

る。

動機 づ け、指 導 、権 限 委譲 、 評

価 、 カ ウ ンセ リング、 育成 な

ど、 チー ム の リー ダ と して の ス

キル を訓 練 し実 践練 習 す る。

作業環境外部で、専門スキル を
育成するのに、あるいは自分の

業務上の役割を新 しい視点であ
るいは深く理解す るのに役立つ

IS内外で、一時的に他の役割 一

とくに、 自己の職務について新
しい視点を提供す る役割、ある
いは環境や文化の異なる役割 一

活動 を実施す る。 を引 き受 け る。
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専門能力育成活動(続 き) 職場外学習 コ ミュニ テ ィ活 動 代行 専門家団体の活動への参加 パ ブ リケー シ ョン 教育指導

た とえば 、外 国語 コー スな ど、

合 目的 的 では あ るが 、直 接 には

自己 の役割 に 関係 しない テ ーマ

で 、 自習 し、 あ るい は夜 間 ク ラ

スや バ ケー シ ョンス クール に参

加す る。

地域社会や市民行事に参加す

る。

監督者または管理者が休暇その

他の理由で不在時に一時的に代

行す る。

支部、専門家グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極的に参加す る。

専門誌、技術誌へ寄稿する。
`

自己の専 門 領域 で 、公 式 、非公

式 に、教 師 、講 師 、チ ュー

ター 、 コー チ と して教 育指 導 に

務 め る。

雇用主組織の活動についての
知識の習得

雇用主組織の実施す る商業、事

務お よび/も しくは産業活動に
ついての理解を深める。

資 格' AMBCS－ 英国 コン ピ ュー タ

学 会 準会 具

MCSD-Mi。rosoR認 定

ソ リュー シ ョンデ ベ ロッパ

SSADM4+の 履 修証 明 迅速アプ リケーション開発の

履修証明

英 国 コ ン ピ ュー タ 学 会

(http://wwvv.bcs.org・uk60inbcs・ht

m)

情 報 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア リ ン グ

公 認 機 関(lnlbmationSystems

EngineedngCharteredBody)の

専 門 資 格

MicrosoR

(httpl〃www.microsoR・com/mcp/

mkt〆ch・i・ ・s.h㎞)

MicrosoRWindowsオ ペ レー テ ィ

ン グ シ ス テ ム と ア プ リ ケ ー シ ョ

ン 開 発 が 対 象

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(h曲mati・nSystc【 ㎜

ExaminationBoard)

(http:〃www.bcs.org.uk/iseb/portf

o,h㎞)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

〆

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(1㎡bmati・nSystems

ExaminationBoard)

(http:〃ww.bcs.org.uk/iseb/porぱ

o.htm)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格
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(3)レ ベル4(DESN4)

職務の概要 定義された ビジネスニーズに対応す るISソ リューシ ョンを仕様化 し、設計す る

レベルの定義
レベル4

(自主性、責任および権限)
包括的な指示の下で、作業に従

事する。作業の実行 と判断に技
術的責任 を負 う。

(影響力)
技術的事項にっ いて助言 とガイ

ダンスを提供す る。他人 の仕事
を監督す ることもある。

(業務の複雑 さ)

多様 な文脈でかな り広い範囲に
わたる基本原則の適用の要求 さ

れる業務を実施す る。

(必須スキル)

自身の仕事 に構 造化 された効果
的なアプ ローチで望み、 リーダ

シップの潜在能力を証明す る。
時間、 コス ト、品質のターゲッ

(文脈 のなかでのls)

自身の専門領域 または責任領域
と雇用主組織 全体との関係 につ
いて理解 を深め、提案 を行 うと

きお よび/も しくは作業を実施

(学習 と能力育成)
自ら率先 して、スキルを常に最

新に維持 し、IS業界の動向に遅

れないよ うにす る。

トに照 らして作業を分析、診 す るときに、顧 客の要求を十分

断 、設 計 、 計画 、 実行 、評 価 に考慮す る。
し、自身の専門領域に関連 して

利 用可 能 な方 法 、 手続 き、 ツー

ル、機器、標準に関す る深い知

識を披渡 し、各種代替オプシ ョ
ンから適正に選択す ることがで

き る。

ク ライ ア ン ト、顧 客 、同 僚 、部

下 と口頭、書面に より効果的に
コ ミュ ニ ケー シ ョンを と る こと

がで き る。
「

バ ックグラ ウン ド要件 学歴その他教育 過去の経験 事前の知識 とスキル

バ ック グ ラ ウン ド

おそらくは学位 レベルの教育を

受けている。

システ ム設計 の役割 の レベル3

で熟練 に到達 している。

分析能力 と細心の注意を実証 し
ている。 営業上の制約の重要性

を理解 してい る。

システム開発のライフサイ クル

を含む幅広いISの概念 と実務に

ついて、十分な知識があ り、少

なくとも1つ以上の専門領域に

深い知識を備えている

対人スキルに優れている。

タ ス ク
必須 タスク

L単 独 でや や複 雑 な シ ステ ムに

取 り組 み 、あ る いは 同僚 と協力

して もっ と大 規模 ま た は高度 に

複 雑 な システ ム に取 り組 み 、 目

的 、範 囲 、制約(パ フ ォー マ ン

ス、資 源 その 他)、 ハー ドウェ

ア、ネ ッ トワー ク 、 ソフ トウェ

ア環境 、 主要 システ ム機 能 と情

報 フロー 、デ ー タ負 荷 と構 築戦

略 、 開発 の フ ェー ジン グ、 未充

2.単 独 で あ るい は同 僚 と協 力 し

て、 ユ ーザ/イ ン タ フ ェー ス ー

メニ ュー 、 ス ク リー ンダイ ア ロ

グ 、入 力 、 レポ ー ト、 バ リデ ー

シ ョン とエ ラー 是正 手 続 き 、処

理規 則 、 ア クセ ス 、セ キ ュ リ

テ ィ と監査 コ ン トロー ル 、 リカ

バ リル ー チ ン、 緊急 事 態 手続 き

な ど一 を仕 様 化 す る。

3.タ ー ゲ ッ ト環 境 、パ フ ォー マ

ン ス要件 、既 存 システ ム 、安 全

関 連 側面 を考慮 した うえ で 、論

理 設 計 を物 理設 計 に変 換す る。

詳 細 設計 一物理 デ ー タ フ ロー 、

フ ァイル レイ ア ウ ト、共 通ル ー

チ ン とユ ー テ ィ リテ ィ、 プ ログ

ラ ム仕様 ま た はプ ロ トタイ プ、
バ ックア ップ 、 リカ バ リ、再 起

動 プ ロシ三 ジャ な ど一 を作成 す

4.必要な場合はプロ トタイプ作

成ツールを含めて、要求 され る

基準、方法、ツール を使って、

すべての作業 を文書化する。経
験の少ない同僚にガイダンスを

提供す る。

足要求、考慮対象の代替オブ
る 。

シ ョンな どを取 り扱 うア ウ トラ

イ ン シ ステ ム仕様 を作成 す る。,

任意タスク

5.プ ロセ ス、 オ ブ ジェ ク ト、

デ ー タ フ ロー 、入 力 、格 納 デ ー

タ、 出力 な どを明確 にす る論理

システ ム設 計 を作 成す る。 共 通

プ ロセ ス を識 別 す る。

6.適 宜 、デ ー タ分 析 担 当者 と協

力 して 、 シス テ ムオ ブ ジ ェ ク ト

/デ ー タモ デル を作 成 、更 新

し、 コー ポ レー トモ デル と相 関

させ る。

7.適 宜 、 デー タベ ー ス設 計 担 当

者 、デ ー タベ ー ス管 理担 当者 と

協 力 して 、 オブ ジ ェク ト&デ ー
タモデ ル を設 計 上 の制約 に沿 っ

て 適切 なDBス キ マに 翻訳 す

る。

8,完 成システムの適正動作を検

証す るテス ト計画を構成、解

釈、実行す る。

9.設 計決定を反映 させるため、

費用便益分析、 リスク分析、開
発計画更新す る、または入力を

提供す る。

10.指定された要件の全部また

は一部を充足する適切な ソフ ト

ウェアパ ッケージの評価 と選定
に支援す る。
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知識 とスキル 行動スキル

(概念的思考)
複雑な問題や状況において、基

本的な事柄 を、 もっと単純にあ
るいは分か りやす く説明 される

(創造性)
斬新なアプローチで問題解決に

臨み、画期的、創造的な ソ
リュー ションを考案す る。

(組織 についての意識)
自社、顧客およびサプライヤの

組織の階層 と文化 を理解 し、意

思決定者および影響力をもつ人

(口頭での表現)
口頭で効果的に意思 を伝 達す

る。

(対人折衝)
さま ざまなバ ンクグラウン ドの

人間 と関係を築き、接触を維持

す る。

概念、モデルあるいは過去の経 間がだれか識別す ることができ

験に適正に関連づ けることによ る。

り、理 解す る。

技術知識 とスキル

(アプ リケーシ ョン開発方法、
技法、標準のエキスパー ト)

体系化 されたかたちでアプ リ

ケーシ ョン開発を促進す るため

に、組織化 され文書化 された手

法のセ ッ ト

(アプ リケー シ ョン開 発 ツー ル

に熟 達)

開発 プ ロセ ス を 自動 化 す るま た

は一 部 を支 援 す る ソ フ トウェア

ツー ル

例:OracleDevcloper2000、.

(社内、業界、専門家基準に熟
達)

IS実務者の現在の役割に関連す

る標準/基 準

例:部 門のプログラミング標

準、ヘルプデスク手続き、社内

(デー タベ ー ス ソフ トウェア に

精 通)

デ ー タ構造 を構 築 し、入 力 し、

操 作す る ため の ソフ トウェア

例;Access、SQLServcr、

DB2、Oracle、Infbm奴 、Syb貼e

(オペ レー テ ィングイ ンフ ラに

精 通)

自組織 内で使 用 され るISイ ン フ

ラ(ハ ー ドウェア 、 デー タベ ー

ス 、 オペ レーテ ィン グ システ

ム 、LANな ど)に つ いて の知 識

例:SSADM、DSDM、 BusinessO句cc白 、Select 品 質 管理 システ ム 、ITイ ン フ ラ

O句e。tory厄ML ライ ブ ラ リ、TicklT

そ の他 の知識 とスキル

(情報収集技術に熟達)
必要な情報お よび利用可能な情

(品質管理 に熟達)
雇用主組織 内の品質管理システ

(レポー ト作成手法に精通)
効果的なレポー トを作成す る方

報ソースに適 した情報収集方 ムまたは方法 法 と技法

法、 ツー ル 、技 法 の選 択 と適用
'

例:文 脈 に即 した調 査 、 フォー

カ スグル ー プ、 体系 的 なイ ン タ

ビ ュ ー 、 ア ン ケ ー ト、 観 察 、 統

計分析

訓練要件 プ ロジ ェク トリーダ シ ップ システム開発環境 プ ロジェク ト計画と管理 迅速 アプ リケーシ ョン開発 品質管理 ビジネスモデ リングと

分析手法

要求の厳 しいプ ロジェク ト管理
任務の準備と して、プロジェク

ト管理 の方法 とリーダシップス
キル

次の内容を含む システ ム開発入
門:開 発のライフサイ クル と方

法論、組織 のインタフェース、
プロジェク トとプログラム管

理、 リスク管理、変更管理

プロジェク ト計画 と管理の方法

と技法

ISアプ リケーションの進化のた

めの方法 と手法。 通常、オーナ

とエン ドユーザの参加を得た う

えで、モデ リングと段階的プ ロ
トタイ ピングを広範に利 用す

品質 システ ム、マニ ュアル、手

続 きおよび計画の原則と適正実

務慣行。品質保証 と審査。外部

品質基準。総合品質管理

(TQM)と 欧州品質管理卓越

ビジネス領域での機 能構造と情

報 フローの分析、分類、文書化
の手法

る。 性 モ デル フ ァ ウンデ ー シ ョン

(TotalQualityManagcmentand

EuropeanFoundationfbrQuality

M和 只σementExoellenceModel)〕

デ ー タベ ー ス ソフ トウェア レポー ト作成

物理 デー タ構 造 とデ ー タベ ー ス 簡潔で効果的 なレポー トを作成
の構 築 、入 力、操 作 用 、お よび するための方法、技法お よび標

デー タ の格納 、配 布 、 ウェアハ 準
ウジン グ、マ イ ニ ン グ用 ソフ ト

一} ウェア のオペ レー シ ョン と活 用

専門能力育成活動 「調査」任務 ISの概念 と手法につ いての

知識 の習得

交渉 と影響力の行使 チ ー ムの リー ダ シ ップ 職場外活動 職務 ローテーションと

特別任務

自身の正規の責任に属 さない ト
ピックについて調査 し、結果を

同僚に発表す る。

自身の職務外 のIS概念 と手法に

ついて学習 し、訓練を受 け、可

能な ら実践練習す る。

他者 と交渉し影響力を行使す る
ための訓練 を受け、実践練習す

る。

動 機 づ け、指 導 、権 限 委 譲 、評

価 、 カ ウンセ リング 、育 成 な

ど、 チー ム の リー ダ と して の ス

キル を訓 練 し実 践練 習 す る。

作業環境外部で、専門スキルを

育成するのに、あるいは自分の

業務上の役割 を新 しい視点であ
るいは深 く理解す.るのに役立つ

IS内外で、一時的に他の役割一

とくに、自己の職務について新

しい視点 を提供す る役割、ある

いは環境や文化の異なる役割 一

活動 を実施す る。 を 引き受 ける。
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専門能力育成活動(続 き) 職場外学習 コ ミュニ テ ィ活動 代行 プ ロジェク ト任務 相談役 国際経験

た とえば、外 国語 コー ス な ど、

合 目的的 で は ある が、 直接 に は

自己の役 割 に関係 しないテ ー マ

で 、 自習 し、 ある いは 夜間 クラ

ス やバ ケー シ ョン ス クール に 参

加す る。

地域社会や市民行事に参加す

る。

監督者または管理者が休暇その
他の理 由で不在時に一時的に代

行す る。

特定の問題 に対処す るために設

置 されたプロジェク トチーム、

作業グループ、タスクフォース
に参加する。 グルー プが領域横

断的であればなお さら有益であ

る。

仕事やキャリアの問題 につい

て、直接 の監督 下にない人間の

相談 を受け、相談、指導役を務
める。

雇用主組織のために海外で専門

職務を実施する。

専門家団体の活動への参加
パ ブ リケ ー シ ョ ン 教育指導 雇用主組織 の活動にっいての

知識 の習得

支部、専門家グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動 に

積極的に参加す る。

専門誌 、技術誌 へ寄稿する。 自己 の専 門領 域 で 、公 式 、非 公

式 に 、教 師 、講 師 、 チ ュー

ター 、 コー チ と して教 育指 導 に

務 め る。

雇用主組織の実施す る商業、事

務および/も しくは産業活動に
ついての理解を深める。

資格 MBCS－ 英 国 コン ピュー タ

学会 会 員

MCSD-Micr・s・R認 定

ソ リュー シ ョンデベ ロ ッパ

SSADM4+の 履修 証 明 迅速アプ リケーション開発の
履修証明

英 国 コ ン ピ ュ ー タ 学 会

(http:/八w～v.bcs.org・ukOoinbcs・ht

m)

情 報 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア リ ン グ

公 認 機 関(1㎡bmationSystems

E・g㎞ …i・gCh・H・ ・edB・dy)の

専 門 資 格

MicrosoR

(http=〃www.㎡crosoft・com/moP/

mktψ ・h・ice・.htm)

MicrosoRwindowsオ ペ レ ー テ ィ

ン グ シ ス テ ム とア プ リ ケ ー シ ョ

ン 開 発 が 対 象

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(lnfbロnationSystems

ExaminationBoard)

(http://www.bcs.org.uk/iscb/portf

αhtm)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

情 報 シ ス テ ム検 査 委 員 会

(hψ)㎝ationSystems

Exam輌n就i。nBoard)

(http:〃www.bcs.org・uk/iseb/portf

O、htm)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る資 格

.
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(4)レ ベ ル5(DESN5)一
職務の概要 定 義 され た ビジネ スニ ー ズ に対応 す るISソ リュー シ ョンを仕 様化 し、設 計 す る。

レベル の定義
レベ ル5

(自主性、責任および権限)

合意 された 目標に向かって努力

する。管理者として、または技

術専門家 として、実施 した{乍業
の質に全面的な責任 を負 う。

(影響力)

管理者 またはア ドバイザとし

て、一つの広 い分野にわたっ
て、あ らゆる技術的アプローチ
の選択 と実行 に関 し、経験を活

用 して十分な情報に基づ く意思

(業務の複雑 さ)

予測不可能な ことの多い さまざ

まな文脈 において、かな り広い

範囲にわた る基本原則の適用の
要求 され る業務を実施する。

(必須 スキル)

経 常 的 なベ ー スで リー ダ シ ソプ

ス キル を証 明す る。

レベル を問 わず 、公 式 、 非公 式

を問 わず 、 部下 、 同僚 、 ク ライ

ア ン ト、顧 客 との 間 の、 口頭 ま

(文脈のなかでのls)

自分の専門能力または責任領域

と雇用主組織全体との関係を明

確 に理解 していることを証明
し、提案を行 うときおよび/も
しくは作業 を実施す るときに顧

(学習と能力育成)
自ら率先 して、技術スキル と専

門能力を常に最新 に維持 し、業

界 の動向に遅れない ようにす
る。

決定を行 う。 たは文書による効果的な コミュ 客の要求を考慮に入れる。
ニケ ー シ ョン を証 明す る。

バ ックグラ ウン ド要件 学歴その他教育 過去の経験 事前の知識 とスキル

バ ックグ ラ ウン ド

おそらくは学位 レベルの教育を

受けている。

システ ム設計 の役割 の レベル4

で熟練 に到達 している。

分析能力と細心の注意 を実証 し

ている。営業上の制約の重要性

を理解 している。

自分の組織内で、および組織 を

越 えて、システム開発の全段階

について完全に理解 している。

タス ク 必須タスク

Lシ ステム仕様化 と設計のすべ 2.適宜上級の管理者 と相談 し 3.シ ステ ム開発 プ ロジ ェ ク ト 4,必 要 な場 合 はプ ロ トタイ プ作
」

ての側面について全面的に技術

的責任を引き受 ける。

て 、適 切 な 基 準 、方 法 、ツ ール

を選択 し、 これ らの 基準 、方

法 、 ツー ル が効 果 的 に適 用 され

る よ うにす る。

で、システ ム設計内において、

および他 の開発ステージとの連
絡 において、指導的な技術的役

割を引き受 ける。

成 ツール を含めて、適切な基

準 、方法、ツールを使 って、す
べての作業が確実に文書化 され

るようにする。設計が、安全関

連側面を含む指定の要件 と制約
■

を十 分 に反 映 し、 ター ゲ ッ トと

な る実施 、 サ ポー ト環 境 に とっ

て適切 なものとなるよ うにす
る。

任意タスク

5.設 計 チー ム と計 画、 ス ケ 6.適 宜 プ ロ ジェ ク ト管理 担 当者 7.指 定され た要件の全部または

ジュー ル 、作業 の レポ ー トを指 と協力 して、設計決定を反映す
一 部 を充 足で き るか ど うか 、 ソ

挿 す る。 る よ う、費 用便 益 分 析 、 リス ク フ トウ ェアパ ッケー ジを評 価

分旅 開発プランをレビュー し し、その技術的適性について同

改訂す る。 僚および上司に助言する。

知識 とスキル 行動スキル

)

(意思 決 定)

状 況 のニー ズ 、優 先事 項 、制

(顧客指向)

内部、外部顧客のニーズを理解

(口頭での表現)
口頭で効果的に意思 を伝達す

約、必要な情報 の利用可能性 を し、行 動 を起 こす と き、ま た は る。

考慮に入れた うえで、適切なタ 決 定 を 下す とき に 、そ の ニー ズ

イ ミン グで決 定 を下す 。 に配慮す る。

技術知識 とスキル

(アプリケーシ ョン開発方法、

技法、標準のエキスパー ト)

体系化 されたかたちでアプ リ
ケーション開発 を促進す るため
に、組織化 され文書化 された手

(ア プ リケー シ ョン開 発 ツー ル

のエ キ スパ ー ト)

開発 プ ロセ ス を 自動 化 す る また

は一 部 を支 援 す る ソフ トウェア

ツー ル

(社内、業界、専門家基準に熟

達)
IS実務者の現在の役割に関連す

る標準/基 準

例:部 門のプログラミング標

(オ ペ レー テ ィン グイ ン フラ に

熟達)

自組 織 内で 使 用 され るISイ ンフ

ラ(ハ ー ドウェ ア、 デー タベ ー

ス 、オ ペ レー テ ィ ング シ ステ

(デ ー タベ ー ス ソフ トウェ アに

精 通)

デ ー タ構 造 を構 築 し、入 力 し、

操 作す るた め の ソフ トウェア

例:Access、SQLServer、

.

法 のセ ッ ト 例:OracleDeveloper2000、 準、ヘルプデスク手続き、社内 ム 、LANな ど)に つ い て の知識 DB2、Oracle、1㎡b皿ix、Sybase

例:SSADM、DSDM、 Bus輌nessO切ects、Select 品 質 管理 システ ム 、ITイ ン フ ラ

O句ect・ry帆 柱 ライ ブ ラ リ、TicklT
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知識 とスキル(続 き) その他の知識 とスキル

(品質管理に熟達)
雇用主組織内の品質管理システ
ムまたは方法

(レポー ト作成手法に熟達)
効果的な レポー トを作成す る方

法 と技法

訓練要件

・

プ ロジ ェク ト管理 財務計画と予算編成

ISプ ロジェ ク ト管理 の た めの計

画 立案 、 リス ク管 理 、 プ ロジ ェ

ク ト変更 管理 、構 成 管理 、 財務

管理 、 スタ ッフ選 定 な どの ス キ

ノレ

経 常活動 とプロジェク ト活動の

両方について、財務管理の哲
学、規則、手続き、ツール

専門能力育成活動 広範なIS問題 についての

知識の習得

管理能力の育成 職場外活動 職務 ローテーションと

特別任務

職場外学習 コ ミュニテ ィ活 動

自習、セ ミナー出席、特別学

習、一時的任務な どを通 じて、
広範なIS問題について知識 の鮮

度を高め、維持する。

ビジネ スと財務管理、変更管

理、戦略立案を含めて、組織の

全部または一部 を管理す るため
に要求 されるスキル と手法にっ
いて訓練 を受け、実践 し、理解

を深める。 これには、職場内お
よび外 訓練が要求され、場合に

よっては、MBAな ど該 当す る

能力育成プログラムへの参加が

含 まれ る。

作業環境外部で、専門スキル を

育成す るのに、あるいは自分の
業務上の役割 を新 しい視点であ

るいは深 く理解するのに役立つ
活動 を実施す る。

IS内外で、一時的に他の役割 一

とくに、 自己の職務につ いて新
しい視点を提供す る役割 、ある
いは環境や文化の異 なる役割 一

を引き受ける。

た とえ ば 、外 国語 コー スな ど、

合 目的 的で は あ るが 、直接 には

自己 の役 割 に 関係 しない テー マ

で、 自習 し、 あ るい は夜 間 クラ

スや バ ケー シ ョンス クー ル に参

加 す る。

地域社会や市民行事に参加す

る。

代行 プ ロジ ェ ク ト任 務 相談役 国際経験 専門家団体の活動 への参加 パブ リケー シ ョン

監督者または管理者が休暇その

他 の理由で不在時に一時的に代
行する。

特定の問題に対処するために設

置 されたプロジェク トチーム、
作業グループ、タスクフォース

に参加す る。 グループが領域横
断的で あればなお さら有益であ

る。

仕事やキャ リアの問題 につい
て、直接の監督下にない人間の

相談 を受け、相談、指導役を務

める。

雇用主組織のために海外で専門

職務を実施する。

支部、専門家 グループ、委 員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極的に参加す る。

専門誌、技術誌へ寄稿す る。

教育指導 規格/標 準と法律 雇用主組織について
戦略的知識の習得

、

自己の 専門 領域 で 、公 式 、非 公

式 に、 教師 、講 師 、 チ ュー

ター、 コー チ と して教 育指 導 に

務 め る。

関連規格/標 準または法律の策
定、維持 または監視に責任 を負

う作業グループ、委員会などに

参加する。

雇用‡絹織の経営をとりま くビ
ジネス(経 営)環 境、外部世界

との相対的な組織 の地位 、方

針、方向にっ いて総合的に理解
を深める。

'

資格 MBCS－ 英 国 コ ン ピュー タ

学 会会 員

MCSD-Micr・s諭 認 定

ソ リュー シ ョンデベ ロ ッパ

SSADM4+の 履 修 証 明 迅速アプ リケー ション開発 の
履修証明

英 国 コ ン ピ ュ ー タ 学 会

(http:ノ八vww.bcs・org・uk40inbos・ht

m)

情 報 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア リ ン グ

公 認 機 関(lnfb㎜ationSystems

E・gm・ ・血gCh㎡ …dB・dy)の

専 門 資 格

Microsoft

(http:〃www.microso仕com/moP/

mkt〆 ・h・i….htm)

MicrosoRWindowsオ ペ レ ー テ ィ

ン グ シ ス テ ム とア プ リ ケ ー シ ョ

ン 開 発 が 対 象

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(1㎡bmla60nSystems

Ex㎜inationBoard)

(h"P:"www.bcs.org.uk/iscb/portf

o.htm)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(1㎡bmationSystems

Examinati。nBoard)

(http://www.bcs.org・uk/iseb/portf

o.ht皿)
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(5)レ ベ ル6(DESN6)

職務の概要 定義 されたビジネ スニー ズに対応するISソ リュー ションを仕様化 し、設計す る

レベルの定義
レベル6

(自主性、責任お よび権限)

管理者、IS専門家またはコンサ

ル タン トとして、定義された活

動領域に全面的な責任を負 う。

(影響力)

雇用主組織 のIS業務の領域に中

長期にわた り相当の影響力をも
つ。 自己の専門領域に関す る方

針 の策定に影響を与 える。

(業務 の複雑 さ)

予測不可能な業務 、ルーチ ン外
の業務 を含めて、幅広い技術お

よび/も しくは管理原則の創造

的適用を要求 される、や りがい
のある広範多様な業務を実施す

(必須スキル)

多様 な技術領域 と状況で リーダ
シップを発揮する。

主要レポー トの作成、適切 な
ツール と手法を使 ったプ レゼン

テーションの準備 、組織 、実

(文脈 のな か で のls)

自分 の専 門 能 力お よび/も しく

はプ ロジ ェ ク トで の 責任 と雇 用

主 組織 全 体 との関係 を深 く理 解

して い る こ とを証 明す る。

運 用製 品(operationalproduct)

(学習と能力育成)

自ら率先 し、時間 を作 って、一

般技術能力 と専門能力 を常に最
新に維持 し、業界の動向に遅れ

ないようにする。

る。 施 、 ミー テ ィン グや デ ィスカ ソ に触れ ることになるすべての人
ションでの指導的役割な ど、公 間 の ニ ーズ を考 慮 して 、 自分 の

式 、非 公式 を問 わず 、 部 下、 同 専門領域の範囲内で技術 ソ
僚 、 クライ ア ン ト、顧 客 との 間 リュ ー シ ョン を提 案す る こ とが
で、口頭 または文書による効果 で き る。
的 な コ ミュニ ケー シ ョン を証 明

す る。

バックグラウン ド要件 学歴その他 過去の経験 事前の知高貴とスキル

教育バ ックグラウン ド

おそ らくは学位 レベルの教育を

受けている。

システム設計の役割 一レベル5

で熟練に到達 している

最低1つ 以上の大規模情報シス

分析能力 と細心の注意を実証 し

てい る。営業上の制約の重要性
を理解 している。

仕様化か ら実施まで、システム

開発の全段 階にっいて総合的な
知識を備えてい る。

テムの開発、実施、試験に技術

的責任 を引き受 けた経験があ
る.

タス ク 必須 タスク 任意タスク

Lシ ステ ム仕様化 と設計のすべ

ての側面について全面的に技術

的責任を引き受ける。

2.適切な設計基準、方法、ツー

ルの選択 と用途、効果的な適用

につ いて助言す る。

3.重 要設計オプションの評価 と

影響分析 についてシステム開発
チー ムに助言す る。

4.組織内で設計スタッフを管理

または調整す る。

5.ソ フ トウェアパ ソケージの評

価 と選択に重要な技術的役割 を

果たす。

知識 とスキル
行動 スキル

(戦略的視点)

全体的な目標と戦略に常に留意
し、細事にとらわれすぎない。

(意思決定)

状況のニーズ、優先事項、制
約、必要な情報 の利用可能性 を

考慮 に入れた うえで、適切なタ

(顧客指 向)

内部 、 外部 顧 客 のニ ー ズを理 解

し、行 動 を起 こす とき、 ま た は

決 定 を下す とき に、 そ のニー ズ

(職務横断的、専門領域横断的
な意識)

他の専門領域や職務に従事す る
人間のニーズ、 目標、制約を理

(影響力 と説得力)
直接 の命令 、指揮系統のない と

きに、他者 に影響力 を及ぼし説
得 して、具体的な行動をとらせ

(指 示)

他 者 に指 示 して 、 タス ク を実行

させ る。

イ ミングで決 定を下す。 に配慮する。 解 す る。 る 。

行動スキル

(カウンセ リングと育成)
他の人間が自分の価値、ニー
ズ、 ゴール 、限 界 を理 解 で き る

よ うに支援 し、 どの よ うにす れ

ばそれぞれの能力の限界に対 し
て 自分の有効性 を高めることが

できるか助言す る。

技術知識 とスキル
そ の他 の 知識 とス キル ・

(ア プ リケー シ ョン開発 ツ ール

のエ キ スパー ト)

開 発 プ ロセ スを 自動化 す るまた

は一部 を支援 す る ソフ トウェア

(社内、業界、専門家基準 のエ
キスパー ト)

IS実務者の現在 の役割 に関連す

る標準/基 準

(オ ペ レー テ ィ ングイ ン フ ラに

熟 達)

自恕 織 内で使 用 され るISイ ン フ

ラ(ハ ー ドウェア 、デ ー タベ ー

(法律に熟達)

関連する国内、国際法

例:デ ータ保護法 、EU調 達指

令

(プレゼ ンテーション手法に熟

達)『

効果的なプ レゼンテーションを
実施す る方法 と技法

ツール 例:部 門のプログラ ミング標 ス 、オペ レーテ ィン グ システ

例=OracleDeveloper2000、 準 、ヘ ル プデ ス ク手続 き、 社 内 ム 、LANな ど)に っ いて の知 識

B鵬inessO句ec白 、Select 品質 管 理 シ ステ ム 、ITイ ン フ ラ

ライ ブ ラ リ、TlcklT

パ
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訓練要件 将来の使用のための
八二 ドウエア

お よびソフ トウェア製品

顧客関係 プ ログラム管理

組織 に とって使 用す る可能 性 の

あ る ソフ トウェア 、ハ ー ドウ ェ

ア製 品

ま たは ソ リュー シ ョン

顧客満足 の達成 と維持のため、

上級管理者 レベルのクライアン

ト/ユ ーザ との関係に指導的役

割 を果 たす準備 として、交渉、一

プ レゼ ンテ ー シ ョン、 ミー ア ィ

ン グス キル

プ ロジェク トのプログラムの選

択、計画、管理に際 して順守す
べき原則 と実務慣行、およびプ

ログラム管理 に関連す る役割 と

責任

‥

専門能力育成活動 広範なIS問題についての

知識の置畳

規格/標 準 と法律 についての
知識の習得

管理能力の育成 職場外活動 職務 ローテーシ ョンと
特別任務

職場外学習

自習、セ ミナー出席 、特別学

習、一時的任務 などを通 じて、

広範なIS問題について知識の鮮

度 を高め、維持す る。

関連する国内、国際規格/標 準
お よび法律について知識を習得
し、維持す る。

ビジネスと財務管理 、変更管

理、戦略立案を含めて、組織の

全部または一部 を管理するため
に要求されるスキル と手法につ

いて訓練 を受け、実践 し、理解

を深める。 これには、職場内お
よび外訓練が要求 され 、場合 に

よっては、MBAな ど該当す る

能力育成プログラムへの参加 が

含まれる。

作業環境外部で、専門スキルを

育成す るのに、あるいは 自分の

業務上の役割 を新 しい視点であ
るいは深 く理解す るのに役立つ

活動を実施する。

IS内外で、一時的に他の役割一

とくに、 自己の職務について新

しい視点を提供する役割、ある
いは環境や文化の異な る役割一

を引き受ける。

た とえ ば、外 国語 コー スな ど、

合 目的的 で はあ るが 、直接 には

自己の役割 に関係 しない テー マ

で、 自習 し、あ るい は夜 間 ク ラ

スや バ ケー シ ョン スクー ル に参

加 す る。

コ ミュニテ ィ活 動 プ ロ ジェ ク ト任務 相談役 国際経験 専門家団体の活動への参加 パ ブ リケー シ ョン

地域社会や市民行事に参加す
る。

特定の問題に対処するために設

置 されたプ ロジェク トチーム、
作業グループ、タスクフォース
に参加す る。 グループが領域横

断的であればなお さら有益であ

る。

仕事やキャ リアの問題につい
て、直接の監督下にない人間の

相談を受け、相談、指導役 を務

める。

雇用主組織 のために海外 で専門

職務 を実施す る。

支部、専門家グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極的に参加す る。

専門誌、技術誌へ寄稿す る。

教育指導 規格/標 準と法律 雇用主組織について

戦略的知識の習得

-

自己 の専 門領域 で 、公 式 、非 公

式 に 、教師 、講 師 、 チ ュー

ター、 コーチ と して 教育 指 導 に

務 め る。

関連規格/標 準または法律 の策
定、維持 または監視に責任 を負

う作業 グループ、委員会などに
参加す る。

雇用主組織の経営をとりまくビ
ジネス(経 営)環 境 、外部世界

との相対的な組織の地位、方

針、方向にっいて総合的に理解
を深める。

資格

-

MBCS－ 英国 コン ピュー タ

学会 会員

MCSD-Micr・s・R認 定

ソ リュー シ ョンデベ ロ ッパ

SSADM4+の 履修 証 明 迅速アプ リケー ション開発の

履修証明

英 国 コ ン ピ ュ ー タ 学 会`

(hUp://www,b・ …rg・助 ・inb。・・ht

m)

情 報 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア リ ン グ

公 認 機 関(lnib皿ati・nSystems

E・g㎞eeH・gCh・ 直…dB・dy)の

専 門 資 格

Microsoft

(http=//www.microsoftcom/mcp/

畝tシ ・h・i….htm)

Microso且Windowsオ ペ レ ー テ ィ

ン グ シ ス テ ム とア プ リ ケ ー シ ョ

ン 開 発 が 対 象

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(1㎡bmati・nSystcms

ExammationBoard)

(ht1P://www.bcs。org・uk/iseb/portf

o.htm)

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会 の 交 付

す る 資 格

情 報 シ ス テ ム 検 査 委 員 会

(Mbmati・nSyste㎜

Exam㎞ationBoard)

(http://www.bos。org.uk/iseb/portf

o.htm)
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(1)レ ベ ル1(TEST1)

職務の概要 適 切 なテ。 ト。一ル と手 法 を使 って 合 意 され た 基準 に従 い、 テ・ トを書画 設 計、鯉 、実そ〒・報 告 し・鞭 お よび 修正 後の ・フ トウ・ア とイ ン タフ・一 スが ・仕様 どお り・鯛 され た とお

りに動 作す るこ とを保 証す る。

レベルの定義
レベ ル1

(自主性、責任および権限)
体系化 された、経常的に監督付

きの環境で作業する。

(影響力)

自身 の活 動 に責任 を負 う。

(業務の複雑さ)
多様な文脈で広範なタスクを実
施する。頻繁に他人を参考にす

ることはない。

(必須スキル)
引き受けた仕事には合理的で組
織だったアプローチで臨む。

指示を受けて自分の仕事を計画

(文 脈の なか でのIS)
、

タ スクセ ッ トに該 当す る適切 な

方法 、手続 き、 ツール 、機 器 、

標準 を効果 的 に活 用す るた めの

(学習と能力育成)
体系的に紹介された時点で新 し
い技術情報 を速やかに吸収し、

必要に応 じて適用することがで

し、 スケ ジュール を立て 、監視 初期訓練を受ける。 き る 。

す るこ とが でき る。

口頭および書面で、同僚お よび

監督者 と効果的に対話するのに

十分 な コ ミュニ ケー シ ョン能力

を備 えてい る。

バ ックグ ラ ウン ド要件 学歴その他 過去の経験 事前の知識 とスキル

教育バ ックグラ ウン ド

おそ ら くは少 な くと もGCEAレ

ベ ル 、SCEHighcrグ レー ドま た

は同等 基準 の教育 を受 けてい

る。

大学卒ではない場合で も、実務

環境で経験を積み、ISの適性 を

証明している。

論理的、分析的アプローチで問
題解決に臨み、細部まで細心の

注意を払 う。単純な計画を作成
し、遂行することができる。

タ ス ク 必須 タスク 任意タスク

1.合 意 され た方 法 と基 準 を使 っ

て 、与 えられた単 純 なテ ス ト

ケー スのセ ッ トを解釈 し、 実行

す る。

2.既 定 の 基準 に照 ら して、テ ス

トの成否 を文書化 す る。

SWQUnit=217ソ フ トウェ ア

システ ムテ ス トに寄 与す る。'

3,テ ス ト結果 を監督 者お よび/

も しくは同僚 に明瞭 かつ簡 潔 に

報告 す る。

S/NVQUnit:217ソ フ トウェア

4.シ ステ ム開発 チー ムの他 の メ

ンバ とテ ス ト結果 を検 討 し、 ソ

フ トウェアの機 能 とパ フォーマ

ンスの改 善に協 力す る。

S/NVQUnit:217ソ フ トウ ェ ア システ ムテ ス トに寄 与す る。

システ ムテ ス トに寄与す る。

知識 とスキル
行動スキル

(分析的思考)

問題や状況を、個々の構成部分
に体系的に細分化 し、各部分間
の関係 を明確にすることによ

(柔軟性)

新 しい情報や事情の変化を考慮
し、それに従 って、問題や状況
の理解を改める。

(臨機の対応)
予想外の状況に遭遇 した とき
に、機会 を活用し、問題を解決

して、効果的に対応する。

(ゴール指 向)

状況 の如何 を問 わず 、合意 され

た 目標 と成 果品 への フォー カ ス

を維持 す る。

(持続性)

不利 な状 況 にあ る ときで も、

ターゲ ッ トを達成 し、合意 を履

行 す る。

(細心の注意)
実施したすべてのタスクに品質

基準を適用 し、なにも見過ごし
てないことを確認する。

り、理解す る。

行動スキル

(書面での表現) (チー ム ワー ク)

書面で効果的に意思を伝達す 共通の目標を達成す るため、他

る 。 のスタッフと競争的ではなく協

力的に作業をす る。
技術知識 とスキル

(アプ リケー シ ョンシステ ム を

把握)

特 定 ビジネ ス機 能ま たは プ ロセ

スのサ ポー トに 自動 システ ム を

適 用

例:ERP(基 幹 業務 パ ッケー

ジ)、 販 売予 測、航 空券 予約、

油 層モ デ リング

(オペ レーテ ィ ングシ ステ ム を

把 握)
コ ン ピュー タ構 成 のオペ レー

シ ョンの なか で、.入出 力 、動的

リソー ス割 り当て 、エ ラー 報告

な どの アクテ ィ ビテ ィを制御 す

る 「シ ステ ム」 ソフ トウェア

例:WindowsNr、MVS、

㎜

(社内 、業 界、専 門家基 準 を把

握)

IS実 務 者の 現在 の役割 に関連 す

る標 準/基 準

例:部 門の プ ログ ラ ミン グ標

準、ヘ ル プデ スク手続 き、社 内

品質 管理 システ ム、ITイ ン フラ

ライ ブ ラ リ、Tickrr

(オペ レーテ ィ ングイ ンフ ラを

把握)

自組 織内 で使用 され るISイ ンフ

ラ(ハ ー ドウェア 、デー タベ ー

ス、オペ レー テ ィン グシステ

ム、LANな ど)に つ いての知 識

(ソ フ トウェア テ ス トを把 握)

す べ ての アプ リケー シ ョン コン
ポーネ ン ト(動 作お よび 非動

作)の ソフ トウェ アテ ス トを計

画 、 実施 し、 ソ フ トウェアが 指

定の要 件 を充 足 してい る ことを

検 証 し、 エ ラー を検 出す るた め

に使用 す るテ ス ト手法

例:動 的 テ ス ト手 法、静 的テ

ス ト手法 、非動 作 テ ス ト手法 、

(ソ フ トウェアテ ス ト用 ツール

を把 握)

テ ス ト管理 プ ロセ ス、テ ス トの

実行 、実際 の結果 と予想 結果 と

の比較 、テ ス トの 前提条 件の設

定 、その他 のテ ス ト管理 、テ ス

ト報 告機能 な ど、テ ス トプ ロセ

スのいずれ かの部 分 を自動化 ま

た は支援す るソフ トウェア ツー

ル

テス ト自動化手法 例1テ ス ト管理 ツール 、キ ャ

プチ ャ リプ レイ ツール 、デー タ

準備 ツール 、デバ ッギン グツー
ル 、 ロー ドテ ス トツ ー ル 、 セ

キュ リテ ィ侵入テ ス トツール 、
、 要 求事項テ ス トツール
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知識とスキル(続 き) その他の知識 とスキル

(レポー ト作成手法を把握)
効果的なレポー トを作成する方

法 と技法

訓練要件 標準 、手続 きお よび ツール ア プ リケー シ ョン領域 プ ログ ラム とモ ジ ュー ル の

テ ス ト

ソフ トウェ アテ ス ト手 法 イ ン フラ のハー ドウェア と

シ ステ ム ソフ トウェア

日常業務 に使用す る標 準 、手続

き、 ソフ トウェア ツー ルお よび

オペ レー テ ィング システ ム機 能

専門アプ リケーション領域を中
心とす る、雇用主組織の構造、
ビジネスおよび方法

プ ログ ラムの コ ンポーネ ン トと

アセ ンブ リのテ ス トを計画 、作

成 、実施 す る方 法 と手続 き

すべ ての アプ リケー シ ョン コン

ポー ネ ン トの ソ フ トウェアテ ス

ト(動 作 お よび非動 作)を 計

画 、実施 し、 ソ フ トウェアが 指

定 の要件 を充 足 してい る こ とを

検証 し、 エ ラー を是 正 す るため

に使 用す るテ ス ト手 法

組 織 のrrイ ンフ ラを構成 す る

ハ ー ドウェア とシ ステ ムソ フ ト

ウエア。 ハ ー ドウェア/ソ フ ト

ウェ アの導 入 を考 え る必要 の あ

るイ ン フラの機 能

専門能力育成活動 雇用主組織についての
知識の習得

周辺技術領域についての
知識の習得

追加学習 時間管理 チー ム ワー ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

雇用主 組織 、その ビジネ ス、構

造、 オペ レー シ ョン、用語 法 に
っい て基本的 な知識 を習得 す

る。

自身の職務外の、雇用主組織の
Is活動にっいての知識

遠隔学習、夜学、研修休暇制度
により、追加学習を通 じて初期

教育を補強する。

自身の活動を計画、組織する訓

練を受け、実践練習する。

チームワー クの手法の訓練 を受
け、実践練習する。基本概念に
ついて理解する。

レポー ト作成 とプ レゼ ンテ ー

シ ョンを含 めて、 口頭 お よび書

面 による コ ミュニ ケー シ ョンの

訓練 を受 け、実践練 習す る。

グループ活動への参加 職場外活動 専門家団体の活動への参加

作業環境内外で、対人スキルの

育成に役立っグループ活動に参
加する。

作業環境外部で、専門スキルを

育成するのに、あるいは自分の
業務上の役割を新 しい視点であ
るいは深 く理解するのに役立つ

活動を実施する。

専 門家 団体 の主催 す る会 議 、セ

ミナー 、 ワー クシ ョップに参 加

し、機 関紙 、会報 を読 む。

資格
(情報未定義)
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(2)レ ベ ル2(TEST2)

職務の概要 適切 なテ ス トツール と手 法 を使 っ て、合 意 され た基 準 に従 い、 テ ス トを計 画 、設 計 、管理 、実行 、報 告 し、新 規 お よび 修 正 後の ソフ トウェ ア とイ ン タ フェー ス が、仕 様 どお り、意 図 され た とお

りに動作することを保証する。.
レベル の定義

レベル2

(自主性、責任および権 限)
監督付きの環境で作業 し、頻繁

なレビューを受ける。

(影響力)
自身の活動 には相当の 自主性 を

与えられてい る。監督責任 、プ
ロジェク トの技術的責任を割 り

(業務の複雑 さ)

複雑でルーチン外の文脈を含 め
て、広範多様な文脈で幅広 くさ

まざまな作業を実施す る。

(必須スキル)

引き受けたすべての仕事に体系

的で、秩序立った、分析 的なア
プローチで臨む。

(文脈のなかでのls)

自身 の専門外の幅広いIS分野に

基本的理解があ り、自身 の役割

と他 のISの役割および雇用主組

(学習 と能力育成)

新 しい技術情報 を速やかに吸収
し、必要に応 じて適用すること
ができる。

当て られ る こ とは ほ とん どな

い。

適切 な 方 法、 手続 き、 ツー ル 、'

機器、標準 を効果的に使用 し、
ごくまれには他者 を参考にし、

織全体 との関係 を把握 してい

る。

限られた時間枠のなかで自分の

仕事 を計画 し、 スケ ジュー ル を
立て 、 監視 す る こ とが で きる。

すべてのルーチン活動 と連絡に
関 して、口頭、書面で効果的な

、 コ ミュニ ケー シ ョン 能力 を発 揮

す る。

バック グラ ウン ド要件 学歴その他 過去 の経験 事前の知識とスキル

教育バックグラウン ド

お そ ら くは少 な く ともGCEAレ

ベ ル、SCEH輌gherグ レー ドま た

は 同等 基準 の教 育 を受 け てい

る。

次 のい ずれ か

ソフ トウェア テ ス トの 役割 一 レ
ベル1で 熟練 に 到 達 して い る。

また は

ソフ トウェア テ ス トに触れ る こ

開発 ライフサイクルにおけるソ
フ トウェアテス トの役割につい

て基本的に認識 している。論理
的、分析的アプローチで問題解

決に臨み、細部まで細心の注意

との多 い 、他 の シ ステ ム 開発 と を払 う。

保守の職務で経験を積んでい る

(レベル2で通常2年間)
、

タス ク 必須 タスク 任意 タスク

1.合 意 され た方 法 と基 準 を使 っ

て 、や や複 雑 なテ ス トス ク リプ

トのセ ッ トを解 釈 し、 実行 す

る。

s㎜QUnit:316シ ステ ムテ ス

トを実施 す る。

2.合 意 され た 標 準 に従 い 、既 定

の基 準 に照 ら して 、テ ス トの成

否 を文 書化 す る。

s㎜QUnit:316シ ステ ムテ ス

トを実施 す る。

s/NVQUnit:328ソ フ トウェ ア

3.テ ス ト結 果 を監 督者 お よび/

も しくは 同僚 に明 瞭 かっ 簡潔 に

報告 す る

s…QUnit:316シ ステ ムテ ス

トを実施 す る。

S/NVQUnit:328ソ フ トウェ ア

4.経 験 の少 な い 同僚 が使 え る よ

うに、 単純 な テ ス トケー スス

イー ト、テ ス トス ク リプ ト、 テ

ス トプ ロシー ジ ャ(と 結 果 予

測)を 作成 す る。

5.標 準 の オペ レーテ ィン グ機

能 、 テ ス トス ク リプ ト、診 断

ツー ル 、技 術 マ ニ ュアル 、 シス

テ ム ドキ ュ メン テー シ ョン を

使 って 、 基本 的 な シ ステ ムエ

ラー を識 別 、診断 、報告 す る。

SNvQUnit:328ソ フ トウ ェ ア シ ステ ムテ ス トを 実施 す る。 システ ムテ ス トを実施 す る。

システ ムテ ス トを実施 す る。

知識 とスキル 行動スキル

(情報収集)

問題または状況 を理解するのに

必要な情報 と入手可能な情報の
ギャップを識別 し、そのギャッ

(計画立案 と組織化)

予想 される問題を考慮 した うえ
で、ア クシ ョンの道筋 を、小 さ

なステ ップに分解 し、各ステ ソ

(持続性)

不利 な状況にあるときで も、
ターゲッ トを達成 し、合意を履

行す る。

(細心の注意)

実施 したすべてのタスクに品質

基準 を適用 し、なに も見過 ごし
てない ことを確認す る。

(書面での表現)
書面で効果的に意思 を伝達す
る。

(チームワーク)
共通の目標 を達成するため、他
のスタッフと競争的ではなく協

力的に作業をす る。

プを埋めるための手段 を工夫す プを計画 し資源を手当てす るこ

る。 とに よ り、決 定す る。

、

-

…一
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技術知識 とスキル
知識 とスキル(続 き)

一

(アプ リケーションシステ ムに

精通)

特定ビジネス機能またはプロセ
スのサポー トに自動システムを

適用

例:ERP(基 幹業務パ ッケー

ジ)、 販売予測、航 空券予約、

油層モデ リング

(社内、業界、専門家基準に精

通)
IS実務者の現在の役割 に関連す

る標準/基 準

例:部 門のプ ログラ ミング標

準、ヘルプデ スク手続 き、社 内

品質管理 システ ム、ITイ ンフラ

ライブラリ、TicklT

(オペ レーテ ィン グイ ン フ ラに

精 通)

自組 織 内 で使 用 され るISイ ン フ

ラ(ハ ー ドウェア 、デ ー タベ ー

ス 、 オペ レー テ ィン グシ ステ

ム、LANな ど)に っ い て の知 識

、

(ソ フ トウェ アテ ス トに精 通)

す べ て のア プ リケー シ ョン コン

ポー ネ ン ト(動 作 お よび 非 動

作)の ソフ トウェア テ ス トを計

画 、 実施 し、 ソフ トウェア が指

定 の要件 を充 足 して い る こ とを

検 証 し、エ ラ ー を検 出す るた め

に使 用す るテ ス ト手 法

例:動 的テ ス ト手 法 、 静的 テ

ス ト手 法 、非動 作 テ ス ト手 法 、

テ ス ト自動 化 手法

(ソ フ トウ ェアテ ス ト用 ツー ル

に精 通)

テ ス ト管理 プ ロセ ス 、テ ス トの

実行 、 実際 の 結果 と予想 結果 と

の比 較 、テ ス トの前 提条 件 の設

定、 そ の他 の テ ス ト管理 、 テ ス

ト報 告機 能 な ど、テ ス トプ ロセ

ス のい ずれ か の部 分 を自動化 ま

た は支 援す る ソフ トウェア ツー

ノレ

例:テ ス ト管 理 ツー ル 、 キ ャ

プ チ ャ リプ レイ ツー ル 、デ ー タ

準備 ツール 、デ バ ッギン グツー

ル 、 ロー ドテ ス トツー ル 、セ

キ ュ リテ ・イ侵 入 テ ス トツー ル 、

要 求事 項 テ ス トツー ル

(メ トリクスを把握)

IS活動の見積 もりに際 して、過

去の測定値お よび生成測定値 の
収集、分析、適用

例:機 能ポイ ン ト分析 、コー

ド行

'そ の他 の知 識 とス キル

(時間管理手法に精通)

自分の時間を効果的 に活用する
ための方法 と技法

(レポー ト作成手法に精通)

効果的な レポー トを作成す る方

法と技法

・

訓練要件 プ ロ グラ ミン グツー ル ア プ リケー シ ョン開発 ツー ル プ ログ ラム とモ ジュー ル の

テ ス ト

ソフ トウェアテ ス ト手法 レポー ト作 成 ソフ トウェアテ ス ト自動 化 用 の

ツール と手法

開発作業の通常の過程でプログ

ラミングスタッフの使用する高
水準言語、ソフ トウェアツール

またはオペ レーテ ィングシステ
ムの機能

開発プ ロセスのいずれかの部分
を自動化または支援す るソフ ト

ウェアツール

プ ログラムのコンポーネン トと

アセンブ リのテス トを計画、作

成、実施する方法 と手続き

すべてのアプ リケーシ ョンコン

ポーネン トの ソフ トウェアテス
ト(動 作お よび非動作)を 計

画、実施 し、 ソフ トウェアが指

定の要件を充足 してい ることを

検証 し、エ ラーを是正す るため

に使用するテス ト手法

簡潔で効果的な レポー トを作成

す るための方法、技法お よび標
準

テス トプロセスのいずれかの部

分を自動化または支援す る手法

とツール

専門能力育成活動 雇用主組織についての
知識の習得

周辺技術領域についての
知識の習得

r調 査 」任 務 時間管理 チ ー ム ワー ク コ ミュニ ケー シ ョン

雇 用 主組 織 、そ の ビジネ ス 、構

造 、オペ レー シ ョン、 用語 法 に

つ いて 基本 的 な知識 を習得 す

る。

自身の職務外の、雇用主組織の
Is活動にっいての知識

自身の正規 の責任に属さない ト
ピックにつ いて調査 し、結果 を

同僚 に発表す る。

自身 の活動を計画、組織す る訓

練を受 け、実践練習す る。

チームワークの手法の訓練 を受

け、実践練 習す る。基本概念に
ついて理解す る。

レポー ト作 成 とプ レゼ ン テー

シ ョンを含 め て、 口頭 お よび 書

面 に よ るコ ミュニ ケー シ ョンの

訓練 を受 け、 実践練 習 す る。

グループ活動への参加 職場外活動 職場外学習 専門家団体の活動への参加

作業環境 内外で、対人スキルの

育成に役 立っグループ活動に参

加す る。

作業環境外 部で、専門 スキル を

育成す るのに、あ るいは自分の

業務上 の役割 を新 しい視点であ

るいは深 く理解す るのに役立つ

活動 を実施す る。

た とえば 、外 国 語 コー ス な ど、

合 目的 的 で は ある が、 直接 に は

自己 の役 割 に関係 しな いテ ー マ

で 、 自習 し、・あ るいは 夜 間 クラ

スや バ ケー シ ョンス クール に参

加 す る。

専門家団体の主催す る会議、セ

ミナー、ワー クショップに参加

し、機関紙、会報を読む。



資格 AMBCS－ 英国 コン ピ ュー タ MCSD-MicrosoR認 定

学会準会 員 ソ リュー シ ョンデ ベ ロ ッパ

英 国 コン ピ ュー タ学会 Microsoft

(http://www.bcs、org.uk60inbcs・ht (bttp://www.microsoft.oo皿mcp/

m) mkt〆ch・ices.h㎞)

メ

情報 システムエンジニア リング MicrosoRWmdowsオ ペ レー テ ィ

公 認 機 関(1㎡bnnatio皿Systems ン グ システ ム とア プ リケー シ ョ

EnginceringCharteredBody)の ン開発が対象
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(3)レ ベ ル3(TEST3)一
職務の概要 蹴 テ。,。 一,レと手法 。使。て論 意 ・れた基準に従 い、テ・ ・を縮 謝 管理・美禰 告 ・・蹴 ・び修正後の ・フ トウ・ア とイ ンタフェースが・仕様 どお り・意図されたとお

りに動作す ることを保証す る。

レベル の定義

レベ ル3

(自主性、責任お よび権限)

明確に定義された説明責任 の枠

組みのなかで、一般的な指示を
受 けて、作業に従事する。

(影響力)

場合 に応 じて、経験の少ない同
僚に助言 とガイ ダンスを提供
し、監督の要素を引き受 ける こ

ともある。

(業務の複雑 さ)

多様な文脈で幅広 く複雑 な技
術、専門業務 を実施す る。

(必須 スキル)

問題解決 に体系的で、秩序立っ
た、分析 的なアプローチで臨

む。

設定されたすべてのターゲッ ト
セ ッ トを達成するために、適切

な方法、手続 き、ツール、機

(文脈のなかでのls)

自身の専門外の幅広いIS分野に

十分 な理解があ り、 自身の役割

と他 のISの役割お よび雇用主ま

たはクライアン トのビジネス活

動 との関係 を把握 している。

(学習 と能力育成)

新 しい技術情報を速やかに吸収
し、必要に応 じて効果的に適用

することができる。

器、標準を選択 し、効果的に使

用 し、 自分 の仕 事 を計 画 し、管

理す る こ とがで きる。

公 式 、非 公 式 の状 況 で、 口頭 、

書面によ り効果的な コミュニ
ケー シ ョン能 力 を発揮 す る。

バックグラウン ド要件 学歴その他

教育バ ックグラウン ド

過去の経験 事前の知識 とスキル

お そ らくは少 な くと もGCEAレ

ベ ル 、SCEHigherグ レー ドまた

は同 等基 準 の教 育 を受 け てい

ソ フ トウ ェア テ ス トの役 割 一 レ

ベ ル2で 熟 練 に到 達 して い る。

開発ライフサイ クルにおけるソ
フ トウェアテス トの役割につい

て基本的に理解 している。論理
的、分析 的アプローチで問題解

る 。 決に臨み、細部まで細心の注意

を払 う。'

タ ス ク

必須タスク
任意 タスク

1.合 意 され た方 法 と基 準 を使 っ

て 、複 雑 なテ ス トス ク リプ トを

解釈 し、 実行す る。

2,合意 された標準に従い、既 定

の基準に照 らして、テス トの成

否を文書化す る。

3.標 準 のオペ レー テ ィン グ機

能 、診 断 ツール 、 技術 マ ニ ュア

ル 、 テ ス トス ク リプ ト、 シ ステ

ム ドキ ュ メンテ ー シ ョンを使 っ

て、 基本 的 な シ ステ ムエ ラー を

識 別 、診 断 、報 告 す る。

4.テ ス ト結 果 を レ ビュ ー し、必

要 に応 じて テ ス トを変 更す る。

シ ステ ム品 質 に関 す る レポ ー ト

とテ ス トケー ス の メ トリク スを

作成 す る

s/NVQUnit=403ソ フ トウェア

テ ス トと導入 を管理 す る

S/NVQUnit:407シ ステ ム 導入

5.自 身または他 のスタッフの実

行す る、新規および修正 ソフ ト

ウェアのテ ス ト用に再利用可能
なテ ス トスクリプ ト、プロシー
ジャ(と 結果予測)を 作成す

る。既存 システム上で新規およ
び修正 ソフ トウェアの効果をテ
ス トす るための計画を作成す

6.テ ス トの計 画 と実 行 に関 し

て、 同僚 に ガイ ダ ンス と支援 を

提供 す る。

とテ ス トを 管理 す る。
る。

知識 とスキル
行動スキル

(情報収集)

問題 または状況を理解するのに

必要な情報 と入手可能 な情報 の
ギャップを識別 し、そのギャ ッ

プを埋 めるための手段を工夫す

(イニシアチブ)

事前対処的に、対策を講 じ、機

会 を予測す る。

(口頭での表現)
口頭で効果的に意思 を伝達す

る。

(対人折衝)
さま ざまなバックグラウン ドの

人間 と関係を築き、接触 を維持

す る。

る 。 技術知識とスキル

(アプ リケー ションシステムに

精通)

特定 ビジネス機能またはプロセ
スのサポー トに自動 システ ムを

適用

例:ERP(基 幹業務パ ッケー

ジ)、 販売予測、航空券予約 、

油層モデ リング

(デ ー タベ ー ス ソフ トウェ アに

精 通)

デ ー タ構 造 を構 築 し、入 力 し、

操 作す るた め の ソフ トウ ェア

例:Access、SQLServcr・

DB2、Oracle、Infbmix、Sybase

(メ トリクスに精通)

IS活動 の見積 もりに際 して、過

去の測定値お よび生成測定値の

収集、分析 、適用
例:機 能ポイン ト分析、コー

ド行

(社内、業界、専門家基準 に精
通)

IS実務者の現在の役割に関連す

る標準/基 準

例:部 門のプログラ ミング標

準、ヘルプデスク手続 き、社内

品質管理 システ ム、ITイ ンフラ

ライブラ リ、TicklT

(ソ フ トウェア テ ス トに精 通)

す べて の ア プ リケー シ ョン コン

ポ ーネ ン ト(動 作お よび非 動

作)の ソフ トウ ェアテ ス トを 計

画 、 実施 し、 ソフ トウ ェアが指

定 の 要件 を充 足 して い るこ とを

検 証 し、エ ラー を検 出す るた め

に使 用 す るテ ス ト手 法

例:動 的 テ ス ト手法 、静 的 テ

ス ト手 法 、非 動 作テ ス ト手 法 、

(テス ト管理手法に精通)

開発 プロジェク トのライフサイ
クル にわたるテス トプロセスの

効果的な管理お よびテス トの実
施のための原則、方法、技法、
ツール

例:テ ス ト、計画 と見積 も

り、構成管理 、インシデン ト管

理、テス トの効率 と効果の測定
に関す る組織横断的基準

テス ト自動化手法
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知識 とスキル(続 き) 技術知識 とスキル その他の知識 とスキル

(ソフ トウェア テ ス ト用 ツール (レポー ト作成手法に熟達) (リスク管理を把握) 、

に精通) 効果的な レポー トを作成す る方 リスクの評価 と管理の方法と技

テ ス ト管理 プ ロセ ス、 テ ス トの 法と技法 法
実行、実際の結果 と予想結果 と 例:CRAMM

の比較、テス トの前提条件の設

定、 そ の他 のテ ス ト管理 、テ ス

ト報 告機 能 な ど、 テ ス トプ ロセ

スのいずれかの部分を自動化ま

たは支援するソフ トウェアツー

ノレ

例:テ ス ト管 理 ツー ル 、 キ ャ

プチ ャ リプ レイ ツール 、デ ー タ

準備 ツー ル 、デ バ ッギ ン グツー

ル 、 ロー ドテ ス トツール 、 セ

キ ュ リテ ィ侵 入 テ ス トツー ル 、

要求事項テス トツール

訓練要件 プログラム設計の方法 とツール システ ム開発環境 レポー ト作成 統計 サンプ リング プ レゼ ンテ ー シ ョンス キル ソフ トウェア テ ス ト自動化 用 の

ツー ル と手法

プログラミングまたはシステム

開発の方法(た とえば、構造化
プログラム設計)

次の内容 を含むシステム開発入

門:開 発 のライフサイクル と

方法論、組織のイ ンタフェー

簡潔で効果的なレポー トを作成

す るための方法、技法お よび標
準

分析、監査用に代表的な情報 の

サンプル を正確かっ公正に選択
'

するための手法

正 式 、準 正 式 な環 境 で 、 口頭 で

お よび ビジ ュアル に コ ミュニ

ケー シ ョンす る た めの方 法 と技

テス トプロセスのいずれかの部

分を自動化または支援す る手法

とツール

ス、 プ ロ ジ ェ ク トとプ ロ グ ラム 法

管 理 、 リス ク管理 、 変 更管 理

ソフ トウェアテ ス ト管 理手 法

開発 プ ロ ジェ ク トの ライ フサイ

クル に わた るテ ス トプ ロセ ス の

効果的な管理お よびテス トの実

施のための方法 と技法

専門能力育成活動 「調 査」 任務 ISの 概 念 と手法 に つ いて の 交渉 と影響力の行使 チ ー ム の リー ダ シ ップ 職場外活動 職務 ロー テー シ ョン と特別 任務

知識の習得

自身の正規の責任に属 さない ト
ピックにっいて調査 し、結果を

同僚に発表す る。

自身の職務外のIS概念 と手法に

ついて学習 し、訓練を受け、可

能な ら実践練習す る。

他者 と交渉 し影響力を行使する
ための訓練を受 け、実践練習す

る。

動 機 づ け、指 導 、権 限 委 譲 、評

価 、 カ ウンセ リング 、育 成 な

ど、 チー ム の リー ダ と して の ス

キル を 訓練 し実 践練 習 す る。

作業環境外部で、専門スキル を
育成す るのに1あ るいは 自分の

業務上の役割を新 しい視点であ
るいは深 く理解す るのに役立っ

IS内外で、一時的に他の役割一

とくに、自己の職務について新

しい視点 を提供す る役割、ある
いは環境や文化の異なる役割一

活動を実施する。 を引 き受 ける。

職場外学習 コ ミュニ テ ィ活 動 代行 専門家団体の活動への参加 パ ブ リケ ー シ ョン 教育指導

たとえば、外国語 コースな ど、

合 目的的ではあるが、直接には
自己の役割に関係 しないテーマ

で、 自習 し、あるいは夜間クラ

地域社会や市民行事に参加す

る。

監督者 または管理者が休暇その

他 の理 由で不在時に一時的に代
行する。

支部、専門家 グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動 に

積極的に参加す る。

専門誌 、技術誌へ寄稿する。 自己の専 門領 域 で 、公 式 、 非公

式に 、教 師 、講師 、 チ ュー

ター 、 コーチ と して教 育 指 導 を

務 め る。

スや バ ケー シ ョン スクー ル に参
、 加 す る。

雇用‡絹織の活動についての
知識の習得

雇用主組織 の実施する商業、事

務および/も しくは産業活動 に
ついての理解を深 める。



資格 AMBCS－ 英国 コン ピュー タ

学 会準 会 員
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一"ro

ソ リュー シ ョンァペ ロ ッハ

英国 コン ピュー タ学 会 MicrosoR ●

(http=//www.bos・org・uk60口1bcs・ht (h眈p・〃www.micr…R…mm・p/
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情報 システムエンジニア リング Mi。rosoRWindowsオ ペ レー テ ィ

公認 機 関(lnfbmationSystems ン グ システ ム とア プ リケ ー シ ョ

E・gi… 血gChM。 ・・dB・dy)の ン開発が対象
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(4)レ ベ ル4(TEST4)

覇虜の概要 適切 なテ ス トツール と手法 を使 って 、合 意 され た基 準 に従 い 、テ ス トを計 画 、設 計 、管理 、実行 、 報告 し、新 規 お よび 修 正後 の ソフ トウェ ア とイ ン タ フェー スが 、仕 様 どお り、意 図 され た とお

りに動作することを保証す る。

レベルの定義 レベル4

(自主性、責任および権限)
包括的な指示の下で、作業に従

事する。作業の実行 と判断に技

術的責任 を負 う。

(影響力)

技術的事項について助言とガイ
ダンスを提供す る。他人の仕事

を監督す ることもあ る。

(業務 の複雑 さ)

多様な文脈でかな り広い範囲に
わたる基本原則の適用の要求 さ

れ る業務 を実施する。

(必須スキル)

自身の仕事に構造化 された効果

的なアプローチで望み、リーダ
シップの潜在能力を証明する。

時間、 コス ト、品質のターゲ ッ

(文脈のなかでのIS)

自身の専門領域 または責任領域
と雇用主組織全体との関係につ
いて理解 を深め、提案を行 うと

きおよび/も しくは作業 を実施

(学習 と能力育成)

自ら率先 して、スキルを常に最

新に維持 し、IS業界の動 向に遅

れないようにする。

トに照 らして作業を分析、診 す るときに、顧客の要求 を十分
' 断 、設 計、 計 画、 実行 、評 価 に考慮す る。

し、 自身の専門領域 に関連 して

、 利 用 可能 な方 法 、 手続 き、 ツー

ル、機器、標準に関す る深い知

識 を披渡 し、各種代替オプシ ョ
ンか ら適正に選択す ることがで

き る。
1

ク ライ アン ト、顧 客 、同 僚 、部

下と口頭、書面によ り効果的 に
コ ミュ ニケ ー シ ョン を とる こ と

がで き る。

バ ックグラウン ド要件 学歴その他 過去の経験 事前の知識 とスキル

教育バ ックグラウン ド

おそ らくは少な くともGCEAレ ソフ トウェ アテ ス トの役 割 一 レ 開発ライフサイクルにお けるソ

ベ ル 、SCEHighcrグ レー ドま た

は同等 基 準の教 育 を受 けて い

ベル3で 熟練 に到達 している。 フ トウェアテス トの役割 につい

て十分に理解 している。論理
的、分析的アプ ローチで問題解

る 。
決に臨み、細部まで細心の注意

を払 う。 優れ た 対人 ス キル 、 コ

ミュニ ケー シ ョン スキル 、 クラ

イアン ト/ユ ーザへの対応能力

を発揮 す る こ とがで き る。

タス ク 必須 タスク

1□S開発プロジェク ト内部でテ

ス ト職務の責任 を引き受ける。

個人の能力 と作業の要求を考慮
して、テス ト担 当者に各作業を

割 り当てる。

2.テ ス ト担 当者 の パ フ ォー マ ン

ス を監 督 し、そ の 効果 につ いて

報告 し、 不足 が あ れ ば是 正措 置

を講 じる。

3.IS開 発 部 門ま た はプ ロジ ェク

トのテ ス ト戦 略 を定 義す る。

4,適切なツール と方法を探索す

る調査 を指示 し実施する。先任
の開発 スタ ソフと相談 して、 ど
のツールおよび方法 を選択 し、

どのよ うに実施す るかを決定す
る。

5,す べ て の テ ス ト計画 が適 正 に

レ ビュー され る よ うにす る。 複

雑 で ク リテ ィカ ル な計 画 を直 接
レ ビューす る。

6,テ ス トの計 画 と実施 に関 し

て、権 威 あ る助言 とガイ ダ ン ス

を提供 す る。

任意タスク

(情報未定義)

知識 とスキル 行動スキル

(意思決定)

状況のニーズ、優先事項、制

約、必要な情報 の利用可能性 を
考慮に入れた うえで、適切なタ

(職務横断的、専門領域横断的

な意識)

他の専門領域や職務に従事する
人間のニーズ、目標、制約を理

(口頭での表現)
口頭で効果的に意思を伝達す

る。

(対人折衝)

さまざまなバ ンクグラウン ドの

人間 と関係を築 き、接触を維持
する。

(影響力 と説得力)
直接 の命令、指揮系統のない と

きに、他者に影響力を及ぼ し説

得 して、具体的な行動 をとらせ

イ ミングで決定を下す。 解す る。 る。
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知識 とスキル(続 き)
技術知識 とスキル

(ア プ リケ ー シ ョン システ ム に

熟 達)

特 定 ビジネ ス機 能 また はプ ロセ
ス のサ ポー トに 自動 システ ム を

適 用

例=ERP(基 幹 業務 パ ッケー

ジ)、 販 売 予測 、航 空券予 約 、

油層 モ デ リング

(社内、業界、専門家基準に熟

達)
IS実務者の現在の役割に関連す

る標準/基 準

例:部 門のプ ログラ ミング標

準、ヘルプデス ク手続 き、社内
品質管理システム、ITイ ンフラ

ライブ ラリ、T五cklT

(ソ フ トウェアテ ス トに熟 達)

す べ て の アプ リケー シ ョン コン

ポー ネ ン ト(動 作 お よび非動

作)の ソフ トウェア テ ス トを計

画 、実 施 し、 ソフ トウェア が指

定 の要 件 を充 足 して い る こ とを

検 証 し、 エ ラー を検 出 す るた め

に使 用す るテ ス ト手 法

例:動 的 テ ス ト手法 、 静的 テ

(ソフ トウェアテス ト用ツール

に熟達)
テス ト管理 プロセス、テス トの

実行、実際の結果 と予想結果 と
の比較、テス トの前提条件の設

定、その他のテ ス ト管理、テス

ト報告機能な ど、テス トプ ロセ
スのいずれかの部分を自動化ま

たは支援す るソフ トウェアツー

(ア プ リケ ー シ ョン開 発方 法 、

技 法 、標 準 に精 通)

体 系化 され た かた ち でア プ リ

ケー シ ョン開発 を促進 す るた め

に 、組 織 化 され 文 書化 され た手

法 の セ ッ ト

例:SSADM、DSDM、

0句ect・ry/UML

(構成 管理 に精 通)
ハ ー ドウェア デバ イ ス、 コ ン

ピ ュー タプ ログ ラム 、 ドキ ュ メ

ンテ ー シ ョン、通 信 サー ビス、

コン ピュー タセ ン タ機 能 を含 め

て 、 「構 成 アイテ ム」の 変更 管

理 をIT管 理 者 に許容 す る こ とに

よ り、ITア セ ッ トの厳 密 な管理

を提 供す るデ ィシプ リン
`

ス ト手法、非動作テス ト手法、

テス ト自動化手法

ノレ

例:テ ス ト管理 ツー ル 、 キ ャ

プ チ ャ リプ レイ ツー ル 、デ ー タ

準備 ツール 、 デ バ ッ ギン グ ツー

ル 、 ロ ー ドテ ス トツ ー ル 、 セ

キ ュ リテ ィ侵 入 テ ス トツ ール 、

要求事項テス トツール

技術知識 とスキル
その他の知識 とスキル

(メ トリクスに精通)
IS活動の見積 もりに際 して、過

去の測定値および生成測定値の

収集、分析、適用

例:機 能ポイン ト分析、 コー

ド行

(テス ト管理手法に精通)

開発プ ロジェク トのライフサイ
クル にわたるテス トプ ロセスの

効果的な管理お よびテ ス トの実
施のための原則、方法、技法、
ツール

例:テ ス ト、計画 と見積 も

(リスク管理に精通)

リスクの評価 と管理の方法 と技

法

例:CRAMM

(プロジェク ト計画お よび管理

手法に精通)
プロジェク トの計画 と進捗監視

に関連す る手法

例:製 品/作 業分類構造、 ク

リテ ィカルパス分析、達成価値

り、構 成 管理 、イ ンシデ ン ト管
' 理、テス トの効率 と効果の測定

に関する組織横断的基準

訓練要件 プ ロジ ェク トリー ダ シ ップ プロジェク ト計画 と管理 監督 品質管理 構成管理 統計サ ンプリング

要求の厳 しいプ ロジェク ト管理

任務の準備として、プ ロジェク
ト管理 の方法とリーダシ ップス

プロジェク ト計画と管理 の方法

と技法

効果的な第一線監督管理者に
とっての原則 と実務慣行

品質 システム、マニ ュアル、手

続きお よび計画の原則 と適正実
務慣行。品質保証と審査。外部

品質基準。総合品質管理

構成 アイテムの変更を識別、記

録、管理す ることによりITア

セ ッ トを管理する手続きの策定

と運 用

分析、監査用に代表的な情報の
サンプルを正確かつ公正に選択

するための手法

キル (TQM)と 欧州品質管理卓越

性 モデ ル フ ァ ウ ンデー シ ョン

(TotalQualityManagementand

EuropeanFoundatlonfbrQuality

ManagcmentExccllenceModeD

ソフ トウェ アテ ス ト管理 手 法

「` 開 発 プ ロジ ェク トの ライ フサイ

クル にわ た るテ ス トプ ロセ ス の

効果的な管理およびテス トの実

施のための方法 と技法

専門能力育成活動
「調査」任務 lSの概念 と手法 についての

知識 の習得

交渉 と影響力の行使 チー ム の リー ダ シ ソプ 職場外活動 職 務 ロー テー シ ョン と特 別任 務

自身の正規の責任に属 さない ト
ピックにっいて調査 し、結果を

同僚に発表す る。

自身の職務外のIS概念 と手法に

ついて学習 し、訓練 を受け、可

能な ら実践練習する。

他者 と交渉 し影響力を行使する
ための訓練を受け、実践練習す

る。

動機 づ け、指 導 、権 限委 譲 、 評

価 、 カ ウンセ リン グ、 育成 な

ど、 チー ム の リー ダ と して の ス

キル を訓練 し実 践練 習 す る。

作業環境外部で、専門スキル を

育成す るのに、あるいは自分の
業務上 の役割 を新 しい視点であ

るいは深 く理解するのに役立つ
活動を実施する。

IS内外で、一時的に他の役割 一

とくに、自己の職務について新
しい視点を提供する役割 、ある

いは環境や文化の異なる役割一

を引き受ける。



専門能力育成活動(続 き) 職場外学習 コ ミュニテ ィ活動 代行 プ ロ ジェ ク ト任 務 相談役 国際経験

た とえば 、外 国 語 コー ス な ど、

合 目的 的で は あ るが 、直接 には

自己 の役 割 に 関係 しない テー マ

で 、 自習 し、 あ るい は夜 間 ク ラ

スや バ ケー シ ョンス クール に 参

地域社会や市民行事に参加す
る。

監督者または管理者が休暇その
他の理由で不在時に一時的に代

行す る。

特定の問題 に対処す るために設

置 されたプロジェク トチー ム、

作業 グループ、タスクフォース
に参加する。 グループが領域横

断的であればなおさら有益であ

仕事やキャ リアの問題につい

て、直接の監督下にない人間の

相談 を受け、相談、指導役 を務
める。

雇用主組織のために海外で専門

職務を実施する。

加す る。 る 。

専門家団体の活動への参加 パ ブ リケー シ ョン 教育指導 雇用‡組織の活動についての

知識の習得

支部、専門家グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極的に参加す る。

専門誌、技術誌へ寄稿する。 自己の 専門 領域 で 、公 式 、非 公

式 に、教 師 、講 師 、 チ ュー

ター 、 コー チ と して教 育 指導 を

雇用主組織の実施す る商業、事

務お よび/も しくは産業活動に
ついての理解 を深 める。

務 める。

資格 MBCS－ 英 国 コ ン ピュー タ MCSD-McrosoR認 定

学会会員 ソ リュー シ ョン デベ ロ ッパ

英国 コン ピュー タ学 会 Mi町osofI

(http:〃www.bcs.org・uk60i皿bcs・ht (http:〃www.microsoR.oommcp/

m) mkt〆 ・h・i・・s.htm)

情報 システムエ ンジニア リング MiorosoRWindowsオ ペ レー テ ィ

公認 機 関(ln飴mationSyste鵬 ン グ システ ム とア プ リケ ー シ ョ

EngineermgChartercdBody)の ン開発が対象

専門資格
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(5)レ ベ ル5(TEST5)

職務の概要 適切 なテス トツール と手法 を使って、合意 された基準に従い、

りに動作することを保証す る。

テ ス トを計 画 、設 計 、 管理 、 実行 、報 告 し、新 規お よび修 正 後 の ソフ トウェア とイ ン タフ ェー スが 、仕様 どお り、意 図 され た とお

レベル の定義
レベ ル5

(自主性、責任および権限)
合意 された 目標に向かって努力

する。管理者 として、または技

術専門家 として、実施 した作業
の質に全面的な責任を負 う。

(影響力)
管理者またはア ドバイザ とし
て、一つの広い分野にわたっ

て、あらゆる技術的アプ ローチ

の選択 と実行 に関 し、経験を活

用 して十分な情報に基づ く意思

決定を行 う。

(業務の複雑 さ)
予測不可能なことの多い さま ざ

まな文脈において、かな り広い

範囲にわたる基本原則の適用の
要求 され る業務を実施する。

(必須 ス キル)

経 常 的 なベ ー スで リー ダ シ ップ
ス キル を証 明す る。

レベ ル を問 わず 、公 式 、非 公 式

を問 わず 、部 下 、同 僚 、 クラ イ

ア ン ト、顧 客 との間 の 、 口頭 ま

た は文 書 に よ る効 果 的 な コ ミ ュ

ニ ケー シ ョンを 証明 す る。

(文脈のなかでのls)

自分の専門能力または責任領域

と雇用主組織全体 との関係 を明

確 に理解 していることを証明
し、提案を行 うときおよび/も

しくは作業 を実施す るときに顧

客の要求を考慮に入れる。

(学習と能力育成)

自ら率先 して、技術スキル と専

門能力を常に最新 に維持 し、業
界の動向に遅れないようにす

る。

バ ックグラ ウン ド要件 学歴その他

教育バ ックグラウン ド

過去の経験 事前の知識とスキル

お そ らくは少 な くと も㏄EAレ

ベ ル 、SCEHigherグ レー ドまた

は同 等基 準 の教 育 を受 けて い

ソフ トウェアテ ス トの役 割 一 レ

ベ ル4で 熟 練 に到 達 して い る。

開発 ライ フサ イ クル にわ た って

す べ て のテ ス トイ ベ ン トに幅 広

い知 識 が あ る。 平 均 以上 の 対人

ス キル 、 コ ミュ ニ ケー シ ョン ス
る 。 キル 、 ク ライ ア ン ト/ユ ー ザ と

の対応能力を備えている。

テス トおよび問題解決に体系的

で、秩序立った、分析的なアブ
ロー チで 臨 んで い る。

タ ス ク
必須タスク

1.開発プ ロジェク ト内部で、テ

ス トのすべてのフェーズとテス

ト活動の管理に責任を引き受け

る。 システムテス トおよび受け
入れテス トを計画 しまたは計画

作業を監督 し、計画の実行 を調

整する。初期ライ フサイ クルに

お けるバ リデーシ ョンお よび検
証の責任を引き受ける。プ ロ

2.開 発 プ ロジ ェ ク トまた は プ ロ

ジェ ク トの 計画 のた め のテ ス ト
コー デ ィネ ー タ の役割 を履 行す

る。 プ ロ ジェ ク トま た はプ ログ

ラム の各 テ ス トフ ェー ズで す べ

て の テ ス ト担 当者 の す べて の活

動 を調 整 す る。

3.ク ライアン ト/ユ ーザお よび

必要に応 じて上級ISス タッフと

協力 して、開発プ ロジェク トに
採用するテス ト戦略について合

意する。各種テ ス トオプ ション
を分析 し、最も効果的なテス ト

戦略を選択、合意できるレベル
で、各種テス トオプシ ョンにつ

いての意識 を維持する。

4,テ ス トの知識 と経験を活か し

て、各種テス トプロセスオプ

シ ョンの現実性 について評価 し

助言 を提供す る。プ ロセスの改

善を識別 し、その実施を支援す
る。

5.合 意 したテス ト戦略お よびシ

ステ ムテス ト計画に付随するリ

スクが明確 に文書化 され、クラ

イアン ト/ユ ーザとISスタッフ

に説明 され るようにする。テス

トに関連す るすべての リスクを

管理 し、 リスクが受け入れ不能
な ときには、予防措置を講 じ

る。

6。該当す る場合、テス ト担当

者、他の開発者の訓練を含め
て、テス トの各側面について権

威 のある助言とガイダンスを同
僚に提供する

ジェク ト全期間にわたるすべて

のテス ト成果品/達 成度の作成

と承認 の責任を引き受ける。

任意タスク

7.テス ト計画の作成お よびその

後 の開発 、 テ ス ト作業 を 通 じ

て 、 クライ ア ン ト/ユ ー ザ との

ミー テ ィング 、 ワー ク シ ョッ

プ 、関係 を計画 、 手配 、 管理 す

る。 この関係が適正に実施 され

ることにハイ レベルで責任を引

き受 け る。

知識 とスキル
行動スキル

(概念的思考)
複雑な問題や状況 において、基

本的な事柄 を、もっと単 純にあ

るいは分か りやす く説明される

概念、モデル あるいは過去の経

験に適正に関連づけることに よ

(計画立案 と組織化)

予想 され る問題 を考慮 した うえ
で、アクションの道筋を、小 さ

なステ ップに分解 し、各ステ ッ

プを計画 し資源を手 当てす るこ

とにより、決定す る。

(意思決定)

状況のニーズ、優先事項、制

約 、必要 な情報 の利用可能性 を
考慮に入れた うえで、適切なタ

イ ミングで決定を下す。

(職務横断的、専門領域横断的

な意識)

他の専門領域や職務に従事する

人間のニー ズ、 目標、制約 を理
解す る。

(影響力 と説得力)

直接の命令、指揮系統のないと

きに、他者 に影響力を及ぼ し説

得 して、具体的な行動をとらせ
る。

(指示)

他者 に指 示 して 、 タス ク を実行

させ る。

り、理解 す る。
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知識 とスキル(続 き) 行動スキル
技術知識 とスキル

(フォローア ップ と監視)

ターゲッ トに照 らして進捗 を
チェック し、必要に応 じて報告

し、例外状況を解消す る措置を

講 じる。

(メ トリクスに熟達)
lS活動 の見積 も りに際 して、過

去の測定値お よび生成測定値 の

収集 、分析、適用
例:機 能ポイ ン ト分析、 コー

ド行

(社内、業界、専門家基準に熟

達)

IS実務者の現在の役割に関連す

る標準/基 準

例:部 門のプ ログラミング標

準、ヘルプデスク手続き、社内

品質管理システム、ITイ ンフラ

ライブラリ、TickIT

(ソフ トウェアテス トに熟達)

すべてのアプ リケー ションコン
ポーネ ン ト(動 作お よび非動

作)の ソフ トウェアテス トを計

画、実施 し、ソフ トウェアが指

定の要件 を充足 してい ることを
検証 し、エラー を検 出するため

に使用す るテ ス ト手法

例:動 的テス ト手法、静的テ

(テス ト管理手法に熟達)

開発 プロジェク トのライフサイ
クル にわたるテス トプロセ スの

効果的な管理お よびテス トの実

施のための原則、方法、技法、
ツール

例:テ ス ト、計画 と見積 も

り、構成管理 、インシデン ト管
理、テス トの効率 と効果の測定

ス ト手 法 、非 動 作 テ ス ト手法 、 に関す る組織横断的基準

テス ト自動化手法

その他の知識 とスキル

(プレゼンテーシ ョン手法に精
通)

効果的なプ レゼンテーシ ョンを
実施す る方法と技法

(リスク管理 に精通)

リスクの評価 と管理の方法 と技
法

例:CRAMM

(標準/基 準作成手法に精通)
プ ログラミング標準、品質基

準、安全衛生基準などの標準/
基準を文書化す るための原則、

方法、技法

(プロジェク ト計画お よび管理

手法に精通)
プロジェク トの計画 と進捗監視

に関連す る手法

例:製 品/作 業分類構造、ク

リテ ィカルパス分析、達成価値

訓練要件 商業お よびビジネス実務慣行 プ ロ ジェ ク トリー ダ シ ップ プ ロジ ェ ク ト計 画 と管理 標準/基 準の搾晟、実施
および監視

フ ァシ リテ ー シ ョン 品質管理

とくに雇用主組織の活動に関 し

て、商業お よび産業の ビジネス

実務慣行 と用語法

要求の厳 しいプロジェク ト管理
任務の準備 として、プ ロジェク
ト管理の方法 とリー ダシップ ス

キル

プロジェク ト計画 と管理の方法

と技法

IS関連の標準 を作成、実施、監

視す るための方法 と手続 き

一 連 の 計画 され た活 動 を通 じ

て 、 ミー テ ィ ング また は グル ー

プセ ソ シ ョン を運 営(ま た は

フ ァ シ リテー ト)し 、合 意 に 基

づ く成 果 物(た とえ ば、 ビジネ

品質システム、マニュアル、手

続きお よび計画の原則 と適正実
務慣行。品質保証 と審査。外部
品質基準。総合品質管理

(TQM)と 欧州品質管理卓越

ス問題、要求事項、技術オブ 性 モデ ル フ ァ ウンデー シ ョン

シ ョンの リス ト)の 作成 を導 く (TotalQualityManageme皿tand

方法お よび技法 EuropeanFoundationfbrQuality

ManagemcntExcellenoeModel)

専門能力育成活動 広範なIS問題についての 管理能力の育成 職場外活動 職 務 ローテ ー シ ョン と特 別 任務 職場外学習 コ ミュ ニテ ィ活 動

知識の習得

読 書 、セ ミナ ー 出席 、特 別 学

習 、一 時 的任 務 な どを通 じて、

広 範 なIS問 題 に つ いて知 識 の鮮

度 を高 め、維 持す る。

ビジネ スと財務管理 、変更管

理、戦略立案 を含めて、組織 の

全部または一部 を管理す るため
に要求 されるスキル と手法につ
いて訓練 を受け、実践 し、理解

を深める。 これには、職場内お

作業環境外部で、専門スキルを

育成す るのに、あるいは自分の
業務上の役割 を新 しい視点であ

るいは深 く理解するのに役立つ
活動を実施する。

IS内外で、一時的に他 の役割 一

とくに、自己の職務 について新

しい視点を提供する役割、ある
いは環境や文化の異なる役割 一

を引き受ける。

た とえ ば、 外国 語 コース な ど、

合 目的的 で は あ るが 、直接 には

自己 の役 割 に関 係 しない テー マ

で 、 自習 し、 あ るい は夜 間 ク ラ

スや バ ケー シ ョンス クー ル に参

加 す る。

地域社会や市民行事に参加す
る。

よび外 訓練が要求 され、場合に

よっ て は、MBAな ど該 当す る

能力育成プ ログラムへの参加が

含 ま れ る。

代行 プ ロジェク ト任務 相談役 国際経験 専門家団体の活動への参加 パ ブ リケ ー シ ョン

監督者または管理者が休暇その

他の理由で不在時に一時的に代

行す る。

特定の問題 に対処す るために設

置されたプロジェク トチーム、
作業 グルー プ、タスクフォース

に参加する。 グル ープが領域横

仕事やキャ リアの問題 にっい
て、直接の監督 下にない人間の

相談を受け、相談、指導役を務
める。

雇用主組織のために海外で専門
職務 を実施す る。

支部、専門家 グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極的に参加す る。

専門誌、技術誌へ寄稿する。

断的であれ ばなお さら有益であ
る。



専門能力育成活動(続 き) 教育指導 規格/標 準 と法律 雇用主組織について

戦略的知識 の習得

自己 の専 門領 域で 、公 式 、非 公

式 に 、教師 、 講師 、 チ ュー

ター 、 コー チ と して教 育指 導 を

務 め る。

関連規格/標 準 または法律の策
定、維持または監視に責任を負

う作業 グループ、委員会 などに

参加す る。

雇用主組織の経営を とりま くビ
ジネス(経 営)環 境 、外部世界
との相対的な組織の地位、方

針、方向にっいて総合的に理解

を深める。

資格 MBCS－ 英国 コン ピュー タ

学会 会員

MCSD-Micr・soR認 定

ソ リュー シ ョンデ ベ ロ ッパ

英 国 コ ン ピュー タ学 会 MicrosoR

(http:〃www.b。 …rg・司 ・inbcs・ht (http://www.microsoR・oom・mcp/

m) 詠t〆 ・h・ice・.htm)

情報システムエンジニア リング MicrosoRWindowsオ ペ レー テ ィ

公 認機 関(1㎡bmationSyste雌 ング シ ステ ム とアプ リケー シ ョ

E・gmeed・gCh・HeredB・dy)の ン開発 が対象

専門資格

ー

巴

O
ー
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(6)レ ベ ル6(TEST6)一
職務の概要 適切なテ 。 ト。一ル と手法 を使。て論 意 された基準・・従 い、テ・ トを瓶 設計、管理 、実行 ・鮪 ・噺 規お よび修正後の ・フ トウ・アとイ・タフ・一スが・仕様 どお り・意図 された とお

りに動作す ることを保証す る。

レベルの定義
レベル6

(自主性、責任および権 限)

管理者、IS専門家または コンサ

ルタン トとして、定義 された活

動領域に全面的な責任を負 う。

(影響力)

雇用主組織のIS業 務の領域に中

長期にわた り相当の影響力をも
つ。 自己の専門領域 に関する方

針の策定に影響 を与 える。

(業務の複雑 さ)
予測不可能な業務、ルーチン外
の業務を含 めて、幅広い技術お

よび/も しくは管理原則の創造
的適用を要求 され る、や りがい
のある広範多様な業務を実施す

(必須スキル)

多様 な技術領域 と状況で リーダ
シップ を発揮する。

主要 レポー トの作成、適切な

ツール と手法 を使ったプ レゼ ン
テーシ ョンの準備、組織、実

(文脈 の な かで のIs)

自分 の専 門能 力 お よび/も しく

は プ ロ ジェ ク トで の責 任 と雇 用

主組 織 全 体 との関係 を深 く理 解

して い る こ とを証 明す る。

運 用製 品(operationalproduct)

(学習 と能力育成)
自ら率先 し、時間 を作って、一

般技術能力と専門能力を常に最

新に維持 し、業界の動向に遅れ
ないよ うにする。

る。 施 、 ミー テ ィ ン グや デ ィスカ ッ に触れ ることになるすべての人
ションでの指導的役割な ど、公 間 の ニー ズ を考 慮 して、 自分 の
式 、非 公 式 を問 わず 、 部 下、 同 専門領域の範囲内で技術 ソ
僚 、 ク ライ ア ン ト、顧 客 との 間 リュー シ ョン を提案 す る こ とが

で、口頭または文書に よる効果 で き る。

的 な コ ミュニケ ー シ ョンを証 明

す る。

バ ックグラウン ド要件 学歴その他 過去の経験' 事前の知識 とスキル

教育バ ックグラウン ド

お そ らくは少 な く ともGCEAレ

ベ ル 、SCEHighcrグ レー ドま た

は 同等基 準 の教育 を受 けて い

ソフ トウェ アテ ス トの役 割 一 レ
ベル5で 熟 練 に到 達 してい る。

開 発 ライ フ サイ クル にわた っ て

す べ て のテ ス トイベ ン トに幅 広

い知 識が あ る。 平 均以 上 の対 人

スキ ル 、 コ ミュニ ケー シ ョンス
る 。 キル 、 あ らゆ る レベル の ク ライ

アン ト/ユ ーザ との対応能力を

備 えて い る。 テ ス ト管理 に リス

ク指向の分析的アプローチで臨

んで い る。

タス ク
必須タスク

1.ISスタ ッフお よびクライアン

ト/ユ ーザ との努力を結集 し、

開発の全段階のテス ト結果 に基
づいて リスクを評価 し、複雑な

ISプロジェク トまたはプ ロジェ

ク トのプログラム内部のすべて
の活動の管理に全面的責任 を引

き受ける。テス ト作業 を監視、

管理 し、テス ト活動を管理す る

2.ソ フ トウェアテス トの全側面

に関 して専門家兼コンサル タン
トとして活動 し、プ ロジェク ト

に最 も適切なテス ト戦略を決定

す るためクライアン ト/ユ ーザ
およびIS管理者両方 に助言を提

供す る。

3.プ ロジ ェ ク トの他 のテ ス ト担

当者 、 テ ス トコー デ ィネ ー タに

リー ダ と して指 示 を提 供 し、テ

ス トプ ロセ スの効 果 的 な改 善策

を決 定 す る。

4.専 門的なテス トツール と手法

の使用を含めて、最 も効果的、

効率的なテス トが実施 され るよ
うに、戦略の定義に指導的役割

を引き受ける。 現実的なテ ス ト

戦略 に照 らして望ま しいバラン
スとなるよ う優先順位の設定に

支援す る。

5.オ ペ レー シ ョン 、IT、ISの 方

針 とテ ス トプ ロセ スにつ いて 十

分 な知 識 を備 え、助 言 を提 供

し、正 当性 を説 明す る。 テ ス ト

が一 般 的 に適 用 され る よ うに 内

部 、外 部 の標 準/基 準 、方 法 、

手続 きに つ いて 助 言 し、 定義

し、正 当性 を説 明す る。 内部/

外 部 のテ ス トプ ログ ラム にっ い

て 助 言す る。

6,プ ロ ジェ ク ト管理 者 と連 絡 を

とって 、 プ ロジ ェク トの テ ス ト

段 階 に対す る期 待 事項 を管理す

る。 「品 質ゲ ー ト」基 準 と是 正

アク シ ョンに 同意 す る。

のに必 要 なテ ス トの メ トリクス

を記録 、発 表す る。

必須 タスク 任意 タスク

7.テ ス ト作業 のす べ て の側 面 に 8.テ ス トス タ ッフの 育成 と訓練 9.外 部サ プ ライ ヤ か らの ソフ ト

ついて、 口頭および書面でよど の問題 について人事管理者に助 ウェアの受け入れを管理す る。

みな く意思を伝達 し、内部およ 言 す る。

び外部の場であ らゆる レベルの

管理者 と効果的にコミュニケー
シ ョン を とる。

知識 とスキル
行動スキル

(戦略的視点)

全体的な目標 と戦略に常に留意

し、細事に とらわれすぎない。

(計画立案 と組織化)

予想 され る問題 を考慮 した うえ
で、アクションの道筋を、小 さ

なステ ップに分解 し、各ステ ッ

(顧客指 向)
内部、外部顧客のニー ズを理解

し、行動を起 こす とき、または
決定を下す ときに、そのニーズ

(権限委譲)
タスク、責任、権限 を効果的に

委譲する。

プを計画 し資源を手 当てす るこ に配 慮 す る。

とに よ り、決 定す る。
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知識 とスキル(続 き)
技術知識 とスキル

(社 内、 業 界、専 門 家基 準 の エ

キ スパー ト)

IS実 務者 の 現在 の役 割 に関 連 す

る標 準/基 準

例:部 門 のプ ログ ラ ミン グ標

準、 ヘル プデ ス ク手 続 き、 社 内

品質 管理 システ ム 、ITイ ン フ ラ

ライ ブ ラ リ、TicklT

(ソ フ トウ ェア テ ス トの エ キス
パー ト)

す べ て の アプ リケー シ ョン コ ン

ポー ネ ン ト(動 作お よび 非動

作)の ソフ トウェ アテ ス トを計

画 、 実施 し、 ソフ トウェ アが 指

定の 要 件 を充 足 して い る こ と を

検 証 し、 エ ラー を検 出 す るた め

に使 用す るテ ス ト手 法

(メ トリクスに熟達)
IS活動の見積 もりに際 して、過

去の測定値および生成測定値の

収集、分析、適用

例:機 能ポイン ト分析 、コー

ド行

(テス ト管理手法に熟達)

開発プロジェク トのライフサイ

クルにわたるテス トプロセスの

効果的 な管理お よびテ ス トの実
施のための原則、方法、技法、
ツール

例:テ ス ト、計画 と見積 も

り、構成管理 、インシデ ン ト管
理、テス トの効率 と効果の測 定

(国 内/国 際規 格 に精 通)

Is実 務 に関 連 す る規 格

例:PRINCE、SSADM、

ISO9000

例=動 的テ ス ト手 法 、 静 的テ に関する組織横断的基準

ス ト手 法 、非 動 作テ ス ト手法 、

テス ト自動化手法
その他の知識 とスキル

(リスク管理 に熟達)

リスクの評価と管理 の方法 と技
法

例:CRAMM

(標準/基 準作成手法に熟達)
プログラミング標準、品質基

準、安全衛生基準などの標準/
基準 を文書化す るための原則 、

方法、技法

(プロジェク ト計画および管理

手法に熟達)
プ ロジェク トの計画 と進捗監視
に関連する手法

例:製 品/作 業分類構造、ク

リティカルパス分析、達成価値

(プレゼ ンテー ション手法に精
通)

効果的なプレゼ ンテーシ ョンを
実施する方法 と技法

(資源配分に精通)

動的なマルチプロジェク ト環境
で の再評価 と再配分を含めて、

最適の結果 を達成する効果的、
効率的な資源の運用

(ビジネスプロセス改善手法を

把握)
すでにモデ リングされ理解 され

ている ビジネスプロセスの簡素

化 のための手法

例:エ ラープルーフ、付加価

値評価、プ ロセスサイクル タイ
ム節減

訓練要件 顧客関係 標準/基 準の作成、実施
お よび監視

情報システムの戦略 立案 フ ァシ リテ ー シ ョン 指導 と助言 プログラム管理

顧客満足の達成 と維持のため、

上級管理者 レベル のクライアン
ト/ユ ーザとの関係に指導的役

割 を果たす準備 として、交渉、一

プ レゼ ンテー シ ョン、 ミー ア ィ

ン グスキル

IS関連の標準を作成、実施、監

視す るための方法 と手続 き

明確に定義 されたオプションと
アクシ ョンプランを生成す る体

系的な方法で組織の長期的 ビジ

ネ ス情報要件を定義す るプロセ
スの心理学 と実用性

一連 の 計画 され た活 動 を通 じ

て 、 ミー テ ィ ングま た は グル ー

プセ ッ シ ョンを運 営(ま たは

ファ シ リテー ト)し 、・合意 に 基

づ く成 果物(た とえば 、 ビジネ

ス問 題 、 要求 事 項、 技 術 オプ

シ ョンの リス ト)の 作 成 を導 く

個人 またはグループに指導を提

供す るための概念、方法お よび

技法

プロジェク トのプログラムの選

択、計画、管理に際 して順守す
べき原則 と実務慣行、およびプ

ログラム管理に関連する役割 と

責任

方法お よび技法

専門能力育成活動 広範なIS問題についての

知識の習得

規格/標 準と法律についての
知識の習得

管理能力の育成 職場外活動 職務 ローテーシ ョンと特別任務 職場外学習

読書 、セ ミナー 出席 、 特別 学

習 、一時 的任 務 な どを通 じて 、

広 範 なIS問 題 につ い て知識 の鮮

度 を高 め、維 持 す る。

関連する国内、国際規格/標 準
および法律について知識を習得
し、維持す る。

ビジネス と財務管理、変更管

理 、戦略立案を含めて、組織の

全部または一部を管理す るため
に要求 され るスキル と手法につ
いて訓練を受け、実践 し、理解

を深 める。 これには、職場内お

作業環境外部で、専門スキル を
育成す るのに、あるいは 自分の

業務上の役割 を新 しい視点で あ
るいは深 く理解するのに役立っ

活動 を実施す る。

IS内外で、一時的に他の役割 一

とくに、 自己の職務 について新
しい視点を提供する役割 、ある
いは環境や文化の異 なる役割一

を引き受ける。

た とえば 、外国 語 コー ス な ど、

合 目的 的 では あ るが、 直接 には

自己 の役割 に 関係 しない テー マ

で、 自習 し、 あ るい は夜 間 クラ
スやバ ケ ー シ ョンス クール に参

加 す る。

よび外訓練 が要求され、場合に

よって は 、MBAな ど該 当す る
「

能力育成プログラムへの参加が

含 まれ る。

コ ミュニテ ィ活 動 プ ロ ジェ ク ト任 務 相談役 国際経験 専門家団体の活動への参加 パ ブ リケー シ ョン

地域社会や市民行事に参加す
る。

特 定 の問題 に対 処す る ため に設

置 され た プ ロジ ェ ク トチー ム 、

作 業 グル ー プ 、 タス ク フ ォー ス

仕事や キャリアの問題につい
て、直接の監督下にない人間の

相談を受 け、相談、指導役 を務

雇用主組織のために海外で専門
職務を実施す る。

支部、専門家グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動に

積極的に参加す る。

専門誌、技術誌へ寄稿す る。

に参加す る。 グループが領域横 め る。

断的であればなお さら有益であ
る。



専門能力育成活動(続 き) 教育指導 規格/標 準と法律 雇用主組織について戦略的

知識i2習 得

自己の専門領域で、公式、非公 関連規格/標 準または法律の策 雇用‡組織の経営をとりまくビ

式に 、教 師、 講師 、チ ュー 定、維持または監視に責任を負 ジネス(経 営)環 境、外部世界

ター 、 コーチ と して教 育指 導 を

務 め る。

う作業グループ、委員会な どに
参加す る。

との相対的な組織 の地位 、方

針、方向について総合的に理解

を深 め る。

資格 MBCS－ 英国 コン ピ ュー タ MCSD-Micros・R認 定

学会会員 ソ リュー シ ョンデ ベ ロ ッパ

英 国 コ ン ピュー タ学 会 MicrosoR

(http:〃www.bcs.org.uk60inbcs.ht (http:〃www.microsoftcom・mcp/

m) mktダch・ices.h㎞)

情報システムエンジニアリング MicrosoRwindowsオ ペ レ ー テ ィ

公 認機 関(㎞ 允mationSystems ング シ ステ ム とア プ リケー シ ョ

Eng垣eeringChaderedBody)の ン開発が対象

専門資格

ー
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〔7)レ ベ ル7(TEST7)一
職務の概要 適切 なテス トツール と手法 を使って、合意 された基準に従 い、

りに動作することを保証す る。

テス トを計画段 計漕 理、実行、継 し、新規お よび擬 後の ソフ トウェア とインタフ・一・が・騰 どお り愚 図 された とお

レベル の定義
レベ ル7

(自主性 、責任および権限)

職務管理者、IS専門家 または上

級 コンサル タン トとして、全面
的な専門責任を負 う。すべての

意思決定に全面的な説明責任 を

(影響力)

雇 用主組織 の収益性または運用

効率に相当の影響力をもっ。方
針の策定に相 当の影響 を与え
る。

(業務の複雑 さ)

戦略的意思決定および/も しく
は資源の大規模展開を含めて、

主にルーチン外の業務を実施す
る。

(必須 ス キル)
コ ミュ ニ ケー シ ョン、部 下 の指

導 と動機 づ け 、財 務 計画 と統

制 、品質 管 理 、 リスク 分析 、

ター ゲ ッ トの 達成 な ど、管 理 お

よび リー ダ シ ップ の重 要領 域 で

(文脈のなかでのls)

ISにっいて、お よび 自分の組織

と他組織の両方でのIS活用にっ

いて幅広い知識を証明す る。

(学習 と能力育成)
自ら率先 し、自身 と部下のスキ
ルを常に最新に維持 し、IS業界

の動向に遅れないようにす る。

負 う。 能力を発揮す る。

バ ックグラウン ド要件 学歴その他

教育バ ックグラウン ド

過去の経験 事前の知識とスキル

おそ らくは少な くとも㏄EAレ

ベル、SCE伍gherグ レー ドまた

は同等基準の教育を受けてい

ソフ トウェア テ ス トの役 割 一 レ
ベ ル6で 熟 練 に到 達 して い る。

テス ト活動 とテス ト手法に総合

的な知識が あり、複雑 なISプ ロ

ジェク ト内部でテ ス ト作業を管

理す る能力がある。テス ト結果
る 。 を基礎に して リスクを評価 し、

クライアン ト/ユ ーザに営業上
の意義 を明確に伝達する。平均

以 上 の対 人 スキル 、 コ ミュニ

ケー シ ョンス キル を備 え てい

る。

業 界 内 、 と くに競合 組 織 、関 連

組織内のISテス トの現行の実務

慣行 と新 しい動向について十分
に把握 していることを証明す

る。

タス ク

必須 タスク

1.決定が組織 の収益性あるいは

有効性 に目に見 える影響を及ぼ

すことになる、組織 内の相 当規
模のソフ トウェアテス トについ

て管理監督に全面的責任を引き

受ける。専門的なテス トツール
と手法の使用を含めて、最も効

果的、効率的なテ ス トが実施 さ
れるよ うにする。外部サプライ

2.ソ フ トウェアテス トの全側面

に関 して上級 コンサル タン トと

して活動 し、組織の制約 とオペ
レーション上 の要求に従って複

雑なISプ ロジェク トまたはプ ロ

ジェク トのプログラムに最 も適

切なテ ス ト戦略 を決定す るた
め、クライアン ト/ユ ーザおよ

びIS管理者両方に助言 を提供す

3,組織全体にとってのテ ス トの

効果 について報告 し、テ ス トプ
ロセスの改善策を識別す る。同

僚および/も しくはクライアン
ト/ユ ーザ上級管理者に改善提

案 を提示 し、その実施を管理す
る。

、

4.他 の上級テス ト担 当者に指

示、指導を与え、組織内でテス

トの役割を改善する方策をみき
わめる。すべてのレベルのテス

ト担当者にっいて適切 な訓練 を

確認 し、その開発 を監督する。

他のテス トプ ログラムを監査す
る。

5.他 の先 任 技術 スタ ソフ 、専 門

IS管 理者 と とも に、IS方 針決 定

お よび ソ フ トウェア 、ハ ー ド

ウ ェア両 方 の調 達 に積 極 的役 割

を引 き受 け る。

6.理解力、想像性、創造性 を示

しながら、ISを通 じて引き起こ

される変化 を受け入れ る方向に
上級管理者 を導 く。オペ レー

ション上および ビジネス上の
ニーズ と制約に沿ってテス ト方

針を策定する上級管理者の任務

に協力す る。

ヤ か らイ ンポ ー トす る ソ フ ト る。

ウェアのテス ト品質を監視す
る 。

必須 タスク 任意 タスク

7.テ ス ト作業 のす べ て の側 面 に (情報未定義)

ついて、 口頭お よび書面で よど

みな く意思を伝達 し、内部およ
、

び外部の場であらゆるレベルの

管理者 と効果的にコ ミュニケー
シ ョンを とる。

知識 とスキル
行動スキル

(戦略的視点)
全体的な目標 と戦略に常に留意
し、細事にとらわれすぎない。

(営業指向)

行動を起 こす とき、または決定
を下す ときに、常に、営業の側

面に留意す る。

(顧客指向)
内部、外部顧 客のニーズを理解
し、行動 を起 こす とき、または

決定 を下す ときに、そのニーズ

に配慮する。

(権限委譲)
タスク、責任、権限を効果的に

委譲する。
-
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知識 とスキル(続 き)
技術知識 とスキル

(メ トリク スのエ キ スパ ー ト)

IS活 動 の見積 も りに際 して 、過

去 の測 定値 お よ び生成 測 定値 の

収 集 、分析 、適 用

例:機 能 ポイ ン ト分析 、 コー

ド行

(社 内 、業 界 、専 門 家基 準 のエ

キスパ ー ト)

IS実 務 者 の現在 の役 割 に関 連す

る標 準/基 準

例:部 門 の プ ロ グラ ミン グ標

準 、ヘ ル プ デ ス ク手続 き、 社 内

品 質 管理 システ ム、ITイ ン フ ラ,

ライ ブ ラ リ、TicklT

(ソ フ トウェア テ ス トのエ キス
パ ー ト)

す べ ての ア プ リケー シ ョン コン

ポ ー ネ ン ト(動 作お よび非 動

作)の ソフ トウェ アテ ス トを計

画 、 実施 し、 ソフ トウェア が指

定 の 要件 を 充足 してい る こ とを

検 証 し、 エ ラー を検 出す るた め

に使 用す るテ ス ト手 法

(テ ス ト管理 手 法 のエ キスパ ー

ト)

開 発 プ ロ ジェ ク トの ライ フサイ

クル にわ た るテ ス トプ ロセ ス の

効 果 的 な管理 お よびテ ス トの実

施 の た めの原 則 、方 法 、 技法 、

ツール

例:テ ス ト、計 画 と見 積 も

り、構 成 管理 、イ ン シデ ン ト管

(国 内/国 際規 格 に 熟達)

Is実 務 に関 連 す る規 格

例:PRINCE、SSADM、

ISO9000

例:動 的 テ ス ト手 法、 静 的テ 理、テス トの効率 と効果の測定

ス ト手法 、非 動 作 テ ス ト手法 、 に関する組織横断的基準
テ ス ト自動化手法

その他 の知識 とスキル

(リスク管理に熟達)

リスクの評価 と管理の方法 と技
法

例:CRAMM

(資源配分に熟達)
動的なマルチプロジェク ト環境

での再評価 と再配分を含 めて、

最適の結果 を達成す る効果的、

効率的な資源の運用

(ビジネスプロセス改善手法に
精通)

すでにモデ リングされ理解 され
ている ビジネスプ ロセスの簡素

化 のための手法
例:エ ラープルーフ、付加価

(指導手法に精通)
サポー トと誘 導のバランスの と
れた組み合わせ により、個人ま

たは グループを指導す るための

方法 と技法

(プログラム管理に精通)

予定するビジネス利益の実現に
至 るまで、プ ロジェク トのプロ

グラムお よび関連活動を効果的

に関連す るための原則、方法、

技法お よび ツール'

値 評 価 、プ ロセ スサ イ クル タイ
ム節減

訓練要件 顧客関係 情報 システ ムの戦略立案 指導 と助言 プ ログラム管理

顧客満足の達成 と維持のため、
上級管理者 レベルのクライアン

ト/ユ ーザ との関係に指導的役
割を果たす準備 として、交渉、
プ レゼンテーション、 ミーテ ィ

明確に定義 されたオプ ションと
アクションプ ランを生成す る体

系的な方法で組織 の長期的 ビジ
ネス情報要件 を定義す るプロセ
スの心理学 と実用性

個人またはグループに指導を提

供す るための概念、方法お よび
技法

プロジェク トのプログラムの選

択、計画、管理に際 して順守す
べき原則 と実務慣行、およびプ

ログラム管理に関連する役割 と

責任

ングスキル

専門能力育成活動 広範なIS問題についての

知識の習得

規格/標 準 と法律につ いての
知識 の習得

管理全般 職場外活動 職場外学習 コミュ ニテ ィ活動

自習、 セ ミナー 出 席、 特別 学

習 、一 時 的任務 な どを通 じて 、

広 範なIS問 題 につ い て知 識 の鮮

度 を高 め 、維持 す る。

関連す る国内、国際規格/標 準
および法律 について知識を習得
し、維持す る。

部 門 のま た はIS全 体の職 務 に 責

任 を 引 き受 ける こ とがで きる'よ

うに 、効果 的な コ ミュ ニ ケー

シ ョン、 リー ダ シ ップ の ス タイ

ル とス キル 、チ ー ム編成 とチー

ムの役 割 、動機 づ け と権 限 委

作業環境外部で、専門スキル を

育成す るのに、あるいは自分の

業務上の役割 を新 しい視 点であ
るいは深 く理解するのに役 立つ

活動 を実施す る。

た とえば 、外 国 語 コー ス な ど、

合 目的的 で は あ るが 、直接 には

自己 の役 割 に関係 しない テー マ

で 、 自習 し、 あ るい は夜 間 クラ

ス やバ ケー シ ョンス クール に参

加す る。

地域社会や市民行事に参加す
る。

任、計画立案 と資源スケジュー

リング、影響力の行使、説得お

よび交渉など、管理スキル全般
'

について継続的な訓練を実施す

る 。

プ ロジ ェク ト任務 相談役 国際経験 .専門家団体の活動への参加 パ ブ リケ ー シ ョン 教育指導

特定の問題に対処するために設
置 されたプロジェク トチーム、

作業グループ、タスクフォース
に参加する。グループが領域横

仕事や キャ リアの問題 につい

て、直接の監督下にない人間の
相談を受け、相談、指 導役 を務

める。

雇用主組織のために海外で専門

職務を実施する。

支部、専門家 グループ、委員会
レベルで、専門家団体の活動 に

積極的に参加す る。

専門誌、技術誌へ寄稿する。 自己の専 門領 域 で 、公 式 、 非公

式に 、教 師 、講師 、チ ュー

ター 、 コー チ と して教育 指 導 を

務 める。

断的で あればなお さら有益であ
る。

＼一 ー ー 一 一



「

専門能力育成活動(続 き) 規格/標 準と法律 雇用主組織 について戦略的
知識の習得

関連規格/標 準または法律の策

定、維持または監視に責任を負
う作業グループ、委員会な どに

参加する。

雇用主組織の経 営をとりまくビ
ジネス(経 営)環 境、外 部世界

との相対的な組織 の地位 、方

針、方 向にっいて総合的に理解
を深める。 '

資格

・

MBCS－ 英 国 コン ピ ュー タ

学 会会 員

英 国 コ ン ピ ュ ー タ 学 会

(http=〃www.bcs.org・uk60inbcs・ht

m)

情 報 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア リ ン グ

公 認 機 関(lnfbmati・nSystems

EngineeringCharteredBody)の

専 門 資 格
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